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史
料
研
究
・
成
果
公
開

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
よ
る
研
究
・
成
果

特
定
共
同
研
究

【
古
代
史
料
領
域
】

研
究
課
題　

小
川
八
幡
神
社
大
般
若
経
の
文
化
資
源
化
研
究

研
究
経
費　

二
二
八
万
七
二
六
〇
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
を
含
む
）

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

山
口
英
男

所
内
共
同
研
究
者　

田
島　

公
・
尾
上
陽
介
・
遠
藤
基
郎
・
藤
原
重
雄
・
稲
田
奈
津

子
・
堀
川
康
史
・
黒
須
友
里
江
・
小
塩　

慶

所
外
共
同
研
究
者　

大
橋
直
義
（
実
践
女
子
大
学
）・
川
尻
秋
生
（
早
稲
田
大
学
）・
坂

本
亮
太
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
）・
竹
中
康
彦
（
和
歌
山
県
立
博

物
館
）・
傳
田
伊
史
（
長
野
市
立
長
野
西
高
校
）・
西
本
昌
弘
（
関

西
大
学
）・
福
島
正
樹
（
信
州
大
学
）・
本
郷
真
紹
（
立
命
館
大

学
）・
矢
越
葉
子
（
明
治
大
学
）・
李　

乃
琦
（
日
本
学
術
振
興
会

外
国
人
特
別
研
究
員
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

和
歌
山
県
紀
美
野
町
の
小
川
八
幡
神
社
が
所
蔵
す
る
大
般
若
経
は
、
全
六
〇
〇
巻
（
現

状
は
折
本
六
〇
〇
帖
）
が
現
存
し
、
約
一
二
〇
巻
の
奈
良
時
代
写
経
、
約
三
八
〇
巻
の
平

安
時
代
写
経
を
含
み
、
一
九
七
八
年
に
学
界
に
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
古
代
の
文
化
史
・
地

域
史
等
に
豊
か
な
情
報
を
提
供
す
る
研
究
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
、
本
格
的
な
研
究
利
用

の
た
め
の
詳
細
な
原
本
調
査
が
待
た
れ
て
い
た
史
料
群
で
あ
る
。
今
般
、
関
係
諸
方
面
の

尽
力
に
よ
っ
て
環
境
が
整
い
、
本
格
調
査
の
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
小
川
八

幡
大
般
若
経
全
点
の
原
本
調
査
、
赤
外
線
撮
影
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影
、
既
存
調

査
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
理
等
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
学
術
資
源
化
す
る
と
と
も

に
、
小
川
八
幡
大
般
若
経
の
成
立
・
変
遷
・
伝
来
等
を
め
ぐ
る
多
面
的
な
研
究
を
進
展
さ

せ
、
そ
の
文
化
的
価
値
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
通
じ
て
地
域
・
社
会
へ
の
研
究
成
果
還

元
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果


撮
影
し
た
全
巻
の
デ
ジ
タ
ル
写
真
に
つ
い
て
、H

i-Cat�Plus

か
ら
巻
単
位
で
の
閲
覧

利
用
を
可
能
と
し
た
。


整
理
し
た
調
査
デ
ー
タ
を
整
理
し
、『
小
川
八
幡
神
社
大
般
若
経
調
査
概
報
二
〇
一
九

―
二
〇
二
一
』
に
収
録
公
開
し
た
。
ま
た
、
研
究
及
び
調
査
結
果
の
概
要
を
同
書
に
収

録
し
た
。

【
中
世
史
料
領
域
】

研
究
課
題　

賀
茂
別
雷
神
社
文
書
の
調
査
・
研
究

研
究
経
費　

二
二
一
万
四
九
六
〇
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
を
含
む
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

金
子　

拓

所
内
共
同
研
究
者　

遠
藤
基
郎
・
遠
藤
珠
紀
・
川
本
慎
自
・
林　

晃
弘
・
石
津
裕
之

所
外
共
同
研
究
者　

伊
藤
真
昭
・
宇
野
日
出
生
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
）・
大
山
喬

平
・
加
瀬
直
弥
（
國
學
院
大
学
）・
久
留
島
典
子
（
神
奈
川
大

学
）・
五
島
邦
治
（
京
都
芸
術
大
学
）・
三
光
寺
由
実
子
（
和
歌
山

大
学
）・
志
賀
節
子
・
須
磨
千
頴
（
南
山
大
学
名
誉
教
授
）・
大
東

敬
明
（
國
學
院
大
学
）・
高
橋
敏
子
・
竹
田
和
夫
（
新
潟
大
学
）・

辰
田
芳
雄
（
就
実
大
学
）・
谷　

徹
也
（
立
命
館
大
学
）・
中
川　

学
（
東
北
大
学
）・
野
田
泰
三
（
京
都
橘
大
学
）・
藤
田
恒
春
（
賀

茂
別
雷
神
社
史
料
編
纂
委
員
会
）・
三
枝
暁
子
（
東
京
大
学
）・
山
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本
宗
尚
（
一
般
財
団
法
人
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
セ
ン
タ

ー
）・
横
井
靖
仁
（
関
西
大
学
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

こ
れ
ま
で
史
料
編
纂
所
で
は
、
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
（
京
都
府
賀
茂
別
雷
神
社
所
蔵
）

に
つ
い
て
継
続
的
な
調
査
・
撮
影
を
お
こ
な
い
、
画
像
や
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
そ
の
公
開
を

進
め
て
き
た
。
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
は
、
近
年
の
京
都
府
に
よ
る
調
査
で
約
一
四
〇
〇
〇

点
に
整
理
さ
れ
た
が
、
史
料
編
纂
所
で
は
こ
の
う
ち
四
二
二
二
点
（
二
一
二
五
〇
コ
マ
）

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
終
え
て
い
る
（
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
の
デ
ー
タ
）。

同
社
文
書
に
つ
い
て
は
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
の
賀
茂
一
社
争
乱
と
い
わ
れ
る
祠

官
と
氏
人
と
の
争
い
以
前
の
も
の
は
少
な
く
、
こ
れ
以
後
、
江
戸
時
代
前
期
の
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
）
頃
ま
で
の
文
書
を
非
常
に
多
く
残
し
て
い
る
。
本
研
究
に
お
い
て
は
、
こ

の
期
間
の
文
書
約
八
〇
〇
〇
点
の
う
ち
、
中
世
を
中
心
に
調
査
・
撮
影
を
さ
ら
に
継
続

し
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
の
公
開
（
研
究
資
源
化
）
を
進
め
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
を
用
い
た
賀
茂
別
雷
神
社
、
同
社
の
文
書
、
お
よ
び
同
社
の
神
事
、
組
織
、

所
領
に
つ
い
て
、
ま
た
、
同
社
の
文
書
を
用
い
た
中
近
世
の
政
治
史
、
文
化
史
な
ど
の
研

究
を
お
こ
な
う
。
さ
ら
に
今
期
は
、
有
力
社
司
家
所
蔵
文
書
へ
も
調
査
を
広
げ
て
研
究
を

行
な
う
。

（
2
）
研
究
の
成
果

今
年
度
は
最
終
年
度
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
、
成
果
報
告
の
た
め
の
研
究
会
を
開
催

し
、
ま
た
、
二
冊
目
の
研
究
成
果
報
告
書
『
続�

賀
茂
別
雷
神
社
の
所
領
と
氏
人
』
を
刊

行
し
た
。
ま
た
、
所
内
共
同
研
究
者
お
よ
び
共
同
研
究
員
が
責
任
編
集
と
な
っ
て
、
賀
茂

別
雷
神
社
史
料
編
纂
委
員
会
よ
り
『
賀
茂
別
雷
神
社
史
料
3　

賀
茂
神
主
経
久
記
Ⅰ
』
を

刊
行
し
た
。

成
果
報
告
書
は
、
前
冊
同
様
、
氏
人
組
織
や
社
領
に
関
す
る
中
世
お
よ
び
近
世
の
研

究
、
ま
た
、
賀
茂
別
雷
神
社
を
研
究
す
る
う
え
で
貴
重
な
史
料
の
史
料
紹
介
を
収
め
た
も

の
で
あ
り
、
時
代
を
問
わ
ず
多
様
な
関
心
か
ら
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
に
関
心
を
も
つ
研
究

者
が
集
ま
っ
た
か
ら
こ
そ
の
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
國
學
院
大
学
博
物
館
特
別
展
「
都
の
神�

や
し
ろ
と
ま
つ
り�

賀
茂
別
雷
神
社

の
至
宝
」
展
（
史
料
編
纂
所
協
力
、
二
〇
二
二
年
一
月
二
七
日
～
三
月
二
六
日
）
に
お
い

て
、
研
究
成
果
の
一
部
を
公
開
し
た
。

【
近
世
史
料
領
域
】

研
究
課
題　

史
料
編
纂
所
所
蔵
維
新
関
係
貴
重
史
料
の
研
究
資
源
化

研
究
経
費　

二
四
〇
万
八
二
〇
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
を
含
む
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

小
野　

将

所
内
共
同
研
究
者　

保
谷　

徹
・
杉
本
史
子
・
箱
石　

大
・
水
上
た
か
ね
・
立
石　

了

所
外
共
同
研
究
者　

麓　

慎
一
（
佛
教
大
学
）・
岸
本　

覚
（
鳥
取
大
学
）・
谷
本
晃
久

（
北
海
道
大
学
）・
白
石　

烈
（
宮
内
庁
書
陵
部
）・
福
元
啓
介

（
尚
古
集
成
館
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

本
所
が
特
殊
蒐
書
と
し
て
所
蔵
す
る
維
新
関
係
貴
重
書
史
料
群
は
、
質
量
と
も
に
国
内

有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
一
部
を
除
き
史
料
学
的
調
査
・
研
究
は
進
展
を

み
て
い
な
い
（
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
も
未
形
成
）。
本
研
究
で
は
対
象
史
料
群
の
う

ち
、
維
新
史
料
引
継
本
（
約
二
〇
〇
〇
〇
冊
、
戦
前
期
の
維
新
史
料
編
纂
会
が
収
集
し
た

史
料
群
）・
外
務
省
引
継
書
類
（
約
三
〇
〇
〇
冊
、
政
府
か
ら
移
管
さ
れ
た
江
戸
幕
府
の

外
国
方
関
係
史
料
）・
史
談
会
本
（
約
二
〇
〇
〇
冊
、
旧
華
族
諸
家
が
複
製
収
集
し
た
幕

末
維
新
史
料
群
）、
ま
た
、
国
宝
島
津
家
文
書
や
島
津
家
本
の
う
ち
、
幕
末
維
新
関
係
史
料

を
対
象
と
す
る
。
当
該
時
期
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
専
門
と
す
る
共
同
研
究
者
を
募
集
し
、

厳
密
な
史
料
学
的
検
討
を
加
え
つ
つ
、
各
史
料
の
記
述
内
容
を
確
認
し
て
解
説
目
録
の
作

成
に
着
手
す
る
。
明
治
維
新
へ
の
社
会
的
関
心
を
も
見
据
え
て
、
本
研
究
の
成
果
を
公
開

し
、
来
た
る
べ
き
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
に
向
け
て
の
基
礎
的
作
業
を
実
施
す
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

論
文
ほ
か
に
よ
り
成
果
を
公
開
し
た
。
白
石
烈
「『
朝
彦
親
王
日
記
』
補
遺
―
文
久
二

年
（
一
八
六
二
）
九
月
四
日
条
～
十
月
八
日
条
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
月
三
日
条

～
十
二
月
十
五
日
条
―
」（『
書
陵
部
紀
要
』、
第
七
三
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
は
、
宮

内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
「
朝
彦
親
王
日
記
」
写
本
に
つ
い
て
の
翻
刻
で
、
紹
介
の
部
分
（
文

久
二
年
お
よ
び
元
治
元
年
）
は
初
の
活
字
化
と
な
る
。
原
本
が
消
失
し
た
宮
内
省
編
纂
事
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業
に
よ
る
謄
写
本
（
臨
時
帝
室
編
修
局
本
）
を
底
本
と
し
て
、
維
新
史
料
引
継
本
に
よ
り

校
訂
し
て
お
り
、
価
値
の
高
い
情
報
を
含
む
。
本
共
同
研
究
で
追
究
し
て
き
た
、
複
数
所

蔵
機
関
に
ま
た
が
る
写
本
群
の
検
討
結
果
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
白
石
烈

「
孝
明
天
皇
宸
翰
と
会
津
松
平
家
―
明
治
天
皇
へ
の
奉
呈
前
後
の
背
景
―
」（『
福
島
史
学

研
究
』、
第
一
〇
〇
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
で
は
、
維
新
史
料
引
継
本
や
書
陵
部
所
蔵

の
編
纂
史
料
を
活
用
す
る
こ
と
で
孝
明
天
皇
宸
翰
の
取
扱
い
を
検
証
し
、
幕
末
・
明
治
の

会
津
藩
お
よ
び
藩
主
松
平
家
の
動
向
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

谷
本
晃
久
「
蝦
夷
通
詞
と
ア
イ
ヌ
語
地
名
」（
北
海
道
博
物
館
編
『
北
海
道
博
物
館
第

5
回
特
別
展
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
と
北
海
道
」
連
続
講
座
・
特
別
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
記

録
』、
同
館
、
二
〇
二
一
年
九
月
）
は
、
維
新
史
料
引
継
本
所
収
の
画
像
史
料
を
活
用
し

た
も
の
で
、
当
該
史
料
は
「
蝦
夷
通
詞
」
を
明
確
に
表
示
す
る
画
像
と
し
て
貴
重
な
も
の

と
評
価
で
き
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
け
る
企
画
展
「
学
び
の
歴
史
像
―
わ
た
り

あ
う
近
代
―
」
で
展
示
さ
れ
る
な
ど
、
北
方
史
・
ア
イ
ヌ
史
の
貴
重
な
素
材
と
な
っ
た
。

な
お
関
連
し
て
、
麓
研
究
員
に
よ
る
谷
本
晃
久
『
近
世
蝦
夷
地
在
地
社
会
の
研
究
』（
山

川
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）
に
つ
い
て
の
書
評
も
、『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二
九

八
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

【
海
外
史
料
領
域
】

研
究
課
題　

モ
ン
ス
ー
ン
文
書
・
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
・
Ｖ
Ｏ
Ｃ
文
書
・
Ｅ
Ｉ
Ｃ
文
書

の
分
野
横
断
的
研
究

研
究
経
費　

三
四
六
万
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
を
含
む
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

松
方
冬
子

所
内
共
同
研
究
者　

岡
美
穂
子
・
岡
本　

真
・
大
東
敬
典
・
水
上
た
か
ね

所
外
共
同
研
究
者　

大
久
保
健
晴
（
慶
応
義
塾
大
学
）・
川
西
孝
男
（
関
西
学
院
大

学
）・
久
礼
克
季
（
川
村
学
園
女
子
大
学
）・
イ
サ
ベ
ル
・
田
中
・

フ
ァ
ン
ダ
ー
レ
ン
・
冨
田　

暁
（
岡
山
大
学
）・
中
砂
明
徳
（
京
都

大
学
）・
鍋
本
由
徳
（
日
本
大
学
）・
野
澤
丈
二
（
帝
京
大
学
・
准

教
授
）・
橋
本
武
久
（
京
都
産
業
大
学
）・
真
下
裕
之
（
神
戸
大
学
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

本
研
究
で
は
、
エ
ス
タ
ー
ド
・
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
、
イ
エ
ズ
ス
会
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
（
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）
と
い
う
、
広
域
的
で
非

（
あ
る
い
は
半
）
国
家
的
な
組
織
の
、
お
も
に
一
七
世
紀
に
本
部
と
ア
ジ
ア
拠
点
間
で
取

り
交
わ
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
、
内
容
だ
け
で
な
く
、
史
料
学
的
な
観
点
か
ら
も
、
多
角

的
な
検
討
を
加
え
る
。
従
来
、
南
欧
語
史
料
・
オ
ラ
ン
ダ
語
・
英
語
史
料
は
そ
れ
ぞ
れ

別
々
の
研
究
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
双
方
を
視
野
に
入
れ
た
研

究
が
出
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
本
研
究
は
、
共
通
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
専
門
を
異
に
す
る
研
究
者
が
密
接
な
討
論
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
方
向
性

を
一
層
推
し
進
め
る
。

現
在
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
の
中
で
歴
史
学
の
あ
り
方
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
海
外
の
動
向
の
安
直
な
輸
入
や
評
価
へ
の
対
応
と
し
て
で
は
な
く
、
日
本
史
学
の

内
在
的
発
展
と
そ
の
成
果
に
基
づ
き
、
今
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
学
知
の
つ
な
げ
方
を
刷

新
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
的
な
貢
献
を
模
索
す
る
。
同
時
に
、
世
界
的
な
要
請
で
も

あ
る
厳
密
な
史
料
読
解
に
基
づ
く
研
究
を
担
え
る
次
世
代
の
育
成
も
目
指
す
。

（
2
）
研
究
の
成
果

二
〇
二
一
年
度
は
二
回
の
主
催
研
究
会
を
開
催
し
、
会
計
史
、
東
洋
史
、
日
本
史
、
政

治
思
想
史
、
オ
ラ
ン
ダ
史
な
ど
、
学
際
的
な
討
議
を
行
う
と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
史
を
専
門
と
す
る
海
外
の
研
究
者
と
の
交
流
を
深
め
た
。
ま
た
、
本
所
に
よ
る
日

本
関
係
海
外
史
料
蒐
集
事
業
を
総
括
す
る
講
演
会
を
主
催
し
、
そ
の
成
果
と
今
後
の
課
題

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
の
入
門
書
を
『
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
入
門
―
日
本

史
を
複
眼
的
に
み
る
た
め
に
―
』
と
し
て
出
版
し
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
オ
ト
著
『
ア
ジ

ア
の
デ
カ
ダ
集D

écadas�da�A
sia

』、『
蘭
領
東
イ
ン
ド
会
社
外
交
文
書
集Corpus�

diplom
aticum

�N
eerlando-Indicum

』
の
翻
訳
成
果
を
本
所
研
究
紀
要
に
掲
載
し
た
。

【
複
合
史
料
領
域
】

研
究
課
題　

東
ア
ジ
ア
の
合
戦
図
の
比
較
研
究

研
究
経
費　

二
三
八
万
五
〇
〇
〇
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
を
含
む
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

須
田
牧
子
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所
内
共
同
研
究
者　

藤
原
重
雄
・
金
子　

拓
・
黒
嶋　

敏
・
畑
山
周
平
・
及
川　

亘
・

林　

晃
弘
・
岡
本　

真

所
外
共
同
研
究
者　

板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
）・
井
上
泰
至
（
防
衛
大
学
校
）・
鹿
毛
敏

夫
（
名
古
屋
学
院
大
学
）・
高
橋　

修
（
茨
城
大
学
）・
高
山
英
朗

（
福
岡
市
博
物
館
）・
堀　

新
（
共
立
女
子
大
学
）・
堀　

智
博

（
東
京
都
立
大
学
）・
山
崎　

岳
（
奈
良
大
学
）・
山
田
貴
司
（
福

岡
大
学
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
、
大
規
模
戦
争
や
王
朝
交
替
を
経
験
し
た
東
ア
ジ

ア
諸
国
で
は
、
社
会
が
混
沌
か
ら
安
定
に
向
か
う
過
程
で
、
戦
争
の
記
憶
を
視
覚
化
す
る

様
々
な
画
像
作
品
が
製
作
さ
れ
た
。
日
本
で
は
一
六
世
紀
後
半
期
に
お
け
る
川
中
島
の
戦

い
・
長
篠
の
戦
い
・
関
ヶ
原
の
戦
い
・
大
坂
の
陣
な
ど
を
題
材
に
し
た
合
戦
絵
巻
・
合
戦

図
屏
風
な
ど
が
作
成
さ
れ
、
中
国
大
陸
・
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
、
嘉
靖
倭
寇
・
壬
辰
丁

酉
倭
乱
を
題
材
に
し
た
戦
勲
図
・
武
功
図
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
戦

勲
・
武
功
を
顕
彰
す
る
た
め
の
合
戦
図
の
作
成
流
行
は
一
六
世
紀
～
一
七
世
紀
の
東
ア
ジ

ア
三
国
に
共
通
す
る
動
向
で
あ
っ
た
と
も
言
い
う
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
う
し
た
可
能
性

を
念
頭
に
置
き
、
本
研
究
で
は
一
六
～
一
七
世
紀
を
中
心
と
し
た
、
東
ア
ジ
ア
の
合
戦
図

制
作
の
動
向
の
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
を
試
み
、
そ
の
展
開
・
受
容
過
程
の
共
通
性
と
差
異
の
抽

出
を
試
み
る
。
比
較
の
視
点
を
持
つ
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
倭
寇
図

像
研
究
・
戦
国
合
戦
図
研
究
に
新
た
な
切
り
口
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

本
共
同
研
究
の
検
討
対
象
の
一
つ
で
あ
る
蔚
山
合
戦
図
屏
風
に
つ
い
て
は
、
高
精
細
ス

キ
ャ
ニ
ン
グ
を
行
な
っ
て
今
後
の
研
究
基
盤
を
整
え
る
と
と
も
に
、
同
系
統
の
諸
作
品
と

の
比
較
検
討
、
描
き
込
ま
れ
た
意
匠
の
読
み
解
き
、
関
連
史
料
の
探
索
な
ど
、
い
く
つ
か

の
切
り
口
か
ら
手
分
け
し
て
分
析
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
関
係
諸
機

関
と
調
整
し
つ
つ
準
備
の
整
っ
た
も
の
を
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
の
二
〇
一
九
年
度
か
ら
二
〇
年
度
に
か
け
て
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
が
進
め
た

研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
自
で
著
書
・
論
文
な
ど
に
よ
り
発
表
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

一
部
に
、
井
上
泰
至
編
『
資
料
論
が
ひ
ら
く
軍
記
・
合
戦
図
の
世
界
』（
ア
ジ
ア
遊
学
二

六
二
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）、
井
上
泰
至
「
戦
国
合
戦
図
屏
風
と
軍
記
」

（
中
根
千
絵
・
薄
田
大
輔
編
『
合
戦
図　

描
か
れ
た
〈
武
〉』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
一

二
月
）
が
あ
る
。

ま
た
、『
倭
寇
図
巻
』
に
か
か
る
成
果
に
つ
い
て
は
、「
倭
寇
図
巻
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
」
と
し
て
本
所
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
、
い
く
つ
か
の
研
究
会
・
広
報
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

一
般
共
同
研
究

研
究
課
題　

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
民
衆
生
活
の
改
変
と
信
心
の
歴
史
的
転
回
に
関
す
る

調
査
・
研
究

研
究
経
費　

五
六
万
四
〇
三
九
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
を
含
む
）

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

奈
倉
哲
三
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
名
誉
教
授
、
以
下
Ａ
）

所
内
共
同
研
究
者　

石
津
裕
之
・
杉
本
史
子
・
箱
石　

大

所
外
共
同
研
究
者　

小
田
真
裕
（
船
橋
市
郷
土
資
料
館
、
以
下
Ｂ
）・
児
玉
憲
治
（
千

葉
県
文
書
館
、
以
下
Ｃ
）・
千
葉
茉
耶
（
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び

す
記
念
館
、
以
下
Ｄ
）・
斎
藤
悦
正
（
本
郷
中
学
校
・
高
等
学

校
、
以
下
Ｅ
）・
芹
口
真
結
子
（
岐
阜
大
学
地
域
科
学
部
、
以
下

Ｆ
）・
清
水
有
子
（
明
治
大
学
文
学
部
、
以
下
Ｇ
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

近
世
の
民
衆
は
各
地
の
日
常
的
な
生
活
の
な
か
に
「
信
心
行
為
」
を
抱
え
込
ん
で
い

た
。
幕
末
期
に
お
い
て
、
そ
の
信
心
は
社
会
変
動
の
一
環
と
し
て
大
き
く
歴
史
的
に
転
回

す
る
。
そ
の
転
回
は
、
維
新
期
に
お
い
て
は
権
力
的
な
改
変
に
よ
る
も
の
も
大
き
い
が
、

民
衆
自
身
が
自
ら
の
生
活
を
改
変
し
て
い
こ
う
と
す
る
苦
闘
の
な
か
で
、
信
心
を
転
回
し

て
い
く
動
き
と
し
て
も
生
ま
れ
て
い
た
。
従
来
、「
幕
末
民
衆
宗
教
の
誕
生
」
と
い
っ
た

括
り
で
は
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
の
歴
史
事
象
を
、
ご
く
普
通
の
生
活
を
営
む
民
衆
が
地
域

生
活
を
改
変
さ
せ
る
な
か
で
、
信
心
を
も
転
回
さ
せ
て
い
た
現
象
と
し
て
、
史
料
か
ら
解
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明
す
る
課
題
が
本
共
同
研
究
の
根
底
に
あ
る
。
こ
の
根
底
の
課
題
を
果
た
す
に
は
、
各
地

の
多
様
な
信
仰
の
実
態
を
、
地
域
生
活
が
具
体
的
に
判
る
史
料
と
と
も
に
解
明
す
る
こ
と

が
必
須
で
あ
る
。
本
共
同
研
究
の
直
接
的
な
課
題
は
、
こ
の
根
底
の
課
題
に
寄
与
し
得
る

史
料
が
、
ど
の
地
域
に
ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
か
を
目
録
の
状
態
を
含
め
て
具
に
調

査
し
た
う
え
で
、
そ
の
史
料
研
究
成
果
を
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
に
あ
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

Ａ
：
安
政
六
年
、
多
摩
川
堤
防
決
壊
に
よ
る
九
ヵ
村
用
水
冠
水
に
対
し
、
用
水
普
請
で

も
今
回
の
用
水
普
請
は
公
儀
普
請
と
す
べ
し
と
要
求
す
る
拝
島
～
柴
崎
九
ヵ
村
の
地
域
共

同
体
の
力
が
解
明
さ
れ
た
。
普
済
寺
文
書
中
、
文
久
二
年
の
雨
安
居
に
関
す
る
冊
子
六
冊

か
ら
、
普
済
寺
で
の
「
雨
乞
祈
祷
」
の
内
容
が
詳
細
に
判
明
し
た
。
長
沼
家
文
書
中
、
遊

行
上
人
御
用
日
記
か
ら
、
藤
沢
遊
行
寺
で
の
調
査
が
新
た
な
課
題
と
な
っ
た
。
小
川
家
文

書
一
〇
三
六
点
の
仮
目
録
を
作
成
す
る
準
備
が
整
っ
た
。

Ｂ
：
平
田
篤
胤
門
人
の
宮
負
定
雄
・
大
原
幽
学
門
人
の
椎
名
旋
蔵
と
縁
戚
関
係
を
有
す

る
金
杉
佐
久
治
家
文
書
中
に
嘉
永
年
間
の
気
吹
舎
出
版
物
を
確
認
。
ま
た
、
開
披
不
能
文

書
を
業
者
委
託
で
開
披
し
、
地
域
に
お
け
る
大
原
幽
学
門
人
の
実
践
が
わ
か
る
史
料
を
翻

刻
し
、
記
念
館
に
提
供
し
た
。

Ｃ
：
下
奈
良
・
中
奈
良
両
村
が
所
属
す
る
奈
良
堰
用
水
組
合
の
基
礎
的
な
事
実
関
係
が

判
明
し
た
。
飯
塚
家
が
名
主
を
勤
め
る
下
奈
良
村
依
田
氏
知
行
所
で
費
用
の
立
て
替
え
や

割
付
な
ど
を
通
じ
、
用
水
組
合
の
な
か
で
下
奈
良
・
中
奈
良
両
村
の
関
係
が
判
明
し
て
き

た
。
ま
た
中
奈
良
村
に
限
れ
ば
、
用
水
利
用
の
前
提
と
な
る
土
地
所
有
関
係
が
時
系
列
的

に
再
現
で
き
る
可
能
性
も
出
て
き
た
。

Ｄ
：
旧
修
験
宮
崎
家
所
蔵
資
料
に
は
、
近
世
だ
け
で
な
く
、
明
治
・
大
正
期
の
史
料
も
多

数
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
宮
崎
求
馬
は
明
治
以
降
、
紫
波
郡
内
一
四
社
の
社
掌
も
務
め
、

常
駐
神
職
の
い
な
い
小
規
模
神
社
や
地
域
住
民
が
管
理
す
る
村
社
の
動
向
が
窺
わ
れ
る
。

Ｅ
：
村
内
百
姓
の
菩
提
寺
は
曹
洞
宗
長
林
寺
一
か
寺
の
み
と
い
う
特
色
。
宗
門
改
帳
・

過
去
帳
・
施
餓
鬼
過
去
帳
・
祠
堂
金
借
用
証
文
な
ど
か
ら
、
家
格
が
反
映
さ
れ
る
戒
名
や

施
餓
鬼
寄
付
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｆ
：
東
本
願
寺
家
臣
粟
津
家
「
粟
津
日
記
」
は
慶
応
元
年
～
慶
応
四
年
ま
で
の
記
事
が

収
録
。
粟
津
家
に
奉
公
す
る
下
男
下
女
の
奉
公
記
事
に
は
出
身
国
・
檀
那
寺
記
載
が
あ

り
、
北
陸
や
美
濃
国
な
ど
か
ら
も
百
姓
身
分
の
者
が
奉
公
に
出
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
檀

那
寺
宗
旨
も
東
本
願
寺
だ
け
に
限
ら
ず
、
浄
土
宗
な
ど
他
宗
派
も
確
認
で
き
た
。
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
貴
重
書
「
修
史
局
雑
綴
」
は
修
史
局
か
ら
の
教
部
省
組
織
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
へ
の
回
答
を
記
し
た
も
の
。

Ｇ
：
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
貴
重
書
か
ら
、
幕
末
の
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
に
関
す
る

文
書
を
選
定
、「
外
務
省
引
継
書
類
」
四
点
、「
維
新
史
料
引
継
本
」
一
点
の
撮
影
を
業
者

委
託
し
た
。
長
崎
純
心
大
学
博
物
館
所
蔵
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
史
料
の
う
ち
、
浦
上
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
に
関
連
の
書
付
・
書
状
・
オ
ラ
シ
ョ
本
な
ど
を
撮
影
。
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

所
蔵
史
料
の
う
ち
、
浦
上
村
山
里
庄
屋
高
谷
家
関
係
史
料
の
ほ
か
、
安
政
四
年
・
万
延
元

年
・
慶
応
三
年
の
長
崎
奉
行
所
の
御
用
留
、
浦
上
崩
れ
時
に
長
崎
奉
行
所
が
作
成
し
た
調

書
な
ど
を
調
査
。
安
政
年
間
の
「
口
上
書
」
に
は
「
物
真
似
手
踊
り
」
願
の
写
が
多
数
含

ま
れ
、
史
料
分
析
を
進
め
た
。

上
記
調
査
活
動
に
つ
い
て
、
各
人
は
毎
回
「
調
査
概
要
報
告
書
」
を
全
員
に
報
告
、
認

識
を
共
有
し
、
活
発
に
意
見
交
換
し
た
。
特
に
Ａ
と
Ｃ
は
用
水
組
合
下
流
村
落
に
よ
る
指

導
権
と
責
任
に
つ
い
て
議
論
。
Ｄ
が
進
め
て
い
る
目
録
作
成
に
つ
い
て
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

が
具
体
的
な
提
言
を
お
こ
な
う
な
ど
、
援
助
・
協
力
体
制
を
組
ん
だ
。
ま
た
Ｅ
の
曹
洞
宗

寺
院
と
村
落
、
Ｆ
の
粟
津
家
奉
公
人
問
題
、
Ｇ
の
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
地
域
で
の
安
政
期
の

「
手
踊
り
史
料
」
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
と
意
見
交
換
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
と

信
心
問
題
を
共
同
で
深
め
て
き
た
。

研
究
課
題　

和
歌
山
平
野
を
中
心
と
し
た
地
域
所
在
中
世
史
料
の
調
査
・
研
究

研
究
経
費　

四
〇
万
円　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

坂
本
亮
太
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
）

所
内
共
同
研
究
者　

末
柄　

豊
・
村
井
祐
樹
・
小
瀬
玄
士

所
外
共
同
研
究
者　

小
橋
勇
介
（
和
歌
山
市
立
博
物
館
）・
砂
川
佳
子
（
和
歌
山
県
立

文
書
館
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

和
歌
山
県
に
お
け
る
中
世
史
料
は
、『
和
歌
山
県
史
』
の
刊
行
に
よ
り
、
そ
の
全
貌
が

ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
で
対
象
と
す
る
和
歌
山
平
野
域
（
主
に
和
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歌
山
市
）
に
つ
い
て
は
、『
県
史
』
刊
行
後
、『
和
歌
山
市
史
』
が
刊
行
さ
れ
、『
県
史
』

未
収
録
の
史
料
群
も
『
市
史
』
に
よ
り
把
握
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
時
に
お
い
て
も

種
々
の
事
情
に
よ
り
十
全
な
調
査
・
発
掘
が
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
存
在
は
把
握
し

て
い
な
が
ら
も
点
数
が
少
な
い
と
い
う
理
由
で
採
録
し
な
か
っ
た
も
の
や
、
原
本
調
査
に

至
ら
ず
、
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
も
多
数
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
刊
行
か
ら
既
に
四
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料

も
少
な
く
な
い
。

以
上
の
様
な
状
況
の
中
で
、
昨
年
度
は
、
新
出
林
文
書
の
み
な
ら
ず
向
井
文
書
・
歓
喜

寺
文
書
な
ど
の
既
知
の
文
書
の
再
調
査
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
本
年
度
も
、
明
治
・
大
正

期
に
作
成
さ
れ
た
影
写
本
や
、
昭
和
以
降
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
帳
等
、
豊
富
な
複
本
類
を
持

つ
史
料
編
纂
所
と
共
同
す
る
こ
と
で
、
当
該
地
域
所
在
史
料
の
調
査
・
研
究
を
行
い
た
い
。

（
2
）
研
究
の
成
果

以
下
、
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
史
料
を
挙
げ
る
。

王
子
神
社
文
書
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
寄
託
）
／
岡
文
書
（
同
上
）
／
柏
原
文
書

（
同
上
）
／
熊
野
速
玉
大
社
文
書
（
同
上
）
／
綸
旨
・
院
宣
（
高
野
山
金
剛
峯
寺
所

蔵
）

以
上
の
内
、
柏
原
（
か
せ
ば
ら
）
文
書
は
『
和
歌
山
県
史　

中
世
史
料
一
』
に
は
「
西

光
寺
文
書
」
と
し
て
収
録
さ
れ
、
本
所
写
真
帳
で
は
「
柏
原
区
有
文
書
」（
六
一
七
一
・

六
六
―
一
六
）
と
し
て
配
架
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
綸
旨
・
院
宣
」
は
新
出
で
、
宝�

簡
集
・
続
宝
簡
集
・
又
続
宝
簡
集
外
の
金
剛
峯
寺
所
蔵
文
書
で
あ
る
が
、
慎
重
な
検
討�

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
今
後
の
和
歌
山
中
世
史
研
究
に
お
け
る
活
用
が
望
ま

れ
る
。

研
究
課
題　

中
世
大
和
国
宇
智
郡
関
連
史
料
の
研
究
資
源
化
―
栄
山
寺
を
中
心
に
―

研
究
経
費　

五
〇
万
円　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

下
村
周
太
郎
（
早
稲
田
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

菊
地
大
樹
・
尾
上
陽
介
・
木
下
竜
馬

所
外
共
同
研
究
者　

高
木
徳
郎
（
早
稲
田
大
学
）・
佐
藤
亜
聖
（
滋
賀
県
立
大
学
）・
山

崎
竜
洋
（
五
條
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
文
化
財
保
存
係
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

大
和
国
宇
智
郡
（
現
・
奈
良
県
五
條
市
）
は
、
大
和
国
の
南
半
分
を
占
め
る
吉
野
郡
と

河
内
国
お
よ
び
紀
伊
国
と
境
を
接
す
る
「
国
境
地
帯
」
で
あ
り
、
大
和
街
道
（
古
代
下
ツ

道
）
と
吉
野
川
と
が
交
わ
る
交
通
の
要
衝
と
も
な
っ
て
い
る
。
平
安
期
は
興
福
寺
の
影
響

下
に
あ
っ
た
が
、
中
世
に
な
る
と
高
野
山
（
真
言
宗
）
や
葛
城
山
（
修
験
道
）
な
ど
多
様

な
宗
教
的
要
素
が
入
り
込
ん
で
く
る
。
ま
た
、
南
北
朝
期
に
は
南
朝
の
、
室
町
期
に
は
河

内
守
護
畠
山
氏
（
い
わ
ゆ
る
分
郡
守
護
）
の
支
配
を
受
け
、
戦
国
期
に
は
国
人
や
地
侍
に

よ
る
「
惣
郡
」
の
一
揆
が
結
ば
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

上
記
の
よ
う
に
宗
教
的
・
社
会
的
に
も
政
治
的
・
軍
事
的
に
も
特
色
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド

と
な
っ
て
い
る
中
世
宇
智
郡
関
係
史
料
の
研
究
資
源
化
の
た
め
、
特
に
栄
山
寺
を
調
査
対

象
と
す
る
。
藤
原
武
智
麻
呂
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
栄
山
寺
は
、
奈
良
時
代
に
遡
る
全
国

的
に
も
屈
指
の
古
刹
で
あ
り
、
古
代
以
来
の
古
文
書
や
金
石
文
を
伝
え
て
い
る
。
し
か

し
、
現
在
は
文
書
の
所
蔵
先
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
史
料
群
の
全
体
像
を
完

全
に
把
握
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
栄
山
寺
の
金
石
文
や
古
文

書
諸
写
本
、
栄
山
寺
文
書
以
外
の
同
寺
関
連
史
料
な
ど
の
調
査
を
軸
に
、
宇
智
郡
関
連
史

料
の
研
究
資
源
化
に
取
り
組
む
。

（
2
）
研
究
の
成
果

栄
山
寺
の
中
世
石
造
物
は
戦
前
か
ら
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
史
料
編
纂
所
に
は
紀
年

銘
の
あ
る
一
石
五
輪
塔
の
拓
本
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
に
も
『
五
條
市
史
』
に
お
い

て
調
査
報
告
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
お
お
む
ね
一
致
す
る
が
、
後
者
に
は
一
部

新
出
史
料
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
後
は
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
無
紀
年
銘
五
輪

塔
を
含
む
五
輪
塔
群
の
全
貌
や
現
状
に
つ
い
て
悉
皆
的
な
調
査
が
望
ま
れ
て
い
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
く
今
年
度
の
調
査
に
よ
り
、
一
石
五
輪
塔
群
の
現
状
を
全
面
的
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
戦
前
以
来
、
逸
失
し
た
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
同
五
輪
塔
群

全
体
の
保
存
状
態
が
比
較
的
良
好
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
過
去
に
な
さ
れ

た
調
査
は
お
も
に
紀
年
銘
が
完
全
に
残
っ
て
い
る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
が
、
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
干
支
の
み
あ
る
い
は
人
名
の
み
の
銘
文
を
あ
ら
た
に

多
数
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
網
羅
的
に
拓
本
の
採
取
を
実
施
し
た
。

今
年
度
は
、
一
石
五
輪
塔
に
加
え
て
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
弘
安
七
年
銘
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の
石
灯
籠
や
、
従
来
未
調
査
で
あ
っ
た
永
禄
八
年
銘
の
石
造
地
蔵
菩
薩
像
に
つ
い
て
も
調

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
石
灯
籠
の
銘
文
に
つ
い
て
は
、
火
袋
の
左
右
に
あ
る
種
子

（
梵
字
）
も
拓
本
を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
「
ウ
ン
・
バ
イ
（
愛
染
カ
・
薬

師
）」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
現
在
の
栄
山
寺
の
本
堂
と
本
尊
は
、
室
町
期
に
建

立
・
造
立
さ
れ
た
薬
師
堂
と
薬
師
如
来
で
あ
る
が
、
か
か
る
信
仰
が
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の

ぼ
る
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。
文
書
史
料
が
極
め
て
乏
し
い
鎌
倉
時
代
の
栄
山
寺
を
考
え

る
上
で
貴
重
な
史
料
と
言
え
る
。
ま
た
、
石
造
地
蔵
菩
薩
像
に
つ
い
て
は
、
新
出
の
史
料

で
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
複
数
の
僧
侶
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
英
秀
」
な

る
人
物
は
、
永
禄
四
年
の
文
書
史
料
に
「
一
﨟
」
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
。

今
回
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
栄
山
寺
の
石
造
物
を
悉
皆
的
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
、

銘
文
の
分
析
か
ら
地
蔵
菩
薩
像
や
一
石
五
輪
塔
が
寺
内
の
上
層
の
僧
侶
に
よ
っ
て
造
立
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
栄
山
寺
の
寺
内
組
織
や
信
仰
の
あ
り
方
な
ど
を
考

え
る
貴
重
な
素
材
を
得
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

研
究
課
題　

承
久
の
乱
関
係
史
料
の
基
礎
的
研
究

研
究
経
費　

六
六
万
七
五
一
〇
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
を
含
む
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

長
村
祥
知
（
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
〈
五
月
ま
で
〉、
富
山
大

学
〈
六
月
よ
り
〉）

所
内
共
同
研
究
者　

木
下
竜
馬
・
藤
原
重
雄
・
堀
川
康
史

所
外
共
同
研
究
者　

梅
沢　

恵
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）・
小
倉
嘉
夫
（
大
阪
青
山

歴
史
文
学
博
物
館
）・
西
谷　

功
（
泉
涌
寺
宝
物
館
心
照
殿
）・
貫

井
裕
恵
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）・
山
岡　

瞳
（
京
都
府
立
大

学
）・
渡
邊
浩
貴
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

承
久
の
乱
と
は
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
五
月
、
後
鳥
羽
院
が
鎌
倉
幕
府
執
権�

北

条
義
時
の
追
討
を
命
じ
る
も
、
上
洛
し
た
鎌
倉
方
武
士
に
京
方
武
士
が
合
戦
で
敗
北
し
、

後
鳥
羽
を
含
む
三
人
の
上
皇
が
遠
方
に
流
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
そ
の
研
究
は
長
く
停
滞

し
て
い
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
研
究
書
や
新
書
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
の

関
心
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

本
研
究
課
題
で
は
、
こ
の
承
久
の
乱
に
関
す
る
史
料
を
幅
広
く
調
査
し
た
同
題
の
昨
年

度
共
同
研
究
の
成
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
原
本
調
査
を
進
め
、
い
く
つ
か

の
史
料
に
つ
い
て
は
詳
細
な
調
査
成
果
の
公
表
を
計
画
す
る
。

か
つ
て
承
久
の
乱
研
究
が
停
滞
し
て
い
た
一
因
は
関
連
史
料
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に

あ
っ
た
。
そ
の
数
少
な
い
史
料
も
、『
大
日
本
史
料
』
や
『
大
日
本
古
文
書
』
と
い
っ
た

先
駆
的
な
翻
刻
に
依
拠
し
て
き
た
た
め
、
か
え
っ
て
史
料
の
原
本
に
即
し
た
研
究
が
十
分

で
は
な
い
。
承
久
の
乱
研
究
を
中
核
と
し
て
、
今
後
の
関
連
諸
課
題
の
基
礎
と
な
る
た
め

の
、
個
々
の
史
料
に
即
し
た
研
究
資
源
化
を
進
め
た
い
。

（
2
）
研
究
の
成
果

本
課
題
の
共
同
研
究
員
の
専
門
分
野
は
、
日
本
中
世
の
政
治
史
・
法
制
史
・
宗
教
史
・

対
外
交
流
史
・
文
学
史
・
絵
画
史
や
日
本
近
世
の
文
学
史
と
い
っ
た
諸
分
野
に
ま
た
が
る
。

そ
の
強
み
を
活
か
し
て
、
古
文
書
・
古
記
録
の
み
な
ら
ず
、
古
典
籍
・
聖
教
・
絵
巻
と
い

っ
た
様
々
な
歴
史
的
諸
史
料
の
原
本
・
実
物
の
調
査
を
進
め
、
後
鳥
羽
院
と
鎌
倉
幕
府
、

承
久
の
乱
に
つ
い
て
政
治
・
社
会
・
文
化
な
ど
多
角
的
な
視
角
か
ら
検
討
を
加
え
た
。

ま
た
感
染
症
の
広
ま
り
を
注
視
し
て
当
初
予
定
を
柔
軟
に
見
直
し
、
一
部
の
史
料
に
つ

い
て
は
出
張
の
代
替
と
し
て
画
像
デ
ー
タ
を
入
手
し
た
。

主
要
な
成
果
と
し
て
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。


仁
和
寺
が
所
蔵
す
る
日
次
記
に
つ
い
て
、
調
査
を
進
め
た
。


金
沢
文
庫
所
蔵
・
管
理
（
称
名
寺
所
蔵
）
史
料
の
画
像
デ
ー
タ
お
よ
び
明
治
大
学
所
蔵

史
料
の
画
像
デ
ー
タ
を
入
手
し
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
所
蔵
機
関
の
許
可
条
件
を

遵
守
し
て
今
後
の
研
究
に
も
利
用
す
る
。


一
九
三
九
年
に
恩
賜
京
都
博
物
館
（
現
京
都
国
立
博
物
館
）
で
展
示
さ
れ
た
後
、
所
在

不
明
と
な
っ
て
い
た
「
承
久
記
絵
巻
」
全
六
巻
（
個
人
蔵
。
二
〇
二
一
年
六
月
か
ら
は

寄
贈
に
よ
り
龍
光
院
蔵
〈
高
野
山
霊
宝
館
寄
託
〉）
の
写
真
版
に
よ
る
調
査
を
進
め
た
。

研
究
課
題　

松
尾
大
社
所
蔵
史
料
の
研
究
資
源
化

研
究
経
費　

五
〇
万
円　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

角
田
朋
彦
（
駒
澤
大
学
）



� 東京大学史料編纂所報　第 57 号　2022 年 10 月 �（0000）112

所
内
共
同
研
究
者　

畑
山
周
平
・
山
田
太
造
・
髙
島
晶
彦

所
外
共
同
研
究
者　

佐
々
木
創
（
京
都
芸
術
大
学
）・
坪
井　

剛
（
佛
教
大
学
）・
西
山�

剛
（
京
都
文
化
博
物
館
）・
野
村
朋
弘
（
京
都
芸
術
大
学
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

本
研
究
で
は
、
松
尾
大
社
が
所
蔵
す
る
史
料
群
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
、
研
究

資
源
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
松
尾
大
社
は
鴨
社
と
と
も
に
山
城
国
の
重
要
な
神
社
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
豊
富
な
史
料
を
有
し
て
い
る
。
目
録
・
整

理
さ
れ
て
い
る
文
書
群
の
他
、
未
整
理
・
新
出
の
も
の
も
含
め
二
〇
〇
〇
点
を
超
す
史
料

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
る
。
史
料
編
纂
所
で
は
戦
前
及
び
戦
後
の
早

い
時
期
に
史
料
採
訪
を
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、
未
整
理
・
新
出
史
料
に
つ
い
て
は
撮

影
・
調
査
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
全
体
像
を
明
ら
か
に

し
つ
つ
、
未
整
理
史
料
を
中
心
に
調
査
・
撮
影
・
目
録
作
成
を
行
い
、
研
究
資
源
化
を
進

め
た
い
。
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
が
研
究
資
源
と
し
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
十
二

社
体
制
の
具
体
的
な
様
相
は
も
と
よ
り
、
東
寺
や
地
蔵
院
、
革
島
家
と
の
相
論
な
ど
中
世

の
洛
西
の
姿
も
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
は
各
時
代
で
豊
富
な
史
料
を
有
し
て
い
る
。
料
紙
の
科
学
的

調
査
の
デ
ー
タ
収
集
対
象
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
基
礎
的
な
情
報
を
学
界
共

有
の
財
産
と
し
て
公
開
し
て
い
く
。

（
2
）
研
究
の
成
果

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
っ
て
調
査
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
幸
い

に
し
て
松
尾
大
社
の
御
厚
意
に
よ
っ
て
二
度
調
査
・
撮
影
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
〇
一
九
～
二
〇
二
〇
年
度
に
実
施
さ
れ
た
一
般
共
同
研
究
「
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
の

調
査
・
研
究
」（
代
表
：
野
村
朋
弘
）
に
引
き
続
き
、
他
の
一
般
共
同
研
究
「
中
近
世
古

文
書
の
多
面
的
分
析
に
も
と
づ
く
料
紙
の
歴
史
的
変
遷
の
研
究
」（
代
表
：
天
野
真
志
）

と
連
携
し
、
新
出
史
料
の
撮
影
や
光
学
顕
微
鏡
や
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
用
い

た
料
紙
の
調
査
・
研
究
、
目
録
整
備
を
実
施
し
た
。

二
〇
二
〇
年
度
に
史
料
一
巻
（
二
号
文
書
～
一
一
号
文
書
を
収
録
）
を
史
料
編
纂
所
に

て
借
用
し
、
修
補
と
調
査
を
実
施
し
、
返
却
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
一
九
五
〇

年
代
の
成
巻
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
更
に
史
料
一
巻
（
八
九
～
九

七
号
を
収
録
）
を
二
〇
二
一
年
度
に
借
用
し
修
補
と
調
査
を
実
施
し
、
二
〇
二
二
年
度
に

返
却
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
借
用
に
あ
た
っ
て
の
損
害
保
険
料
を
、
共
同
研
究
費
（
そ
の

他
）
か
ら
支
出
し
た
。

こ
う
し
た
調
査
・
分
析
に
よ
っ
て
、
既
に
整
備
さ
れ
て
い
た
目
録
の
校
訂
作
業
と
、
前

近
代
に
お
け
る
伝
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

な
お
調
査
・
分
析
し
た
総
て
の
デ
ー
タ
を
史
料
編
纂
所
が
進
め
る
人
文
学
・
社
会
科
学

デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
公
開
す
る
た
め
、
史

料
編
纂
所
と
松
尾
大
社
と
で
覚
書
の
締
結
を
行
っ
た
。

研
究
課
題　

九
州
所
在
中
世
禅
宗
関
係
史
料
の
調
査
・
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

榎
本　

渉
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

所
内
共
同
研
究
者　

川
本
慎
自
・
小
瀬
玄
士

所
外
共
同
研
究
者　

藤
田
励
夫
（
文
化
庁
）・
佐
藤
健
治
（
文
化
庁
）・
岡
村
一
幸
（
文

化
庁
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

九
州
は
大
陸
と
の
地
理
的
な
関
係
も
あ
っ
て
、
多
く
の
禅
宗
古
刹
が
残
さ
れ
て
お
り
、

中
世
史
料
を
始
め
と
す
る
貴
重
な
史
料
を
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
本
研
究
に

お
い
て
は
、
こ
う
し
た
九
州
に
所
在
す
る
禅
宗
関
係
史
料
を
調
査
・
撮
影
し
、
そ
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
研
究
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
昨
今

の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
頻
繁
な
現
地
調
査
は
難
し
さ
の
度
を
増
し
て
お
り
、

史
料
の
高
度
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
閲
覧
の
便
宜
性
向
上
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
な
お

禅
宗
史
料
に
お
い
て
は
、
古
文
書
だ
け
で
は
な
く
、
行
状
や
語
録
と
い
っ
た
禅
僧
個
人
の

記
録
、
僧
伝
も
多
く
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
史
料
に
つ
い
て
は
史
料
編
纂
所
に

お
い
て
も
、
十
分
に
撮
影
デ
ー
タ
が
揃
え
ら
れ
て
い
な
い
実
情
も
あ
る
。
古
文
書
に
と
ど

ま
ら
な
い
中
世
禅
宗
関
係
史
料
を
広
く
採
訪
し
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
よ
る
研
究
資
源
化
を

実
現
し
、
研
究
の
進
展
に
寄
与
し
た
い
。

（
2
）
研
究
の
成
果
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
当
初
の
計
画
か
ら
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
部
分
も
あ
っ
た
が
、
鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
所
蔵
史
料
の
調

査
・
撮
影
、
お
よ
び
大
慈
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
黎

明
館
に
お
い
て
は
、
文
之
玄
昌
関
係
史
料
や
、
島
津
家
関
係
禅
宗
寺
院
史
料
の
調
査
・
撮

影
を
行
っ
た
。
ま
た
大
慈
寺
に
お
い
て
は
、
同
寺
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
、
撮
影
の
み
な
ら

ず
、
共
同
研
究
員
の
知
見
を
踏
ま
え
た
総
合
的
な
目
録
作
成
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
南

北
朝
期
に
大
慈
寺
開
山
と
な
っ
た
玉
山
玄
提
関
係
史
料
や
、
そ
の
弟
子
で
、
東
福
寺
に
大

蔵
経
を
納
入
し
た
剛
中
玄
柔
関
係
史
料
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
寺
に
伝
わ
る
貴
重
な
史
料

の
デ
ジ
タ
ル
画
像
デ
ー
タ
と
詳
細
な
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
か
で
も
剛
中

が
将
来
し
た
大
蔵
経
の
一
部
と
み
ら
れ
る
宋
版
大
般
若
経
や
元
版
大
般
若
経
に
つ
い
て
詳

細
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
ほ
か
、
文
書
に
つ
い
て
も
料
紙
を
は
じ
め
と
し
て
、
原
本
か
ら

し
か
得
ら
れ
な
い
デ
ー
タ
を
、
共
同
研
究
員
の
知
見
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
課
題　

中
世
に
お
け
る
ト
カ
ラ
・
奄
美
・
琉
球
関
係
史
料
の
学
際
的
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

村
木
二
郎
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

所
内
共
同
研
究
者　

黒
嶋　

敏

所
外
共
同
研
究
者　

荒
木
和
憲
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）・
田
中
大
喜
（
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
）・
鈴
木
康
之
（
県
立
広
島
大
学
）・
池
谷
初
恵
（
伊

豆
の
国
市
教
育
委
員
会
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

九
州
島
と
沖
縄
島
に
挟
ま
れ
た
ト
カ
ラ
・
奄
美
の
島
々
は
、
中
世
を
通
じ
て
独
特
の
歴

史
を
有
す
る
境
界
領
域
で
あ
っ
た
。
中
世
前
半
は
日
本
の
最
西
端
と
位
置
付
け
ら
れ
、
南

九
州
の
勢
力
の
影
響
を
受
け
た
。
一
四
世
紀
後
半
以
降
は
、
明
の
冊
封
を
受
け
た
琉
球
が

勢
力
を
拡
大
し
て
周
辺
諸
島
を
軍
事
的
に
侵
攻
し
た
た
め
、
奄
美
は
そ
の
領
域
内
に
併
呑

さ
れ
、
ト
カ
ラ
は
日
本
と
琉
球
に
両
属
す
る
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
。

た
だ
し
、
石
上
英
一
編
『
奄
美
諸
島
編
年
史
料
』
の
よ
う
な
網
羅
的
な
史
料
蒐
集
が
行

わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
時
代
の
文
献
史
料
は
限
定
的
で
あ
り
、
未
解
明
な
部
分
が
ま

だ
ま
だ
多
い
。
し
か
し
近
年
、
喜
界
島
な
ど
で
中
世
集
落
遺
跡
が
相
次
い
で
発
掘
調
査
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
遺
跡
の
消
長
や
陶
磁
器
の
流
通
を
追
う
こ
と
で
、
考
古
学
的
に
解
明

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
中
世
の
ト
カ
ラ
・
奄
美
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
設
定
し
、
日
本
・
琉

球
が
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
考
古
学
・
文
献
史
学
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
学
際
的
に

検
討
を
進
め
て
い
く
。
考
古
学
の
研
究
者
は
現
地
調
査
を
主
と
し
た
集
落
遺
跡
の
検
討

を
、
文
献
史
学
の
研
究
者
は
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
関
連
資
料
の
原
本
調
査
と
高
精
細

デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
主
と
し
た
比
較
・
解
析
を
実
施
す
る
。
そ
し
て
双
方
の
研
究
成
果
を
も

と
に
議
論
し
、
成
果
を
公
開
し
て
「
史
資
料
の
研
究
資
源
化
」
を
行
う
。

（
2
）
研
究
の
成
果

史
料
編
纂
所
所
蔵
島
津
家
文
書
の
①
嘉
禄
三
年
藤
原
頼
経
袖
判
下
文
、
②
延
文
元
年
足

利
義
詮
袖
判
下
文
、
③
貞
治
二
年
島
津
道
鑑
譲
状
案
を
、
鹿
児
島
県
出
水
郡
長
島
町
在
住

の
個
人
所
蔵
資
料
で
あ
る
千
竃
文
書
と
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
中
世
の
ト
カ
ラ
（「
五
島
・

七
島
」）・
喜
界
島
や
奄
美
大
島
を
含
め
た
南
西
諸
島
に
関
す
る
文
献
史
料
に
よ
る
情
報
を

整
理
し
た
。
こ
こ
か
ら
南
九
州
の
武
士
団
が
奄
美
を
含
め
た
領
域
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
た
か
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
著
し
い
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ

る
奄
美
地
域
の
考
古
学
的
成
果
と
し
て
、
喜
界
島
城
久
遺
跡
群
大
ウ
フ
遺
跡
、
同
手
久
津

久
遺
跡
群
中
増
遺
跡
、
与
論
島
与
論
城
跡
出
土
の
陶
磁
器
デ
ー
タ
と
比
較
し
た
。
こ
れ
ら

の
遺
跡
は
集
落
遺
跡
で
あ
り
、
陶
磁
器
の
分
析
に
よ
っ
て
集
落
の
消
長
が
わ
か
る
。
そ
の

成
果
か
ら
は
、
一
三
～
一
四
世
紀
代
の
南
九
州
の
武
士
団
に
よ
る
影
響
と
、
一
五
世
紀
中

頃
の
琉
球
に
よ
る
影
響
と
で
は
、
在
地
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
著
し
く
異
な
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
か
ら
は
集
落
遺
跡
に
お
け
る
変
化
は
見
ら
れ
ず
、

文
献
史
料
に
書
か
れ
た
事
実
は
専
ら
表
面
的
な
現
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
後
者
は

集
落
を
改
変
、
消
滅
さ
せ
る
に
い
た
る
地
域
社
会
を
根
本
的
に
変
え
る
事
態
で
あ
っ
た
。

文
献
史
学
の
研
究
者
と
考
古
学
の
研
究
者
が
同
じ
対
象
を
見
据
え
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
か

ら
導
い
た
成
果
で
あ
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
学
際
的
研
究
を
促
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
研
究
活
動
の
停
滞
と

行
動
制
限
の
な
か
で
、
調
査
先
が
医
療
資
源
に
乏
し
い
島
嶼
部
で
あ
る
た
め
、
当
初
予
定

し
て
い
た
調
査
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
研
究
費
三
四
万
四
七
四

〇
円
は
返
金
す
る
こ
と
と
し
た
。
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研
究
課
題　

静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
の
研
究
資
源
化

研
究
経
費　

五
〇
万
円　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

浦
木
賢
治
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
）

所
内
共
同
研
究
者　

山
口
英
男
・
稲
田
奈
津
子

所
外
共
同
研
究
者　

吉
田
恵
理（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
）・
市
川
理
恵（
駒
沢
女
子
大
学
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

（
公
財
）
静
嘉
堂
が
所
蔵
す
る
文
化
財
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
三
菱
創
業
家

の
岩
﨑
彌
之
助
（
三
菱
第
二
代
社
長
、
一
八
五
一
～
一
九
〇
八
）、
小
彌
太
（
三
菱
第
四

代
社
長
、
一
八
七
九
～
一
九
四
五
）
父
子
に
よ
り
蒐
集
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

そ
の
な
か
に
は
、
明
治
期
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
寺
院
等
か
ら
市
場
へ
流
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
、
奈
良
時
代
以
降
に
調
進
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
五
月
一
日
経
」「
善
光
朱
印
経
」
な
ど

の
古
写
経
群
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
近
代
に
形
成
さ
れ
た
財
閥
系
の
古
写
経
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
、
貴
重
な
古
写
経
群
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
公
開
は
静

嘉
堂
文
庫
美
術
館
で
の
展
観
等
に
留
ま
り
、
撮
影
も
充
分
で
は
な
い
。
本
研
究
で
は
、
古

写
経
群
の
調
査
、
経
典
全
紙
の
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影
を
行
い
、
経
典
と
し
て
の
基
本
情
報

（
紙
数
、
界
線
の
幅
、
罫
高
等
）
の
収
集
・
整
理
、
経
典
の
特
定
、
料
紙
基
本
デ
ー
タ

（
縦
横
寸
法
、
厚
さ
、
密
度
、
簀
・
糸
目
幅
、
填
料
の
有
無
等
）
の
収
集
・
整
理
等
を
行

い
、
研
究
資
源
化
を
図
る
。
そ
の
成
果
を
目
録
化
し
公
表
す
る
こ
と
で
、
古
写
経
研
究
や

料
紙
研
究
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
企
図
す
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
は
美
術
庫
と
書
庫
の
二
ヶ
所
に
分
蔵
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
そ
の
全

容
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
古
写
経
の
巻
頭
か
ら
巻
末
ま
で
全
体
を
撮
影
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
、
そ
の
た
め
古
写
経
研
究
へ
の
貢
献
も
限
定
的
な
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
び
の
共
同
研
究
で
、
古
写
経
群
の
全
容
を
把
握
し
、
こ
れ
ま
で
未
調
査
で
あ
っ

た
写
経
の
基
本
調
査
も
行
い
目
録
を
作
成
し
た
。
未
公
開
の
経
典
も
含
め
、
古
代
か
ら
近

世
に
い
た
る
写
経
を
巻
頭
か
ら
巻
末
ま
で
高
解
像
度
デ
ジ
タ
ル
撮
影
（
全
九
一
五
カ
ッ

ト
）
を
行
い
、
今
後
、
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

共
同
研
究
の
過
程
で
は
、「
善
光
朱
印
経
」
と
「
五
月
一
日
経
」
の
本
文
を
比
較
し
た

市
川
理
恵
氏
の
論
考
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
論
考
で
は
本
文
全
文
の
詳
細
な
比
較
検
討
に

よ
り
新
知
見
を
導
き
出
す
研
究
で
あ
る
が
、
対
象
と
な
る
古
写
経
の
全
容
を
調
査･

撮
影

し
た
か
ら
こ
そ
結
実
し
た
研
究
と
も
い
え
る
。
ま
た
静
嘉
堂
が
所
蔵
す
る
「
楞
伽
経
」
と

他
館
が
所
蔵
す
る
「
楞
伽
経
」
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
考
察
を
す
す
め
て
お
り
、
古
写
経

の
本
文
や
界
幅
な
ど
の
仕
様
が
明
確
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
他
館
の
古
写
経
と
の
異
同
を

検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
た
び
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
で
は
付
属
の
箱
書
も
対

象
と
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
幕
末
維
新
期
に
活
躍
し
た
好
古
家
・
松
浦
武
四
郎
が
所
蔵
し

た
古
写
経
が
静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今

後
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
論
文
等
に
ま
と
め
て
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

研
究
課
題　

東
大
寺
文
書
の
近
世
・
近
代

研
究
経
費　

五
〇
万
円　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

森　

哲
也
（
九
州
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

遠
藤
基
郎

所
外
共
同
研
究
者　

坂
東
俊
彦
（
東
大
寺
史
研
究
所
）・
三
輪
眞
嗣
（
神
奈
川
県
立
金

沢
文
庫
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

本
研
究
課
題
は
、
個
別
文
書
の
活
用
に
際
し
て
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
文
書
群
の
形

成
、
伝
来
の
過
程
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
の
観
点
に
立
ち
、
東
大
寺
文
書
（
東

南
院
文
書
を
含
む
）
を
対
象
と
し
て
、
現
状
の
成
立
に
深
く
関
わ
る
近
世
・
近
代
の
様
相

を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
史
料
採
訪
側
（
近
世
で
は
水
戸
徳

川
家
、
加
賀
前
田
家
等
）
が
作
成
し
た
点
検
記
録
と
、
東
大
寺
側
の
記
録
（『
東
大
寺
執

行
所
日
記
』
等
）
と
を
照
合
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
な
採
訪
過
程
、
書
写
さ
れ
た
文
書
・

典
籍
を
確
認
す
る
。
合
わ
せ
て
各
院
家
・
組
織
の
変
遷
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
現
状
の
成
立

過
程
、
所
属
し
た
文
書
群
等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
的
考
察
を
行
う
。
ま
た
、
寺

外
所
在
の
東
大
寺
文
書
に
関
し
、
伝
来
に
関
わ
っ
た
人
物
の
関
係
史
料
、
状
況
を
記
す
陳

述
史
料
、
東
大
寺
内
の
記
録
等
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寺
外
流
出
の
事
情
・
背
景
、
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伝
来
過
程
等
を
解
明
す
る
。
そ
の
成
果
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
必
ず
し
も
当
該
分
野
に
関

心
が
高
い
と
は
思
わ
れ
な
い
近
現
代
史
研
究
者
の
注
意
を
も
喚
起
し
、
未
知
あ
る
い
は
現

蔵
者
不
明
の
文
書
に
関
し
て
、
所
在
や
関
係
史
料
等
の
情
報
提
供
に
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

ま
ず
研
究
会
に
お
け
る
報
告
を
中
心
に
述
べ
る
。
森
報
告
は
、
天
和
元
（
一
六
八
一
）

年
の
水
戸
徳
川
家
、
加
賀
前
田
家
に
よ
る
東
大
寺
へ
の
史
料
採
訪
の
過
程
と
、
そ
の
際
に

調
査
、
書
写
さ
れ
た
文
書
・
典
籍
を
具
体
的
に
比
定
す
る
も
の
で
、
当
該
期
に
お
け
る
東

大
寺
文
書
の
状
況
を
考
え
る
基
礎
的
考
察
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
坂
東

研
究
員
か
ら
加
賀
前
田
家
の
史
料
採
訪
に
関
わ
る
史
料
が
奈
良
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

旨
の
情
報
が
示
さ
れ
た
の
で
、
二
〇
二
二
年
度
に
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。
江
戸
期
に
実

施
さ
れ
た
称
名
寺
へ
の
史
料
採
訪
を
対
象
と
す
る
三
輪
報
告
に
よ
る
と
、
東
大
寺
と
同
じ

採
訪
主
体
の
事
例
も
確
認
さ
れ
、
採
訪
事
業
の
性
格
・
意
図
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が

か
り
と
な
る
。
坂
東
報
告
は
、『
東
大
寺
要
録
』
写
本
の
調
査
・
分
析
を
通
じ
て
、
典

籍
・
文
書
の
状
況
と
近
世
東
南
院
の
歴
史
と
の
関
係
を
考
察
し
、
遠
藤
報
告
は
、
近
世
～

近
代
に
お
け
る
東
大
寺
文
書
の
調
査
・
整
理
の
歩
み
を
確
認
し
た
上
で
、
個
々
の
特
徴
、

関
心
の
変
化
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
現
状
成
立
過
程
へ
の
見
通
し
を
示
す
内
容
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
二
〇
二
二
年
度
の
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
予
定
で

あ
る
。

国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
所
蔵
の
東
大
寺
文
書
に
関
わ
る
小
原
竹
香
（
正
棟
）
の

事
績
を
知
る
た
め
、
津
山
郷
土
博
物
館
所
蔵
の
史
料
を
調
査
し
た
。
東
大
寺
と
の
直
接
の

関
係
を
示
す
史
料
は
見
出
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
彼
の
人
的
交
流
な
ど
東
大
寺
文
書
流
出

の
背
景
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
、
今
後
も
参
照
す
る
余
地
が
残
っ
て
い
る
。
活
字
化
さ

れ
た
古
書
籍
関
係
史
料
か
ら
、
東
大
寺
文
書
、
奈
良
の
文
化
財
等
に
関
連
す
る
記
載
を
抽

出
し
た
が
、
こ
れ
は
近
・
現
代
に
お
け
る
東
大
寺
文
書
の
寺
外
流
出
、
そ
の
後
の
伝
来
を

探
る
上
で
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

研
究
課
題　

中
・
近
世
畿
内
寺
院
史
料
の
調
査
・
研
究
と
研
究
資
源
化
―
大
和
元
興
寺
お

よ
び
和
泉
池
辺
家
史
料
を
中
心
と
す
る
―

研
究
経
費　

八
四
万
二
五
〇
〇
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
を
含
む
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

服
部
光
真
（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）

所
内
共
同
研
究
者　

藤
原
重
雄
・
遠
藤
基
郎

所
外
共
同
研
究
者　

三
宅
徹
誠
（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）・
阿
部
泰
郎
（
龍
谷
大

学
）・
森
下　

徹
（
和
泉
市
教
育
委
員
会
）・
澤
井
廣
次
（
天
理
大

学
附
属
天
理
図
書
館
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

有
力
な
寺
社
が
集
ま
る
畿
内
で
は
、
今
な
お
多
く
の
中
世
史
料
が
未
調
査
・
未
紹
介
の

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
仏
教
の
一
大
拠
点
で
あ
り
、
寺
院
を
核
と
し
て
形
成
さ
れ
た

各
地
域
社
会
や
歴
史
都
市
を
抱
え
る
畿
内
の
中
世
宗
教
史
研
究
の
進
展
に
は
中
小
寺
院
を

含
め
た
史
料
の
研
究
資
源
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
中
小
規
模
寺
院
を
中
心
に
大
和
・
和
泉
の
中
世
史
料
の
再
調
査
お
よ
び

過
去
の
調
査
成
果
の
精
査
に
よ
る
研
究
資
源
化
を
行
う
。
具
体
的
に
は
元
興
寺
文
化
財
研

究
所
と
史
料
編
纂
所
の
蓄
積
を
照
合
し
、
中
小
規
模
寺
院
の
中
世
史
料
の
所
在
デ
ー
タ
の

情
報
化
お
よ
び
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
、
研
究
資
源
化
を
図
る
。
ま
た
個
別
的
に
は

「
庶
民
信
仰
資
料
」
と
し
て
の
性
格
を
付
さ
れ
て
資
料
化
さ
れ
た
元
興
寺
、
一
〇
世
紀
に

遡
る
『
修
善
講
式
』
を
核
と
す
る
池
辺
家
史
料
に
つ
い
て
、
周
辺
史
料
を
含
め
た
再
調
査

を
行
い
、
近
年
の
寺
院
史
料
論
・
宗
教
テ
ク
ス
ト
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
史
料
学
的
研

究
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
寺
院
史
料
・
宗
教
史
料
の
再
調
査
に
よ
る
資
料
化
の
具
体
的

実
践
例
と
し
て
成
果
を
提
示
す
る
。

※
二
〇
二
〇
年
度
繰
越
の
研
究
課
題
と
一
体
的
に
実
施
し
た
。

（
2
）
研
究
の
成
果

念
仏
寺
文
書
は
近
世
初
頭
か
ら
近
代
ま
で
の
五
三
〇
点
を
調
査
し
て
文
書
群
の
全
体
像

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
近
世
都
市
社
会
に
お
け
る
浄
土
宗
寺
院
の
様
相
を
具
体
的
に
捉

え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
般
若
寺
文
書
・
池
辺
家
史
料
に
つ
い
て
は
、
中
世
前
期
ま

で
の
史
料
を
核
と
し
つ
つ
も
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
周
辺
史
料
を
も
合
わ
せ

て
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
史
料
群
と
し
て
の
伝
来
や
機
能
、
宗
教
テ
ク
ス
ト
遺
産
と
し
て

の
位
置
付
け
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
に
関
わ
る
個
々
の
史
料
の
個
別
的
な

検
討
を
論
考
と
し
て
ま
と
め
、
す
で
に
下
記
成
果
物
も
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
念
仏
寺

文
書
の
袋
中
良
定
関
係
史
料
、
文
久
修
陵
関
係
史
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
史
料
編
纂
所
採
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訪
に
よ
る
他
機
関
等
所
蔵
の
史
料
を
参
照
・
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
位
置
づ
け
や

史
料
的
価
値
を
検
討
で
き
た
。

感
染
症
拡
大
下
を
考
慮
し
、
元
興
寺
所
蔵
史
料
の
撮
影
は
、
点
数
が
多
く
状
態
も
多
様

な
た
め
、
現
状
の
確
認
と
方
針
の
検
討
を
行
い
、
目
録
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
二
・
三
年
か

け
て
撮
影
す
る
の
が
適
当
と
判
断
し
、
下
準
備
の
作
業
を
進
め
た
。
別
途
、
近
く
実
施
し

た
い
。
あ
わ
せ
て
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
過
去
の
調
査
資
料
類
を
一
部
通
覧
し

て
、
関
連
寺
社
の
史
料
調
査
状
況
か
ら
、
史
料
編
纂
所
に
よ
る
採
訪
調
査
の
及
ば
な
い
範

囲
を
多
く
確
認
し
た
。
元
興
寺
所
蔵
の
印
仏
に
つ
い
て
も
、
修
補
で
台
紙
貼
り
と
な
る
以

前
の
紙
背
を
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。
今
後
も
継
続
的
に
、
相
互
補

完
と
な
る
よ
う
個
別
の
所
蔵
先
に
つ
い
て
丁
寧
に
解
決
し
て
ゆ
き
た
い
。

研
究
課
題　

修
理
の
知
見
を
踏
ま
え
た
中
世
真
言
密
教
聖
教
・
紙
背
文
書
の
史
料
学
的
分

析
―
灌
頂
記
を
中
心
に
―

研
究
経
費　

五
〇
万
円　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

三
輪
眞
嗣
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）

所
内
共
同
研
究
者　

藤
原
重
雄
・
堀
川
康
史

所
外
共
同
研
究
者　

稲
穂
将
士
（
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

本
研
究
で
は
、
学
界
未
紹
介
の
中
世
真
言
密
教
聖
教
の
翻
刻
と
分
析
、
画
像
公
開
を
行

う
。
対
象
史
料
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
南
北
朝
期
の
伝
法
灌
頂
記
「
桂
宮

院
伝
法
灌
頂
記
」
と
「
薄
草
紙
口
決
」
断
簡
で
あ
る
。
前
者
は
他
写
本
に
乏
し
い
未
紹
介

史
料
で
、
丹
後
国
の
軍
事
情
勢
に
関
わ
る
紙
背
文
書
が
含
ま
れ
る
。
後
者
は
金
沢
文
庫
外

の
「
薄
草
紙
口
決
」
と
形
態
が
類
似
し
て
お
り
、
比
較
の
結
果
次
第
で
は
称
名
寺
聖
教
と

の
関
係
も
解
明
し
得
る
。
本
研
究
で
は
両
史
料
を
翻
刻
し
た
上
で
、
内
容
理
解
に
資
す
る

関
連
史
料
や
比
較
に
適
し
た
史
料
の
調
査
・
採
訪
を
行
い
、
成
立
過
程
・
内
容
を
分
析

し
、
解
題
を
作
成
す
る
。

本
研
究
で
は
、
上
記
の
作
業
に
加
え
て
、
対
象
史
料
の
修
理
を
行
い
、
そ
の
過
程
で
料

紙
に
関
す
る
現
時
点
で
の
標
準
的
デ
ー
タ
を
採
取
し
、
料
紙
研
究
の
視
角
か
ら
も
分
析
を

加
え
る
。
修
補
紙
の
な
い
状
態
で
釈
文
を
校
正
す
る
と
と
も
に
、
貼
紙
・
錯
簡
な
ど
の
原

形
態
を
検
討
し
、
史
料
の
生
成
・
伝
来
過
程
を
探
る
。

以
上
の
作
業
を
経
て
、
登
録
・
閲
覧
可
能
な
状
態
と
し
て
修
理
を
終
え
、
画
像
の

W
eb

公
開
お
よ
び
翻
刻
・
解
題
を
発
表
す
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

本
研
究
で
は
、
学
界
未
紹
介
の
中
世
真
言
密
教
聖
教
の
翻
刻
と
分
析
を
行
っ
た
。

『
延
文
五
年
桂
宮
院
伝
法
灌
頂
私
記
』
に
関
し
て
は
、
修
理
時
や
料
紙
分
析
等
の
知
見

を
も
と
に
錯
簡
を
正
し
た
う
え
で
、
聖
教
面
に
つ
い
て
は
寺
院
史
を
専
門
と
す
る
三
輪

が
、
紙
背
文
書
に
つ
い
て
は
室
町
幕
府
政
治
史
を
専
門
と
す
る
堀
川
が
分
析
を
進
め
、
藤

原
が
助
言
を
加
え
た
。
検
討
の
結
果
、
本
史
料
は
真
言
密
教
寺
院
と
律
院
と
の
関
わ
り

や
、
真
言
僧
と
律
僧
が
共
同
で
行
っ
た
伝
法
灌
頂
の
様
子
、
そ
の
作
法
次
第
を
決
定
し
て

い
く
経
緯
、
東
寺
教
学
に
お
け
る
桂
宮
院
流
の
位
置
づ
け
な
ど
を
知
る
う
え
で
興
味
深
い

史
料
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
紙
背
文
書
に
は
延
文
五
年
の
丹
後
の
軍
事
情
勢
に
つ
い
て
記

し
た
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
従
来
は
知
ら
れ
て
い
な
い
室
町
幕
府
政
治
史
に
関

わ
る
貴
重
な
情
報
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
紙
背
文
書
に
関
係
す
る
南
北
朝
期
丹
後
国
関
係
史
料
と
し
て
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土

館
寄
託
の
丹
後
日
置
氏
関
係
史
料
（「
田
邊
文
書
」「
百
鳥
講
文
書
」
等
）
を
調
査
・
撮
影

し
た
。
こ
れ
ら
の
撮
影
史
料
は
、H

i-CA
T

�Plus

を
通
じ
て
閲
覧
室
利
用
が
可
能
と
な

る
予
定
で
あ
る
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
同
館
学
芸
員
の
稲
穂
が
所
蔵
者
と
の
調
整
な
ど

を
行
っ
た
。

「
薄
草
紙
口
決
」
断
簡
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
結
果
、
称
名
寺
聖
教
と
も
断
定
で
き

ず
、
詳
細
は
今
後
に
委
ね
る
こ
と
と
し
、
同
じ
く
未
整
理
史
料
の
中
に
大
破
し
た
『
富
岡

八
幡
宮
及
慶
珊
寺
縁
起
』
を
見
い
だ
し
、
こ
れ
の
修
補
か
ら
公
開
を
進
め
た
。
二
〇
二
一

年
度
に
は
本
課
題
と
並
行
し
て
、
本
研
究
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
金
沢
文
庫
と

史
料
編
纂
所
と
の
合
同
で
、
慶
珊
寺
所
蔵
『
大
般
若
経
』
全
六
百
巻
（
智
感
版
を
含
む
こ

と
で
著
名
）
の
撮
影
を
完
了
し
て
お
り
、
関
連
史
料
と
し
て
の
再
評
価
・
活
用
、
金
沢
文

庫
で
の
展
覧
会
を
通
じ
た
研
究
成
果
の
公
開
が
期
待
で
き
る
。

研
究
課
題　

香
川
県
下
所
在
の
中
世
史
料
の
調
査
と
史
料
学
的
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円　
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研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

守
田
逸
人
（
香
川
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

井
上　

聡

所
外
共
同
研
究
者　

田
中
健
二
（
香
川
大
学
名
誉
教
授
）・
橋
詰　

茂
（
徳
島
文
理
大

学
元
教
授
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

香
川
県
下
に
所
在
す
る
中
世
文
書
は
、
一
九
九
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
香
川
県
史　

第

八
巻　

古
代
・
中
世
史
料
』
の
編
纂
を
機
に
、
網
羅
的
な
収
集
・
調
査
が
行
わ
れ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
三
〇
年
あ
ま
り
の
時
間
が
経
過
し
、
新
た
な
史
料
が
確
認
さ
れ
た
り
、
そ

の
後
の
研
究
の
進
展
等
に
伴
い
再
び
全
体
の
調
査
が
必
要
に
な
っ
た
文
書
群
も
少
な
く
な

く
な
い
。

と
く
に
、
香
川
県
下
の
中
世
文
書
で
最
大
の
規
模
を
誇
る
善
通
寺
文
書
は
、
史
料
編
纂

所
に
お
い
て
も
、
ま
た
香
川
県
現
地
に
お
い
て
も
中
世
文
書
の
全
貌
や
、
近
世
文
書
等
も

含
め
た
文
書
群
全
体
の
性
格
も
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
日
本
列
島
を
代
表
す
る
地
方
有
力

寺
院
と
し
て
は
研
究
史
的
に
全
く
の
盲
点
と
な
っ
て
き
た
。

本
共
同
研
究
で
は
、
史
料
編
纂
所
の
採
訪
活
動
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
善
通
寺
文
書
を

中
心
に
香
川
県
下
の
中
世
文
書
原
本
の
調
査
・
再
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
未
発
掘
史
料
の

調
査
・
研
究
お
よ
び
そ
の
公
開
、
既
知
の
文
書
群
の
再
評
価
等
の
研
究
を
進
め
る
。
同
時

に
、
香
川
県
下
の
中
世
史
料
の
全
体
像
を
把
握
し
、
史
料
編
纂
所
と
地
域
で
史
料
情
報
の

共
有
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
。

（
2
）
研
究
の
成
果

本
一
般
共
同
研
究
で
は
、
香
川
県
下
の
中
世
文
書
の
う
ち
、
塩
飽
勤
番
所
所
蔵
文
書

と
、
と
く
に
県
下
で
最
も
大
き
な
規
模
を
誇
る
善
通
寺
文
書
に
焦
点
を
充
て
て
調
査
・
撮

影
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
善
通
寺
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
所
在
が
明
確
で
な
か
っ
た
多
く
の

史
料
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
全
く
研
究
が
な
か
っ
た
善
通
寺

文
書
の
文
書
群
の
性
格
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
末
に
行
っ
た
調
査
で
は
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
中
世

聖
教
類
の
一
群
も
発
見
で
き
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
一
年
度
の
調
査
で
は
具

体
的
な
調
査
・
撮
影
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
引
き
続
き
調
査
・
撮
影
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
作
業
を
経
て
善
通
寺
文
書
全
体
の
あ
り
方

に
つ
い
て
総
合
的
に
分
析
を
行
い
、
報
告
書
等
の
成
果
報
告
を
計
画
し
て
い
る
。

研
究
課
題　

菅
浦
現
地
伝
来
史
料
の
作
成
時
期
と
料
紙
に
関
す
る
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

青
柳
周
一
（
滋
賀
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

末
柄　

豊
・
井
上　

聡
・
髙
島
晶
彦

所
外
共
同
研
究
者　

宇
佐
見
隆
之
（
滋
賀
大
学
）・
大
河
内
勇
介
（
福
井
県
立
歴
史
博

物
館
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

滋
賀
県
長
浜
市
西
浅
井
町
菅
浦
は
国
宝
「
菅
浦
文
書
」（
一
二
七
一
点
。
滋
賀
大
学
経

済
学
部
附
属
史
料
館
寄
託
）
が
伝
来
し
た
場
所
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
現
地
の
阿
弥
陀

寺
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
の
「
菅
浦
文
書
」
と
は
別
に
、
中
世
の
年
紀
が
記
さ
れ
た
史
料

が
伝
来
し
て
い
る
。
作
成
時
期
が
近
世
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
研

究
で
は
使
用
さ
れ
て
い
る
料
紙
に
も
注
目
し
て
精
査
を
行
う
。
あ
わ
せ
て
「
菅
浦
文
書
」

中
に
含
ま
れ
る
近
世
史
料
や
、
字
の
形
状
等
か
ら
中
世
で
は
な
く
近
世
の
作
成
と
い
う
可

能
性
が
あ
る
史
料
数
点
に
つ
い
て
も
、
内
容
や
紙
質
等
に
つ
い
て
多
角
的
な
比
較
検
討
を

実
施
す
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
警
戒
が
続
く
な
か
、
一
二
月
に
一
度
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属

史
料
館
お
よ
び
菅
浦
区
に
お
い
て
史
料
原
本
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
史
料

館
に
お
い
て
は
、
国
宝
菅
浦
文
書
の
う
ち
従
来
作
成
年
代
な
ど
に
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る

史
料
約
三
五
点
に
つ
い
て
、
最
新
機
器
を
用
い
て
そ
の
紙
質
分
析
を
詳
細
に
実
施
し
た
。

ま
た
菅
浦
区
内
の
阿
弥
陀
寺
に
蔵
さ
れ
る
同
区
有
文
書
の
調
査
も
実
践
し
、
中
世
に
さ
か

の
ぼ
る
可
能
性
の
あ
る
文
書
約
一
〇
点
を
対
象
と
し
た
。
調
査
結
果
の
詳
細
な
分
析
と
検

討
は
進
行
中
で
あ
る
が
、
概
報
に
従
う
な
ら
ば
、
紙
質
の
面
か
ら
み
る
と
、
菅
浦
文
書
に

寄
せ
ら
れ
た
疑
義
の
多
く
は
退
け
ら
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
研
究
史
の
見
直
し
・
再
検
討
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が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
菅
浦
区
有
文
書
に
つ
い
て
は
、
近
世
の
写
と
い
う
可
能
性
が
極
め

て
低
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
成
果
は
現
在
刊
行
の
準
備
を
進
め
て
い
る
史
料

集
、『
菅
浦
文
書
集
成
（
仮
）』（
吉
川
弘
文
館
よ
り
上
下
二
巻
で
刊
行
予
定
）
に
反
映
さ

せ
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
。

な
お
本
調
査
の
成
果
等
は
、
二
〇
二
二
年
度
一
般
共
同
研
究
「
国
宝
菅
浦
文
書
と
関
連

史
料
の
伝
来
形
態
と
料
紙
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
：
宇
佐
見
隆
之
・
滋
賀
大
学
教

育
学
部
教
授
）
に
引
き
継
ぐ
形
で
さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
。

研
究
課
題　

中
近
世
古
文
書
の
多
面
的
分
析
に
も
と
づ
く
料
紙
の
歴
史
的
変
遷
の
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

天
野
真
志
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

所
内
共
同
研
究
者　

山
田
太
造
・
尾
上
陽
介
・
髙
島
晶
彦
・
渋
谷
綾
子
・
小
瀬
玄
士

所
外
共
同
研
究
者　

小
倉
慈
司
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）・
富
田
正
弘
（
富
山
大

学
）・
野
村
朋
弘
（
京
都
芸
術
大
学
）・
柳
原
敏
昭
（
東
北
大

学
）・
高
橋　

修
（
茨
城
大
学
）・
名
和
知
彦
（
陽
明
文
庫
）・
貫

井
裕
恵
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）・
大
山　

恒
（
茂
木
町
教
育

委
員
会
図
書
文
化
係
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

古
文
書
研
究
の
進
展
を
目
指
す
上
で
、
文
字
情
報
だ
け
で
な
く
料
紙
繊
維
や
添
加
物
等

の
物
質
的
情
報
、
さ
ら
に
は
抄
紙
過
程
に
付
与
さ
れ
た
痕
跡
の
確
認
な
ど
、
古
文
書
を
多

面
的
に
分
析
す
る
方
法
論
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
検

討
す
る
た
め
に
、
考
古
学
的
分
析
手
法
や
植
物
学
な
ど
の
成
果
を
踏
ま
え
た
古
文
書
料
紙

の
歴
史
的
変
遷
を
検
討
す
る
。

本
研
究
で
は
、
光
学
顕
微
鏡
や
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
用
い
て
料
紙
を
非
破

壊
的
に
調
査
し
、
繊
維
お
よ
び
添
加
物
の
状
態
を
分
析
す
る
。
特
に
、
古
文
書
料
紙
の
構

成
物
の
種
類
・
量
・
密
度
な
ど
の
質
的
な
解
析
に
よ
っ
て
製
造
手
法
や
地
域
的
・
時
期
的

特
性
を
見
出
し
、
料
紙
の
生
産
お
よ
び
使
用
実
態
を
双
方
向
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
歴

史
的
・
社
会
的
変
遷
の
復
元
を
お
こ
な
う
。
具
体
的
に
は
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
島
津
家

文
書
」、
陽
明
文
庫
、
松
尾
大
社
所
蔵
文
書
、
仁
和
寺
所
蔵
文
書
、
ふ
み
の
森
も
て
ぎ
所

蔵
「
茂
木
文
書
」、
東
北
大
学
保
管
「
結
城
白
河
家
文
書
」
を
調
査
し
、
料
紙
に
含
ま
れ

る
繊
維
や
添
加
物
な
ど
の
構
成
物
解
析
を
お
こ
な
う
。
ま
た
、
抄
紙
過
程
で
付
与
さ
れ
る

糸
目
や
簀
目
、
皺
な
ど
の
表
面
情
報
を
調
査
し
、
古
文
書
料
紙
を
構
成
す
る
多
様
な
基
礎

情
報
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
中
世
か
ら
戦
国
期
に
お
け
る
公
家
・
武
家
文
書
の
地
域
的
特

質
や
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
科
学
的
検
証
に
基
づ
く
検
討
を
お
こ
な
う
。

（
2
）
研
究
の
成
果

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た
調
査
・
研
究

活
動
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
確
立
し
た
分
析
手
法
に
基
づ
き
、
松
尾
大

社
所
蔵
史
料
、
ふ
み
の
森
所
蔵
「
茂
木
文
書
」
の
調
査
・
研
究
を
実
施
し
た
。
松
尾
大
社

所
蔵
史
料
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
蓄
積
を
踏
ま
え
つ
つ
料
紙
の
顕
微
鏡
撮
影
を
行
い
、
填

料
の
含
有
量
に
関
す
る
時
代
的
変
遷
を
分
析
す
る
た
め
の
基
礎
情
報
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
明
治
太
政
官
制
下
に
お
け
る
発
給
文
書
の
顕
微
鏡
撮
影
を
行
い
、

当
該
期
に
お
け
る
文
書
名
称
と
料
紙
の
性
格
と
の
相
関
関
係
を
検
討
し
た
。「
茂
木
文

書
」
に
つ
い
て
は
、
焼
損
箇
所
に
注
目
し
て
料
紙
お
よ
び
填
料
の
変
化
を
検
討
す
る
た
め

の
顕
微
鏡
撮
影
を
実
施
し
、
同
文
書
群
の
特
質
を
踏
ま
え
た
検
討
の
方
向
性
を
協
議
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
料
紙
の
地
域
的
特
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
西
ノ
内
紙
の
産
地
で
あ
る
常
陸
大

宮
市
に
お
い
て
楮
畑
を
調
査
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
の
た
め
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
す
る
と
と
も

に
、
簀
や
摺
鉢
な
ど
か
つ
て
抄
紙
に
用
い
ら
れ
て
い
た
道
具
の
現
況
調
査
を
お
こ
な
い
、

古
文
書
料
紙
を
と
り
ま
く
多
様
な
資
料
分
析
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。

本
共
同
研
究
で
料
紙
の
構
成
物
に
注
目
し
、
古
文
書
を
多
角
的
に
検
討
し
た
こ
と
に
よ

り
、
文
書
料
紙
の
時
代
的
変
遷
や
地
域
特
性
を
中
心
と
し
た
情
報
抽
出
の
可
能
性
を
提
示

す
る
こ
と
に
繋
が
り
、
関
連
す
る
科
学
研
究
費
と
連
携
し
て
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

す
る
に
至
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
調
査
デ
ー
タ
の
利
用
・
公
開
に
向
け
た
議
論
も
進
み
、
博

物
館
展
示
の
計
画
を
含
む
成
果
発
信
も
予
定
し
て
い
る
。

研
究
課
題　
「
院
号
定
部
類
記
」
の
共
同
利
用
に
向
け
て
の
調
査
・
研
究
・
公
開
―
東
山

御
文
庫
本
系
諸
本
を
中
心
に
―

研
究
経
費　

四
九
万
五
千
円　
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研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

野
口
華
世
（
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

小
塩　

慶
・
堀
川
康
史

所
外
共
同
研
究
者　

伴
瀬
明
美
（
大
阪
大
学
）・
高
松
百
香
（
東
京
学
芸
大
学
）・
河
合

佐
知
子
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）・
長
田
郁
子
（
世
田
谷
区
区

史
編
さ
ん
史
料
調
査
員
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

王
家
の
皇
女
や
后
が
女
院
に
な
る
た
め
に
は
、
院
号
宣
下
と
い
う
手
続
き
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
前
後
の
状
況
を
女
院
ご
と
に
記
し
た
史
料
が
「
院
号
定
部
類
記
」
で
あ
る
。
中

で
も
東
三
条
院
か
ら
室
町
院
ま
で
の
三
五
人
の
記
録
を
収
め
た
も
の
が
、
従
来
の
女
院
研

究
で
多
く
使
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
記
録
は
女
院
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る
基
礎

的
な
史
料
で
あ
り
な
が
ら
、
現
存
諸
本
が
近
世
の
写
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
史
料
批
判
と

な
る
諸
本
研
究
、
さ
ら
に
は
全
体
を
通
じ
て
の
史
料
翻
刻
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な

い
。
昨
今
、
中
世
の
女
院
や
后
の
研
究
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
諸
本
研
究

お
よ
び
翻
刻
は
喫
緊
の
課
題
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
本
共
同
研
究
で
は
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
き
た
東
山
御
文
庫
本
系
統
の
諸
本

に
つ
い
て
考
え
る
。
同
系
統
本
と
し
て
は
、
東
山
御
文
庫
本
（
史
料
編
纂
所
図
書
室
パ
ソ

コ
ン
で
閲
覧
可
能
）・
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
の
水
戸
彰
考
館
本
、
さ
ら
に
は
宮
内
庁

書
陵
部
本
・
内
閣
文
庫
本
が
あ
る
。
こ
の
中
で
も
、
特
に
一
般
的
に
利
便
性
の
高
い
内
閣

文
庫
本
を
利
用
し
な
が
ら
、
諸
本
も
参
照
し
つ
つ
翻
刻
を
す
す
め
、
近
世
の
写
本
で
あ
る

が
ゆ
え
の
明
ら
か
な
誤
写
を
検
討
し
修
正
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
に
よ
り
中
世
王
家
の
女
性

の
研
究
の
進
展
に
寄
与
で
き
、ま
た
近
世
に
お
け
る
部
類
記
書
写
の
広
が
り
を
解
明
で
き
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

本
共
同
研
究
に
よ
る
最
大
の
成
果
は
「
院
号
定
部
類
記
」
翻
刻
の
公
表
で
あ
る
。
共
同

研
究
者
と
研
究
協
力
者
の
協
力
を
得
て
「
院
号
定
部
類
記
」
の
翻
刻
が
完
結
し
た
。
ま

た
、
原
本
調
査
の
実
施
に
よ
っ
て
「
院
号
定
部
類
記
」
の
諸
本
に
つ
い
て
も
新
た
な
知
見

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

翻
刻
に
関
し
て
、
本
共
同
研
究
が
扱
っ
た
東
山
御
文
庫
本
系
「
院
号
定
部
類
記
」
は
、

一
～
三
六
番
目
の
女
院
の
う
ち
、
九
番
目
皇
嘉
門
院
を
除
く
三
五
人
の
女
院
の
院
号
定
の

記
事
を
集
め
て
い
る
。
す
で
に
研
究
代
表
者
に
よ
る
科
研
報
告
書
（
基
盤
研
究
C
（
一

般
）
一
七
Ｋ
〇
三
〇
七
四
）
に
て
、
そ
の
う
ち
一
一�

女
院
の
記
事
の
翻
刻
は
公
表
し
て

い
る
。
本
共
同
研
究
で
は
、
そ
の
他
の
全
二
四
女
院
に
つ
い
て
の
記
事
を
翻
刻
し
た
。
底

本
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
に
よ
り
利
便
性
の
高
い
「
内
閣
文
庫
本
」
を
用
い
た
。�

な
お
、「
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
請
求
番
号
一
四
四
―
〇
四
七
九
の

「
記
録
部
類
」
中
の
「
院
号
」
一
～
六
、
が
該
当
す
る
。
ま
た
明
ら
か
に
わ
か
る
文
字
の

間
違
い
は
、
断
り
な
く
修
正
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
際
、
同
系
統
の
他
本
を
参
照

し
て
い
る
。
こ
れ
は
史
料
と
し
て
の
便
宜
を
重
視
す
る
た
め
で
あ
る
。
以
上
の
翻
刻
は
、

『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
書
（
二
〇
二
一
―
一
七
）』
と
し
て
発
刊
し
た
。

「
院
号
定
部
類
記
」
の
翻
刻
が
完
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
研
究
資
源
化
が
果
た
さ
れ

た
。
ま
た
誤
写
の
修
正
な
ど
を
施
し
た
翻
刻
は
、
そ
の
共
同
利
用
を
促
進
さ
せ
、
こ
の
分

野
の
研
究
進
展
に
大
い
に
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

研
究
課
題　

加
藤
嘉
明
関
係
文
書
の
総
合
的
研
究
―
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
「
近
江
水

口
加
藤
子
爵
家
文
書
」
を
基
盤
に
―

研
究
経
費　

二
六
万
三
八
〇
七
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

山
内
治
朋
（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
）

所
内
共
同
研
究
者　

井
上　

聡
・
村
井
祐
樹
・
畑
山
周
平

所
外
共
同
研
究
者　

井
上　

淳
（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
）・
土
居
聡
朋
（
愛
媛
県

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）・
藤
本
誉
博
（〔
一
財
〕
今
治
文
化
振

興
会
今
治
城
）・
川
島
佳
弘
（
松
山
市
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
）・
甲
斐
未
希
子
（
愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
部
ま
な
び
推
進
課
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

加
藤
嘉
明
は
、
豊
臣
秀
吉
の
も
と
で
大
名
と
な
り
、
秀
吉
没
後
は
徳
川
家
康
の
も
と
で

そ
の
地
位
を
固
め
た
近
世
初
期
の
大
名
で
あ
る
。
そ
の
領
国
支
配
は
伊
予
国
内
で
三
二
年

と
生
涯
の
約
半
分
に
及
び
、
伊
予
の
近
世
の
礎
を
築
い
た
一
人
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
自

治
体
史
・
展
覧
会
図
録
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
関
連
史
料
も
少
な
く
な
い
が
、
集
約
的
な
史

料
集
や
目
録
な
ど
は
い
ま
だ
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
年
愛
媛
県
で
松
山
城
築
城
者
と
し
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て
嘉
明
へ
の
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
る
反
面
で
、
嘉
明
に
関
す
る
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い
現
状
に
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
昨
年
度
の
加
藤
嘉
明
受
給
文
書
の
収
集
・
調
査
に

引
き
続
き
、
発
給
文
書
お
よ
び
関
連
す
る
一
次
史
料
に
つ
い
て
、
加
藤
嘉
明
関
係
自
治
体

に
お
け
る
情
報
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
愛
媛
県
の
博
物
館
活
動

の
成
果
な
ど
も
継
承
し
つ
つ
情
報
把
握
・
整
理
を
進
め
る
。
未
調
査
の
史
料
に
つ
い
て
は

史
料
調
査
を
行
う
な
ど
し
な
が
ら
、
目
録
化
を
進
め
、
未
公
刊
の
史
料
を
紹
介
し
、
今
後

の
加
藤
嘉
明
関
連
の
研
究
に
資
す
る
基
本
情
報
を
公
開
す
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

以
下
、
調
査
を
行
っ
た
文
書
を
あ
げ
る
。

【
大
阪
調
査
】〔
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
文
書
〕

【
愛
媛
調
査
】〔
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
文
書
〕〔
歯
長
寺
文
書
〕〔
光
林
寺
文
書
〕

以
上
の
内
、
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
の
加
藤
嘉
明
関
係
史
料
は
、
新
出
文
書
で

あ
り
、
発
見
さ
れ
た
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
ま
た
歯
長
寺
文
書
・
光
林
寺
文
書
は
百
数

十
年
ぶ
り
の
本
所
に
よ
る
採
訪
で
初
め
て
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
一
―
四
「
近
江
水
口
加
藤
子
爵
家
文
書

―
豊
臣
政
権
編
―
」
を
刊
行
し
た
。

研
究
課
題　

武
田
流
弓
馬
故
実
書
の
形
成
過
程
に
関
す
る
史
料
学
的
研
究

研
究
経
費　

五
五
万
三
四
五
八
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

阿
部
能
久
（
聖
学
院
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

高
橋
慎
一
朗
・
林　

晃
弘

所
外
共
同
研
究
者　

大
澤�

泉
（
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
）・
石
井
千
紘
（
鎌
倉
国
宝
館
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

流
鏑
馬
・
笠
懸
・
犬
追
物
な
ど
の
騎
射
の
武
芸
は
、
鎌
倉
時
代
の
武
士
の
鍛
錬
手
段
と

し
て
広
く
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
以
降
は
衰
退
に
向
か
い
、
江
戸
時
代
に

入
っ
て
弓
馬
故
実
と
し
て
再
構
成
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
流
鏑
馬
は
、
現
代
ま
で
伝
承
さ
れ

て
各
地
の
神
社
祭
礼
な
ど
の
際
に
執
行
さ
れ
、
国
際
的
に
も
関
心
が
高
い
。
現
代
に
伝
わ

る
流
鏑
馬
な
ど
の
弓
馬
故
実
は
、
主
に
武
田
流
と
小
笠
原
流
に
大
別
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
か

ら
続
く
鶴
岡
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
に
お
い
て
も
、
両
流
に
よ
っ
て
流
鏑
馬
の
奉
仕
が
な
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
展
開
し
た
弓
馬
故
実
の
形
成
過

程
は
か
な
り
複
雑
で
あ
り
、
い
ま
だ
明
確
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。

本
共
同
研
究
は
、
鎌
倉
の
金
子
家
に
伝
来
し
た
学
界
未
紹
介
の
武
田
流
弓
馬
故
実
書
群

の
目
録
作
成
と
原
本
調
査
に
よ
る
奥
書
の
分
析
を
通
じ
て
、
そ
の
史
料
群
と
し
て
の
性
格

を
明
ら
か
に
し
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
弓
馬
故
実
の
形
成
・
伝
承
過
程
と
、
現
代

鎌
倉
を
代
表
す
る
伝
統
行
事
で
あ
る
流
鏑
馬
故
実
の
歴
史
的
系
譜
を
解
明
す
る
こ
と
を
め

ざ
す
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

前
年
度
に
作
成
・
公
開
し
た
冊
子
分
の
目
録
に
漏
れ
て
い
た
冊
子
を
、
新
た
に
二
二
点

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
巻
子
の
史
料
群
五
〇
点
に
つ
き
、
簡
易
撮
影
と
目
録

作
成
を
お
こ
な
い
、
と
り
わ
け
鳴
弦
の
作
法
に
関
わ
る
史
料
が
多
い
と
い
う
特
徴
を
明
ら

か
に
し
た
。
さ
ら
に
、「
故
実
袋
」
と
称
さ
れ
る
、
武
家
故
実
に
関
わ
る
、
紙
や
紐
を
用

い
た
小
型
の
模
型
史
料
群
に
つ
い
て
も
調
査
を
お
こ
な
い
、
包
袋
の
記
載
か
ら
、
こ
れ
ら

が
江
戸
後
期
の
熊
本
藩
士
・
志
水
隼
太
正
房
の
手
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

熊
本
県
立
図
書
館
の
調
査
で
は
、
幕
末
に
竹
原
家
か
ら
熊
本
藩
士
・
井
上
平
太
に
武
田

流
故
実
が
伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
研
究
で
は
、
現
在
は
鎌
倉
に
伝
わ
る
武
田
流
武
家
故
実
が
、
江
戸
時
代
の
熊
本
藩
で

体
系
化
さ
れ
、
井
上
平
太
氏
、
金
子
有
鄰
氏
を
通
じ
て
鎌
倉
へ
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
伝

播
の
過
程
を
、
熊
本
藩
細
川
家
関
係
史
料
の
研
究
蓄
積
の
あ
る
史
料
編
纂
所
と
の
共
同
研

究
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
確
に
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
課
題　

文
禄
の
役
に
お
け
る
朝
鮮
王
子
関
連
文
書
の
調
査
・
研
究
・
目
録
化

研
究
経
費　

五
六
万
五
〇
五
二
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

川
西
裕
也
（
新
潟
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

金
子　

拓

所
外
共
同
研
究
者　

木
村　

拓
（
鹿
児
島
国
際
大
学
）・
久
野
哲
矢
（
佐
賀
県
文
化
ス

ポ
ー
ツ
交
流
局
文
化
課
）
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研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

文
禄
の
役
の
最
中
の
一
五
九
二
年
七
月
、
朝
鮮
国
王
・
宣
祖
の
王
子
で
あ
る
臨
海
君
・

順
和
君
が
日
本
軍
に
よ
っ
て
捕
縛
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
人
の
朝
鮮
王
子
は
、
約
一
年
間

に
わ
た
っ
て
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
っ
て
い
た
が
、
翌
年
六
月
、
一
時
的
な
講
和
の
成
立
に

と
も
な
っ
て
解
放
さ
れ
た
。

こ
の
二
人
の
朝
鮮
王
子
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
文
禄
の
役
に
お
け
る
重
大
事
と

し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
が
捕
虜
と
な
っ
て
い
る
間
に
日
本
の
武
将
や

僧
へ
送
っ
た
文
書
（
書
簡
・
詩
文
な
ど
）
が
日
本
各
地
に
多
数
現
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
人
の
朝
鮮
王
子
の

動
向
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
き
わ
め
て
多
い
。

本
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
現
況
を
踏
ま
え
、
日
本
に
現
存
す
る
二
人
の
朝
鮮
王
子

文
書
を
網
羅
的
に
調
査
・
研
究
・
目
録
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
原
本
が
確
認
で
き

る
も
の
に
つ
い
て
は
実
見
調
査
を
行
い
、
各
文
書
の
詳
細
な
デ
ー
タ
を
集
積
す
る
。
ま

た
、
各
文
書
の
発
給
年
月
日
と
様
式
・
内
容
を
検
討
し
た
上
で
、
編
年
目
録
の
作
成
と
公

開
を
行
う
。

（
2
）
研
究
の
成
果

二
〇
一
九
年
度
以
来
続
け
て
き
た
本
共
同
研
究
に
よ
り
、
日
本
に
現
存
す
る
朝
鮮
王
子

関
連
文
書
を
網
羅
的
に
実
見
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
を
実
施
し
た
史
料
所
蔵
機

関
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
（
佐
賀
）、
佐
賀
県
立
名
護
屋

城
博
物
館
史
料
編
纂
所
（
佐
賀
）、
泰
長
院
（
佐
賀
）、
本
圀
寺
（
京
都
）、
本
妙
寺
（
熊

本
）、
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
熊
本
）。
こ
の
調
査
を
通
じ
て
、
学

界
未
紹
介
の
重
要
な
文
書
が
複
数
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
現
在
、

蒐
集
し
た
文
書
デ
ー
タ
の
整
理
お
よ
び
分
析
の
最
終
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
本
年
度
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
関
連
研
究
会
（
壬
辰
戦
争
研
究
会
）
を
八
回
に

わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
国
外
（
韓
国
・
中
国
・
カ
ナ
ダ
・
ス
ペ
イ

ン
な
ど
）
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
非
常
に
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
に
よ
っ
て
国
内
外
の
移
動
が
強
く
制
限
さ
れ
た
が
、

ど
こ
か
ら
で
も
参
加
が
容
易
な
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会
の
開
催
が
定
着
し
た
こ
と
は
不
幸
中

の
幸
い
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

本
共
同
研
究
の
成
果
は
二
〇
二
二
年
度
中
に
論
文
集
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。

研
究
課
題　

観
世
音
寺
公
験
案
の
集
成
と
研
究

研
究
経
費　

三
七
万
二
〇
〇
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

森　

哲
也
（
九
州
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

稲
田
奈
津
子
・
遠
藤
基
郎
・
山
口
英
男

所
外
共
同
研
究
者　

重
松
敏
彦
（
太
宰
府
市
公
文
書
館
）・
三
輪
眞
嗣
（
神
奈
川
県
立

金
沢
文
庫
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

保
安
元
（
一
一
二
〇
）
年
、
筑
紫
観
世
音
寺
は
東
大
寺
末
寺
化
に
伴
い
、
八
世
紀
代
以

来
の
伝
来
文
書
に
つ
い
て
公
験
案
を
作
成
し
て
進
上
し
た
。
そ
れ
ら
は
東
大
寺
図
書
館
を

始
め
、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
等
、
寺
外
の
各
所
に
も
分
蔵
さ
れ
、
確
認
で
き
る

公
験
案
は
二
四
点
を
数
え
る
（
一
点
は
焼
失
、
二
点
は
正
文
）。
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ら

公
験
案
二
四
点
を
集
成
・
翻
刻
し
て
広
く
学
界
の
共
有
財
産
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方

寺
院
に
お
け
る
文
書
保
管
、
資
財
管
理
の
実
態
解
明
、
寺
領
経
営
の
再
検
討
等
、
公
験
案

と
し
て
の
分
析
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
年
度
（
過
年
度
の
繰
越
分
）
は
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
公
験
案
の
集
成
を
完
成
し
、
伝
来
過
程
等
に
関
す
る
整
理
を

行
う
と
と
も
に
、
公
験
案
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
、
観
世
音
寺
の
東
大
寺
末
寺
化
の
背
景

等
に
つ
い
て
も
分
析
を
加
え
、
報
告
書
を
作
成
し
て
本
研
究
課
題
の
完
成
を
図
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

今
年
度
は
、
本
研
究
課
題
の
総
括
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査･

検
討
の
成
果
を
踏
ま

え
報
告
書
を
作
成
し
た
。
中
で
も
、
現
段
階
で
知
ら
れ
て
い
る
観
世
音
寺
公
験
案
を
集
成

し
、
史
料
調
査
の
成
果
、
共
同
研
究
員
に
よ
る
検
討
、
写
真
帳
、
影
写
本
等
に
基
づ
く
校

訂
を
施
し
、
刊
本
、
標
註
、
参
考
文
献
、
伝
来
過
程
等
に
関
す
る
情
報
を
盛
り
込
ん
だ

「
観
世
音
寺
公
験
案
集
成
稿
」（
森
編
）
を
作
成
で
き
た
こ
と
が
大
き
い
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
関
係
情
報
と
と
も
に
公
験
案
を
一
覧
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
り
、
公
験
案
の
生
成
～

現
在
に
至
る
ま
で
を
対
象
と
し
て
叙
述
し
た
「
観
世
音
寺
公
験
案
の
基
礎
的
考
察
」
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（
森
）
と
合
わ
せ
、
観
世
音
寺
、
大
宰
府
、
東
大
寺
に
関
す
る
研
究
の
深
化
に
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
一
二
世
紀
前
半
の
東
大
寺
別
当
と
観
世
音
寺
・
鎮
西
米
―
特
に

寛
助
に
注
目
し
て
―
」（
三
輪
）
は
、
観
世
音
寺
の
東
大
寺
末
寺
化
に
際
し
、
東
大
寺
別

当
、
特
に
寺
外
別
当
の
果
た
し
た
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
中
世
寺
院
へ
と
変
貌

を
遂
げ
る
東
大
寺
の
歩
み
を
研
究
す
る
上
で
重
要
な
成
果
で
あ
る
。「
補
説
・『
観
世
音
寺

資
財
帳
』
原
本
な
ら
び
に
同
資
財
帳
複
製
の
調
査
」（
森
）
で
は
、
時
間
的
な
制
約
も
あ

っ
た
が
、
原
本
の
観
察
に
よ
っ
て
同
資
財
帳
の
様
態
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
な

か
っ
た
点
を
確
認
で
き
、
複
製
の
調
査
に
お
い
て
も
、
紙
面
の
痕
跡
か
ら
料
紙
の
編
成
に

つ
い
て
新
た
な
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
も
同
資
財
帳
に
関
す
る
調
査
・
研
究

を
継
続
す
る
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。
観
世
音
寺
現
蔵
の
中
近
世
文
書
撮
影
に
際
し
て
も
、

現
存
未
確
認
の
た
め
内
容
が
判
明
し
な
い
公
験
案
に
関
し
、
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
記
述

が
見
出
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
研
究
進
展
に
つ
な
が
る
発
見
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
当

該
文
書
レ
コ
ー
ド
か
ら
、
本
報
告
書
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
飛
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
広
い

学
術
利
用
を
可
能
と
し
た
。

以
上
、
本
共
同
研
究
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
制
約
を
う
け
た
部
分
も
あ
っ
た
が
、
古

代
史
と
中
世
史
、
観
世
音
寺
と
東
大
寺
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
よ
る
分
析
が
効
果

を
上
げ
、
ま
た
、
長
年
に
わ
た
る
正
倉
院
文
書
や
東
大
寺
文
書
の
調
査
と
出
版
に
よ
り
蓄

積
さ
れ
て
き
た
経
験
知
が
発
揮
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

研
究
課
題　

藤
波
家
旧
蔵
史
料
の
調
査
・
研
究

研
究
経
費　

四
〇
万
九
七
六
〇
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

高
橋
秀
樹
（
國
學
院
大
學
）

所
内
共
同
研
究
者　

尾
上
陽
介
・
遠
藤
珠
紀

所
外
共
同
研
究
者　

田
中
大
喜
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）・
比
企
貴
之
（
國
學
院
大
學
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

神
宮
祭
主
で
あ
っ
た
藤
波
家
の
旧
蔵
史
料
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
や
國
學
院
大
學
の
史
料

群
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
史
料
編
纂
所
に
も
「
藤
波
家
蔵
書
」
の
蔵
書
印
を
も
つ
近
世
写

本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
地
の
所
蔵
機
関
に
旧
蔵
の
文
書
や
書
籍
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
「
広
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
」
が
明
治
時

代
末
～
大
正
時
代
に
は
藤
波
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
時
期

に
複
数
回
作
成
さ
れ
た
蔵
書
目
録
が
史
料
編
纂
所
・
東
洋
文
庫
、
國
學
院
大
學
に
現
蔵
さ

れ
て
い
る
。

昨
年
度
は
、
各
所
蔵
機
関
の
蔵
書
目
録
等
か
ら
判
明
す
る
藤
波
家
旧
蔵
史
料
を
デ
ー
タ

化
し
、
京
都
学
・
歴
彩
館
、
徳
島
大
学
等
の
現
蔵
史
料
を
調
査
し
た
。
そ
こ
で
本
年
度

は
、
①
未
調
査
分
の
史
料
調
査
を
行
い
、
デ
ー
タ
の
充
実
を
図
る
。
②
昨
年
度
画
像
デ
ー

タ
を
取
得
し
た
複
数
の
蔵
書
目
録
の
分
析
を
行
っ
て
、
目
録
間
の
異
同
と
、
現
存
す
る
旧

蔵
書
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
複
数
の
所
蔵
機
関
に
ま
た
が
る
公
家
文
庫
を
総
合
的
に

研
究
す
る
た
め
の
基
礎
を
築
く
。
③
奥
書
等
の
分
析
か
ら
祭
主
家
が
ど
の
よ
う
に
公
家
日

記
を
集
積
し
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
蔵
書
が
散
逸
し
て
い
っ
た
の
か
を

関
係
史
料
か
ら
追
究
す
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

本
共
同
研
究
の
研
究
成
果
と
し
て
刊
行
し
た
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告

二
〇
二
一
―
八　

藤
波
家
旧
蔵
史
料
の
調
査･

研
究
』（
研
究
代
表
者
高
橋
秀
樹
、
二
〇

二
一
年
一
一
月
）
に
は
、
下
記
の
論
考
お
よ
び
史
料
翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る
。

高
橋
秀
樹
「
藤
波
家
旧
蔵
史
料
の
現
状
と
伝
来
」
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
以
後
に
判

明
し
た
も
の
を
含
め
、
三
三
の
所
蔵
機
関
・
個
人
に
現
蔵
あ
る
い
は
旧
蔵
さ
れ
て
い
る
藤

波
本
、
市
場
に
出
て
現
蔵
者
不
明
の
藤
波
本
を
取
り
上
げ
、
い
く
つ
か
の
蔵
書
目
録
の
内

容
も
踏
ま
え
て
、
藤
波
家
蔵
書
の
形
成
・
散
逸
の
過
程
を
た
ど
っ
た
。

比
企
貴
之
「
祭
主
藤
波
家
関
係
史
料
の
所
在
と
そ
の
性
格
」
は
、
中
世
～
近
世
の
藤
波

家
を
と
り
ま
く
状
況
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
神
宮
文
庫
・
神
宮
徴
古
館
農
業
館
・
國
學
院

大
學
図
書
館
「
藤
波
家
文
書
」・
東
京
大
学
文
学
部
宗
教
学
研
究
室
「
正
親
町
家
旧
蔵
神

道
関
係
史
料
」
の
内
容
を
考
察
す
る
。

尾
上
陽
介
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』
に
見
え
る

『
民
経
記
』
原
本
の
構
成
」
は
、
継
目
の
糊
が
剥
が
れ
た
状
態
の
時
に
作
成
さ
れ
た
『
藤

波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』
に
お
け
る
『
民
経
記
』
の
記
述
と
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
現
状
と
を
比
較
し
、
近
代
以
前
の
『
民
経
記
』
原
本
の
あ
り
方
や
改
装
過

程
を
復
元
す
る
。
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田
中
大
喜
「「
広
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
」
所
収
文
書
群
の
書
誌
的
考
察
」
は
、

題
簽
や
押
紙
の
記
号
か
ら
、
類
纂
が
行
わ
れ
た
文
書
群
、
並
び
替
え
が
行
わ
れ
た
文
書

群
、
原
形
を
留
め
る
文
書
群
に
分
類
し
、『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目
録
』
と
比
較
す
る
こ

と
で
、
目
録
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
。

遠
藤
珠
紀
「
広
橋
家
文
書
の
伝
来
寸
描
」
は
、
鎌
倉
～
室
町
期
に
お
け
る
家
記
の
保

管
・
伝
領
の
様
相
を
示
し
た
上
で
、
他
家
か
ら
混
入
し
た
と
み
ら
れ
る
國
學
院
大
學
図
書

館
所
蔵
『
文
正
元
年
十
二
月
記
』
と
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
文
和
元
年
（
観
応
三

年
）
記
』
の
記
主
を
探
る
。

藤
波
家･

広
橋
家
蔵
書
目
録
翻
刻
集
と
し
て
、「
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
『
藤
波･

広
橋
両
家
ノ
古
文
書
調
』」（
梶
田
航
平
）、「
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
広
橋
家
記
録
類
目

録
』」（
小
堀
貴
史
・
百
瀬
顕
永
）、「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
広
橋
家
歴
代
記
録
目

録
』（『
諸
家
歴
代
日
記
目
録
』
の
内
）」（
百
瀬
顕
永
）、「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

『
広
橋
家
記
録
目
録
』（『
諸
家
蔵
書
目
録
甲
四
』
の
内
）」（
小
堀
貴
史
）、「
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
所
蔵
『
広
橋
家
所
蔵
古
鈔
本
記
録
文
書
目
録
』」（
日
野
真
木
・
佐
藤
瑞
樹
）
を

掲
載
し
た
。

本
報
告
書
に
は
、
藤
波
家
・
広
橋
家
史
料
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
史
料

紹
介
、
伴
瀬
明
美
「
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
古
文
書
目
録
』（『
藤
波
家
蔵
文
書
記
録
目

録
』）」
を
再
録
し
て
い
る
。

公
家
日
記
に
関
心
を
も
つ
研
究
者
、
武
家
文
書
に
関
心
を
も
つ
研
究
者
、
神
道
・
神
社

史
料
に
関
心
を
も
つ
研
究
者
が
共
同
研
究
を
行
う
こ
と
で
、
多
様
な
性
格
を
も
つ
史
料
群

に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
な
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
補
助
員
と
し
て
参

加
し
て
く
れ
た
國
學
院
大
學
大
学
院
生
に
よ
る
史
料
翻
刻
を
彼
ら
の
研
究
業
績
と
し
て
掲

載
で
き
た
こ
と
に
も
意
義
が
あ
っ
た
。

研
究
課
題　

多
可
町
杉
原
紙
研
究
所
所
蔵
寿
岳
文
章
氏
和
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
料
紙
調
査
研

究

研
究
経
費　

四
九
万
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

湯
山
賢
一
（
多
可
町
杉
原
紙
総
合
調
査
委
員
会
）

所
内
共
同
研
究
者　

及
川　

亘
・
石
津
裕
之
・
髙
島
晶
彦

所
外
共
同
研
究
者　

安
平
勝
利
（
多
可
町
那
珂
ふ
れ
あ
い
館
）・
大
川
昭
典
（
元
高
知

県
立
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）・
本
多
俊
彦
（
金
沢
学
院
大
学
）・

富
田
正
弘
（
富
山
大
学
名
誉
教
授
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
日
本
前
近
代
に
お
け
る
紙
の
歴
史
の
学
術
的
研
究
に
つ
い
て
先

駆
的
業
績
を
残
し
た
寿
岳
文
章
氏
が
、
そ
の
研
究
の
た
め
全
国
を
回
っ
て
蒐
集
し
た
和
紙

原
本
の
集
積
で
あ
る
。
寿
岳
文
章
氏
が
新
村
出
氏
と
と
も
に
、
中
世
に
最
も
使
用
さ
れ
た

杉
原
紙
の
原
産
地
と
し
て
、
多
可
町
杉
原
谷
の
地
を
認
定
し
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

多
可
町
で
杉
原
紙
の
復
興
と
研
究
の
機
運
が
高
ま
り
、
杉
原
紙
研
究
所
が
設
立
さ
れ
、
活

動
を
続
け
て
き
た
が
、
文
章
氏
の
没
後
、
令
嬢
の
章
子
氏
か
ら
当
該
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
杉

原
紙
研
究
所
に
寄
附
さ
れ
、
研
究
所
で
整
理
が
行
わ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
整

理
で
は
、
産
地
と
紙
の
種
類
な
ど
の
確
認
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
の
厚
さ
・
重
さ
・
密
度
、�

原
材
料
や
填
料
、
製
紙
法
の
解
明
な
ど
物
理
的
技
術
的
解
明
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

本
調
査
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
の
整
理
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
上
記
の
調
査
研
究
を
進
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
戦
前
に
制
作
さ
れ
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
原
材
料
や
技
術
は
前
近
代
に
近
い
も
の
が
あ
り
、
何
よ
り
も
全
国
に
わ

た
っ
て
網
羅
的
に
蒐
集
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
世
の
製

紙
の
地
域
的
特
質
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
材
料
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
の
結
果
を
、
数
量
的
に
、
か
つ
顕
微
鏡
写
真
な
ど
に
よ
っ
て
視

覚
的
に
、
学
界
の
共
通
素
材
と
し
て
提
供
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

二
〇
一
九
年
度
の
共
同
研
究
で
得
た
デ
ー
タ
を
含
め
、
東
北
・
北
陸
・
関
東
甲
信
越
・

関
西
・
中
国
・
四
国
・
九
州
一
六
〇
の
和
紙
の
原
材
料
、
填
料
の
種
類
と
分
量
、
繊
維
切

断
の
有
無
、
非
繊
維
物
質
の
残
存
度
、
縦
横
寸
法
、
厚
さ
、
重
さ
、
密
度
、
簀
目
の
太

さ
、
糸
目
幅
、
繊
維
束
の
状
況
、
板
目
・
刷
毛
目
・
紗
目
な
ど
の
料
紙
デ
ー
タ
お
よ
び
繊

維
の
顕
微
鏡
画
像
デ
ー
タ
を
得
た
。

ま
た
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
近
世
和
紙
生
産
の
地
域
分
布
の
状
況
を
考
察
し
た
結
果
、

近
世
の
抄
紙
技
術
を
継
承
し
、
そ
の
姿
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
洋
紙
に
対
抗
す
る
白
さ
を

意
図
的
に
用
い
ら
れ
た
木
材
パ
ル
プ
や
稲
藁
、
マ
ニ
ラ
麻
、
エ
ス
パ
ル
ト
等
を
原
料
に
加
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え
た
近
代
の
技
術
変
革
と
製
品
の
均
一
化
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
原
料
確
保
の
容
易
さ

か
ら
役
所
文
書
反
故
を
原
料
と
す
る
漉
き
返
し
（
再
生
紙
）
も
多
い
こ
と
、
昭
和
時
代
前
半

の
和
紙
は
圧
倒
的
に
後
者
の
方
が
多
く
、
近
代
和
紙
の
時
代
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

な
お
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
一
―

一
二
「
多
可
町
立
和
紙
博
物
館
壽
岳
文
庫
所
蔵
寿
岳
文
章
和
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
料
紙
調
査

研
究　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
報
告
書
（
二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
一
年

度
）」
と
し
て
刊
行
し
た
。

研
究
課
題　
『
江
雲
随
筆
』
の
研
究
資
源
化
―
近
世
初
期
日
朝
「
境
界
」
文
書
群
―

研
究
経
費　

五
〇
万
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

米
谷　

均
（
早
稲
田
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

鶴
田　

啓
・
須
田
牧
子
・
岡
本　

真

所
外
共
同
研
究
者　

村
井
章
介
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）・
佐
伯
弘
次
（
九
州
大
学
名

誉
教
授
）・
臼
井
和
樹
（
宮
内
庁
書
陵
部
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
『
江
雲
随
筆
』
は
、
近
世
初
期
の
日
朝
関
係
史
に

関
わ
る
文
書
を
多
数
収
め
る
文
集
で
、
田
中
健
夫
編
『
善
隣
国
宝
記　

新
訂
続
善
隣
国
宝

記
』（
集
英
社
、
一
九
九
五
年
）
で
『
続
善
隣
国
宝
記
』
の
校
合
に
用
い
ら
れ
た
だ
け
で

な
く
、
申
請
者
・
共
同
研
究
者
も
論
文
で
し
ば
し
ば
利
用
し
て
き
た
。
し
か
し
未
だ
全
文

翻
刻
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
史
料
的
性
格
・
成
立
・
諸
本
系
統
と
い
っ
た
基
礎
的
事
項
も

本
格
的
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
共
同
研
究
で
は
、
①
諸
本
お
よ
び
関
連
諸
史
料

の
調
査
、
②
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
た
本
文
校
訂
・
所
収
文
書
の
年
代
推
定
・
人
名
比
定
な

ど
を
行
い
、
③
『
江
雲
随
筆
』
の
全
文
翻
刻
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

二
〇
一
九
年
度
の
活
動
で
、
史
料
編
纂
所
謄
写
本
の
全
文
翻
刻
、
お
よ
び
東
京
・
京
都

で
の
諸
本
の
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
結
果
、
諸
本
間
で
異
同
が
多
く
確
認
さ
れ
、
史
料
編

纂
所
謄
写
本
を
底
本
と
す
る
場
合
で
も
校
訂
作
業
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
調

査
結
果
を
ふ
ま
え
た
本
文
校
訂
・
所
収
文
書
の
年
代
推
定
・
人
名
比
定
な
ど
を
進
め
、

『
江
雲
随
筆
』
の
翻
刻
全
文
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
対
外
関
係
史
研
究
、
と
り
わ

け
近
世
日
朝
関
係
史
の
実
態
解
明
に
資
す
る
史
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

研
究
課
題　

史
料
編
纂
所
所
蔵
明
清
中
国
公
文
書
関
係
史
料
の
比
較
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

渡
辺
美
季
（
東
京
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

須
田
牧
子
・
黒
嶋　

敏
・
岡
本　

真

所
外
共
同
研
究
者　

荒
木
和
憲
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）・
辻　

大
和
（
横
浜
国
立

大
学
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
、
明
清
時
代
中
国
の
公
文
書
な
ら
び
に
そ
の
関
連
文
書
が

複
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
中
近
世
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
を
読
み
解
く
際
の
貴

重
な
史
料
で
あ
り
、
中
近
世
日
本
に
お
け
る
中
国
公
文
書
の
社
会
的
価
値
を
具
体
的
に
検

討
し
得
る
好
素
材
で
も
あ
る
。
す
で
に
あ
る
程
度
、
基
礎
的
デ
ー
タ
の
作
成
や
国
内
の
類

似
文
書
の
デ
ー
タ
集
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
古
文
書
学
的
に
位
置

付
け
る
た
め
に
は
、
明
清
国
内
に
お
け
る
形
式
・
作
成
・
発
給
過
程
に
つ
い
て
の
制
度
的

研
究
と
、
実
際
に
発
給
さ
れ
た
類
似
文
書
と
の
比
較
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
こ
れ
ら
の
文
書
に
つ
い
て
、
二
〇
一
九
年
度
一
般
共
同
研
究
に
引

き
続
き
、
①
形
式
・
作
成
・
発
給
に
関
わ
る
中
国
側
の
諸
規
定
の
調
査
を
進
め
、
②
そ
れ

ら
の
規
定
と
編
纂
所
の
所
蔵
史
料
と
を
対
照
し
た
上
で
、
③
韓
国
の
国
立
中
央
図
書
館
・

韓
国
学
中
央
研
究
院
に
お
い
て
明
清
中
国
か
ら
朝
鮮
に
発
給
さ
れ
た
類
似
文
書
（
原
本
）

と
の
比
較
検
討
を
実
施
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
規
定
と
実
態
の
両
面
か
ら
そ
れ
ら
の
文
書

の
古
文
書
学
的
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
共
有
し
得
る
レ
ベ
ル
で
の

「
史
料
の
研
究
資
源
化
」
を
目
指
し
た
い
。

（
2
）
研
究
の
成
果

韓
国
調
査
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
逆
手
に
と
っ
て
研
究
計
画

を
大
き
く
見
直
し
、
成
果
報
告
書
の
作
成
・
刊
行
に
注
力
し
た
。
報
告
書
掲
載
の
諸
史
料

に
つ
い
て
は
、
当
初
予
定
し
て
い
た
よ
り
も
広
い
視
点
か
ら
多
く
の
論
点
を
掘
り
下
げ
る
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こ
と
が
で
き
、
編
纂
所
所
蔵
の
明
清
公
文
書
の
史
料
学
的
位
置
づ
け
を
、
い
っ
そ
う
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
は
日
本
・
琉
球
・
朝
鮮
史
を
専
門
と
す
る
メ
ン
バ
ー

に
加
え
、
海
外
研
究
協
力
者
で
あ
る
林
慶
俊
氏
（
韓
国
・
東
北
大
学
）・
劉
序
楓
氏
（
台

湾
・
中
央
研
究
院
）
の
多
大
な
協
力
を
得
た
こ
と
で
、
同
時
代
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
給
文

書
を
よ
り
複
眼
的
な
視
野
で
見
通
す
こ
と
が
出
来
た
こ
と
が
大
き
い
。
ま
た
刊
行
に
あ
た

っ
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
書
と
し
て
支
援
を
得
た
こ
と
に
も
謝
意
を

表
す
る
。

カ
ラ
ー
版
の
鮮
明
な
図
版
を
伴
う
成
果
報
告
書
は
、
明
清
公
文
書
の
専
論
と
し
て
類
例

が
乏
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
幸
い
に
も
好
評
を
博
し
た
。
ま
た
、
国
際
的
な
成
果
発
信

の
一
助
と
す
る
べ
く
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
の
要
旨
を
付
し
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

公
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、
世
界
中
ど
こ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
本
研
究
成
果
の
国
際
的
な
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

研
究
課
題　

一
八
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
遣
清
使
節
日
記
の
翻
訳
と
研
究

研
究
経
費　

四
五
万
二
四
二
二
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

大
野
晃
嗣
（
東
北
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

松
方
冬
子
・
大
東
敬
典

所
外
共
同
研
究
者　

森
田
由
紀
・Leonard�Blussé

（
ラ
イ
デ
ン
大
学
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
清
朝
と
の
貿
易
を
実
現
・
改
善
す
る
た
め
、
何
回
か
使

節
団
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
一
七
九
四
～
一
七
九
五
年
の
乾
隆
帝
の
在
位
六

〇
年
を
祝
う
使
節
団
は
、
有
名
な
イ
ギ
リ
ス
の
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
使
節
団
と
の
対
比
上
も
有

名
で
あ
る
。
正
使
は
、
日
本
商
館
長
を
務
め
た
テ
ィ
チ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
テ
ィ

チ
ン
グ
使
節
団
の
残
し
た
記
録
は
、
テ
ィ
チ
ン
グ
自
身
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
日
記
の
ほ

か
、
副
使
フ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ー
ム
・
フ
ッ
ク
へ
ー
ス
ト
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
日
記
、
さ
ら

に
通
訳
と
し
て
同
行
し
た
学
者
ド
・
ギ
ー
ニ
ュ
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
日
記
が
あ
り
、
最

低
限
で
も
オ
ラ
ン
ダ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
読
解
力
が
必
須
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
地
名
・
人

名
・
官
名
を
含
む
当
時
の
中
国
に
つ
い
て
の
広
範
な
知
識
を
も
必
要
と
す
る
た
め
、
今
ま

で
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
回
、
中
国
史
研
究
者
（
大
野
、

Blussé

）、
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
の
翻
訳
実
績
を
持
つ
史
料
編
纂
所
海
外
二
室
の
教
員
が
、

在
野
の
翻
訳
者
に
協
力
す
る
形
で
、
こ
の
課
題
に
挑
む
。

（
2
）
研
究
の
成
果

本
研
究
は
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
研
究
者
、
ノ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の

翻
訳
者
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の

目
的
は
着
実
に
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

細
か
い
と
こ
ろ
で
は
、
テ
ィ
チ
ン
グ
の
日
記
に
よ
るSjap

と
い
う
言
葉
の
訳
出
で
あ

る
。Sjap

は
マ
レ
ー
語
で
「
印
（
い
ん
、
し
る
し
）」
の
よ
う
な
意
味
で
あ
り
、
一
般
に

ア
ジ
ア
で
活
動
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
の
な
か
で
多
用
さ
れ
る
。
テ
ィ
チ
ン
グ
に
よ
る
日

記
に
お
い
て
も
、「
印
の
あ
る
書
翰
」「
印
の
あ
る
証
書
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、「
龍
牌
」（
皇
帝
の
名
前
を
記
し
た
位
牌
状
の
板
）
の
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い

る
。
清
朝
の
総
督
・
巡
撫
が
任
地
に
あ
っ
て
、
い
わ
ば
「
皇
帝
の
代
わ
り
」
と
し
て
儀
礼

に
「
龍
牌
」
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
大
清
會
典
に
見
え
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
使
わ
れ
方

は
漢
文
史
料
で
は
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
本
日
記
の
記
述
は
貴
重
で
あ
る
。
テ
ィ

チ
ン
グ
と
皇
帝
の
謁
見
の
場
も
、
け
っ
し
て
儀
式
的
な
雰
囲
気
で
は
な
く
、
屋
外
の
カ
ジ

ュ
ア
ル
な
場
面
で
あ
り
、
参
加
し
た
明
清
史
研
究
者
（
大
野
）
か
ら
意
外
だ
と
の
感
想
が

聞
か
れ
た
。
清
朝
史
研
究
に
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
を
用
い
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

大
き
な
と
こ
ろ
で
は
、
既
存
の
異
文
化
論
の
枠
組
み
を
あ
ら
た
め
て
検
証
す
る
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
た
。
テ
ィ
チ
ン
グ
の
日
記
は
最
近T

onio�A
ndrade

がT
he�Last�Em

-
bassy

と
い
う
書
物
で
取
り
上
げ
、（
テ
ィ
チ
ン
グ
の
遣
使
は
具
体
的
な
成
果
も
な
く
失

敗
だ
っ
た
と
い
う
従
来
の
評
価
に
対
し
）
交
流
自
体
を
目
的
と
す
る
「
社
交
外
交
」
な
の

で
成
功
だ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
果
た
し
て
「
成
功
」「
失
敗
」
と
い
う
評

価
の
あ
り
方
が
妥
当
な
の
か
が
、
議
論
に
な
っ
た
。
参
加
し
た
西
南
ア
ジ
ア
史
研
究
者

（
大
東
）
が
、
イ
ン
ド
史
研
究
者Sanjay�Subrahm

anyam

の
学
説
を
援
用
し
、（
従
来

の
「
分
か
り
合
え
な
いincom

m
ensurability

」
と
い
う
暗
黙
の
前
提
に
対
す
る
）「
大

体
分
か
り
合
え
るcom

m
ensurability

」
概
念
が
有
効
な
の
で
は
な
い
か
と
提
案
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
遣
清
使
節
日
記
の
「
翻
訳
」
が
単
な
る
翻
訳
で
は
な
く
、

学
際
的
な
議
論
の
場
と
な
り
、
細
か
な
事
実
関
係
か
ら
世
界
史
の
描
き
方
に
至
る
多
様
な
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論
点
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

研
究
課
題　

長
崎
市
中
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
の
研
究
資
源
化
に
向
け
た
調
査

研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

藤
本
健
太
郎
（
長
崎
外
国
語
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

松
井
洋
子
・
荒
木
裕
行

所
外
共
同
研
究
者　

木
村
直
樹
（
長
崎
大
学
）・
吉
岡
誠
也
（
東
京
大
学
地
震
火
山
史

料
連
携
研
究
機
構
）・
赤
瀬　

浩
（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
）・
德

永　

宏
（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

本
石
灰
町
（
も
と
し
っ
く
い
ま
ち
）
は
長
崎
市
中
八
〇
か
町
の
う
ち
、
丸
山
遊
廓
を
構

成
し
た
丸
山
町
と
隣
接
す
る
町
で
あ
る
。
本
石
灰
町
の
乙
名
職
は
一
八
世
紀
後
期
以
降
、

本
山
家
が
六
代
に
わ
た
り
襲
職
し
明
治
に
至
っ
た
。
本
山
家
で
保
管
し
て
い
た
古
文
書
史

料
の
う
ち
、
約
一
一
五
〇
点
が
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
と
し
て
現
存
し
て
い

る
。「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
は
、
近
世
長
崎
の
町
乙
名
を
中
心
と
し
た
都
市
運

営
の
実
態
を
知
る
上
で
貴
重
な
記
述
が
多
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、
近
世
都
市
史
研
究
に
も

研
究
成
果
を
還
元
で
き
る
重
要
な
史
料
群
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
該
史
料
群
の
収
蔵
機
関
は
、
現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
所
蔵
分
と
寄

託
分
）
と
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
寄
贈
分
、
長
崎
市
長
崎
学
研

究
所
購
入
分
を
収
蔵
）
の
二
か
所
に
分
散
し
て
お
り
、
両
機
関
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料

を
本
山
家
に
由
来
す
る
史
料
群
と
し
て
、
包
括
的
に
整
理
・
把
握
で
き
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。

本
研
究
で
は
、
両
機
関
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
群
の
概
要
把
握
を
進
め
る
と
と
も

に
、
史
料
一
点
ご
と
の
概
要
掲
載
を
含
む
、
詳
細
な
総
合
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
で
「
本

石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
の
研
究
資
源
と
し
て
の
活
用
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
そ
の
史

料
群
の
特
性
を
踏
ま
え
た
共
同
研
究
も
実
施
す
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

二
〇
二
〇
～
二
〇
二
一
年
度
の
目
録
記
述
作
業
と
史
料
調
査
に
よ
っ
て
、
三
カ
所
に
分

散
し
た
本
山
家
の
文
書
、
総
点
数
一
四
六
〇
点
余
の
全
体
像
を
把
握
し
、
目
録
情
報
を
総

合
す
る
こ
と
が
で
き
、
来
年
度
に
は
目
録
を
刊
行
す
る
見
通
し
が
た
て
ら
れ
た
。（
全
体

の
構
成
に
つ
い
て
は
二
〇
二
〇
年
度
実
績
報
告
書
参
照
。）

両
所
蔵
機
関
の
研
究
者
の
共
同
研
究
と
い
う
形
を
と
っ
た
こ
と
で
、
所
蔵
機
関
の
壁
を

超
え
た
調
査
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
惣
町
絵
図
の
中
で
の
本
石
灰
町
の

状
況
や
本
山
家
の
親
戚
や
養
子
な
ど
を
介
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、
長
崎
在
住
の
研
究

者
と
の
知
識
の
共
有
は
、
個
別
の
文
書
の
内
容
理
解
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

一
紙
も
の
が
多
い
史
料
編
纂
所
購
入
分
史
料
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
研
究
利
用
の
幅
が

広
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

研
究
課
題　

一
四
～
一
七
世
紀
に
お
け
る
奄
美
・
琉
球
関
係
史
料
の
学
際
的
研
究

研
究
経
費　

二
六
万
四
二
三
〇
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

村
木
二
郎
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

所
内
共
同
研
究
者　

黒
嶋　

敏

所
外
共
同
研
究
者　

荒
木
和
憲
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）・
田
中
大
喜
（
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
）・
池
田
榮
史
（
琉
球
大
学
）・
鈴
木
康
之
（
県
立
広

島
大
学
）・
池
谷
初
恵
（
伊
豆
の
国
市
教
育
委
員
会
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

琉
球
は
明
の
冊
封
を
受
け
た
一
四
世
紀
以
降
、
周
辺
諸
島
を
軍
事
的
に
侵
攻
し
て
い
く

が
、
そ
の
う
ち
奄
美
諸
島
へ
の
侵
攻
過
程
に
つ
い
て
は
史
料
的
な
制
約
が
大
き
く
未
解
明

な
点
も
多
い
。
し
か
し
近
年
、
奄
美
諸
島
の
う
ち
琉
球
の
侵
攻
対
象
と
な
っ
た
喜
界
島
で

は
重
要
な
中
世
遺
跡
の
発
掘
成
果
が
相
次
い
で
報
告
さ
れ
て
お
り
、
考
古
学
の
見
地
か
ら

琉
球
側
の
勢
力
伸
長
の
過
程
を
跡
付
け
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、
当
該
地
域
に
関
す
る
同
時

代
の
文
献
史
料
は
乏
し
い
が
、
の
ち
の
時
代
に
作
成
さ
れ
た
地
誌
類
や
絵
図
と
い
っ
た
近

世
・
近
代
史
料
の
な
か
に
援
用
し
う
る
歴
史
情
報
を
持
つ
も
の
が
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
一
四
～
一
七
世
紀
に
お
け
る
琉
球
の
侵
攻
・
支
配
に
つ
い
て
、

喜
界
島
に
焦
点
を
定
め
、
考
古
学
・
文
献
史
学
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
学
際
的
に
検
討
を
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進
め
て
い
く
。
考
古
学
の
研
究
者
に
よ
る
、
現
地
調
査
を
主
と
し
た
当
該
期
の
集
落
の
検

証
と
、
文
献
史
学
の
研
究
者
に
よ
る
、
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
関
連
史
料
の
原
本
調
査

と
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
主
と
し
た
比
較
・
解
析
を
行
い
、
双
方
の
研
究
成
果
を
突
き

合
わ
せ
、
成
果
を
公
開
し
て
「
史
料
の
研
究
資
源
化
」
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

二
〇
二
一
年
度
に
つ
い
て
は
研
究
費
を
執
行
で
き
ず
、
研
究
活
動
を
実
施
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
と
く
に
な
し
。

研
究
課
題　

中
近
世
山
陰
西
部
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
の
諸
関
係
―
石
見
国
妙
義
寺
を
中

心
に
―

研
究
経
費　

三
五
万
七
四
二
〇
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

中
司
健
一
（
益
田
市
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

所
内
共
同
研
究
者　

西
田
友
広

所
外
共
同
研
究
者　

目
次
謙
一
（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
）・
福
田
善
子
（
山
口

県
立
美
術
館
）・
濱
田
恒
志
（
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
）・
角
野
広
海
（
島
根
県
立
石
見
美
術
館
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

島
根
県
益
田
市
の
曹
洞
宗
妙
義
寺
は
、
中
世
以
来
の
歴
史
を
誇
り
、
中
世
の
も
の
も
含

め
豊
富
な
古
文
書
を
伝
え
る
。
そ
れ
ら
は
一
部
が
『
曹
洞
宗
古
文
書
』
や
『
中
世
益
田
・

益
田
氏
関
係
史
料
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
そ
の
全
体
像
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

妙
義
寺
は
、
中
世
に
益
田
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
こ
と
、
中
国
地
方
の
曹
洞
宗
の
中
核

的
な
寺
院
で
あ
る
大
寧
寺
と
の
緊
密
な
関
係
、
末
寺
で
あ
る
益
田
市
域
の
多
く
の
曹
洞
宗

寺
院
と
の
関
係
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
三
隅
の
龍
雲
寺
や
津
和
野
藩
と
の
末
寺
の
帰
属
を

め
ぐ
る
問
題
、
一
方
で
広
域
的
な
文
化
交
流
の
様
相
な
ど
、
中
世
・
近
世
に
お
け
る
曹
洞

宗
寺
院
の
支
配
者
や
他
寺
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
非
常
に
興
味
深
い
事
例
を
多
く
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
本
共
同
研
究
で
は
、
妙
義
寺
文
書
や
所
蔵
す
る
文
化
財
に
つ
い
て
学
際
的
に

調
査
し
、
目
録
化
・
活
字
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
寺
院
等
の
文
書
や
文
化
財

も
あ
わ
せ
て
調
査
す
る
こ
と
で
、
研
究
資
源
化
と
中
近
世
山
陰
西
部
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺

院
の
諸
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
2
）
研
究
の
成
果

（
1
）
妙
義
寺
釈
迦
十
六
羅
漢
図
に
つ
い
て

①
美
術
史
的
価
値
：
作
者
は
雪
舟
流
の
人
物
と
思
わ
れ
、
高
麗
仏
画
や
、
雪
舟
を
介
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
た
禅
月
様
十
六
羅
漢
図
や
蔡
山
筆
羅
漢
図
の
図
像
・
描
法
を
参
照
し
つ

つ
、
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。

②
歴
史
的
背
景
：
安
土
桃
山
時
代
に
妙
義
寺
が
中
興
さ
れ
た
際
に
、
中
興
開
山
と
し
て
招

か
れ
た
大
寧
寺
の
関
翁
珠
門
が
寄
進
し
た
可
能
性
が
高
い
。
江
戸
時
代
に
津
和
野
藩
や
龍

雲
寺
と
の
関
係
の
中
で
、
本
末
関
係
が
動
揺
し
た
際
に
、
結
束
を
再
度
強
め
る
た
め
に
修

復
が
行
わ
れ
る
。

（
2
）
大
寧
寺
と
そ
の
文
化
財

美
術
品
は
貴
重
な
作
品
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
益
田
家
お
抱
え
絵
師
永
冨
家
の
作
品
が

多
く
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
中
世
末
期
に
益
田
氏
が
寄
進
し
た
と
い
う
仏
像
三
体

は
、
画
像
に
よ
る
所
見
で
あ
る
が
、
一
七
世
紀
後
半
を
遡
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
評
価

を
得
た
。
墓
地
に
は
、
益
田
元
祥
以
降
の
歴
代
益
田
氏
当
主
の
墓
が
所
在
す
る
。
総
じ

て
、
益
田
家
と
非
常
に
関
わ
り
が
非
常
に
深
い
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

（
3
）
益
田
兼
房
氏
所
蔵
文
化
財

①
衣
冠
姿
の
益
田
元
祥
像
：
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
一
七
世
紀
代
の
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
高
く
、
作
者
等
が
わ
か
れ
ば
益
田
家
の
文
化
性
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

②
伝
益
田
元
祥
所
用
の
帷
子
：
一
七
世
紀
初
頭
を
下
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
服
飾
史
上
も

注
目
さ
れ
る
。

（
4
）
総
論

中
世
か
ら
近
世
の
益
田
氏
・
益
田
家
の
、
同
規
模
の
領
主
と
比
較
し
て
も
か
な
り
高
水

準
の
文
化
性
、
特
に
雪
舟
と
深
く
関
わ
り
、
そ
の
技
法
の
継
承
や
名
声
の
確
立
に
少
な
か

ら
ず
貢
献
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

益
田
氏
・
益
田
家
は
戦
国
時
代
か
ら
曹
洞
宗
、
特
に
大
寧
寺
に
深
く
帰
依
し
、
大
寧
寺

か
ら
中
興
開
山
を
招
い
て
妙
義
寺
が
中
興
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
妙
義
寺
は
益

田
氏
と
い
う
庇
護
者
を
失
い
、
龍
雲
寺
と
の
関
係
の
中
で
本
末
関
係
が
動
揺
す
る
。
益
田
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氏
・
益
田
家
は
旧
領
で
あ
る
益
田
の
寺
院
へ
の
経
済
的
・
文
化
的
支
援
を
行
っ
て
い
た
様

子
も
う
か
が
わ
れ
た
。

研
究
課
題　

和
歌
山
平
野
を
中
心
と
し
た
地
域
所
在
中
世
史
料
の
調
査
・
研
究

研
究
経
費　

三
四
万
六
〇
八
一
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

坂
本
亮
太
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
）

所
内
共
同
研
究
者　

村
井
祐
樹
・
高
橋
敏
子

所
外
共
同
研
究
者　

小
橋
勇
介
（
和
歌
山
市
立
博
物
館
）・
砂
川
佳
子
（
和
歌
山
県
立

文
書
館
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

和
歌
山
県
に
お
け
る
中
世
史
料
は
、『
和
歌
山
県
史
』
の
刊
行
に
よ
り
、
そ
の
全
貌
が

ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
で
対
象
と
す
る
和
歌
山
平
野
域
（
主
に
和

歌
山
市
）
に
つ
い
て
は
、『
県
史
』
刊
行
後
、『
和
歌
山
市
史
』
が
刊
行
さ
れ
、『
県
史
』

未
収
録
の
史
料
群
も
『
市
史
』
に
よ
り
把
握
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
時
に
お
い
て
も

種
々
の
事
情
に
よ
り
十
全
な
調
査
・
発
掘
が
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
存
在
は
把
握
し

て
い
な
が
ら
も
点
数
が
少
な
い
と
い
う
理
由
で
採
録
し
な
か
っ
た
も
の
や
、
原
本
調
査
に

至
ら
ず
、
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
も
多
数
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
刊
行
か
ら
既
に
四
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料

も
少
な
く
な
い
。

以
上
の
様
な
状
況
の
中
で
、
本
課
題
で
対
象
と
す
る
和
歌
山
平
野
（
主
に
和
歌
山
市
）

域
で
は
、
林
家
文
書
（
和
歌
山
市
立
博
物
館
所
蔵
文
書
と
林
峯
之
進
家
文
書
）・
玉
置
作

太
夫
家
旧
蔵
文
書
な
ど
、『
県
史
』『
市
史
』
か
ら
も
漏
れ
た
少
な
か
ら
ぬ
新
出
文
書
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
市
立
博
物
館
の
精
力
的
な
研
究
・
展
示
活
動
に
よ
り
、
和
歌

山
市
域
外
の
関
係
文
書
も
多
数
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
明
治
・
大
正
期
に
作
成
さ

れ
た
影
写
本
や
、
昭
和
以
降
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
帳
等
、
豊
富
な
複
本
類
を
持
つ
史
料
編

纂
所
と
共
同
す
る
こ
と
で
、
当
該
地
域
所
在
史
料
の
調
査
・
研
究
を
行
い
た
い
。

（
2
）
研
究
の
成
果

以
下
、
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
史
料
を
挙
げ
る
。

玉
井
文
書
（
市
博
所
蔵
）
／
淡
嶋
神
社
文
書
（
市
博
借
用
中
）
／
善
勝
寺
文
書
（
市

博
寄
託
）
／
総
持
寺
文
書
（
同
上
）
／
西
正
寺
所
蔵
文
書
（
和
歌
山
市
）
／
念
誓
寺

文
書
（
同
上
）
／
室
谷
文
書
（
同
上
）
／
且
来
八
幡
神
社
（
海
南
市
）
／
専
徳
寺
所

蔵
文
書
（
泉
南
市
）
／
十
津
川
村
宝
蔵
文
書
（
十
津
川
村
）
／
風
屋
文
書
（
十
津
川

村
教
育
委
員
会
寄
託
）
／
下
葛
川
文
書
（
同
上
）

以
上
の
内
、
玉
井
文
書
は
新
出
、
他
は
『
和
歌
山
県
史
』『
和
歌
山
市
史
』
に
収
め
ら

れ
て
い
る
も
の
の
、
所
在
が
確
認
で
き
て
な
か
っ
た
も
の
も
あ
り
、
今
回
そ
の
確
認
が
で

き
た
。
ま
た
十
津
川
村
所
在
文
書
は
紀
伊
守
護
畠
山
氏
関
係
の
文
書
を
多
く
含
む
。
い
ず

れ
も
今
後
の
和
歌
山
中
世
史
研
究
に
お
け
る
活
用
が
望
ま
れ
る
。

研
究
課
題　

高
野
山
伝
来
聖
教
奥
書
集
成
に
む
け
て
の
調
査
・
研
究
―
平
安
・
鎌
倉
時
代

を
中
心
と
し
て
―

研
究
経
費　

五
〇
万
円　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

藤
本
孝
一
（
龍
谷
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

渡
邉
正
男
・
高
橋
慎
一
朗

所
外
共
同
研
究
者　

坂
口
太
郎
（
高
野
山
大
学
）・
土
居
夏
樹
（
高
野
山
大
学
）・
野
田���

悟
（
高
野
山
大
学
）・
木
下
浩
良
（
高
野
山
大
学
）・
大
河
内
智
之

（
和
歌
山
県
立
博
物
館
）・
小
林
雄
一
（
漢
字
文
化
研
究
所
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

近
年
、
日
本
中
世
史
の
分
野
で
は
、
寺
院
史
料
の
重
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
と
く
に
、
南
都
仏
教
や
真
言
・
天
台
宗
の
寺
院
に
伝
来
し
た
聖
教
に
は
、
仏
教
史
・

寺
院
史
の
み
な
ら
ず
、
政
治
史
・
社
会
史
・
文
化
史
に
関
わ
る
内
容
を
持
つ
も
の
が
多

く
、
豊
か
な
可
能
性
を
持
つ
史
料
群
と
言
え
る
。

本
研
究
は
、
高
野
山
の
主
要
な
子
院
に
伝
来
し
た
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
聖
教
を
研
究
対

象
と
し
、
調
査
・
検
討
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。
高
野
山
の
聖
教
は
、
明
治
以
来
、
多
く

の
調
査
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
子
院
伝
来
の
聖
教
は
、
古
文
書
に
比
し
て
さ
ほ
ど

情
報
公
開
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
研
究
の
促
進
に
繋
が
っ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
聖
教
の

研
究
を
進
め
る
上
で
は
、
奥
書
情
報
の
把
握
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
既
往
の
調
査
成
果
が
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ほ
と
ん
ど
学
界
で
共
有
さ
れ
て
い
な
い
上
、
調
査
未
着
手
の
聖
教
も
数
多
く
残
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
金
剛
三
昧
院
・
西
南
院
・
三
宝
院
・
持
明
院
・
真
別
処
な
ど

の
子
院
に
伝
来
し
た
聖
教
（
西
南
院
以
外
の
聖
教
は
、
高
野
山
大
学
図
書
館
に
寄
託
中
）

の
調
査
に
取
り
組
む
。
と
く
に
、
奥
書
類
の
翻
刻
・
集
成
を
通
し
て
、
今
後
の
研
究
者
に

よ
る
聖
教
調
査
・
研
究
の
基
盤
を
整
え
る
。
さ
ら
に
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
密
教
史
に
関

わ
る
重
要
な
聖
教
に
も
、
で
き
る
か
ぎ
り
個
別
的
な
検
討
を
加
え
る
。

（
2
）
研
究
の
成
果

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
止
ま
な
い
た
め
、
当
初
の
研
究
計
画
を
縮
小

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
研
究
代
表
者
の
藤
本
と
共
同
研
究
員
の
坂
口
が
協
力
し
な
が

ら
、
調
査
・
研
究
を
進
め
た
。
と
く
に
、
西
南
院
聖
教
や
金
剛
三
昧
院
聖
教
（
高
野
山
大

学
図
書
館
寄
託
）
を
調
査
し
て
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
識
語
・
奥
書
類
を
抽
出
し
た
。
そ

の
過
程
で
、
鎌
倉
後
期
の
証
道
房
実
融
（
金
剛
三
昧
院
長
老
、
意
教
流
証
道
方
の
祖
）
が

写
し
た
『
祈
雨
』
や
、
小
島
流
聖
教
の
『
聖
天
』
な
ど
に
、
多
く
の
紙
背
文
書
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
と
り
わ
け
、
後
者
に
は
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
の
「
西
園

寺
実
兼
御
教
書
」
な
ど
の
讃
岐
国
関
係
文
書
が
あ
り
、
史
料
的
価
値
は
非
常
に
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
の
翻
刻
を
続
行

し
、
第
四
巻
の
翻
刻
を
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
三
二
号
に
発
表
し
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
二
一
年
一
月
に
金
剛
三
昧
院
経
蔵
で
見
つ
か
っ
た
棟
札
四
枚
を
調
査
し
、

①
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
六
月
一
日
、
②
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
五
月
一
六
日
、
③

永
正
一
七
年
（
一
五
二
〇
）
七
月
七
日
、
④
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
四
月
五
日
の
年
紀

を
持
つ
銘
文
を
確
認
し
た
。
①
②
③
は
経
蔵
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）、
④
は
客
殿
（
同

上
）
の
棟
札
で
あ
り
、
と
く
に
①
は
高
野
山
最
古
の
棟
札
の
可
能
性
が
高
く
、
き
わ
め
て

貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
棟
札
に
よ
っ
て
、
貴
重
な
聖
教
を
伝
え
て
き
た
金
剛
三
昧
院
経

蔵
の
沿
革
（
修
復
や
移
転
）
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

な
お
、
上
記
の
棟
札
に
つ
い
て
は
、『
毎
日
新
聞
』
和
歌
山
版
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

（
二
〇
二
二
年
三
月
一
三
日
）。
金
剛
三
昧
院
の
経
蔵
や
そ
の
伝
来
史
料
の
価
値
に
対
す
る

社
会
的
認
知
度
を
高
め
る
上
で
、
有
意
義
な
記
事
で
あ
っ
た
。
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
し

た
い
。

研
究
課
題　

聖
衆
来
迎
寺
史
料
の
調
査
・
研
究

研
究
経
費　

三
〇
万
九
四
五
四
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

高
橋
大
樹
（
大
津
市
歴
史
博
物
館
）

所
内
共
同
研
究
者　

林　

晃
弘
・
末
柄　

豊
・
村
井
祐
樹

所
外
共
同
研
究
者　

和
田
光
生
（
大
津
市
教
育
委
員
会
）・
井
上　

優
（
滋
賀
県
教
育

委
員
会
・
琵
琶
湖
文
化
館
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

滋
賀
県
大
津
市
比
叡
辻
に
所
在
す
る
聖
衆
来
迎
寺
は
、
最
澄
の
建
て
た
地
蔵
教
院
を
起

源
と
し
、
源
信
が
念
仏
道
場
と
し
て
再
興
し
た
と
い
う
所
伝
を
有
す
る
天
台
宗
の
古
刹
で

あ
る
。
も
と
は
比
叡
山
横
川
に
伝
来
し
た
国
宝
『
六
道
絵
』
一
五
幅
を
所
蔵
す
る
ほ
か
、

天
正
年
間
に
京
都
に
所
在
し
た
元
応
寺
を
併
合
し
た
こ
と
も
あ
ず
か
り
、
多
数
の
文
化
財

を
伝
え
て
い
る
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
、
早
く
に
明
治
二
一
・
大
正
一
二
・
昭
和
二
年
の
三
度
に
わ

た
る
史
料
採
訪
を
行
い
、
文
書
・
聖
教
取
り
混
ぜ
て
少
な
か
ら
ぬ
影
写
本
・
謄
写
本
を
作

成
し
て
い
る
。
そ
の
後
、『
六
道
絵
』
に
つ
い
て
は
、
近
年
本
格
的
な
調
査
研
究
が
な
さ

れ
た
の
に
対
し
、
文
献
史
料
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
四
年
に
琵
琶
湖
文
化
館
が
「
特
別
展�

聖
衆
来
迎
寺
」
を
開
催
し
た
の
を
契
機
に
、
江
戸
時
代
成
立
の
寺
史
『
来
迎
寺
要
書
』
を

紹
介
し
た
程
度
で
、
本
格
的
な
調
査
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。『
新
修
大
津
市
史
』
編

纂
の
た
め
の
調
査
で
も
、
対
象
史
料
は
一
部
に
限
ら
れ
、
写
真
撮
影
も
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ

な
か
っ
た
。

今
般
申
請
者
の
勤
務
先
で
あ
る
大
津
市
歴
史
博
物
館
で
は
、
仏
像
・
絵
画
・
古
文
書
を

中
心
に
同
寺
の
寺
宝
展
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
付
随
し
て
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
も
悉

皆
調
査
の
御
許
可
を
得
た
。
こ
の
機
会
を
生
か
し
、
文
書
・
聖
教
の
総
合
調
査
を
行
い
た

い
。
予
備
的
な
調
査
に
よ
っ
て
影
写
・
謄
写
の
対
象
に
な
っ
た
中
世
史
料
の
一
部
の
存
在

を
確
認
し
た
ほ
か
、
未
調
査
の
近
世
史
料
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
お

り
、
近
世
史
料
も
視
野
に
収
め
た
調
査
研
究
を
す
す
め
た
い
。

（
2
）
研
究
の
成
果

二
〇
二
一
年
度
は
、
前
年
度
に
十
分
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
聖
衆
来
迎
寺
所
蔵
の
近
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世
・
近
代
文
書
の
整
理
を
行
っ
た
（
大
津
市
歴
史
博
物
館
寄
託
分
）。
近
世
文
書
は
、
①

聖
衆
来
迎
寺
の
経
営
等
に
関
す
る
も
の
、
②
高
島
郡
阿
弥
陀
寺
（
真
言
律
宗
・
西
大
寺

末
、
聖
衆
来
迎
寺
が
兼
帯
）
に
関
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
調
査

に
よ
り
得
ら
れ
た
主
な
知
見
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
聖
衆
来
迎
寺
近
世
文
書
。
開
帳
関
係
の
史
料
が
比
較
的
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で

も
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
か
ら
の
江
戸
湯
島
天
神
に
お
け
る
開
帳
に
つ
い
て
は
日
記
が

あ
る
（
一
―
〇
六
四
）。
こ
れ
ら
と
関
連
す
る
寺
外
の
史
料
に
よ
り
、
開
帳
に
関
す
る
手

続
き
や
霊
宝
の
構
成
、
人
び
と
の
信
仰
の
あ
り
よ
う
な
ど
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
る
。

ま
た
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）・
四
年
に
聖
衆
来
迎
寺
の
僧
（
林
昌
坊
ヵ
）
が
京
都
・

大
坂
等
に
出
向
い
た
際
の
記
録
が
あ
り
、
概
し
て
簡
略
な
記
述
で
は
あ
る
が
、
訪
問
先
の

様
子
や
、
人
的
な
交
流
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
―
〇
七
〇
）。
注
目
さ
れ
る
記
述
と

し
て
は
、
美
作
国
津
山
藩
の
森
長
継
の
家
臣
と
知
人
に
な
り
、
織
田
信
長
家
臣
で
下
坂
本

に
て
討
死
し
た
同
家
の
祖
森
可
成
に
つ
い
て
の
情
報
を
伝
え
、
求
め
に
応
じ
て
書
付
を
渡

し
た
こ
と
を
記
す
。
こ
れ
は
『
来
迎
寺
要
書
』
の
記
事
と
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

②
高
島
郡
阿
弥
陀
寺
関
係
文
書
。
特
に
分
量
が
多
い
の
が
同
寺
の
朱
印
改
の
関
連
史
料
で

あ
り
、
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）・
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）・
天
保
一
〇
年
（
一
八
四

〇
）・
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
一
件
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
宗
派
を
ま
た
い
だ
兼

帯
寺
院
の
僧
に
よ
る
特
異
な
事
例
で
あ
り
、
寺
領
の
所
在
す
る
堀
川
村
の
相
給
領
主
蜂
屋

氏
と
の
関
係
に
お
い
て
も
例
外
的
な
面
が
あ
る
。
近
世
の
本
末
関
係
の
あ
り
方
や
朱
印
地

寺
院
の
領
主
的
な
性
格
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、「
阿
弥
陀
寺
年
中
行
事
什

物
幷
鑑
院
江
引
渡
し
定
式
」（
三
―
四
四
―
一
六
）
は
、
阿
弥
陀
寺
と
周
辺
村
落
の
関
わ

り
が
わ
か
る
好
史
料
で
あ
る
。

研
究
課
題　

高
野
山
西
南
院
文
書
の
調
査
・
研
究
―
高
野
山
伝
来
史
料
の
研
究
資
源
化
に

む
け
て
―

研
究
経
費　

一
万
八
〇
四
〇
円
（
前
年
度
よ
り
の
繰
越
分
）　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　
　
　

坂
口
太
郎
（
高
野
山
大
学
）

所
内
共
同
研
究
者　

渡
邉
正
男

所
外
共
同
研
究
者　

藤
本
孝
一
（
龍
谷
大
学
）・
土
居
夏
樹
（
高
野
山
大
学
）・
野
田　

悟
（
高
野
山
大
学
）・
木
下
浩
良
（
高
野
山
大
学
）・
辻　

浩
和

（
川
村
学
園
女
子
大
学
）・
澤
田
裕
子
（
京
都
光
華
女
子
大
学
）

研
究
の
概
要

（
1
）
課
題
の
概
要

本
研
究
は
、
高
野
山
西
南
院
に
伝
来
し
た
古
文
書
・
聖
教
・
石
造
物
に
つ
い
て
、
調

査
・
研
究
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
西
南
院
は
高
野
山
の
子
院
の
中
で
も
、
屈
指
の
文
化

財
を
伝
え
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
中
核
と
な
る
の
は
、
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文

書
』
全
一
一
巻
（
高
野
山
霊
宝
館
寄
託
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
貴
重
な
古
文
書
・

聖
教
が
数
多
く
保
管
さ
れ
て
い
る
（「
西
南
院
現
蔵
史
料
」）。

本
共
同
研
究
で
は
、
二
〇
一
八
～
一
九
年
度
に
、
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
の
原

本
調
査
・
撮
影
を
行
な
い
、
同
文
書
の
翻
刻
や
「
西
南
院
現
蔵
史
料
」
の
調
査
に
も
着
手

し
た
。
引
き
続
き
、
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
の
翻
刻
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

「
西
南
院
現
蔵
史
料
」
に
つ
い
て
も
、
よ
り
正
確
な
全
体
像
を
把
握
す
べ
く
、
調
査
・
撮

影
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、
高
野
山
最
古
の
紀
年
銘
を
持
つ
鎌
倉
時
代
の
五
輪
塔
な
ど
、
西

南
院
境
内
に
あ
る
石
造
物
の
調
査
を
行
な
い
、
文
献
史
料
と
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、

中
世
高
野
山
を
め
ぐ
る
信
仰
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
2
）
研
究
の
成
果

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
止
ま
な
い
た
め
、
当
初
の
研
究
計
画
を
縮
小

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
研
究
代
表
者
の
坂
口
と
共
同
研
究
員
の
藤
本
が
協
力
し
な
が

ら
、
調
査
・
研
究
を
進
め
、
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』

の
翻
刻
を
続
行
し
、
第
四
巻
の
翻
刻
を
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
三
二
号

に
発
表
し
た
。
同
史
料
は
、
一
九
六
九
年
に
西
南
院
で
火
事
が
発
生
し
た
際
に
、
大
き
な

焼
損
を
蒙
っ
た
文
書
を
含
ん
で
お
り
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
損
傷
以
前
に
撮
影
さ
れ
た

史
料
編
纂
所
架
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
、
大
き
な
便
益
を
受
け
た
。

外
部
資
金
に
よ
る
研
究
・
成
果

科
学
研
究
費
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天
皇
家
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
の
高
度
利
用
化
と
日
本
目
録
学
の
進
展
―
知
の
体
系
の
構

造
伝
来
の
解
明

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
S

二
、
課
題
番
号　
　

一
七
Ｈ
〇
六
一
一
七

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度
の
最
終
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
二
九
三
〇
万
円
、
間
接
経
費
八
七
九
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

田
島　

公

研
究
分
担
者　

遠
藤
基
郎
・
小
塩　

慶
・
末
柄　

豊
・
藤
原
重
雄
・
松
澤
克
行
（
以

上
、
史
料
編
纂
所
）、
藤
井
恵
介
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）、
吉
川
真

司
（
京
都
大
学
文
学
研
究
科
教
授
）、
金
田
章
裕
（
京
都
大
学
名
誉

教
授
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
館
長
）、
小
倉
慈
司
（
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
研
究
部
歴
史
研
究
系
教
授
）、
馬
場　

基
（
奈
良
文

化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部
室
長
）、
加
藤
悠
希
（
九
州
大
学
芸

術
工
学
研
究
院
准
教
授
）、
岸　

泰
子
（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
准

教
授
）、
鶴
見
泰
寿
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
企
画
学
芸
部

資
料
課
資
料
係
長
）

研
究
協
力
者　

山
口
英
男
・
山
口
和
夫
・
渡
邉
正
男
・
金
子　

拓
・
林　

晃
弘
・
遠

藤
珠
紀
・
黒
須
友
里
江
（
以
上
、
史
料
編
纂
所
）、
月
本
雅
幸
、
川

尻
秋
生
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）、
鍛
治
宏
介
（
京
都
先

端
科
学
大
学
人
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
教
授
）、
北　

啓
太
（
元
宮

内
庁
京
都
事
務
所
所
長
）、
満
田
さ
お
り
（
宮
内
庁
京
都
事
務
所
内

閣
府
事
務
官
〔
研
究
職
〕）、
飯
田
剛
彦
（
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
保

存
課
長
）、
菱
田
哲
郎
（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）、
名
和　

修

（
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
常
務
理
事
・
同
文
庫
長
）、
名
和
知
彦

（
同
事
務
長
）、
原
秀
三
郎
（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）、
神
尾
愛
子
・

村
瀬
貴
則
（
以
上
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
学
芸
員
）、Jason�W

ebb

（
南
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
准
教
授
）、
海
野　

聡
（
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
准
教
授
）、
横
田
冬
彦
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）、

谷
直
樹
（
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
館
長
）、
清
水
重
敦
（
京
都
工
芸

繊
維
大
学
大
学
院
教
授
）、
登
谷
伸
宏
（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
准
教

授
）、
志
村
佳
名
子
（
信
州
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系
助
教
）、
佐

竹
朋
子
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
特
任
研
究
員
）、
安　

洪
贇
・
糸

賀
優
理
・
袁　

也
・
榊　

佳
子
・
芝
㟢
有
里
子
・
髙
橋
宙
暉
・
生
江

麻
里
子
・
古
田
一
史
・
渡
辺
奈
穂
子
（
以
上
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
学
術
専
門
職
員
）

六
、
研
究
の
概
要　

（
1
）
研
究
の
目
的

過
去
四
回
一
七
年
間
に
及
ぶ
大
型
科
研
費
に
よ
る
禁
裏
・
公
家
文
庫
の
目
録
学
的
研
究

の
集
大
成
と
し
て
、

1　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
閲
覧
室
で
公
開
中
の
宮
内
庁
書
陵
部
等
に
収
蔵
さ
れ
る
禁

裏
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
約
一
〇
〇
万
画
像
に
メ
タ
デ
ー
タ
を
付
し
、
既
存
の
公
開
シ

ス
テ
ム
を
改
良
し
て
、W

eb

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
公
開
を
行
う
。

2　

京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
史
料
及
び
京
都
御
所
・
同
離
宮
所
蔵
歴
史
・
文
学
・
建

築
・
美
術
・
庭
園
等
の
学
術
資
料
の
高
度
利
用
化
を
行
う
。

3　

日
本
目
録
学
の
基
盤
を
固
め
浸
透
さ
せ
る
為
に
、
家
ご
と
の
文
庫
史
・
蔵
書
目
録
・

研
究
論
文
等
の
体
系
化
と
そ
の
総
体
の
提
示
を
行
い
、
研
究
成
果
の
国
際
発
信
を
行
う
。

4　

日
本
古
典
学
振
興
の
為
の
Ｄ
Ｂ
・
研
究
支
援
ツ
ー
ル
の
作
成
・
公
開
と
研
究
者
・
市

民
向
け
古
典
学
の
公
開
講
座
を
継
続
し
て
行
う
。

以
上
等
を
通
じ
て
、
日
本
古
典
学
の
研
究
環
境
を
大
き
く
改
善
し
、
研
究
者
に
希
望
を

与
え
る
新
し
い
史
資
料
や
研
究
視
角
を
提
供
す
る
と
共
に
、
前
近
代
日
本
の
「
知
の
体

系
」
の
構
造
と
伝
来
を
通
時
的
・
共
時
的
に
解
明
す
る
。

（
2
）
研
究
実
績
の
概
要

①
禁
裏
・
公
家
文
庫
所
蔵
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
と
蒐
集　

二
〇
一
九
年
度
末
の

二
〇
二
〇
年
三
月
三
日
よ
り
史
料
編
纂
所
史
料
画
像
閲
覧
シ
ス
テ
ム
（H

i-CA
T

�Plus

）

か
ら
デ
ジ
タ
ル
画
像
のW

eb

公
開
を
開
始
し
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵

「
家
分
け
本
」
五
六
〇
、
九
二
三
画
像
、
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
十
二
月
よ
り
公
開
し
た
山

口
県
立
山
口
図
書
館
所
蔵
今
井
似
閑
本
三
二
、
三
七
二
画
像
の
安
定
的
な
公
開
を
持
続
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し
、
二
〇
二
二
年
二
月
か
ら
は
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
柳
原
家
本
七
〇
、
七
三
〇
画
像
も

公
開
し
た
（
累
計W

eb

公
開
数
は
六
六
四
、
〇
二
五
画
像
）。
そ
の
結
果
、
二
〇
二
一

年
度
は
所
内
外
か
ら
ア
ク
セ
ス
数
一
六
七
、
七
七
九
件
を
得
た
。
陽
明
文
庫
Ｈ
Ｐ
か
ら
試

験
公
開
を
開
始
し
た
宸
翰
・
書
状
類
七
、
七
〇
九
画
像
も
含
め
合
計
六
七
一
、
七
三
四
画

像
をW

eb
公
開
で
き
た
。
蒐
集
し
た
図
書
寮
文
庫
所
蔵
禁
裏
・
公
家
文
庫
所
蔵
史
料
一

六
三
、
七
六
九
画
像
にW

eb

公
開
の
為
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
付
与
し
た
。

②
京
都
御
所
関
係
資
料
の
高
度
デ
ジ
タ
ル
し
た
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
本
・
同
別
置
本
五

一
、
六
五
二
画
像
に
メ
タ
デ
ー
タ
を
付
し
、
閲
覧
室
公
開
の
準
備
を
完
了
し
た
。
さ
ら

に
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
内
匠
本
「
中
井
家
文
書
」
中
の
「
京
都
御
所
造
営

関
係
資
料
」
の
う
ち
寛
政
度
の
残
り
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
約
二
万
画
像
の
撮
影
を
終
了
し
、

寛
政
度
と
安
政
度
の
「
簿
冊
類
」
累
計
四
一
、
四
四
〇
画
像
の
蒐
集
を
完
了
し
た
。「
中

井
家
文
書
研
究
会
」
を
継
続
し
、
研
究
成
果
を
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
八
日
に
京
都
府
立

京
都
学
・
歴
彩
館
で
開
催
し
た
第
二
回
国
際
研
究
集
会
「
御
所（
宮
殿
）・
邸
宅
造
営
関
係

資
料
の
地
脈
と
新
天
地
」
で
四
件
報
告
し
た
。

③
日
本
目
録
学
の
総
体
の
提
示
と
④
古
典
学
Ｄ
Ｂ
の
作
成
と
発
信�

研
究
成
果
や
東
山
御

文
庫
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
追
加
目
録
を
含
む
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
八
輯
や
最

終
報
告
書
、
三
条
西
家
本
除
目
書
・
同
紙
背
文
書
の
影
印
・
翻
刻
・
解
説
本
を
刊
行
し
、

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
増
補
改
訂
版
（
約
三
万
二
千
項
目
）
の
原
稿
作
成
・
校
正
を
行

っ
た
（
二
〇
二
三
年
刊
行
予
定
）。
こ
の
他
、
天
皇
家
文
庫
と
主
要
公
家
文
庫
の
文
献
目

録
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
対
面
で
の
市
民
向
け
公
開
講
座
「
続
・
古
典
を
読
む
―
歴
史
と

文
学
」（
於
金
鵄
会
館
［
長
野
市
］）
を
二
一
回
開
催
し
、
七
講
座
分
の
「
講
演
集
」、
第

二
回
国
際
研
究
集
会
の
「
報
告
集
」、
開
催
を
延
期
し
た
陽
明
文
庫
講
座
（
於
歴
彩
館
）

の
資
料
『
陽
明
文
庫
講
座
図
録
3
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
た
。

（
3
）
研
究
会
・
講
演
会
、
刊
行
物
、
発
表
論
文

【
本
研
究
費
主
催
・
共
催
・
講
座
】（
す
べ
て
対
面
）

①-

1
公
開
講
座
【
続
・
古
典
を
読
む
―
歴
史
と
文
学
】「
い
ま
明
か
さ
れ
る
古
代
46
＆

中
世
」

会
場
：
金
鵄
会
館
（
県
立
長
野
高
校
同
窓
会
館
／
長
野
県
長
野
市
）

主
催
：
本
科
学
研
究
費

協
力
：
一
般
社
団
法
人
長
野
教
育
文
化
振
興
会

参
加
人
数
：�

の
べ
三
五
〇
名

第
二
回　

四
月
一
〇
日
（
土
）

髙
岸　

輝
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授
）

「
日
本
中
世
の
肖
像
画
を
考
え
る
―
「
伝
源
頼
朝
像
」
を
め
ぐ
る
議
論
と
そ

の
行
方
―
」

第
三
回　

四
月
二
四
日
（
土
）

近
藤　

成
一
（
放
送
大
学
教
養
学
部
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

「
モ
ン
ゴ
ル
戦
争
と
信
濃
武
士
―
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
を
読
み
解
く
―
」

第
四
回　

五
月
八
日
（
土
）

本
郷　

真
紹
（
立
命
館
大
学
文
学
部
教
授
）

「
聖
徳
太
子
と
仏
教
―
太
子
没
後
一
四
〇
〇
年
を
前
に
―
」

第
五
回　

五
月
二
二
日
（
土
）

川
尻　

秋
生
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）

「
文
字
と
こ
と
ば
―
文
字
文
化
研
究
の
最
前
線
か
ら
―
」

第
六
回　

六
月
一
三
日
（
日
）

山
本　

聡
美
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
文
学
部
美
術
史
コ
ー
ス
教
授
）

「
日
本
美
術
の
闇
と
光
―
六
道
絵
巻
と
「
平
家
納
経
」
の
時
代
―
」

①-

2
公
開
講
座
【
続
・
古
典
を
読
む
―
歴
史
と
文
学
】「
信
濃
国
・
志
久
見
郷
、
市
河

家
ゆ
か
り
の
武
家
文
書
群
「
市
河
文
書
」
を
読
み
解
く
」

会
場
・
主
催
・
協
力
：
①-

1
と
同
じ　

参
加
人
数
：
の
べ
二
〇
〇
名

第
一
回　

八
月
五
日
（
木
）　 

近
藤�

成
一
「
木
曽
義
仲
の
下
文
」

第
二
回　

八
月
六
日
（
金
）　 

近
藤�

成
一
「
承
久
の
乱
に
お
け
る
北
条
義
時
の
手
紙
」

第
三
回　

八
月
二
六
日
（
木
）
近
藤�

成
一
「
信
濃
守
護
・
北
条
重
時
の
御
教
書
」

第
四
回　

八
月
二
七
日
（
金
）
近
藤�

成
一
「
建
武
の
新
政
と
市
河
氏
」

①-

3
公
開
講
座
【
続
・
古
典
を
読
む
―
歴
史
と
文
学
】「
い
ま
明
か
さ
れ
る
古
代
47
＆

中
世
」

会
場
・
主
催
・
協
力
：
①-

1
と
同
じ　

参
加
人
数
：
の
べ
三
五
〇
名

第
一
回　

九
月
二
五
日
（
土
）　�

近
藤　

成
一

「
モ
ン
ゴ
ル
戦
争
と
信
濃
武
士　

そ
の
2
―
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
を
読
み
解
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く
―
」

第
二
回　

一
〇
月
二
日
（
土
）　�

山
本　

聡
美

「
中
世
絵
画
に
描
か
れ
た
人
と
鬼
の
歴
史
―
敵
か
味
方
か
？

親
切
な
鬼
と

怖
い
鬼
―
」

第
三
回　

一
〇
月
九
日
（
土
）　�

川
尻　

秋
生

「
信
濃
源
氏
の
祖
・
平
賀
義
信
の
実
像
に
迫
る
！
」

第
四
回　

一
〇
月
一
六
日
（
土
）　�

本
郷　

真
紹

「
最
澄
と
平
安
仏
教
の
成
立
―
伝
教
大
師
一
二
〇
〇
年
大
遠
忌
に
あ
た
り
―
」

第
五
回　

一
〇
月
三
〇
日
（
土
）　�

髙
岸　

輝

「
国
宝
「
日
月
山
水
図
屏
風
」
の
謎
に
迫
る
―
大
画
面
絵
画
に
み
る
中
世
人

の
世
界
観
―
」

①-

4　

二
〇
二
一
年
連
続
公
開
講
座
「
三
条
西
家
本
「
除
目
書
・
同
紙
背
文
書
」
を
読
む�

―
「
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
三
条
西
家
本
除
目
書
」影
印
本
の
刊
行
を
記
念
し
て
―
」

会
場
：
①-

1
と
同
じ

主
催
：
本
科
学
研
究
費
・「
天
皇
家
・
公
家
の
「
知
」
の
体
系
と
し
て
の
文
庫
・
宝
蔵
研

究
拠
点
創
設
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

共
催
：
二
〇
一
九
～
二
一
年
度
科
学
研
究
費
（
若
手
研
究
）「
古
代
・
中
世
の
除
目
研
究

の
基
盤
形
成
と
そ
の
政
治
制
度
史
的
考
察
―
三
条
西
家
の
除
目
書
を
中
心
に
―
」（
研

究
代
表
者
：
志
村
佳
名
子
）　

協
力
：
一
般
社
団
法
人
長
野
教
育
文
化
振
興
会　

参
加
人
数
：
の
べ
一
八
〇
名

講
演
内
容
は
、
田
島
公
企
画
・
監
修
『
金
鵄
会
館
連

続
公
開
講
座

「
三
条
西
家
本
「
除
目
書
・
同
紙
背
文

書
」
を
読
む
―
「
明
治
大
学
図

書
館
所
蔵

三
条
西
家
本
除
目
書
」
影
印
本
の
刊
行
を
記
念
し
て
―
」
講

演
集
』　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
一
―
一
五
に
収
録
。

第
一
回　

一
一
月
一
三
日
（
土
）

田
島　

公　
　
「
連
続
公
開
講
座
の
趣
旨
説
明
」

牧
野　

淳
司
（
明
治
大
学
文
学
部
文
学
科
日
本
文
学
専
攻
専
任
教
授
）

「
三
条
西
家
本
除
目
書
の
「
再
発
見
」
の
経
緯
と
古
典
文
学
研
究
者
か
ら
見

た
除
目
―
付
、
廷
臣
の
官
位
昇
進
を
め
ぐ
る
唱
導
」

志
村
佳
名
子
（
信
州
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系
助
教
）

「
古
代
・
中
世
の
除
目
儀
と
除
目
書
」

第
二
回　

一
一
月
一
四
日
（
日
）　

田
島　

公

「
後�

三
条
天
皇
の
事
績
と
叙
位
・
除
目
の
儀
式
書
『
院
御
書
』
―
明
治
大
学

図
書
館
所
蔵
三
条
西
家
本
『
除
秘
鈔
』「
再
発
見
」
の
意
義
―
」

第
三
回　

一
一
月
二
〇
日
（
土
）　

田
島　

公

「
三�

条
西
家
本
『
除
秘
鈔
』
と
源
俊
明
・
源
有
仁
・
三
条
実
房
・
二
条
教

基
・
三
条
西
公
条
―
後
三
条
天
皇
撰
『
院
御
書
』
の
利
用
・
伝
来
―
」

第
四
回　

一
一
月
二
一
日
（
日
）　

志
村
佳
名
子

「
三�

条
西
家
本
『
無
外
題
春
除
目
』
と
そ
の
伝
来
―
九
条
良
経
撰
『
春
除
目

抄
』
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」

第
五
回　

一
一
月
二
七
日
（
土
）　

末
柄　

豊

「
三
条
西
実
隆
・
公
条
父
子
と
そ
の
時
代
―
戦
国
時
代
の
貴
族
の
く
ら
し
―
」

第
六
回　

一
一
月
二
八
日
（
日
）　

末
柄　

豊

「
三
条
西
家
本
『
除
目
書
』
紙
背
文
書
を
読
む
―
京
都
と
地
方
と
の
交
流
―
」

②　

第
二
回　

国
際
研
究
集
会
「
御
所
（
宮
殿
）・
邸
宅
造
営
関
係
資
料
の
地
脈
と
新
天
地
」

会
場
参
加
者
：
六
一
名
、ZO

O
M

参
加
者
：
四
名　

合
計
六
五
名

※
詳
細
は
後
掲
「
国
際
研
究
集
会
」
の
頁
に
記
載
。

【
編
著
書
】
一
六
件

1　

明
治
大
学
除
目
書
刊
行
委
員
会
〔
田
島
公
・
末
柄
豊
・
牧
野
淳
司
・
南
保
勝
美
〕
編

『
明
治
大
学
図

書
館
所
蔵

三
条
西
家
本　

除
目
書
』（
八
木
書
店
）、
全
三
五
二
頁
、
二
〇
二
一
年

2　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
陽
明
文
庫
編
、
名
和
修
・
尾
上
陽
介
・
田
島
公
企
画
・
監
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修
『
陽
明
文
庫
講
座
図
録
3
―
陽
明
文
庫
資
料
か
ら
の
新
発
見
（
2
）
―
』（
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
・
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
）、
全
三
三
頁
、
二
〇
二
二
年

3　

田
島
公
企
画
・
監
修
『
国
際
研
究
集
会
「
御
所
（
宮
殿
）・
邸
宅
造
営
関
係
資
料
の
地

脈
と
新
天
地
（
2
）」
報
告
集
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）、
全
九
二
頁
、
二
〇
二
一
年

4　

田
島
公
企
画
・
監
修
『
金
鵄
会
館
連

続
公
開
講
座

「
三
条
西
家
本
「
除
目
書
・
同
紙
背
文
書
」
を
読
む

―
「
明
治
大
学�
図
書
館
所
蔵
三
条
西
家
本
除
目
書
」
影
印
本
の
刊
行
を
記
念
し
て
―
」

講
演
集
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）、
全
一
〇
三
頁
、
二
〇
二
二
年

5　

田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
八
輯
（
思
文
閣
出
版
）、
全
四
二
三
頁
、

二
〇
二
二
年

6　

田
島
公
編
『
天
皇
家
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
の
高
度
利
用
化
と
日
本
目
録
学
の
進
展

―
知
の
体
系
の
構
造
伝
来
の
解
明
』
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
～
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年

度
科
学
研
究
費
補
助
金
［
基
盤
研
究
S
課
題
番
号17H

06117

］　

研
究
成
果
報
告
書

（
最
終
成
果
報
告
）（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）、
二
〇
二
二
年

7　

東
寺
文
書
研
究
会
（
遠
藤
基
郎
・
高
橋
敏
子
）
編
『
東
寺
執
行
日
記
1
』（
思
文
閣

出
版
）、
全
三
〇
〇
頁
、
二
〇
二
二
年

8　

西
村
幸
夫
・
藤
井
恵
介
・
角
田
真
弓
・
木
下
直
之
・
鈴
木
淳
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
本

郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
形
成
と
そ
れ
を
語
る
学
術
資
産
」』（
東
京
大
学
連
携
研
究
機
構
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
）、
全
八
三
頁
、
二
〇
二
一
年

9　

中
村
元
・
福
永
光
司
・
田
村
芳
朗
・
今
野
達
・
末
木
文
美
士
・
藤
井
恵
介
・
他
『
岩

波
仏
教
辞
典　

第
三
版
』（
岩
波
書
店
）、
全
一
二
四
六
頁
、
二
〇
二
二
年

10　

吉
川
真
司
『
律
令
体
制
史
研
究
』（
岩
波
書
店
）、
全
五
三
六
頁
、
二
〇
二
二
年

11　

吉
川
真
司
他
『
日
本
の
歴
史　

古
代
・
中
世
編
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、
全
四
〇
三

頁
、
二
〇
二
一
年

12　

金
田
章
裕
『
地
形
で
読
む
日
本
―
都
・
城
・
町
は
、
な
ぜ
そ
こ
に
で
き
た
の
か
』

（
日
経BP

・
日
本
経
済
新
聞
出
版
本
部
）、
全
二
七
一
頁
、
二
〇
二
一
年

13　

川
尻
秋
生
他
編
『
馬
と
古
代
社
会
』（
八
木
書
店
）、
全
五
六
八
頁
、
二
〇
二
一
年

14　

川
尻
秋
生
他
編
『
シ
リ
ー
ズ�

地
域
の
古
代
日
本�

東
ア
ジ
ア
と
日
本
』（K

A
D

O
K

A
�

W
A

）、
全
二
七
二
頁
、
二
〇
二
二
年

15　

川
尻
秋
生
他
編
『
シ
リ
ー
ズ�

地
域
の
古
代
日
本�

筑
紫
と
南
島
』（K

A
D

O
K

A
�

W
A

）、
全
二
七
二
頁
、
二
〇
二
二
年

16　

川
尻
秋
生
他
編
『
シ
リ
ー
ズ�

地
域
の
古
代
日
本�

東
国
と
信
越
』（K

A
D

O
K

A
�

W
A

）、
全
三
二
〇
頁
、
二
〇
二
二
年

【
研
究
論
文
・
翻
刻
等
】
四
一
件

1　

田
島
公
「
第
二
部　

翻
刻　

第
一
章　

除
秘
鈔
」
編
著
書
1
、pp.119-151

、
二
〇

二
一
年
五
月

2　

田
島
公
「
第
三
部　

解
説　

第
一
章　

除
秘
鈔
」
編
著
書
1
、pp.205-268

、
二
〇

二
一
年
五
月

3　

田
島
公
「
保
延
二
年
四
月
十
七
日
付
「
信
濃
国
宮
田
村
司
平
家
基
解
」」
編
著
書

2
、pp.10-11

、
二
〇
二
二
年

4　

田
島
公
「
後
三
条
天
皇
の
事
績
と
叙
位
・
除
目
の
儀
式
書
『
院
御
書
』
―�

明
治
大

学
図
書
館
所
蔵
三
条
西
家
本
『
除
秘
鈔
』「
再
発
見
」
の
意
義
―
」、
編
著
書
4
、pp.16-

24

、
二
〇
二
二
年

5　

田
島
公
「
三
条
西
家
本
『
除
秘
鈔
』
と
源
俊
明
・
源
有
仁
・
三
条
実
房
・
二
条
教

基
・
三
条
西
公
条
―
後
三
条
天
皇
撰
『
院
御
書
』
の
利
用
・
伝
来
―
」、
編
著
書
4
、

pp.25-59

、
二
〇
二
二
年

6　

田
島
公
「
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
『
除
秘
鈔
』
の
基
礎
的
研

究
」、
編
著
書
5
、pp.21-80

、
二
〇
二
二
年
（【
研
究
論
文
・
翻
刻
等
】
1
を
改
題
し
、

そ
の
う
ち
「
一　

書
誌
」
を
除
き
、
誤
り
を
正
し
、
史
料
の
重
複
を
削
除
し
、
新
規
に
必

要
な
史
料
を
加
え
た
も
の
）

7　

田
島
公
「
三
川
・
穂
・
三
野
・
科
野
・
越
の
地
域
と
社
会
」、
編
著
書
15
、pp.241-

287

、
二
〇
二
二
年

8　

田
島
公
「
八
・
九
世
紀
の
参
河
国
司
補
任
者
の
特
徴
と
国
政
―
遣
唐
使
・
文
人
・
医

薬
官
人
、
祥
瑞
、
豊
前
王
―�

」、『
新
編
西
尾
市
史
研
究
』
八
号
、pp.30-44

、
二
〇
二

二
年
、
査
読
有　

9　

田
島
公
「
唐
招
提
寺
所
蔵
「
坂
上
忌
寸
石
楯
供
養
経
」
の
日
付
―
藤
原
仲
麻
呂
（
恵

美
押
勝
）
を
斬
っ
た
軍
士
・
坂
上
石
楯
の
供
養
経
の
日
付
―
」
編
著
書
6
、pp.25-29

、

二
〇
二
二
年
三
月

10　

田
島
公
「
陽
明
文
庫
本
『
勘
例
』
七
巻
の
基
礎
的
考
察
」、
編
著
書
6
、pp.30-35

、

二
〇
二
二
年

11　

遠
藤
基
郎
「
中
世
起
請
文
の
成
立
と
関
白
師
通
の
急
逝
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
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研
究
紀
要
』
三
二
、pp.13-28

、
二
〇
二
二
年

12　

太
田
克
也
・
藤
原
重
雄
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
本
『
朝
覲
行
幸
次
第
草
』・

『
朝
覲
行
幸
次
第
』
―
藤
原
忠
通
『
玉
林
』
佚
文
拾
遺
―
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研

究
紀
要
』
三
二
、pp.93-105

、
二
〇
二
二
年
三
月

13　

藤
原
重
雄
「
慈
鎮
和
尚
夢
想
記
」（
京
都
文
化
博
物
館
編
『
承
久
の
乱
』）、pp.200-

201

、
二
〇
二
一
年

14　

藤
原
重
雄
・
髙
島
晶
彦
「
建
暦
元
年
「
蔵
人
所
孔
雀
経
御
修
法
用
途
奉
送
状
」
―
醍

醐
寺
地
蔵
院
旧
蔵
の
宿
紙
文
書
―
」（『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
92
、pp.14-

22

、
二
〇
二
一
年

15　

藤
原
重
雄
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
本
『
定
能
卿
記
部
類
』
二
「
臨
時
行
幸

上
」」
編
著
書
5
、pp.155-176

、
二
〇
二
二
年
三
月

16　

藤
原
重
雄
「
権
大
納
言
某
書
状
」
編
著
書
2
、pp.28-30

、
二
〇
二
二
年

17　

藤
井
恵
介
・
松
尾
浩
樹
「
よ
み
が
え
る
蔵
春
閣
特
別
対
談
」、『
た
い
せ
い
』
467
、

pp.3-5

、
二
〇
二
一
年

18　

小
塩
慶
「
非
摂
関
の
太
政
大
臣
―
九
条
家
本
「
被
任
太
政
大
臣
其
闕
以
他
人
任
大
臣

例
」
か
ら
―
」、
編
著
書
5
、pp.81-98

、
二
〇
二
二
年

19　

末
柄
豊
「
第
二
部　

翻
刻　

第
三
章　

紙
背
文
書
」
編
著
書
1
、pp183-201

、
二

〇
二
二
年

20　

末
柄
豊
「
第
三
部　

解
説　

第
三
部　

紙
背
文
書
」
編
著
書
1
、pp315-334
、
二

〇
二
二
年

21　

末
柄
豊
「
広
橋
兼
郷
書
状
」
編
著
書
2
、pp16-17

、
二
〇
二
二
年

22　

末
柄
豊
「
近
衞
稙
家
書
状
案
」
編
著
書
2
、pp18-19

、
二
〇
二
二
年

23　

末
柄
豊
「
三
条
西
実
隆
・
公
条
父
子
と
そ
の
時
代
―
戦
国
時
代
の
貴
族
の
く
ら
し

―
」、
編
著
書
4
、pp.60-73

、
二
〇
二
二
年

24　

末
柄
豊
「
三
条
西
家
本
『
除
目
書
』
紙
背
文
書
を
読
む
―
京
都
と
地
方
と
の
交
流

―
」、
編
著
書
4
、pp.74-91

、
二
〇
二
二
年

25　

松
澤
克
行
「
近
衞
信
尋
書
状
幷
後
水
尾
天
皇
勘
返
」
編
著
書
2
、pp6-7

、
二
〇
二

二
年

26　

加
藤
悠
希
「K

now
ledge�of�Past�Japanese�A

rchitecture�in�the�Edo�and�
Early�M

eiji�Periods

」『Subin�X
u�et�al.�eds,�East�A

sian�A
rchitecture�in�Glo-

balization:�V
alues�Inheritance�and�D

issem
ination

』、pp.534-540

、�

二
〇
二
一

年
、
査
読
有

27　

加
藤
悠
希
「
近
世
初
期
に
お
け
る
作
事
・
作
庭
と
大
工
の
職
分
―
醍
醐
寺
三
宝
院
お

よ
び
島
津
家
江
戸
屋
敷
の
事
例
か
ら
」『
近
世
庭
園
の
研
究
―
安
土
桃
山
・
江
戸
時
代
』、

pp.23-30

、
二
〇
二
二
年

28　

鶴
見
泰
寿
「
創
建
期
の
東
大
寺
」『
本
郷
』
第
一
五
三
号
、pp.26-28

、
二
〇
二
一
年

29　

鶴
見
泰
寿
「
上
町
台
地
を
あ
る
き
な
が
ら
古
代
宮
都
に
つ
い
て
考
え
る
」『
友
史
会

報
』
第
六
三
六
号
、pp.1-9

、
二
〇
二
一
年

30　

鶴
見
泰
寿
「
古
代
宮
都
と
大
和
の
考
古
学
」『
第
四
一
回
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研

究
所
公
開
講
演
会
「
大
和
の
考
古
学　

附
属
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
」』
第
四
一

回
、pp.17-22

、
二
〇
二
一
年

31　

鶴
見
泰
寿
「
古
代
宮
都
と
大
和
の
考
古
学
」『
第
一
一
回
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研

究
所
東
京
公
開
講
演
会
「
大
和
の
考
古
学　

附
属
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
」』
第
一

一
回
、pp.17-22

、
二
〇
二
一
年
一
一
月

32　

小
倉
慈
司
「
讃
岐
国
司
解
端
書
（
い
わ
ゆ
る
「
藤
原
有
年
申
文
」）
の
再
検
討
」
編

著
書
5
、pp.3-20

、
二
〇
二
二
年

33　

小
倉
慈
司
「
東
山
御
文
庫
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
内
容
目
録
（
稿
）（
3
）」
編
著
書

5
、pp.25-172

、
二
〇
二
二
年

34　

遠
藤
珠
紀
「
近
衞
信
尹
書
状
」
編
著
書
2
、pp.20-21

、
二
〇
二
二
年
二
月

35　

満
田
さ
お
り
「
京
都
御
所
に
み
る
復
古
の
建
築
空
間
と
そ
の
使
わ
れ
方
」
編
著
書

3
、pp.42-47

、
二
〇
二
一
年
一
二
月

36　

名
和
修
「
金
琺
瑯
」
編
著
書
2
、pp.2-3

、
二
〇
二
二
年

37　

名
和
知
彦
「
元
禄
三
年
正
月
十
三
日
詔
書
・
宣
旨
―
関
白
を
任
命
す
る
文
書
の
原
本

―
」
編
著
書
2
、pp.24-25

、
二
〇
二
二
年

38　

志
村
佳
名
子
「
古
代
・
中
世
の
除
目
儀
と
除
目
書
」、
編
著
書
4
、pp.10-15

、
二

〇
二
二
年

39　

志
村
佳
名
子
「
三
条
西
家
本
『
無
外
題
春
除
目
』
と
そ
の
伝
来
―
九
条
良
経
撰
『
春

除
目
抄
』
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」、
編
著
書
4
、pp.52-59

、
二
〇
二
二
年

40　

佐
竹
朋
子
「『
後
三
藐
院
記
』
―
「
東
宮
今
度
御
服
再
興
着
御
之
事
」
に
つ
い
て

―
」
編
著
書
2
、pp.30-32
、
二
〇
二
二
年



� 東京大学史料編纂所報　第 57 号　2022 年 10 月 �（0000）136

41　

佐
竹
朋
子
「「
舟
橋
様
御
文
庫
書
籍
目
録
」
の
紹
介
な
ら
び
に
翻
刻
」
編
著
書
6
、

pp.1-24

、
二
〇
二
二
年

【
講
演
・
口
頭
報
告
な
ど
】
一
〇
件
（
他
本
研
究
費
主
催
一
〇
件　

計
二
〇
件
）

1　

藤
原
重
雄
「
師
岡
・
法
華
寺
所
蔵
の
大
般
若
経
の
調
査
」
特
別
展
「
武
蔵
国
鶴
見
寺

尾
郷
絵
図
の
世
界
」
関
連
講
座
（
招
待
講
演
）
二
〇
二
一
年
五
月
八
日

2　

藤
原
重
雄
「
歴
博
甲
本
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
に
描
か
れ
た
犬
馬
場
」
史
学
会
大

会
・
日
本
中
世
史
部
会
、
東
京
大
学
文
学
部
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
一
四
日

3　

吉
川
真
司
「
日
本
古
代
の
「
仏
都
圏
」
と
そ
の
変
容
」
宮
と
都
の
東
ア
ジ
ア
比
較
宗

教
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
七
日

4　

吉
川
真
司
「Before�W

ritten�O
aths

（
起
請
文
以
前
）」O

ath�W
orkshop�in�

U
niversity�of�V

ienna

（
国
際
学
会
）、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
二
日

5　

鶴
見
泰
寿
「
古
代
宮
都
と
大
和
の
考
古
学
」
第
四
一
回
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所
公
開
講
演
会
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
・
由
良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会
）、

二
〇
二
一
年
一
一
月
三
日

6　

鶴
見
泰
寿
「
飛
鳥
宮
跡
を
中
心
と
し
た
発
掘
調
査
に
つ
い
て
」「
世
界
遺
産
教
室
あ

す
か
学
」（
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
遺
産
保
護
協
力
事
務
所
）

7　

鶴
見
泰
寿
「
古
代
宮
都
と
大
和
の
考
古
学
」
第
一
一
回
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所
東
京
公
開
講
演
会
「
大
和
の
考
古
学　

附
属
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
」（
奈
良
県

立
橿
原
考
古
学
研
究
所
・
由
良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会
・
読
売
新
聞
社
）、
二
〇
二
一

年
一
一
月
二
一
日

8　

鶴
見
泰
寿
「
蘇
我
氏
と
飛
鳥
」
連
続
講
座
「
明
日
香
学
」、
二
〇
二
一
年
一
一
月
三

〇
日

9　

鶴
見
泰
寿
「
上
町
台
地
を
あ
る
き
な
が
ら
古
代
宮
都
に
つ
い
て
考
え
る
」
橿
原
考
古

学
研
究
所
友
史
会
二
〇
二
一
年
一
〇
月
例
会
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
七
日

10　

小
倉
慈
司
「
写
本
の
再
調
査
に
よ
る
大
日
本
古
記
録
本
『
小
右
記
』
の
補
訂
」『
小

右
記
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
八
日

【
主
な
出
張
・
調
査
先
お
よ
び
概
要
】

金
鵄
会
館
（
県
立
長
野
高
校
同
窓
会
館
）　
【
続
・
古
典
を
読
む
―
歴
史
と
文
学
】
の
企
画

打
合
せ
・
当
日
運
営
等
（
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
一
〇
・
一
一
月
）。
公
益
財
団
法
人

陽
明
文
庫　

同
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
、「
陽
明
文
庫
講
座
」
の
企
画
・
協
議
・
準
備
等

（
九
月
・
一
二
月
）。
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

国
際
研
究
集
会
、「
陽
明
文
庫
講
座
」�

の
企
画
打
合
せ
・
当
日
運
営
等
（
七
月
・
一
二
月
）。
一
般
社
団
法
人
深
江
郷
土
資
料
館���

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
で
使
用
さ
れ
た
菅
御
笠
・
菅
御
翳
、
大
嘗
祭
で
使
用
さ
れ
た
御
菅
蓋

と
同
型
物
を
熟
覧
（
九
・
一
二
月
、
二
〇
二
二
年
二
月
）。
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所　

増
補
改
訂
日
本
古
代
人
名
の
増
補
改
訂
原
稿
の
た
め
の
調
査
（
八
・
一
二
月
）。
奈

良
国
立
博
物
館　

増
補
改
訂
日
本
古
代
人
名
の
増
補
改
訂
原
稿
の
た
め
の
調
査
、
展
観
中

の
「
正
倉
院
文
書
」
の
熟
覧
（
八
・
一
一
月
）。

【
研
究
成
果
の
公
開
・
紹
介
】

「
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
の
窓
」

https://w
w

w
.hi.u-tokyo.ac.jp/kodai/kinri-kuge-index.htm

l
H

i-CA
T

�Plus
https://w

w
w

ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所H

i-CA
T

�Plus

（
ハ
イ
キ
ャ
ッ
ト
プ
ラ
ス
）
を
使
う
」（
遠
藤

基
郎
作
成
）

https://w
w

w
.hi.u-tokyo.ac.jp/personal/endo/help/usersguide_of_H

CP.pdf

摂
関
家
伝
来
史
料
群
の
研
究
資
源
化
と
伝
統
的
公
家
文
化
の
総
合
的
研
究

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
A

二
、
課
題
番
号　
　

一
七
Ｈ
〇
〇
九
二
六

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

�

直
接
経
費
五
三
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
九
万
円

繰
越
金
一
〇
五
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

尾
上
陽
介

研
究
分
担
者　

藤
井
讓
治
（
京
都
大
学
）・
島
谷
弘
幸
（
九
州
国
立
博
物
館
）・
佐
藤

泰
弘（
甲
南
大
学
）・
恵
美
千
鶴
子（
東
京
国
立
博
物
館
）・
遠
藤
珠
紀

研
究
協
力
者　

髙
島
晶
彦

六
、
研
究
の
概
要

（
1
）
研
究
の
目
的
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本
研
究
課
題
は
、
平
安
時
代
以
来
、
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
我
が
国
の
政
治
・
文
化
を

形
作
っ
て
き
た
摂
関
家
に
伝
来
し
た
膨
大
な
史
料
群
に
つ
い
て
、
目
録
情
報
と
デ
ジ
タ
ル

画
像
の
整
備
・
公
開
に
よ
る
研
究
資
源
化
を
進
め
、
伝
統
的
公
家
文
化
の
総
合
的
研
究
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
摂
関
家
の
内
で
唯
一
関
係
史
料
群
が
ほ
ぼ
散
逸
す
る
こ
と
な
く
伝
来
し

て
い
る
近
衞
家
を
研
究
対
象
と
し
、
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
等
に
所
蔵
さ
れ
る
近
衞
家

伝
来
史
料
群
の
う
ち
、
古
文
書
・
古
記
録
や
書
蹟
・
絵
画
等
を
中
心
に
、
網
羅
的
な
原
本

調
査
に
よ
り
目
録
情
報
を
精
緻
化
し
、
重
要
史
料
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮
影
と
画
像
デ
ー

タ
の
東
京
・
京
都
に
お
け
る
公
開
を
進
め
る
。
同
時
に
従
来
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か

っ
た
大
規
模
史
料
群
全
体
を
各
方
面
か
ら
分
析
し
、
伝
統
的
公
家
文
化
の
諸
相
に
つ
い
て

研
究
を
深
化
さ
せ
る
。
ま
た
、
顕
微
鏡
な
ど
を
利
用
し
た
詳
細
な
紙
質
分
析
を
通
し
て
摂

関
家
が
使
用
し
た
紙
の
実
態
を
調
査
し
、
公
家
社
会
に
お
け
る
紙
の
使
用
法
に
つ
い
て
も

考
察
す
る
。

（
2
）
研
究
の
実
績

二
〇
二
一
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
東
京
か
ら
京
都
市
の

陽
明
文
庫
に
出
張
し
て
原
本
調
査
を
計
画
通
り
進
め
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の

た
め
に
調
査
は
極
め
て
限
定
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
可
能
な
限
り
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
古
文
書
・
古
記
録
・
典
籍
・
書
蹟
な
ど
を
中
心
と
す
る
近
衞
家
伝
来
史
料
の

目
録
情
報
の
精
緻
化
と
、
重
要
史
料
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
引
き
続
き
行
っ
た
。

二
〇
二
一
年
度
は
出
張
の
機
会
が
限
ら
れ
た
た
め
、
調
査
対
象
を
改
め
て
再
検
討
し

た
。
そ
の
結
果
、
近
衞
家
に
仕
え
た
家
司
に
よ
り
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
か
ら
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
ま
で
の
約
二
百
年
間
に
亘
っ
て
記
録
さ
れ
、
近
世
に
お
け
る
摂
関
家
の

活
動
を
よ
く
伝
え
る
『
雑
事
日
記
』
を
中
心
に
、
原
本
調
査
と
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
進
め
る

こ
と
と
し
た
。
こ
の
史
料
は
全
体
で
三
二
四
冊
に
も
及
ぶ
た
め
、
配
分
額
（
前
年
度
か
ら

の
繰
越
額
を
含
む
）
を
勘
案
し
、
こ
れ
ま
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
撮
影
も
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
以
降
の
部
分
か
ら
着
手
し
、
目
録
情
報
の
精
緻

化
と
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、『
雑
事
日
記
』
天
保
十
年
春
夏
冊

か
ら
万
延
元
年
秋
冬
冊
ま
で
の
四
四
点
、
計
一
一
七
二
九
コ
マ
に
つ
い
て
撮
影
を
行
っ

た
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
五
年
間
で
撮
影
史
料
の
総
計
は
九
〇
九
六
点
、
五
三
九
四
一
コ
マ

で
あ
る
。

撮
影
し
た
画
像
デ
ー
タ
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
S
）「
天
皇
家
・
公
家

文
庫
収
蔵
史
料
の
高
度
利
用
化
と
日
本
目
録
学
の
進
展
―
知
の
体
系
の
構
造
伝
来
の
解
明

―
」（
研
究
代
表
者
田
島
公
）
に
よ
る
成
果
と
併
せ
て
順
次
公
開
を
進
め
て
い
る
。

原
本
の
調
査
・
撮
影
と
並
行
し
て
、
他
機
関
所
蔵
分
も
含
め
た
摂
関
家
伝
来
史
料
に
よ

る
近
衞
家
歴
代
当
主
や
そ
の
周
辺
人
物
の
政
治
的
・
文
化
的
活
動
や
、
伝
統
的
公
家
文
化

に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
、
成
果
の
一
部
を
学
術
論
文
や
国
際
研
究
集
会
・
学
会
報
告
、

「
陽
明
文
庫
講
座
」
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
向
け
の
公
開
講
座
等
で
発
表
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
陽
明
文
庫
所
蔵
史
料
の
紙
質
調
査
は
感
染
症
対
策
の

た
め
機
会
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
利
用
し
つ
つ
、
虫
損
な
ど
傷
み

の
ひ
ど
い
原
本
に
つ
い
て
、
研
究
協
力
者
髙
島
晶
彦
を
中
心
に
調
査
・
修
補
を
進
め
て
研

究
資
源
化
に
努
め
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
度
に
は
、
調
査
の
結
果
、
院
政
期
の
書
写
と
考

え
ら
れ
る
『
僧
綱
補
任
』
下
（
一
巻
）
に
つ
い
て
修
理
を
進
め
た
。

な
お
、
二
〇
二
二
年
度
に
も
経
費
の
一
部
を
繰
り
越
し
て
原
本
調
査
を
継
続
し
、
研
究

論
文
や
書
状
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
目
録
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
刊

行
す
る
予
定
で
あ
る
。

統
合
史
資
料
画
像
デ
ー
タ
の
生
成
と
駆
動
方
式
の
確
立
に
よ
る
人
文
科
学
研
究
基
盤
の

創
出

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
A

二
、
課
題
番
号　
　

一
八
Ｈ
〇
三
五
七
六

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
五
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
六
二
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

山
田
太
造

研
究
分
担
者　

久
留
島
典
子
（
神
奈
川
大
学
）、
山
家
浩
樹
、
本
郷
恵
子
、
尾
上
陽

介
、
金
子　

拓
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）、
伴
瀬
明
美
（
大
阪
大

学
）、
井
上　

聡
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）、
馬
場　

基
（
奈
良
文

化
財
研
究
所
）、
高
田
智
和
（
国
立
国
語
研
究
所
）、
後
藤　

真
（
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
）、
永
崎
研
宣
（
人
文
情
報
学
研
究
所
）
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連
携
研
究
者　

西
田
友
広
、
遠
藤
珠
紀
、
小
瀬
玄
士
、
畑
山
周
平
（
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
）

六
、
研
究
の
概
要

（
1
）
研
究
の
目
的

本
研
究
で
は
、
長
年
に
渡
り
蓄
積
し
て
き
た
目
録
、
画
像
、
本
文
、
文
字
な
ど
大
量
か

つ
多
様
な
人
文
科
学
デ
ー
タ
に
対
し
て
、
横
断
検
索
や
画
像
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
実
現

し
得
な
か
っ
た
有
機
的
か
つ
意
味
的
な
デ
ー
タ
表
現
・
提
示
を
行
う
た
め
に
、
史
資
料
の

性
格
・
種
類
・
形
態
を
も
考
慮
し
な
が
ら
人
文
科
学
研
究
の
実
利
用
に
耐
え
う
る
統
合
史

資
料
画
像
デ
ー
タ
の
生
成
手
法
を
確
立
し
、
格
納
・
管
理
・
検
索
・
提
示
を
行
う
た
め
の

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
統
合
史
資
料
画
像
デ
ー
タ
を
作
成
・
共
有
し
て
い
く
た
め
の
史

資
料
画
像
デ
ー
タ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
、
特
定
の
機
関
や
シ
ス
テ
ム
の
み
で
は
な

く
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
に
利
用
可
能
な
機
能
と
し
て
提
案
し
、
本
シ
ス
テ
ム
に
こ
れ
を
組
み

入
れ
て
い
く
。
統
合
史
資
料
画
像
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
で
潜
在
的
に
関
連
す
る
史
資

料
を
検
出
し
て
い
く
手
法
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
統
合
史
資
料
画
像

デ
ー
タ
駆
動
型
人
文
科
学
研
究
基
盤
の
確
立
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
2
）
研
究
の
実
績

二
〇
二
〇
年
度
ま
で
の
成
果
に
も
と
づ
き
、
統
合
史
資
料
画
像
デ
ー
タ
駆
動
型
人
文
科

学
研
究
基
盤
の
確
立
を
進
め
て
行
く
た
め
、
以
下
に
示
す
三
課
題
を
実
施
し
た
。

1
．
統
合
史
資
料
画
像
デ
ー
タ
生
成
手
法
の
確
立
：
統
合
史
資
料
画
像
デ
ー
タ
の
構
造
化

を
さ
ら
に
洗
練
し
、
生
成
方
法
の
確
立
を
進
め
た
。
今
年
度
は
下
記
の
二
点
を
重
点
的
に

実
施
し
た
。

1-

1
．
く
ず
し
字
等
の
文
字
画
像
デ
ー
タ
：
昨
年
度
ま
で
にJSPS

科
研
費18H

05221

と
の
連
携
に
よ
り
本
格
稼
働
さ
せ
た
歴
史
文
字
連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
「
史
的
文
字
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
、
文
字
を
時
空
間
特
徴
・
文
字
コ
ー
ド
と
い
っ

た
属
性
を
も
と
に
整
理
し
精
密
化
に
務
め
た
。

1-

2
．
史
資
料
画
像
と
そ
れ
に
紐
づ
く
デ
ー
タ
の
統
合
：
こ
れ
ま
で
『
上
井
覚
兼
日

記
』
を
ベ
ー
ス
に
そ
こ
に
登
場
す
る
人
名
・
地
名
に
基
づ
い
て
他
の
史
資
料
へ
関
連
付
け

る
手
法
の
確
立
を
目
的
と
し
て
進
め
た
。
宮
崎
県
下
、
特
に
都
城
島
津
邸
と
の
連
携
を
進

め
、JSPS

人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
と

と
も
に
、SH

IPS�D
B

の
一
つ
で
あ
るH

i-CA
T

�Plus

よ
り
都
城
島
津
邸
所
蔵
史
料
画

像
の
ウ
ェ
ブ
公
開
を
実
現
し
た
（
二
〇
二
一
年
七
月
公
開
）。IIIF�Presentation�A

PI

を
介
し
て
公
開
し
て
い
る
。

2
．
統
合
史
資
料
画
像
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
：
1
．
の
成
果
に
も
と
づ
き
、
統

合
史
資
料
画
像
デ
ー
タ
を
格
納
・
管
理
し
、
検
索
・
提
示
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
確
立
を

進
め
た
。
二
〇
二
一
年
八
月
、
史
料
編
纂
所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
リ
プ
レ
ー
ス
し

た
。
ま
た
、
二
〇
二
二
年
度
に
はSH

IPS�D
B

の
リ
プ
レ
ー
ス
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
を
機
に
画
像
ビ
ュ
ー
ア
を
更
新
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、IIIF�Im

age�A
PI

お
よ
びIII�F�Presentation�A

PI

、
さ
ら
に
は
目
録
デ
ー
タ
な
ど
を
統
合
し
た
コ
ン
テ

ン
ツ
提
示
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
た
め
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
進
め
た
。

3
．
潜
在
的
関
連
史
資
料
の
検
出
：
1
お
よ
び
2
の
成
果
に
も
と
づ
き
、
画
像
デ
ー
タ
内

に
出
現
す
る
人
名
・
空
間
・
時
間
に
対
し
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
付
与
し
、
そ
れ
を
用
い
て

他
の
統
合
史
資
料
画
像
デ
ー
タ
へ
関
連
付
け
て
い
く
方
法
の
確
立
に
つ
と
め
た
。SH

IP�
D

B

へ
の
適
用
、
お
よ
び
、
サ
ー
ビ
ス
化
の
た
め
、
史
料
編
纂
所
で
構
築
し
て
い
る
歴
史

情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
（
人
名
・
地
名
・
文
字
を
そ
の
出
典
と
と
も
に
蓄
積
）
の
拡
充
に
務
め

た
。
潜
在
的
関
連
史
資
料
の
検
出
手
法
の
確
立
を
進
め
る
た
め
、『
民
経
記
』・『
愚
昧
記
』�

な
ど
の
他
の
時
代
の
史
料
へ
の
適
用
も
進
め
た
。

日
本
中
近
世
寺
社
〈
記
録
〉
論
の
構
築
―
日
本
の
日
記
文
化
の
多
様
性
の
探
究
と
そ
の
研

究
資
源
化

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
A

二
、
課
題
番
号　
　

一
八
Ｈ
〇
三
五
八
三

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

�

直
接
経
費
三
二
〇
円
、
間
接
経
費
九
六
万
円

繰
越
金
五
八
万
八
四
八
〇
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

遠
藤
基
郎

研
究
分
担
者　

高
橋
慎
一
朗
・
菊
地
大
樹
・
藤
原
重
雄
・
川
本
慎
自
・
大
田
壮
一
郎

（
立
命
館
大
学
）・
藤
井
雅
子
（
日
本
女
子
大
学
）・
横
内
裕
人
（
京

都
府
立
大
学
）
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連
携
研
究
者　

大
藪　

海
（
お
茶
の
水
大
学
）・
貫
井
裕
恵
・
三
輪
眞
嗣
（
以
上
神

奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）・
林　

晃
弘
・
高
橋
敏
子

研
究
協
力
者　

関
口
真
規
子
（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
）・
西　

弥
生

（
綜
芸
種
智
院
大
学
）・
松
村
和
歌
子
（
春
日
大
社
）・
坂
東
俊
彦

（
東
大
寺
図
書
館
）・
石
塚
菜
々
美
（
日
本
女
子
大
藤
井
ゼ
ミ
）

特
任
研
究
員　

畠
山　

聡

学
術
支
援
専
門
職
員　

土
山
祐
之
・
比
企
貴
之
・
佐
藤
亜
莉
華

六
、
研
究
の
概
要

研
究
の
実
績

四
ヶ
年
度
目
に
あ
た
る
本
年
度
も
、
い
く
つ
か
具
体
的
な
成
果
を
示
す
こ
と
が
で
き

た
。南

都
方
面
で
は
、
春
日
大
社
に
つ
い
て
、
写
真
帳
の
蒐
集
・
翻
刻
の
蓄
積
を
進
め
る
一

方
で
、
そ
の
前
半
を
昨
年
度
雑
誌
掲
載
ず
み
の
応
仁
・
文
明
の
乱
直
前
の
寛
正
五
年
の
記

録
が
完
結
し
た
（
藤
原
・
土
山
『
寛
正
五
年
中
臣
祐
識
記
』（
下
）『
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
研
究
紀
要
』
三
二
）。
兵
庫
関
・
諸
荘
園
の
回
復
要
求
の
神
木
動
座
や
押
領
者
へ
の
呪

詛
行
為
や
、
ま
た
こ
の
影
響
を
う
け
中
止
・
延
期
さ
れ
た
春
日
若
宮
祭
・
春
日
祭
や
、
勧

学
院
と
の
年
頭
儀
礼
で
あ
る
吉
書
な
ど
に
も
記
事
が
及
ぶ
。
こ
の
他
、
若
宮
で
の
怪
異
記

事
（
羽
蟻
・
供
物
崩
壊
）
な
ど
も
あ
る
。

東
大
寺
関
係
で
は
、『
中
世
東
大
寺
記
録
出
世
後
見
・
倶
舎
三
十
講
関
連
史
料
』（『
東

京
大
学
研
究
成
果
報
告
』
二
〇
二
一
―
一
六
）
を
刊
行
し
た
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
オ
ン
ラ
イ
ン
公

開
）。
同
報
告
書
に
は
出
世
後
見
に
つ
い
て
の
西
尾
論
考
が
あ
り
、
こ
れ
は
出
世
後
見
に

つ
い
て
今
後
の
基
礎
と
な
る
成
果
で
あ
る
。
東
大
寺
法
華
会
・
維
摩
会
関
係
の
翻
刻
も
蓄

積
し
た
。
畠
山
は
、
昨
年
度
刊
行
し
た
執
行
関
係
記
録
の
一
つ
を
深
く
掘
り
込
む
成
果
を

出
し
た
（
畠
山
「
室
町
時
代
に
お
け
る
東
大
寺
領
清
澄
荘
の
経
営
に
つ
い
て
」『
國
學
院

雑
誌
』
一
二
二
）。
東
大
寺
記
録
の
可
能
性
を
示
し
た
と
言
え
る
。

中
世
後
期
東
大
寺
堂
衆
の
残
し
た
記
録
類
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
続
き
横
内
に
よ
っ

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
校
訂
作
業
が
進
め
ら
れ
、
作
業
完
了
の
見
込
み
が
立
っ
た
。
今
後
は

発
信
に
重
点
を
移
す
こ
と
と
な
る
。
科
研
内
部
で
二
度
の
研
究
会
を
行
っ
た
（
報
告
者
菊

地
・
横
内
）。

京
都
方
面
で
は
、
太
元
帥
法
関
連
と
義
演
日
記
を
扱
っ
た
醍
醐
寺
関
係
の
論
考
を
得

た
。
石
塚
は
太
元
帥
法
の
歴
史
的
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
室
町
後
期
・
安
土
桃
山
期
の
毛

利
・
島
津
の
事
例
検
討
を
行
っ
た
。
関
口
は
、
義
演
准
后
日
記
と
そ
の
別
記
で
あ
る
有
馬

湯
治
日
記
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
日
記
の
成
立
過
程
分
析
の
方
法
論
へ
の
提
言
を
し
た

（
石
塚
「
太
元
帥
法
の
歴
史
的
変
遷
」『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
部
研
究
科
紀
要
』
二

八
、
関
口
「
義
演
准
后
日
記
と
そ
の
紙
背
文
書
」『
中
世
寺
院
の
仏
法
と
社
会
』
永
村
眞

編
、
勉
誠
出
版
）。

『
東
寺
執
行
日
記
』
第
1
冊
（
思
文
閣
出
版
）
の
刊
行
は
特
筆
す
べ
き
成
果
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
最
末
期
か
ら
、
応
仁
の
乱
直
前
ま
で
を
お
さ
め
た
、
東
寺
寺
内
の
運
営
は
も
と

よ
り
、
東
寺
長
者
を
出
す
醍
醐
寺
、
さ
ら
に
は
室
町
幕
府
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
新
た
な

知
見
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
刊
行
に
際
し
て
は
、
特
に
馬

田
綾
子
氏
の
協
力
を
得
た
。
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
引
き
続
き
第
二
冊
の
作
業
を
進
め

て
お
り
、
錯
簡
の
激
し
い
応
仁
・
文
明
記
に
つ
い
て
は
内
部
研
究
会
で
検
討
し
た
（
遠

藤
）。本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
各
種
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
各
所
蔵
機
関
に
は
感
謝
申
し
あ

げ
る
。

デ
ー
タ
繋
留
型
編
纂
支
援
・
資
源
化
シ
ス
テ
ム
構
築
と
歴
史
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
次
世

代
展
開

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
A

二
、
課
題
番
号　
　

一
九
Ｈ
〇
〇
五
三
三

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
九
七
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
九
一
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

山
口
英
男

研
究
分
担
者　

末
柄　

豊
・
稲
田
奈
津
子
・
大
隅
清
陽
（
山
梨
大
学
）・
伴
瀬
明
美

（
大
阪
大
学
）

六
、
研
究
の
概
要

（
1
）
研
究
の
目
的

本
研
究
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
以
下
、
Ｄ
Ｂ
）
の
存
在
が
日
本
史
研
究
に
と
っ
て
不
可



� 東京大学史料編纂所報　第 57 号　2022 年 10 月 �（0000）140

欠
と
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
を
受
け
、
混
成
・
並
列
的
に
集
積
さ
れ
た
多
元
的
情
報
を
連

携
・
統
合
す
る
点
に
歴
史
情
報
Ｄ
Ｂ
の
特
質
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
単
な
る
デ
ー
タ

量
の
拡
大
だ
け
で
な
く
、
研
究
・
解
析
の
支
援
に
画
期
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
、
す
ぐ
れ

た
研
究
利
便
性
の
提
供
を
可
能
と
す
る
歴
史
情
報
Ｄ
Ｂ
の
次
世
代
展
開
を
構
想
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
基
礎
作
業
を
効
率
化
す
る
こ
と
で
研
究
・
解
析
を
支
援

し
、
同
時
に
史
料
解
析
の
新
た
な
成
果
と
従
来
の
蓄
積
と
の
融
合
的
な
公
開
・
発
信
を
実

現
す
る
「
デ
ー
タ
繋
留
型
編
纂
支
援
・
資
源
化
シ
ス
テ
ム
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｈ
」
の
構
築
と
、
一

定
量
の
デ
ー
タ
の
充
足
が
実
現
さ
れ
た
現
時
点
に
お
い
て
電
子
媒
体
で
こ
そ
可
能
と
な
る

研
究
利
便
性
を
提
供
す
る
「
歴
史
情
報
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
」
を
、
史
料
編
纂

所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
上
に
開
発
・
構
築
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ａ

史
料
の
編
年
解
析
（
編
纂
）・
研
究
支
援
、
ｂ
従
来
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
成
果
と
融
合

さ
せ
た
形
の
デ
ー
タ
公
開
、
ｃ
電
子
媒
体
で
こ
そ
可
能
と
な
る
研
究
利
便
性
の
提
供
と
い

う
三
つ
の
効
果
の
実
現
を
は
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
効
果
を
検
証
す
る
意
味

か
ら
、
時
代
を
連
続
的
に
縦
貫
す
る
歴
史
情
報
の
提
供
が
可
能
と
な
る
点
で
学
術
的
意
義

が
高
く
、
研
究
者
の
需
要
の
強
い
平
安
時
代
史
料
を
対
象
と
し
て
、
史
料
編
年
解
析
の
作

業
を
実
際
に
進
行
さ
せ
、
既
存
の
成
果
と
融
合
さ
せ
た
運
用
・
公
開
を
は
か
る
こ
と
で
、

平
安
時
代
史
の
研
究
環
境
高
度
化
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
①
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｈ
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
の
構
築
・
運
用
、
②
平
安
時
代
編
年
体

史
料
集
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
と
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｈ
に
よ
る
そ
の
公
開
・
発
信
、
③
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ

Ｈ
・
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
及
び
関
連
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
平
安
時
代
史
料
の
編
年
解
析
の
拡
張

と
解
析
成
果
の
公
開
・
発
信
を
研
究
期
間
中
に
実
施
す
る
。

（
2
）
二
〇
二
一
年
度
の
研
究
実
績
概
要

①
前
年
度
ま
で
に
開
発
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｈ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
か
ら
改
良
し
た
本

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
完
了
し
、
入
力
校
正
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
検
索
公
開
シ
ス
テ
ム
の
開

発
を
行
っ
た
。
あ
わ
せ
て
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
の
仕
様
検
討
と
開
発
打
合
せ
を
実
施
し
た
。
ま
た

生
成
済
の
既
存
編
年
史
料
集
デ
ー
タ
の
登
録
作
業
を
進
行
さ
せ
た
（
約
三
万
四
〇
〇
〇

件
）。
②
自
治
体
史
及
び
そ
の
他
の
編
年
史
料
集
・
年
表
等
か
ら
、
平
安
時
代
編
年
史
料

デ
ー
タ
の
生
成
を
行
っ
た
（
綱
文
・
書
目
・
書
誌
情
報
、
約
七
三
〇
〇
件
）。
③
平
安
時

代
史
料
の
編
年
解
析
デ
ー
タ
を
生
成
・
蓄
積
し
た
（
約
八
四
〇
〇
件
）。
ま
た
解
析
成
果

の
公
開
方
法
と
し
て
、『
大
日
本
史
料
』
の
形
態
に
準
拠
し
て
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｈ
を
通
じ
て
利

用
す
る
デ
ジ
タ
ル
形
式
の
史
料
集
『
九
世
紀
編
年
史
料
』
の
編
纂
を
行
い
、
綱
文
約
五
〇

〇
件
、
史
料
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
約
一
〇
〇
〇
件
を
作
成
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
金
石
文
史
料
の
研
究
資
源
化
と
学
融
合
的
歴
史
叙
述
へ
の
応
用

研
究

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
A

二
、
課
題
番
号　
　

一
九
Ｈ
〇
〇
五
三
六

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

�

直
接
経
費
五
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
六
五
万
円

繰
越
金
三
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

菊
地
大
樹

研
究
分
担
者　

井
上　

聡
（
史
料
編
纂
所
）、
七
海
雅
人
（
東
北
学
院
大
学
）、
佐
藤

亜
聖
（
滋
賀
県
立
大
学
）、
榎
本　

渉
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
）、
上
椙
英
之
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

研
究
協
力
者　

阿
部
龍
一
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）、
高
橋
敏
子
（
元
史
料
編
纂
所
）、

櫻
井
成
昭
（
大
分
県
教
育
委
員
会
）、
泉
田
邦
彦
（
石
巻
市
教
育
委

員
会
）

六
、
研
究
の
概
要

（
1
）　

研
究
の
目
的

本
研
究
課
題
は
、
選
択
集
中
的
な
現
地
調
査
を
実
施
す
る
と
も
に
、
地
域
に
蓄
積
さ
れ

た
拓
本
・
写
真
な
ど
の
研
究
資
源
を
整
理
公
開
し
、
新
た
な
歴
史
叙
述
の
開
拓
を
目
指

す
。
そ
の
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
拓
本
作
成
お
よ
び
拓
本
撮
影
方
法
を
研
究
開

発
し
、
金
石
文
史
料
の
研
究
資
源
化
を
図
る
。
さ
ら
に
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
公
開
の

金
石
文
拓
本
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
改
良
に
よ
り
、
他
機
関
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
た

研
究
資
源
活
用
・
分
析
の
高
度
化
を
目
指
す
。
並
行
し
て
、
伝
統
文
化
的
景
観
の
保
護
や

地
域
復
興
に
資
す
る
歴
史
研
究
の
方
法
を
核
と
し
な
が
ら
、
文
化
財
か
ら
歴
史
研
究
の
素

材
へ
と
金
石
文
活
用
に
向
け
た
史
料
学
的
研
究
を
展
開
し
、
歴
史
地
理
情
報
に
も
注
目
し

て
従
来
の
書
誌
情
報
と
と
も
に
登
録
を
進
め
る
。
最
終
的
に
、
歴
史
学
全
体
が
依
存
し
て
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き
た
「
文
献
史
料
」
中
心
の
歴
史
叙
述
か
ら
脱
却
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
活
発
に
な
っ

て
き
た
「
モ
ノ
史
料
」
を
活
用
し
た
歴
史
叙
述
の
方
法
を
、
欧
米
に
お
け
る
マ
テ
リ
ア

ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
の
動
向
に
リ
ン
ク
さ
せ
た
国
際
的
な
日
本
研
究
の
視
野
か
ら
展
開

し
、
情
報
発
信
し
て
ゆ
く
。

（
2
）　

研
究
実
績

二
〇
二
一
年
度
は
研
究
計
画
の
三
年
目
に
あ
た
り
、
研
究
代
表
者
お
よ
び
分
担
者
・
協

力
者
相
互
の
十
分
な
連
携
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
班
単
位
を
中
心
と
し
て
全
体
計
画
に

沿
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
計
画
を
遂
行
し
た
。
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
状
況
に
即
し
て
出
張
計
画
な
ど
を
中
止
・
変
更

す
る
な
ど
の
工
夫
を
重
ね
た
。
年
度
前
半
に
メ
ン
バ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
集
合
し
、
打

ち
合
わ
せ
会
議
を
行
っ
た
。

①
東
日
本
班
は
、
宮
城
県
石
巻
市
を
中
心
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
同
市
教
育
委
員

会
と
協
力
し
、
東
日
本
大
震
災
後
の
被
災
状
況
と
復
興
へ
の
道
程
を
見
据
え
な
が
ら
、
引

き
続
き
確
認
調
査
及
び
拓
本
調
査
を
進
め
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
拡
大
等
に
対
応
し
て
調
査
は
ほ
と
ん
ど
実
施
し
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
、
分
担
者
七

海
雅
人
を
通
じ
て
、
南
三
陸
町
所
在
板
碑
に
つ
き
現
地
調
査
を
続
け
る
田
中
則
和
氏
と
連

携
し
、
情
報
提
供
な
ど
を
得
た
。『
石
巻
の
歴
史
』
編
纂
資
料
の
う
ち
、
ブ
ロ
ー
ニ
ー
版

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
た
。
七
海
は
東
日
本
大
震
災
レ
ス
キ
ュ
ー
資
料
で
も
あ
る
、
故
勝

倉
元
吉
郎
所
蔵
拓
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
た
。
②
西
日
本
班
は
、
高
野
山
を
中
心
的
な

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
二
年
目
に
引
き
続
き
町
石
塔
婆
の
拓
本
調
査
を
進
め
た
。
お
お
む

ね
四
〇
町
石
か
ら
調
査
を
開
始
、
今
年
度
か
ら
実
測
図
作
成
を
見
据
え
て
正
面
文
字
部
分

の
拓
本
採
取
の
み
に
特
化
し
、
一
二
〇
町
石
（
丹
生
津
姫
神
社
二
つ
鳥
居
）
ま
で
終
了
し

た
。
分
担
者
佐
藤
亜
聖
が
組
織
し
た
高
野
山
町
石
塔
婆
研
究
会
と
の
相
互
協
力
に
よ
り
、

多
数
の
研
究
者
や
学
生
の
参
加
協
力
も
得
て
、
引
き
続
き
石
材
調
査
や
実
測
図
作
成
も
実

施
し
た
。
③
デ
ジ
タ
ル
技
術
・
Ｄ
Ｂ
技
術
開
発
班
は
、
初
年
度
研
究
策
定
し
た
仕
様
に
も

と
づ
き
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
拓
本
の
う
ち
二
〇
一
九
年
度
に
撮
影
し
た
大
型
の
拓
本
を
除

き
引
き
続
き
撮
影
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
架
蔵
番
号
順
に
約
一
三
〇
〇
コ
マ
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
。
ま
た
、
協
力
者
泉
田
邦
彦
と
連
携
し
、
東
日
本
大
震
災
被
災
レ
ス
キ
ュ
ー
資

料
を
含
む
市
教
委
保
管
資
料
の
中
か
ら
特
定
し
た
『
石
巻
の
歴
史
』
編
纂
資
料
の
う
ち
、

一
九
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
現
地
景
観
を
多
く
含
む
調
査
史
料
の
ブ
ロ
ー
ニ
ー
版
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
引
き
続
き
進
め
、
一
部
を
残
し
て
作
業
を
終
了
し
た
。
分
担
者
上
椙
英
之
は
、

ひ
か
り
拓
本
技
術
の
開
発
を
完
成
し
、
特
許
を
取
得
し
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
各
班
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
帯
同
し
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。
④
歴
史
地
理
情
報
研
究

班
は
、
荘
園
絵
図
研
究
を
進
め
、
成
果
の
デ
ー
タ
入
力
な
ど
を
行
っ
た
。
⑤
歴
史
叙
述
・

国
際
日
本
学
研
究
班
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
が
続
き
、
海
外
に
お
け

る
研
究
集
会
へ
の
企
画
・
参
加
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
論
文
執
筆
そ
の
他
の
活

動
お
よ
び
研
究
発
表
等
を
行
い
、
次
年
度
以
降
の
国
際
研
究
集
会
企
画
に
つ
い
て
協
力
者

阿
部
龍
一
他
と
準
備
を
進
め
た
。
分
担
者
榎
本
渉
は
、
中
国
大
陸
の
金
石
文
文
化
と
の
比

較
研
究
の
た
め
、
引
き
続
き
地
方
誌
な
ど
か
ら
日
本
関
係
の
碑
文
史
料
を
抜
き
出
し
、
蓄

積
し
た
。

そ
の
他
、
書
籍
購
入
・
拓
本
装
備
等
に
よ
っ
て
研
究
推
進
の
基
盤
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
各
メ
ン
バ
ー
が
論
文
執
筆
・
研
究
発
表
等
に
よ
っ
て
成
果
を
発
信
し
た
。

（
3
）
進
捗
状
況

全
体
の
研
究
計
画
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
出
張
計
画
等
に
大
幅

な
中
止
・
変
更
が
生
じ
た
が
、
前
年
度
の
経
験
も
踏
ま
え
て
柔
軟
に
対
応
し
、
引
き
続
き

お
お
む
ね
順
調
に
進
展
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
拓
本
デ
ジ
タ
ル
化
や
拓
本
装
備
他
の
準
備

作
業
に
は
予
想
以
上
の
労
力
や
経
費
も
掛
か
り
、
次
年
度
以
降
将
来
的
な
展
望
を
持
っ
て

全
体
計
画
を
見
直
す
段
階
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。
本
年
度
も
最
初
に
打
ち
合
わ
せ
会
議

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
班
の
ア
イ
デ
ア
や
計
画
を
相
互
に
検
討
し
な
が
ら
共
有

し
、
万
全
の
研
究
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
東
日
本
班
で
は
、
過
去
の
調
査
デ

ー
タ
の
活
用
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
、『
石
巻
の
歴
史
』
編
纂
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
、
現
地
に
残
る
拓
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
ん
だ
が
、
再
調
査
が
必
要
な
対
象
へ
の
調
査

実
施
が
引
き
続
き
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
西
日
本
班
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
コ
ロ
ナ
感
染

が
小
康
状
態
の
時
期
を
迎
え
る
な
ど
の
好
条
件
が
重
な
り
、
調
査
が
大
き
く
進
展
し
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、
四
〇
町
石
以
降
の
側
面
拓
本
調
査
や
そ
れ
ら
の
装
備
・
デ
ジ
タ
ル
化
な

ど
に
つ
き
、
具
体
的
な
立
案
計
画
が
必
要
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
班
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

史
料
編
纂
所
所
蔵
拓
本
デ
ジ
タ
ル
化
の
研
究
を
予
定
通
り
進
め
、
約
一
三
〇
〇
コ
マ
の
撮

影
・
デ
ー
タ
化
を
年
度
内
に
完
了
し
た
。
次
年
度
以
降
は
戦
前
収
集
分
す
べ
て
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
次
年
度
は
、
金
石
文
拓
本
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
大
幅
な
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。
歴
史
地
理
情
報
班
も
、
他
の
研
究
グ
ル
ー
プ
と
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の
連
携
等
に
よ
り
計
画
通
り
作
業
を
進
め
た
。
国
際
班
は
、
海
外
に
お
け
る
宗
教
研
究
や

モ
ノ
史
料
へ
の
注
目
な
ど
の
研
究
動
向
に
即
し
て
、
本
課
題
の
成
果
発
表
の
た
め
国
際
研

究
集
会
企
画
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
金
剛
峰
寺
・
高
野
町
他
、
石
巻
市
等

と
協
力
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
企
画
し
、
国
内
で
の
成
果
公
開
も
促
進
す
る
。

分
散
型
大
規
模
大
名
家
史
料
群
の
高
度
学
術
資
源
化
と
地
域
還
元

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
A

二
、
課
題
番
号　
　

一
九
Ｈ
〇
〇
五
三
七

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

�

直
接
経
費
七
二
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
一
六
万
円

繰
越
金
六
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

鶴
田　

啓

研
究
分
担
者　

古
川
祐
貴
（
島
根
県
立
大
学
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
、
弘
前

大
学
人
文
社
会
科
学
部
）、
木
村
直
樹
（
長
崎
大
学
多
文
化
社
会
学

部
）、
石
津
裕
之
、
須
田
牧
子
、
荒
木
裕
行
（
以
上
、
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
）、
村　

和
明
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
）

六
、
研
究
の
概
要

（
1
）
研
究
の
目
的

本
研
究
で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
整
備
お
よ
び
史
料
画
像
の
撮
影
・
公
開
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
散
し
て
現
存
し
て
い
る
大
規
模
大
名
家
史
料
で
あ
る
対
馬
藩
宗

家
文
書
の
効
果
的
な
研
究
資
源
と
し
て
の
利
用
環
境
を
整
備
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
幕

藩
制
国
家
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
の
藩
の
性
格
や
日
朝
交
渉
に
お
け
る
対
馬
藩
の
役
割

お
よ
び
幕
府
・
対
馬
藩
関
係
が
日
朝
関
係
に
与
え
た
影
響
を
解
明
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
研

究
成
果
を
研
究
者
以
外
に
公
開
す
る
た
め
の
効
果
的
な
方
法
を
実
践
的
に
研
究
し
、
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
歴
史
学
の
現
在
的
課
題
へ
の
効
果
的
な
貢
献
方
法
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

（
2
）
研
究
実
績
の
概
要

二
〇
二
一
年
度
は
前
年
度
に
引
き
続
き
史
料
撮
影
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の

改
良
の
作
業
を
行
っ
た
。
撮
影
を
行
っ
た
史
料
は
、
研
究
代
表
者
が
勤
務
す
る
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
宗
家
史
料
で
あ
り
、
撮
影
業
者
に
発
注
し
て
撮
影
を
行
い
、
そ

れ
を
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
公
開
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
宗
家
史
料
の
検
索
お
よ
び
閲
覧
を
可
能
に
し
た
。
本
年
度
ま
で
の
撮
影
に

よ
っ
て
、｢

江
戸
藩
邸
毎
日
記
」
は
全
四
九
〇
冊
が
閲
覧
可
能
に
な
っ
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
改
良
は
、
一
九
年
度
に
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
機
能
追
加
を
発
注
し
て
行
っ

た
。
二
二
年
度
に
公
開
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

「
国
際
古
文
書
料
紙
学
」
の
確
立

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
A

二
、
課
題
番
号　
　

一
九
Ｈ
〇
〇
五
四
九

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

�

直
接
経
費
八
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
五
二
万
円

繰
越
金
九
八
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

渋
谷
綾
子

研
究
分
担
者　

石
川
隆
二
（
弘
前
大
学
）・
髙
島
晶
彦
・
尾
上
陽
介
（
以
上
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
）・
後
藤　

真
・
天
野
真
志
・
小
倉
慈
司
（
以
上
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
）・
野
村
朋
弘
（
京
都
芸
術
大
学
）

研
究
協
力
者　

山
田
太
造
・
中
村　

覚
（
以
上
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）・
上
條
信

彦
（
弘
前
大
学
）・
富
田
正
弘
（
富
山
大
学
名
誉
教
授
）・
湯
山
賢

一
・
貫
井
裕
恵
（
以
上
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）・
名
和
知
彦
（
公

益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
）・
鍾　

國
芳
（
台
湾
・
中
央
研
究
院
生
物

多
樣
性
研
究
中
心
）・
國
府
方
吾
郎
（
国
立
科
学
博
物
館
）

六
、
研
究
の
概
要

（
1
）
研
究
の
目
的

本
研
究
で
は
、
古
文
書
な
ど
の
料
紙
情
報
の
標
準
化
を
通
じ
、「
国
際
古
文
書
料
紙

学
」
の
確
立
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
の
古
文
書
な
ど
の
物
質
的
研
究
で
は
、
素
材
と
な
る
繊

維
な
ど
の
検
討
に
よ
る
料
紙
の
種
類
の
特
定
や
使
用
方
法
の
分
析
、
墨
や
朱
な
ど
使
用
素
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材
の
分
析
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
研
究
は
、
先
行
研
究
の
成
果
を
ふ
ま

え
つ
つ
以
下
を
実
施
す
る
。
①
考
古
学
や
植
物
学
の
手
法
を
応
用
し
た
料
紙
の
科
学
研
究

方
法
の
標
準
化
、
②
大
量
か
つ
多
様
な
研
究
デ
ー
タ
を
作
成
・
共
有
し
て
い
く
た
め
の
基

盤
の
構
築
、
③
特
定
の
機
器
や
シ
ス
テ
ム
、
機
関
に
依
存
し
な
い
科
学
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
形
成
。
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
料
紙
情
報
の
国
際
標
準
化
を
進
め
、

日
本
だ
け
で
な
く
東
ア
ジ
ア
全
体
に
お
け
る
古
文
書
や
古
記
録
な
ど
の
紙
媒
体
歴
史
資
料

の
科
学
研
究
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
）
研
究
の
実
績

本
研
究
で
は
、
①
料
紙
の
科
学
研
究
方
法
の
標
準
化
、
②
科
学
研
究
デ
ー
タ
の
共
有
管

理
シ
ス
テ
ム
構
築
、
③
研
究
デ
ー
タ
共
有
管
理
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
科
学
研
究
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
、
と
い
う
三
つ
を
軸
と
す
る
。
料
紙
研
究
情
報
の
国
際
標
準
化
に
よ
っ
て
、

歴
史
学
の
情
報
を
よ
り
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
歴
史
資
料
研
究
の
基
盤
と
な

る
し
く
み
を
作
り
上
げ
る
。

二
〇
二
一
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
研
究
活
動
の
制
限
が
続

い
た
が
、
こ
れ
ま
で
研
究
を
進
め
て
き
た
松
尾
大
社
社
蔵
史
料
や
御
室
仁
和
寺
所
蔵
史
料

の
調
査
と
と
も
に
、
他
の
共
同
研
究
と
連
携
し
て
和
紙
生
産
地
で
の
コ
ウ
ゾ
試
料
の
採
集

や
新
規
の
史
料
調
査
な
ど
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
〇
二
一
年
度
は
主
に
下
記
を
実

施
し
た
。
①
歴
史
資
料
の
現
況
の
分
析
・
精
査
（
髙
島
・
渋
谷
・
天
野
・
野
村
）、
②
構

成
物
の
種
類
・
量
・
密
度
の
分
析
（
渋
谷
）、
③
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
に
よ
る
料
紙
の
識
別
実

験
・
成
分
特
定
（
石
川
・
髙
島
・
渋
谷
）、
④
研
究
デ
ー
タ
共
有
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
の

た
め
、
顕
微
鏡
画
像
管
理
ツ
ー
ルcaid

（classification�and�annotation�for�im
age�

data

）
を
開
発
し
、
史
料
調
査
で
の
実
用
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
分
析
デ
ー
タ
の
標
準

化
を
実
践
（
渋
谷
・
後
藤
・
中
村
・
山
田
）、
⑤
史
料
の
修
理
保
存
の
研
究
課
題
洗
い
出

し
の
継
続
、
な
ら
び
に
獲
得
し
た
研
究
デ
ー
タ
と
の
比
較
・
検
証
（
天
野
・
髙
島
）、
⑥

科
学
分
析
デ
ー
タ
と
古
文
書
の
内
容
・
様
式
と
の
対
応
関
係
を
比
較
・
検
証
（
野
村
・
尾

上
・
小
倉
・
富
田
）。

①
・
②
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
蓄
積
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
松
尾
大
社
社
蔵
史
料
、
御
室

仁
和
寺
所
蔵
史
料
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
所
蔵
史
料
、
本
所
所
蔵
の
明
治
太
政
官
制
下
の

発
給
文
書
、
ふ
み
の
森
も
て
ぎ
所
蔵
「
茂
木
文
書
」、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館

所
蔵
「
菅
浦
文
書
」
に
お
け
る
料
紙
の
顕
微
鏡
撮
影
を
行
っ
た
。
史
料
調
査
で
は
、
填
料

の
含
有
量
に
関
す
る
時
代
的
変
遷
を
分
析
可
能
な
情
報
を
充
実
さ
せ
、
ま
た
文
書
名
称
と

料
紙
の
性
格
と
の
相
関
関
係
を
検
討
し
た
。
③
に
つ
い
て
は
、
西
ノ
内
紙
の
産
地
で
あ
る

常
陸
大
宮
市
で
楮
畑
を
調
査
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
の
た
め
の
葉
試
料
を
採
集
、
こ
れ
ら
の
分

析
を
進
め
た
。
さ
ら
に
、
日
本
各
地
で
採
集
し
た
コ
ウ
ゾ
試
料
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
の
結
果
と

あ
わ
せ
て
、
地
域
的
特
性
を
検
討
す
る
た
め
の
ゲ
ノ
ム
情
報
を
充
実
さ
せ
た
。

研
究
成
果
は
、
第
三
一
回
日
本
資
料
専
門
家
欧
州
協
会
年
次
大
会
（
二
〇
二
一
年
九

月
）、
第
一
六
回
東
北
育
種
研
究
集
会
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）、A

ssociation�for�
A

sian�Studies

（A
A

S

）2022

（
二
〇
二
二
年
三
月
）
な
ど
国
内
外
の
学
会
・
研
究
会

で
報
告
し
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
九
五
号

（
二
〇
二
二
年
一
月
）、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
三
二
号
（
二
〇
二
二
年
三

月
）
やA

cadem
ia�Letters

等
へ
原
著
論
文
と
し
て
投
稿
し
掲
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

他
の
共
同
研
究
と
と
も
に
、
料
紙
の
科
学
分
析
に
関
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
『
古
文
書
を
科

学
す
る
―
料
紙
分
析�

は
じ
め
の
一
歩
』（
二
〇
二
二
年
二
月
）
を
発
行
し
、
本
所
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
公
開
を
行
っ
た
。

コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
応
じ
た
人
文
科
学
デ
ー
タ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
関
す
る
研
究

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
A

二
、
課
題
番
号　
　

二
〇
Ｈ
〇
〇
〇
一
〇

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
一
一
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
三
四
二
万
円

五
、
研
究
組
織　
　

研
究
代
表
者　

山
家
浩
樹

研
究
分
担
者　

本
郷
恵
子
、
尾
上
陽
介
、
井
上　

聡
、
山
田
太
造
、
小
瀬
玄
士
、
林

晃
弘
、
中
村　

覚
、
渋
谷
綾
子
（
以
上
史
料
編
纂
所
）、
阿
児
雄
之

（
東
京
国
立
博
物
館
）、
馬
場　

基
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）、

六
、
研
究
の
概
要

（
1
）
研
究
の
目
的

本
研
究
は
、
長
年
に
亘
り
逐
次
的
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
史
資
料
に
関
す
る
諸
デ
ー
タ
を

対
象
と
し
て
、
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①
多
様
か
つ
大
量
な
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
永
続
的
な
提
供
を
可
能
に
す
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と

②
膨
大
な
デ
ー
タ
群
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
応

じ
た
必
要
デ
ー
タ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を
確
立
す
る
こ
と

③
紙
史
資
料
以
外
の
人
文
科
学
研
究
資
源
へ
の
適
用
可
能
性
の
分
析
・
検
証
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
実
現
に
よ
り
、
人
文
科
学
研
究
資
源
の
あ
り
方
を
一
新
し
て

ゆ
く
。

（
2
）
研
究
の
実
績

二
〇
二
〇
年
度
ま
で
の
成
果
に
も
と
づ
き
，
以
下
に
示
す
三
課
題
を
実
施
し
た
。

1
．
多
様
か
つ
大
量
な
デ
ー
タ
の
統
合
と
永
続
的
な
提
供
を
可
能
に
す
る
環
境
整
備

史
料
編
纂
所
に
お
け
る
基
幹
で
あ
る
所
蔵
史
料
目
録
Ｄ
Ｂ
（H

i-CA
T

）
と
史
資
料
の

物
理
的
デ
ー
タ
（
紙
質
・
状
態
・
修
理
履
歴
な
ど
）
を
集
約
す
る
「
史
料
情
報
統
合
管
理

シ
ス
テ
ム
」
と
の
連
携
を
引
き
続
き
進
め
た
。
大
量
の
デ
ー
タ
を
管
理
・
共
有
し
て
い
く

た
め
、
新
規
に
ス
ト
レ
ー
ジ
を
導
入
し
た
。
さ
ら
に
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
上
で
顕
微
鏡
画
像
へ

ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
簡
易
に
付
与
し
管
理
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「caid

」
を
史
料

情
報
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
で
き
る
な
ど
出
力
方
式
の
確
立
と
実
装
を
進

め
た
。

2
．
デ
ー
タ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
と
提
示
手
法
の
確
立

1
の
成
果
を
も
と
に
、
史
料
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
の
収
集
し
て
い
く
コ
ン
テ

キ
ス
ト
に
基
づ
い
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
方
式
の
確
立
に
つ
と
め
た
。
こ
の
結
果
に
対
し
て
、

Ｌ
Ｄ
Ａ
や
Ｃ
Ｎ
Ｎ
と
い
っ
た
Ａ
Ｉ
・
機
械
学
習
手
法
の
適
用
を
進
め
る
こ
と
で
デ
ー
タ
駆

動
型
デ
ー
タ
提
示
モ
デ
ル
の
検
証
を
進
め
る
た
め
、
史
料
デ
ー
タ
の
分
類
や
可
視
化
の
手

法
を
取
り
入
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
を
進
め
た
。

3
．
紙
史
資
料
以
外
の
人
文
科
学
研
究
資
源
へ
の
適
用
可
能
性
の
分
析
・
検
証

紙
史
資
料
を
主
対
象
と
し
た
1
お
よ
び
2
の
手
法
を
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
行
っ
て

い
る
出
土
木
簡
を
対
象
と
す
る
取
り
組
み
と
の
比
較
検
証
を
進
め
、
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ

を
進
め
た
。
ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
ガ
ラ
ス
原
板
を
も
と
に
し
た
史
料
画
像
の
利
活

用
を
前
提
と
し
た
適
用
手
法
に
つ
い
て
も
検
証
を
進
め
た
。
継
続
し
て
、
1
に
お
け
る
史

料
情
報
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
検
証
を
進
め
た
。

筆
跡
・
花
押
情
報
の
高
度
利
活
用
研
究
―
収
集
ス
キ
ー
ム
の
錬
成
と
関
連
歴
史
情
報
と
の

統
合
に
よ
る
―

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
A

二
、
課
題
番
号　
　

二
〇
Ｈ
〇
〇
〇
二
二

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
九
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
八
二
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

末
柄　

豊

研
究
分
担
者　

井
上　

聡
・
川
本
慎
自
・
遠
藤
珠
紀
（
以
上
史
料
編
纂
所
）・
久
留

島
典
子
（
神
奈
川
大
学
）・
林　

譲
（
駒
澤
大
学
）・
大
山　

航
（
埼

玉
工
業
大
学
）・
耒
代
誠
仁
（
桜
美
林
大
学
）・
村
川
猛
彦
（
和
歌
山

大
学
）・
桑
田
訓
也
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

六
、
研
究
の
概
要

（
1
）
研
究
の
目
的

本
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
し
て
き
た
筆
跡
・
花
押
画
像
の
安
定
的
な
収
集
環
境
を

前
提
と
し
て
、
デ
ー
タ
蓄
積
の
質
・
量
を
一
層
拡
大
し
て
い
く
の
と
同
時
に
、
人
文
学
的

な
手
法
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
様
な
方
法
論
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
筆
跡
・
花
押
研
究
の
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
を
招
来
す
る
こ
と
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
筆
跡
・
花
押
を
正
確
に
読

む
・
理
解
す
る
た
め
の
学
術
基
盤
を
作
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
筆
跡
・
花
押
画
像
の
典
拠
と

な
っ
た
原
史
料
に
関
す
る
メ
タ
デ
ー
タ
ほ
か
膨
大
な
関
連
情
報
を
十
全
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
ら
の
形
象
が
帯
び
た
歴
史
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
最
大
限
に
汲
み
上
げ
て
ゆ
き
た
い
。

（
2
）
研
究
の
実
績

本
研
究
は
史
料
上
に
残
さ
れ
た
筆
跡
・
花
押
を
対
象
に
、
前
年
度
と
同
じ
く
以
下
の
五

つ
の
点
か
ら
研
究
を
進
め
た
。

①
デ
ー
タ
収
集
の
拡
充
と
収
集
方
針
の
高
度
化
に
お
い
て
は
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
史
料
を

中
心
と
し
て
、
国
宝
東
寺
百
合
文
書
ほ
か
の
デ
ー
タ
収
集
を
進
め
た
。
当
年
度
収
集
デ
ー

タ
は
、
筆
跡
が
約
七
万
七
千
件
、
花
押
が
約
一
万
九
千
件
に
達
し
て
い
る
。
結
果
、
筆
跡

の
デ
ー
タ
総
数
は
約
三
八
万
件
、
花
押
は
約
八
万
五
千
件
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

②
公
開
に
よ
る
社
会
的
発
信
の
強
化
と
い
う
点
で
は
、
前
年
度
公
開
と
な
っ
た
他
機
関
参
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加
の
「
史
的
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
シ
ス
テ
ム
」
の
維
持
・
強
化
を
進
め
、
①
で
新
規

に
収
集
し
た
筆
跡
情
報
を
反
映
さ
せ
た
。
結
果
、
当
該
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
史
料
編
纂
所
の

「
電
子
く
ず
し
字
字
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
総
ア
ク
セ
ス
数
は
合
計
八
五
万
件
を
超
え
る

に
至
っ
た
。
ま
た
二
〇
二
一
年
九
月
に
「
花
押
彙
纂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」「
花
押
カ
ー
ド
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
統
合
し
、
新
た
な
機
能
を
加
え
た
「
花
押
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
へ
の
転
換

を
遂
げ
、
月
間
平
均
一
万
六
千
件
の
利
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

③
人
物
情
報
を
媒
介
と
し
た
筆
跡
・
花
押
分
析
の
高
度
化
研
究
に
お
い
て
は
、
新
規
登
録

デ
ー
タ
の
人
物
情
報
を
、
史
料
編
纂
所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
内
に
あ
る
人
物
レ
ポ
ジ

ト
リ
へ
と
移
行
し
、
他
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
群
の
と
の
参
照
連
携
を
進
め
た
。

④
史
料
学
的
情
報
と
の
統
合
に
よ
る
筆
跡
・
花
押
情
報
の
高
度
利
用
研
究
に
お
い
て
は
、

前
年
度
に
引
き
続
き
、
蓄
積
デ
ー
タ
を
対
象
と
す
る
深
層
学
習
を
実
践
し
た
。
こ
の
成
果

に
も
と
づ
き
、
筆
跡
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
と
協
力
し
、
新
た
な
字

形
解
析
シ
ス
テ
ム
と
な
るA

IM
O

JIZO

の
開
発
を
進
め
、
次
年
度
公
開
を
準
備
し
て
い

る
。
花
押
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
視
角
に
も
と
づ
く
分
析
成
果
を
情
報
学
会
に
て

報
告
を
行
っ
た
。

⑤
史
料
学
的
情
報
と
の
統
合
に
よ
る
筆
跡
・
花
押
情
報
の
高
度
利
用
研
究
に
あ
っ
て
は
、

前
年
度
に
つ
づ
き
国
宝
島
津
家
文
書
を
用
い
て
、
文
書
様
式
ご
と
の
字
配
り
や
花
押
配
置

に
関
す
る
分
析
を
進
め
、
正
確
な
数
値
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
努
め
た
。

在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
貴
重
史
料
の
研
究
資
源
化
に
よ
る
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ

ブ
拠
点
の
形
成

一　

研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
A

二　

課
題
番
号　
　

二
〇
Ｈ
〇
〇
〇
二
三

三　

研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

四　

研
究
経
費　
　

�

直
接
経
費
七
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
二
二
万
円

繰
越
金
二
〇
〇
万
円

五　

研
究
組
織

研
究
代
表
者　

保
谷　

徹

研
究
分
担
者　

小
野　

将
・
箱
石　

大
・
水
上
た
か
ね
（
以
上
、
史
料
編
纂
所
）・

岡
美
穂
子
（
情
報
学
環
）・
谷
本
晃
久
（
北
海
道
大
学
）

連
携
研
究
者　

杉
本
史
子
・
山
田
太
造
・
立
石　

了
（
以
上
、
史
料
編
纂
所
）

研
究
協
力
者　

有
泉
和
子
・
犬
飼
ほ
な
み
・
及
川
将
基
・
加
藤
絵
里
子
・
西
脇　

康

（
以
上
、
学
術
専
門
職
員
）

六　

研
究
の
概
要

明
治
維
新
一
五
〇
年
を
契
機
に
、
①
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
・
収
集
と
研
究
資
源

化
を
推
進
し
、
実
績
の
あ
る
ロ
シ
ア
調
査
を
は
じ
め
、
四
つ
の
重
点
研
究
チ
ー
ム
を
設
置

し
て
補
充
調
査
と
史
料
研
究
を
お
こ
な
う
。
②
幕
末
維
新
関
係
貴
重
史
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
と
史
料
研
究
を
進
め
る
。
③
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点

形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、
幕
末
維
新
関
係
史
料
の
基
幹
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
英
訳
事

業
の
推
進
・
研
究
用
語
や
史
料
用
語
の
英
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
研
究
を
お
こ
な
う
。
こ
の
三

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
有
機
的
に
連
携
し
、
世
界
史
の
中
の
明
治
維
新
研
究
を
進
め
る
。

幕
末
維
新
関
係
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
に
よ
る
公
開
や
研
究
成
果
の
国
際
発
信

に
つ
と
め
、
維
新
史
料
研
究
の
国
際
ハ
ブ
拠
点
形
成
を
目
指
す
。

以
下
、
研
究
実
績
の
概
要
を
か
か
げ
る

（
1
）
ロ
シ
ア
所
在
日
本
関
係
史
料
調
査
と
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
（
ロ
シ
ア

Ⅰ
・
Ⅱ
）
と
し
て
、
旧
都
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
・
同
海

軍
文
書
館
・
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

が
締
結
し
た
研
究
協
力
協
定
に
基
づ
き
年
度
計
画
を
立
て
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
本

年
度
の
研
究
者
招
聘
お
よ
び
出
張
調
査
に
つ
い
て
は
断
念
し
た
。
代
わ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

開
催
し
た
二
〇
回
分
の
国
際
研
究
集
会
報
告
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
係
論
文
を
論
文
集
に

と
り
ま
と
め
る
準
備
を
進
め
た
。

（
2
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
史
か
ら
み
る
一
九
世
紀
日
露
関
係
史
に
関
す
る
調
査
研
究

（
ロ
シ
ア
Ⅲ
、
研
究
分
担
者
：
谷
本
晃
久
）
班
で
も
、
感
染
症
流
行
の
状
況
の
下
、
残
念

な
が
ら
本
年
度
の
現
地
調
査
は
断
念
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
在
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
の
研
究
協
力
者
ワ
シ
ー
リ
ー
・
シ
ェ
プ
キ
ン
と
の
共
同
研
究
体
制
の
継
続
に
つ
と
め
、

研
究
素
材
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
・
北
方
史
関
係
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
を
お
こ
な

っ
た
。
今
年
度
は
「
入
北
記�

雨
」「
吹
上
秘
書
漂
民
御
覧
之
記
」「
松
前
詰
合
日
記
」「
孛

人
ガ
ル
ト
ネ
ル
地
所
一
件
書
類�（
明
治
九
年
二
月
調
）」「
お
ろ
す
け
人
言
」「
元
禄
御
国

絵
図
中
松
前
蝦
夷
図
」
を
対
象
と
し
た
（
い
ず
れ
も
北
大
附
属
図
書
館
「
北
方
資
料
デ
ー
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タ
ベ
ー
ス
」
で
公
開
）。

（
3
）
南
欧
班
（
研
究
分
担
者
：
岡
美
穂
子
）
で
も
海
外
調
査
自
体
は
実
施
で
き
ず
、
代

わ
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
人
に
よ
る
日
本
・
シ
ベ
リ
ア
訪
問
記
「
日
本
と
シ
ベ
リ
ア
―
ジ
ェ
ノ

ヴ
ァ
公
殿
下
随
行
時
に
お
け
る
極
東
の
旅
の
覚
書
」（
ル
キ
ー
ノ
・
ダ
ル
・
ヴ
ェ
ル
メ

著
、
一
八
八
五
年
改
正
第
二
版
〈
初
版
は
一
八
八
二
年
〉、
ミ
ラ
ノ
）
の
翻
訳
と
研
究
を

進
め
た
。

（
4
）
横
浜
開
港
資
料
館
と
連
携
し
、
同
館
が
所
蔵
す
る
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
史
料
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
（
本
所
未
収
集
分
）
六
万
六
〇
〇
〇
コ
マ
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
お
こ
な
っ
た
。

本
所
所
蔵
分
を
含
め
た
両
機
関
で
の
史
料
画
像
デ
ー
タ
の
連
携
公
開
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ

ン
ス
外
務
省
文
書
館
と
協
議
中
で
あ
る
。

（
5
）
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
代
表
小
野
将
）
と
連
携

し
、「
維
新
史
料
綱
要
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
英
訳
事
業
と
英
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
作
成
を
支
援

し
（
デ
ー
タ
項
目
約
一
万
五
〇
〇
〇
件
の
英
訳
を
完
了
）、
一
二
月
一
一
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
国
際
研
究
集
会
「
維
新
史
料
研
究
と
国
際
発
信
」
を
共
催
し
た
（
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
主
催
）。
詳
細
は
研
究
集
会
報
告
参
照
。

（
6
）
維
新
関
係
貴
重
史
料
の
調
査
と
研
究
資
源
化
の
課
題
で
は
、「
岡
谷
文
書
」「
萩
廼

落
葉
」「
風
説
萩
の
枝
折
」「
青
山
家
書
類
抜
萃
」「
新
谷
藩
雑
記
」「
時
勢
叢
談
」「
時
勢

秘
録
」「
時
勢
雑
記
」「
慶
応
雑
文
録
」「
乙
丑
雑
記
」「
丙
寅
雑
記
」「
見
聞
雑
記
」「
常
州

事
件
」
ほ
か
、
史
談
会
本
七
三
六
冊
、
三
万
五
〇
〇
〇
コ
マ
を
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
、
ウ
ェ

ブ
公
開
・
発
信
の
準
備
を
お
こ
な
っ
た
。

（
7
）
五
月
一
一
日
、
ロ
シ
ア
連
邦
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
主
催
「
ニ
コ
ラ
イ
二
世

東
方
旅
行
一
三
〇
年
記
念
国
際
学
術
会
議
」
で
「
ニ
コ
ラ
イ
二
世
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
と
日
本
―
日
露
関
係
史
料
の
共
同
研
究
二
〇
年
の
歩
み
と
大
津
事
件
―
」
と
題
し
て

報
告
し
た
（
保
谷
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）。
ま
た
、
九
月
一
五
日
、
日
本
資
料
専
門
家
欧

州
協
会
（EA

JRS

）
第
三
一
回
大
会
で
報
告
「
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
研
究
資

源
化
に
つ
い
て
」（
保
谷
）
を
お
こ
な
う
（
ロ
シ
ア
連
邦
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
開

催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
・
報
告
）
な
ど
、
国
際
発
信
に
つ
と
め
た
。

な
お
、
参
加
を
予
定
し
た
東
ア
ジ
ア
（
日
中
韓
）
史
料
研
究
編
纂
機
関
協
議
会
学
術
会

議
（
釜
山
開
催
予
定
）
は
再
延
期
と
な
っ
た
。

外
交
の
世
界
史
の
構
築
―
一
五
～
一
九
世
紀
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
交
易
と
政
権
に
よ
る

保
護
・
統
制
―

一
、
研
究
費
種
目　

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
A

二
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

三
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
四
〇
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
二
〇
万
円

四
、
研
究
組
織　

研
究
代
表
者　

松
方
冬
子

研
究
分
担
者　

森
永
貴
子
（
立
命
館
大
学
）、
塩
谷
哲
史
（
つ
く
ば
大
学
）、
彭
浩

（
大
阪
市
立
大
学
）、
菊
池
雄
太
（
立
教
大
学
）、
岡
本
隆
司
（
京
都

府
立
大
学
）、
松
本
あ
づ
さ
（
藤
女
子
大
学
）、
辻　

大
和
（
横
浜
国

立
大
学
）、
大
東
敬
典
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）、
木
村
可
奈
子

（
滋
賀
県
立
大
学
）

五
、
研
究
の
概
要

本
研
究
で
は
日
本
史
研
究
の
蓄
積
を
、
他
地
域
の
事
例
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
新
し
い

世
界
史
像
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。
最
終
的
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
を
克
服
し
、

よ
り
平
ら
か
な
世
界
史
を
描
く
こ
と
を
目
指
す
。

本
研
究
は
、「
交
易
や
人
の
移
動
に
対
す
る
権
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
各
地
に
お
け
る
あ
り
方
を
実
証
的
に
検
証
し
、
多
角
的
に
比
較
す
る
独
創
的
・
先
駆
的

研
究
で
あ
る
。
以
下
の
3
つ
の
指
標
を
用
い
る
。

①
外
国
人
や
外
国
人
と
の
取
引
は
、
ど
の
よ
う
に
統
制
さ
れ
て
い
る
か
。
政
権
の
発
給

す
る
外
国
人
統
制
法
（
約
条
、
規
条
、
条
目
な
ど
）
と
商
人
間
の
契
約
の
組
み
合
わ
せ

か
、
政
権
間
の
条
約
か
。

②
政
権
は
国
際
交
易
か
ら
ど
の
よ
う
に
利
益
を
得
て
い
る
か
。
広
く
浅
く
と
る
関
税

か
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
手
数
料
）、
贈
物
、（
貢
物
）、
賄
賂
な
ど
に
よ
る
か
。

③
居
留
民
の
長
は
誰
の
た
め
に
い
る
の
か
。
居
留
民
自
身
の
た
め
か
、
送
り
出
し
た
国

の
政
権
の
た
め
か
、
あ
る
い
は
滞
在
国
の
政
権
の
た
め
か
。

一
九
世
紀
後
半
以
降
、
①
は
「（
通
商
）
条
約
」、
②
は
「
関
税
」、
③
は
「
領
事
」
の

問
題
と
し
て
整
理
さ
れ
、
世
界
の
ど
こ
で
も
一
元
的
に
理
解
さ
れ
る
も
の
し
て
、
整
序
さ

れ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
研
究
で
は
、
そ
の
前
史
を
、
各
地
、
各
政
権
、
各
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交
易
集
団
の
固
有
性
と
多
様
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
。

本
年
度
は
、
下
記
の
活
動
を
行
っ
た
。

○
五
月
二
二
日
、
早
稲
田
大
学
ロ
シ
ア
東
欧
研
究
所
及
び
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C
「
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
と
流
通
の
交
錯
―
近
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
か
ら
見
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
代

表
：
森
永
貴
子
）
と
共
催
で
、
研
究
会
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ジ
ア
進
出
に
お
け
る
外
交
と

条
約
」
を
開
催
し
た
。
大
東
敬
典
「
絹
か
ら
砂
糖
へ
―
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
外
交

と
商
業
―
」、
塩
谷
哲
史
「
ロ
シ
ア
帝
国
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
と
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
と
の

「
条
約
」（
一
八
四
三
年
）」
の
報
告
に
続
き
、
森
永
貴
子
、
堀
井
優
が
コ
メ
ン
ト
を
し
た
。

○
二
〇
二
一
年
七
月
二
四
～
二
五
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
第
三
回
研
究
会
を
開
催
し
た
。

（
第
1
部
）「
非
国
家
地
域
の
外
交
―
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
素
材
に
―
」（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
：
森
永
貴
子
）

松
本
あ
づ
さ
「
趣
旨
説
明
」

岩
崎
佳
孝
（
甲
南
女
子
大
学
）「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
先
住
民
主
権
の
所
在
―

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
の
刑
事
裁
判
権
の
考
察
よ
り
―
」�

田
宮
晴
彦
（
水
産
大
学
校
）「
建
国
期
水
産
業
と
「
海
民
」
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
試
み
―

初
期
捕
鯨
業
と
私
掠
船
―
」�

森
丈
夫
（
福
岡
大
学
）「
同
盟
と
臣
従
の
あ
い
だ
―
一
八
世
紀
前
半
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
―
ワ
ベ
ナ
キ
講
和
外
交
か
ら
見
る
イ
ギ
リ
ス
領
北
ア
メ
リ
カ
先
住
民
外
交
の
性

格
―
」

（
第
2
部
）「
西
洋
法
制
史
か
ら
見
た
条
約
・
領
事
（
パ
ー
ト
2
）」

松
方
冬
子
「
趣
旨
説
明
」

皆
川
卓
（
山
梨
大
学
）「
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
間
仲
裁
―
多
様
な
『
主
権
』

を
架
橋
す
る
法
発
見
の
背
景
に
つ
い
て
―
」

大
東
敬
典
「
外
交
の
形
成
―
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
契
約
と
文
書
の
作
成
―
」

ほ
か
に
、
非
常
勤
雇
用
（
久
礼
克
季
）
に
よ
り
、Corpus D

iplom
aticum

 N
eerlan-

do-Indicum

の
翻
訳
を
蓄
積
し
た
。

本
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。

http://w
w

w
.hi.u-tokyo.ac.jp/personal/fuyuko/kaken/gaikou_sekaishi.htm

l

断
片
的
史
料
情
報
の
集
積
と
歴
史
知
識
情
報
の
相
互
参
照
体
制
の
確
立
に
よ
る
新
た
な
史

料
学
構
築
研
究

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
A

二
、
課
題
番
号　
　

二
一
Ｈ
〇
四
三
五
六

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
五
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
七
七
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
三
一
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

西
田
友
広

研
究
分
担
者　

井
上　

聡
・
堀
川
康
史
・
山
田
太
造
・
中
村　

覚
（
以
上
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
）・
貫
井
裕
恵
・
三
輪
眞
嗣
（
以
上
神
奈
川
県
立
金
沢

文
庫
）・
高
橋
悠
介
（
慶
応
義
塾
大
学
）・
佐
藤
雄
基
（
立
教
大

学
）・
守
田
逸
人
（
香
川
大
学
）・
高
田
智
和
（
国
立
国
語
研
究
所
）

六
、
研
究
の
概
要

（
1
）
研
究
の
目
的

本
研
究
は
、
古
文
書
学
に
も
と
づ
く
史
料
批
判
の
対
象
か
ら
漏
れ
て
き
た
、
断
片
的
史

料
・
逸
失
史
料
を
あ
ま
ね
く
学
術
資
源
化
す
る
こ
と
で
、
中
世
史
料
学
を
根
本
的
に
見
つ

め
な
お
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
断
簡
・
破
損
汚
損
文
書
・
無
年
号

文
書
と
い
っ
た
多
様
な
形
態
を
と
る
史
料
が
、
古
文
書
学
的
検
討
の
対
象
か
ら
外
れ
て
し

ま
う
こ
と
へ
の
批
判
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
の
具
体
的
方

策
・
提
案
は
提
出
さ
れ
ず
に
き
た
。
本
研
究
で
は
、
隣
接
諸
科
学
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
方

法
論
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
か
つ
情
報
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
群
を
あ
ま
ね
く
参
照
し
う
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
史
料
の
持
つ
可
能
性
を
徹
底
的
に
追
究
し
、
批
判
に

足
り
う
る
有
効
な
研
究
資
源
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
か
つ
て
確
か
に

存
在
し
て
い
た
文
書
の
痕
跡
を
伝
来
史
料
か
ら
抽
出
・
集
約
す
る
こ
と
で
、
残
さ
れ
た
文

書
の
背
景
に
広
が
る
浩
瀚
な
史
料
世
界
の
復
元
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
残
存
史
料
が
持

つ
情
報
を
最
大
限
有
効
化
す
る
と
と
も
に
、
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
史
料
の
存
在
を

あ
ま
ね
く
検
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
像
を
析
出
す
る
こ
と
で
、
従
前
の
中
世

古
文
書
研
究
の
限
界
を
突
破
し
、
新
た
な
研
究
の
地
平
を
見
出
し
て
ゆ
く
。

（
2
）
研
究
の
実
績
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計
画
調
書
に
記
し
た
次
の
四
つ
の
観
点
か
ら
研
究
を
進
め
た
。

①
断
片
化
し
た
史
料
を
対
象
と
す
る
調
査
情
報
の
高
度
化
研
究
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、

史
料
学
的
情
報
を
多
彩
に
付
与
し
う
る
「
史
料
情
報
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備
に
着

手
し
、
史
料
テ
キ
ス
ト
な
ど
と
有
機
的
な
連
動
が
可
能
と
な
る
よ
う
調
整
を
図
っ
た
。

②
蓄
積
さ
れ
た
知
識
情
報
の
参
照
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
解
析
の
高
度
化
研
究
で
は
、
正
確
な

テ
キ
ス
ト
解
析
に
必
須
と
な
る
語
彙
情
報
の
集
積
を
図
っ
た
。
人
名
・
地
名
を
中
心
に
、

史
料
編
纂
所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
内
に
分
散
す
る
語
彙
に
つ
い
て
、
レ
ポ
ジ
ト
リ
へ

の
集
積
に
着
手
し
、
多
様
な
参
照
に
耐
え
う
る
基
盤
の
構
築
に
努
め
た
。

③
中
世
逸
失
史
料
情
報
の
復
元
研
究
に
お
い
て
は
、
基
幹
史
料
集
『
鎌
倉
遺
文
』『
南
北

朝
遺
文
』（
と
も
に
東
京
堂
出
版
刊
）
を
主
対
象
と
し
て
、
史
料
テ
キ
ス
ト
上
に
引
用
さ

れ
た
逸
失
史
料
の
網
羅
的
な
検
出
を
進
め
た
。『
南
北
朝
遺
文
』
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

の
了
解
を
得
て
、
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
も
着
手
し
、
②
の
作
業
に
も

裨
益
し
う
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

④
課
題
解
決
に
む
け
た
分
業
体
制
の
確
立
と
拠
点
機
関
間
の
連
携
研
究
に
て
は
、
神
奈
川

県
立
金
沢
文
庫
が
公
開
す
る
国
宝
金
沢
文
庫
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
抜
本
的
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
協
力
し
、
史
料
編
纂
所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
と
の
有
機
的
な
連
携
関
係
を
確
立

し
た
。
両
研
究
機
関
を
つ
な
ぐ
研
究
基
盤
が
確
立
し
た
こ
と
で
、
①
か
ら
③
に
掲
げ
る
研

究
課
題
を
連
携
と
分
業
の
な
か
で
推
進
す
る
環
境
が
整
っ
た
。

近
世
統
一
政
権
の
成
立
と
天
下
普
請
の
展
開
―
中
近
世
移
行
期
史
料
の
研
究
資
源
化
を
通

じ
て
―

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
B

二
、
課
題
番
号　
　

一
七
Ｈ
〇
二
三
八
二

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

�

直
接
経
費
一
四
〇
万
円
（
前
年
度
よ
り
繰
越
）、
間
接
経
費
な
し

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

及
川　

亘

研
究
分
担
者　

小
宮
木
代
良
・
金
子　

拓
・
黒
嶋　

敏
・
石
津
裕
之
・
森
下　

徹

（
山
口
大
学
）

研
究
協
力
者　

立
石　

了
・
山
本
一
夫
・
佐
藤
孝
之
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

六
、
研
究
の
概
要

（
1
）
研
究
の
目
的

織
豊
政
権
を
経
て
徳
川
政
権
に
至
っ
て
完
成
を
見
た
近
世
の
統
一
政
権
は
、
諸
大
名
に

軍
役
を
課
す
こ
と
で
武
威
に
よ
る
支
配
を
貫
徹
し
た
が
、
徳
川
氏
の
最
終
的
な
勝
利
で
大

規
模
な
戦
争
が
な
く
な
っ
た
後
で
も
、
天
下
普
請
（
公
儀
普
請
）
と
い
う
土
木
工
事
の
形

で
軍
役
は
課
さ
れ
続
け
た
。
本
研
究
は
、
膨
大
に
存
在
す
る
諸
大
名
家
史
料
を
中
心
と
し

て
普
請
関
係
史
料
を
横
断
的
に
調
査
・
分
析
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
資
源
化
を
通
じ
て
、
戦

国
大
名
の
普
請
か
ら
天
下
普
請
へ
の
展
開
を
中
近
世
移
行
期
の
政
治
過
程
に
総
合
的
に
位

置
付
け
、
併
せ
て
統
一
政
権
と
大
名
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
大
名
家
相
互
の
関
係
や
、
各

大
名
家
内
部
に
お
け
る
普
請
工
事
実
施
の
具
体
像
を
、
複
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
天
下
普
請
の
全
体
像
を
立
体
的
に
復
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
2
）
二
〇
二
〇
年
度
の
実
績

本
科
研
は
本
来
二
〇
二
〇
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
流
行
の
影
響
に
よ
り
史
料
調
査
等
が
予
定
通
り
実
行
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
経
費
の

一
部
を
本
年
度
に
繰
り
越
し
た
。
本
年
度
は
天
下
普
請
（
公
儀
普
請
）
関
連
の
史
料
収
集

と
整
理
・
分
析
・
研
究
の
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
研
究
活
動
を
行
っ
た
。

①
史
料
調
査

亀
岡
市
文
化
資
料
館
に
出
張
し
、
同
館
所
蔵
・
寄
託
・
借
用
の
中
近
世
移
行
期
の
史
料

を
調
査
・
撮
影
し
、
同
館
学
芸
員
の
飛
鳥
井
拓
氏
の
ご
案
内
に
よ
り
、
慶
長
十
五
年
亀
山

城
公
儀
普
請
に
お
け
る
石
切
丁
場
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

②
講
演
な
ど

ま
ず
二
〇
二
一
年
四
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
城
郭
史
学
会
大
会
（
於
板
橋
区
グ

リ
ー
ン
カ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
及
川
・
黒
嶋
が
講
演
を
行
っ
た
。
題
目
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

及
川　

亘　
　
「
公
儀
御
普
請
」
―
現
場
監
督
す
る
大
名
―

黒
嶋　

敏　
　

織
田
信
長
の
二
条
城
普
請

講
演
の
内
容
は
『
城
郭
史
研
究
』
第
四
一
号
（
二
〇
二
二
年
一
二
月
発
行
予
定
）
に
掲

載
の
予
定
で
あ
る
。

次
に
二
〇
二
一
年
一
二
月
八
日
に
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
・
熊
本
大
学
永
青
文
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庫
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
、
本
科
研
協
力
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
史
料
が
語
る　

名
古
屋
城
石

垣
普
請
の
現
場
」（
於
名
古
屋
銀
行
協
会
会
館
）
に
及
川
が
参
加
し
た
。
題
目
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

及
川　

亘　
　
「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
を
読
む

そ
の
模
様
は
二
〇
二
二
年
二
月
一
日
よ
りY

ouT
ube

名
古
屋
城
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

お
い
て
配
信
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
ま
と
め
た
報
告
書
『
名

古
屋
城
調
査
研
究
報
告　

史
料
が
語
る　

名
古
屋
城
普
請
の
現
場
』
が
二
〇
二
二
年
三
月

に
刊
行
さ
れ
た
。

③
研
究
会
の
開
催

本
年
度
は
二
〇
二
二
年
二
月
一
〇
日
にZoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
究
会
を
開
催

し
た
。
報
告
者
・
題
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

小
宮
木
代
良　

元
和
度
の
江
戸
城
本
丸
天
主
台
普
請
と
広
島
浅
野
家

及
川　

亘　
　

�

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
松
井
家
文
書
「
名
古
屋
御
城
御
普
請
衆

御
役
高
ノ
覚
」
に
つ
い
て

④
研
究
成
果
報
告
書
の
発
行

本
科
研
五
年
間
の
研
究
成
果
の
一
部
と
し
て
、
科
研
研
究
会
で
の
口
頭
報
告
を
も
と
に

『
近
世
統
一
政
権
の
成
立
と
天
下
普
請
の
展
開
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告

二
〇
二
一
―
一
八
、
全
一
八
八
頁
）
を
刊
行
し
た
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に
（
及
川
）

金
子　

拓　
　

織
田
信
長
に
よ
る
天
正
四
年
の
洛
中
普
請

黒
嶋　

敏　
　

天
下
普
請
と
し
て
の
秀
吉
の
造
船
―
文
禄
の
役
の
「
水
軍
」「
御
渡

海
」「
日
本
丸
」
―

及
川　

亘　
　
「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
に
見
る
公
儀
普
請

小
宮
木
代
良　

元
和
度
の
江
戸
城
本
丸
天
主
台
普
請
と
広
島
浅
野
家

森
下　

徹　
　

天
下
普
請
に
お
け
る
萩
藩
の
人
足
調
達

立
石　

了　
　

柳
川
藩
立
花
家
家
臣
「
十
時
（
強
次
郎
）
家
文
書
」
に
見
る
石
場
普

請
の
肝
煎
役

山
本
一
夫　
　

�

柳
川
古
文
書
館
寄
託
「
伝
習
館
文
庫�

小
野
文
書
」
お
よ
び
同
館
寄

託
「
佐
田
家
文
書
」
の
公
儀
普
請
関
係
史
料
の
概
要

南
西
諸
島
に
お
け
る
海
上
交
通
の
復
元
的
研
究
―「
帆
船
の
時
代
」の「
歴
史
航
海
図
」―

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
B

二
、
課
題
番
号　
　

一
八
Ｈ
〇
〇
六
九
八

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

�

直
接
経
費
二
六
〇
万
円
、
間
接
経
費
七
八
万
円

繰
越
金
三
五
万
一
二
五
〇
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

黒
嶋　

敏

研
究
分
担
者　

杉
本
史
子
・
渡
辺
美
季
・
片
桐
千
亜
紀
・
松
尾
晋
一
・
麻
生
伸
一

連
携
研
究
者　

須
田
牧
子
・
岡
本　

真
・
畑
山
周
平

研
究
協
力
者　

安
里　

進
・
安
達
裕
之
・
今
井
健
三

六
、
研
究
の
概
要

九
州
南
端
か
ら
台
湾
に
至
る
南
西
諸
島
を
、
空
間
と
し
て
広
域
的
に
描
き
、
航
路
な
ど

を
記
し
た
航
海
図
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
画
像
史
料
が
、
一
五
～
一
九
世
紀
の
各
世
紀
に

連
続
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
を
「
帆
船
の
時
代
」
に
お
け
る
「
歴

史
航
海
図
」
と
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
海
事
情
報
を
読
み
込
む
た
め

に
、「
歴
史
航
海
図
」
お
よ
び
付
随
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
よ
る
蒐
集
、
解
読
と
分

析
・
検
討
、
お
よ
び
記
載
情
報
の
現
況
を
確
認
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
、
当

該
海
域
の
帆
船
を
主
体
と
し
た
海
上
交
通
の
実
態
に
つ
い
て
、
復
元
的
に
考
察
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

研
究
期
間
の
最
終
年
次
と
な
る
二
〇
二
一
年
度
は
、
久
米
島
で
の
現
地
調
査
、
関
係
史

料
の
調
査
・
撮
影
、
な
ど
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
う
研
究
活
動
の
停
滞
と
行
動
制
限
が
長
期
化
し
た
た
め
実
施
不
可
能
と
な
り
、
研
究
計

画
を
大
幅
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
正
保
琉
球
国
絵
図
写
の
研
究
資
源
化
に
注
力
し
て
全
体
の
作
業
を
進
め

た
。
ま
ず
、
前
年
度
に
実
施
し
た
国
絵
図
の
高
精
細
画
像
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
本
科
研
で

学
術
支
援
職
員
を
雇
用
し
て
進
め
て
き
た
同
絵
図
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
加
え
、「
正
保

琉
球
国
絵
図
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
構
築
し
た
。
こ
れ
は
二
〇
二
一
年
一
二
月
よ

り
、
本
所
Ｈ
Ｐ
で
公
開
を
開
始
し
て
い
る
（https://w

w
w

.hi.u-tokyo.ac.jp/collec�
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tion/digitalgallery/ryukyu/

）。
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
本
所
附
属
の

前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
い
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
に
はIIIF

対

応
の
テ
キ
ス
ト
表
示
機
能
な
ど
を
実
装
し
、
国
絵
図
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
方
法
と
し
て
は
国

内
で
初
の
試
み
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
同
絵
図
研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
が
期
待
さ

れ
る
と
と
も
に
、
汎
用
性
の
あ
る
各
種
機
能
を
通
じ
て
学
校
教
育
や
一
般
で
の
利
用
も
進

む
こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
に
、
人
数
を
絞
り
込
ん
だ
う
え
で
、
海
上
交
通
関
連
絵
図
の
調
査
（
都
城
島

津
邸
、
沖
縄
県
公
文
書
館
）
を
実
施
し
た
ほ
か
、
本
科
研
内
部
で
の
研
究
会
を
二
回
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
（
第
一
回
：
二
〇
二
一
年
五
月
一
〇
日
、
第
二
回
：
二
〇
二
二
年

二
月
二
五
日
）。

さ
ら
に
、
本
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
・
前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー

の
主
催
す
る
公
開
研
究
集
会
「
新
た
な
画
像
公
開
方
法
と
デ
ジ
タ
ル
連
携
」（
二
〇
二
一

年
一
二
月
三
日
、
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
本
科
研
と
し
て
共
催
し
、
黒
嶋
が
「
正
保

琉
球
国
絵
図
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
目
で
報
告
を
行
っ
た
ほ
か
、

本
科
研
全
体
の
成
果
報
告
の
場
と
し
て
、
琉
球
沖
縄
歴
史
学
会
例
会
「
絵
図
・
古
地
図
と

琉
球
史
研
究
」（
二
〇
二
二
年
二
月
五
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
て
、
黒
嶋
が
科
研
全

体
の
進
行
状
況
と
「
正
保
琉
球
国
絵
図
を
読
み
解
く
」
と
い
う
題
目
で
報
告
を
行
っ
た
。

い
ず
れ
も
国
内
外
の
研
究
者
お
よ
び
一
般
か
ら
の
参
加
を
得
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
た
。

四
年
間
の
研
究
期
間
を
通
じ
て
、
正
保
琉
球
国
絵
図
写
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
絵
図
の

デ
ジ
タ
ル
化
・
研
究
資
源
化
を
順
調
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
の
解
析
も
一

程
度
の
到
達
を
見
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
研
究
期
間
の
大
半
に
及
ん
だ
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
当
初
計
画
の
中
止
・
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
部
分
も
大
き
く
、

対
面
で
の
研
究
会
開
催
や
集
団
で
の
現
地
調
査
な
ど
、
手
つ
か
ず
に
終
わ
っ
た
課
題
も
多

い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
、
別
途
必
要
と
な
る
研
究
資
金
を
獲
得
し
た
う
え
で
、
あ

ら
た
め
て
着
手
で
き
る
よ
う
準
備
を
整
え
て
い
き
た
い
。

地
域
連
携
に
も
と
づ
く
秋
田
藩
家
蔵
文
書
の
史
料
学
的
研
究

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
B

二
、
課
題
番
号　
　

一
八
Ｈ
〇
〇
七
〇
九

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
〇
年
度
（
二
一
年
度
に
繰
越
）

四
、
研
究
経
費　
　

�

繰
越
直
接
経
費
二
七
万
円
（
一
九
年
度
）・
一
〇
〇
万
円
（
二
〇
年
度
）

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

金
子　

拓

研
究
分
担
者　

高
橋
典
幸
（
東
京
大
学
）・
木
下　

聡
（
東
洋
大
学
）・
柳
原
敏
昭

（
東
北
大
学
）・
高
橋　

修
（
茨
城
大
学
）・
遠
藤
ゆ
り
子
（
淑
徳
大

学
）・
佐
々
木
倫
朗
（
大
正
大
学
）

所
内
連
携
研
究
者　

遠
藤
珠
紀
・
遠
藤
基
郎
・
及
川　

亘
・
黒
嶋　

敏
・
畑
山
周
平
・
林���

晃
弘

研
究
協
力
者　

鈴
木　

満
（
秋
田
県
立
本
荘
高
校
教
諭
）

六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
の
目
的
は
、
近
世
秋
田
藩
の
修
史
事
業
に
よ
り
編
纂
成
立
し
た
『
秋
田
藩
家
蔵

文
書
』
に
つ
い
て
、
そ
の
収
録
文
書
約
四
〇
〇
〇
点
の
本
文
検
討
・
校
訂
を
行
な
い
、
信

頼
で
き
る
本
文
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
そ
れ
を
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
公
開
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
の
研
究
文
献
情
報
に
つ
い
て
も
集
積
し
、
古
文
書
の
画
像

デ
ー
タ
、
原
本
・
写
本
の
目
録
デ
ー
タ
、
既
存
活
字
刊
本
の
目
録
デ
ー
タ
と
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
文
書
一
点
の
〝
古
文
書
の
戸
籍
〟
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
表
示
す
る
こ
と
に

あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、『
秋
田
藩
家
蔵
文
書
』
に
結
実
す
る
秋
田
藩
の
修
史
事
業
に

関
わ
る
史
料
の
撮
影
・
調
査
・
検
討
を
行
い
、『
秋
田
藩
家
蔵
文
書
』
の
史
料
的
性
格
を

明
ら
か
に
す
る
。

遂
行
に
あ
た
り
、『
秋
田
藩
家
蔵
文
書
』
を
所
蔵
す
る
秋
田
県
公
文
書
館
と
連
携
し
、

『
秋
田
藩
家
蔵
文
書
』
が
主
に
対
象
と
す
る
秋
田
・
茨
城
の
研
究
者
と
と
も
に
、
地
域
に

根
ざ
し
た
研
究
を
意
識
し
て
進
め
、
研
究
成
果
を
地
域
の
一
般
市
民
に
も
還
元
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
現
代
社
会
に
お
け
る
日
本
史
の
研
究
成
果
還
元
方
法
を
確
立
す
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
流
行
に
よ
り
、
一
九
年
度
・
二
〇
年
度
に
計
画
し
て
い
た
史

料
調
査
・
撮
影
な
ど
の
経
費
が
本
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
て
い
た
が
、
複
数
人
が
参
加
し
て

撮
影
を
お
こ
な
う
形
態
で
の
調
査
は
結
局
実
施
で
き
ず
、
一
九
年
度
の
旅
費
に
て
、
科
研

の
研
究
に
関
わ
る
調
査
一
件
（
一
人
）
を
実
施
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

研
究
成
果
公
開
の
一
環
と
し
て
、
二
一
年
度
も
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
秋
田
ス
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マ
ー
ト
カ
レ
ッ
ジ
」
に
お
い
て
、
研
究
代
表
者
金
子
、
研
究
分
担
者
高
橋
修
・
高
橋
典

幸
・
木
下
聡
各
氏
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
実
施
し
、
科
研
の
成
果
を
地
元
秋
田
の
市
民
に

話
し
た
。

ま
た
、
科
研
で
調
査
・
撮
影
を
お
こ
な
い
、
史
料
編
纂
所
修
理
室
に
お
い
て
解
体
修
理

を
実
施
し
た
佐
竹
文
書
（
一
般
財
団
法
人
千
秋
文
庫
所
蔵
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
軸
と
し

た
展
覧
会
を
茨
城
県
立
歴
史
館
（
二
〇
二
一
年
四
～
六
月
）・
秋
田
県
立
博
物
館
（
同
年

九
～
一
一
月
）
に
て
開
催
し
た
（
史
料
編
纂
所
が
協
力
名
義
で
参
加
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
に
お
い
て
修
理
過
程
を
パ
ネ
ル
展
示
し
た
ほ
か
、
秋
田
県
立
博
物
館
で
は
、
展
覧
会
の

特
別
講
演
会
と
し
て
金
子
が
「
佐
竹
文
書
の
成
立
と
伝
来
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
地
元
の
市

民
に
向
け
て
話
を
し
た
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）。

出
張
が
実
施
で
き
ず
、
旅
費
を
執
行
で
き
な
か
っ
た
か
わ
り
に
、
本
科
研
が
テ
ー
マ
と

す
る
『
秋
田
藩
家
蔵
文
書
』
収
録
文
書
の
原
本
を
購
入
し
た
。『
福
田
文
書
』
と
し
て
本

所
が
原
本
か
ら
作
成
し
た
影
写
本
を
架
蔵
す
る
文
書
群
で
あ
り
（
請
求
番
号
三
〇
七
一
・

二
四
―
一
三
、『
秋
田
藩
家
蔵
文
書
』
で
は
第
四
八
・
五
三
冊
に
収
録
）、
常
陸
の
国
人
領

主
笠
間
氏
に
関
わ
る
文
書
群
で
あ
る
。
本
科
研
の
研
究
目
的
に
合
致
す
る
原
本
史
料
を
繰

越
年
度
に
購
入
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
り
、
本
年
度
に
て
科
研
の
研
究
期
間
は
終
了
す
る

も
の
の
、
継
続
し
て
こ
の
文
書
群
の
研
究
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。『
福
田
文
書
』
の

購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
中
世
史
料
部
門
村
井
祐
樹
氏
・
古
文
書
古
記
録
部
門
井
上
聡
氏
の

各
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

明
治
太
政
官
文
書
を
対
象
と
し
た
分
散
所
在
史
料
群
の
復
元
的
考
察
に
基
づ
く
幕
末
維
新

史
料
学
の
構
築

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
B　

二
、
課
題
番
号　
　

一
九
Ｈ
〇
一
三
〇
三

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

�

直
接
経
費
一
六
〇
万
円
、
間
接
経
費
四
八
万
円

繰
越
金
七
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

箱
石　

大

研
究
分
担
者　

村　

和
明
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
准
教
授
）、

宮
間
純
一
（
中
央
大
学
文
学
部
・
准
教
授
）、
水
上
た
か
ね
（
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
・
助
教
）

研
究
協
力
者　

白
石　

烈
（
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
・
主
任
研
究
官
）、
長
坂
良
宏

（
国
立
公
文
書
館
・
公
文
書
専
門
官
）、
石
田
七
奈
子
（
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
・
学
術
専
門
職
員
）、
柏
原
洋
太
（
千
葉
県
文
書
館
・
主

事
）、
寺
島
宏
貴
（
国
立
公
文
書
館
・
調
査
員
）、
髙
島
晶
彦
（
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
・
技
術
専
門
職
員
）、
佐
藤
大
悟
（
青
山
学
院
大

学
附
置
青
山
学
院
史
研
究
所
・
助
手
）、
渋
谷
綾
子
（
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
・
特
任
助
教
）、
天
野
真
志
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

究
部
・
特
任
准
教
授
）

六
、
研
究
の
概
要

（
1
）
研
究
の
目
的
（『
所
報
』
第
五
五
号
、
一
六
七
～
一
六
八
頁
参
照
）

（
2
）
研
究
の
計
画
・
方
法
（『
所
報
』
第
五
五
号
、
一
六
八
頁
参
照
）

（
3
）
二
〇
二
一
年
度
の
研
究
実
績

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
国
立
公
文
書
館
・
宮
内
庁
が
所
蔵
・
管
理
す
る
明
治
太
政
官

文
書
の
調
査
・
研
究
〕

①
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
復
古
記
原
史
料
」
の
詳
細
目
録
デ
ー
タ
九
四
九
件
を

作
成
し
、
そ
の
内
容
分
析
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
同
所
所
蔵
の
明
治
天
皇
宸
筆
勅
書
（
図

書
登
録
名
「
明
治
天
皇
宸
翰
御
沙
汰
書
」）
の
料
紙
を
対
象
と
し
て
、
精
密
な
法
量
の
計

測
と
表
面
観
察
、
顕
微
鏡
を
使
用
し
た
観
察
・
撮
影
記
録
に
基
づ
く
構
成
物
分
析
を
内
容

と
す
る
原
本
史
料
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
報
告
し
た
。
②
国
立
公
文
書
館
所
蔵

「
雑
種
公
文
」
慶
応
四
年
六
月
分
に
収
録
さ
れ
た
文
書
の
詳
細
目
録
デ
ー
タ
五
二
件
、
同

館
所
蔵
「
日
記
」（
官
掌
に
よ
る
弁
事
伝
達
所
の
文
書
受
付
簿
）
慶
応
四
年
六
月
分
の
文

書
提
出
人
名
デ
ー
タ
一
二
四
三
件
を
作
成
し
、「
復
古
記
原
史
料
」
と
の
対
照
作
業
を
進

め
た
。
③
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
「
三
条
公
行
実
編
輯
掛
本
」
の
う

ち
明
治
太
政
官
関
係
文
書
一
九
四
点
の
複
写
画
像
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
そ
の
内
容
分
析
を

行
な
っ
た
。

〔
前
記
以
外
の
明
治
太
政
官
文
書
及
び
そ
の
関
連
文
書
の
調
査
・
研
究
〕

①
分
散
所
在
す
る
岩
倉
具
視
関
係
文
書
に
つ
い
て
は
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
所
蔵
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「
岩
倉
具
視
関
係
史
料
」
の
う
ち
「
功
臣
遺
墨
」
第
一
～
三
十
巻
の
調
査
及
び
デ
ジ
タ
ル

撮
影
を
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
所
蔵
「
岩
倉
具
視
関
係
資
料
」
の
う
ち
「
叢
裡
鳴
虫
」・

「
万
里
風
信
」・「
長
閑
玉
章
」・「
岩
倉
公
書
簡
」・「
岩
倉
公
関
係
文
書
」
第
一
～
三
十
巻

の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
「
山
本
読
書
室
資
料
」
中
の
岩

倉
具
視
関
係
史
料
の
調
査
を
実
施
し
た
。
②
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
中
御
門
家
文

書
」
中
の
中
御
門
経
之
関
係
文
書
を
調
査
し
て
、
冊
子
一
冊
と
巻
子
一
〇
巻
分
の
複
写
画

像
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
そ
の
内
容
分
析
を
行
な
っ
た
。
③
松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館
所
蔵

前
原
家
寄
贈
資
料
の
う
ち
前
原
一
誠
関
係
文
書
に
つ
い
て
、
参
議
・
兵
部
大
輔
時
代
の
文

書
を
中
心
に
調
査
し
た
。

な
お
、
本
年
度
実
施
し
た
出
張
調
査
、
お
よ
び
公
表
し
た
研
究
成
果
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

〔
出
張
調
査
〕

京
都
市
歴
史
資
料
館
所
蔵
岩
倉
具
視
関
係
資
料
の
調
査

（
二
〇
二
一
年
九
月
二
九
日
～
三
〇
日
）

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
山
本
読
書
室
資
料
の
調
査

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
五
日
～
一
六
日
）

松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館
所
蔵
前
原
家
寄
贈
資
料
の
調
査

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
九
日
～
一
一
日
）

海
の
見
え
る
杜
美
術
館
所
蔵
岩
倉
具
視
関
係
史
料
の
調
査
・
撮
影

（
二
〇
二
一
年
一
二
月
五
日
～
七
日
、
二
〇
二
二
年
三
月
二
七
日
～
二
九
日
）

〔
論
文
・
小
論
〕

水
上
た
か
ね
「
維
新
期
日
本
の
統
治
体
制
と
〝
海
軍
創
立
〟」（
洋
学
史
学
会
研
究
年
報

『
洋
学
』
第
二
八
号
、
二
〇
二
一
年
四
月
）

箱
石　

大
・
髙
島
晶
彦
・
渋
谷
綾
子
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
明
治
天
皇
宸
筆
勅
書

の
料
紙
調
査
報
告
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』

第
九
五
号
、
二
〇
二
二
年
一
月
）

宮
間
純
一
「
明
治
初
年
の
キ
リ
シ
タ
ン
統
制
に
関
す
る
一
考
察
―
宗
門
改
を
中
心
に
―
」

（
大
友
一
雄
・
太
田
尚
宏
編
『
バ
チ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
資
料
の
総
合

的
研
究
』
マ
レ
ガ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）、
二
〇
二
二
年
二
月
）

宮
間
純
一
「
明
治
期
に
お
け
る
大
名
華
族
と
旧
臣
団
―
佐
竹
侯
爵
家
と
旧
大
館
給
人
―
」

（
中
央
大
学
文
学
部
『
紀
要　

史
学
』
第
六
七
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

「
原
本
史
料
情
報
解
析
」
の
方
法
に
よ
る
中
世
西
国
武
家
文
書
の
研
究
と
展
開

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
B

二
、
課
題
番
号　
　

二
〇
Ｈ
〇
一
三
〇
七

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
三
一
〇
万
円
、
間
接
経
費
九
三
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

本
郷
恵
子

研
究
分
担
者　

木
村
直
樹
（
長
崎
大
学
）・
小
瀬
玄
士
・
渋
谷
綾
子
・
西
田
友
広
・

野
村
朋
弘
（
京
都
芸
術
大
学
）・
長
谷
川
博
史
（
島
根
大
学
）・
畑
山

周
平
・
村
井
祐
樹
（
幹
事
）

研
究
協
力
者　

寺
尾
美
保
（
学
術
専
門
職
員
）

六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
は
二
〇
一
五
～
一
九
年
度
に
実
施
し
た
、「
島
津
家
文
書
」
の
修
理
・
研
究
を

中
心
事
業
と
す
る
「
原
本
史
料
情
報
解
析
に
よ
る
複
合
的
史
料
研
究
の
創
成
事
業
」
に
お

い
て
培
っ
た
原
本
史
料
情
報
解
析
の
方
法
を
用
い
て
、
原
本
史
料
に
つ
い
て
の
研
究
的
側

面
を
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
中
世
の
西
国
武
家
文
書
へ
と
対
象
を

ひ
ろ
げ
、
文
字
テ
キ
ス
ト
の
読
解
か
ら
史
実
を
確
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
数
百
年
に
わ
た

っ
て
伝
来
し
て
き
た
原
本
史
料
の
軌
跡
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
史
料
の
持
つ

豊
か
な
情
報
を
最
大
限
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
度
に
引
き
続
き
、
二
〇
二
一
年
度
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
の
た
め
、
活

動
が
大
き
く
制
限
さ
れ
た
が
、
ま
ん
延
防
止
措
置
等
が
発
出
さ
れ
て
い
な
い
地
域
・
期
間

を
勘
案
し
て
、
資
料
館
・
文
書
館
等
の
公
的
機
関
を
中
心
に
、
十
分
な
了
解
を
得
た
う
え

で
原
本
史
料
調
査
を
実
施
し
た
。
山
口
県
文
書
館
の
熊
谷
文
書
・
山
根
文
書
・
長
松
文

書
・
兄
部
文
書
・
国
造
千
家
所
持
之
内
古
書
類
写
・
御
書
御
判
物
控
、
鹿
児
島
県
歴
史
・

美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
の
永
吉
島
津
家
文
書
・
岡
元
文
書
、
尚
古
集
成
館
の
比
志
島
文

書
・
山
田
文
書
、
鳥
取
県
立
博
物
館
の
加
須
屋
文
書
・
名
和
神
社
文
書
・
宮
本
文
書
、
そ

の
ほ
か
熊
本
県
多
良
木
町
の
多
良
木
宗
像
文
書
、
同
県
水
俣
市
の
深
水
文
書
、
鹿
児
島
県
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霧
島
市
の
石
関
文
書
・
島
津
義
久
朱
印
状
、
京
都
府
京
丹
後
市
の
小
倉
文
書
な
ど
の
西
国

武
家
関
係
文
書
に
つ
い
て
、
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
。

史
料
編
纂
所
所
蔵
「
応
仁
大
乱
記
」、「
入
来
院
家
文
書
」
の
修
理
を
実
施
し
た
。「
入

来
院
家
文
書
」
は
昨
年
度
か
ら
の
継
続
で
、
今
年
度
は
第
十
八
巻
（
文
書
一
一
点
）
の
修

理
を
完
了
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
修
理
と
同
じ
く
、
解
装
後
は
も
と
に
戻
さ
ず
、
文
書
一
通

ご
と
に
中
性
紙
の
畳
紙
に
収
め
て
保
管
す
る
こ
と
に
し
た
。
各
文
書
に
つ
い
て
は
、
旧
裏

打
紙
・
旧
補
修
紙
を
除
去
し
、
新
た
な
補
修
と
フ
ラ
ッ
ト
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
、
で
き
る
限

り
発
給
当
初
の
姿
に
近
づ
け
る
よ
う
な
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
修
理
の
過
程
で
は
、
原
本

史
料
情
報
に
つ
い
て
の
調
査
・
分
析
を
実
施
し
、
紙
の
厚
み
・
密
度
・
繊
維
の
質
・
簀
の

目
・
糸
目
等
の
情
報
を
記
録
し
た
。

ま
た
「
中
川
（
赤
穴
）
文
書
」
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
書
を
作
成
し
た
（
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
一
―
四
）。
赤
穴
氏
は
、
鎌
倉
～
南
北
朝
期
に
石
見
・

出
雲
に
進
出
し
た
佐
波
氏
の
一
族
で
、
出
雲
国
赤
穴
荘
を
領
し
た
と
こ
ろ
か
ら
赤
穴
氏
を

称
し
た
。
戦
国
期
に
は
尼
子
氏
に
仕
え
、
そ
の
後
毛
利
家
家
臣
と
な
っ
て
、
慶
長
四
年

（
一
五
九
九
）
に
中
川
氏
に
改
姓
し
、
幕
末
に
い
た
る
。
史
料
編
纂
所
が
中
川
四
郎
氏
か

ら
購
入
し
た
文
書
一
五
〇
点
と
、
そ
れ
以
前
に
流
出
し
て
個
人
蔵
と
な
っ
た
分
や
、
原
本

が
伝
わ
ら
ず
『
萩
藩
閥
閲
録
』
の
み
に
み
ら
れ
る
も
の
な
ど
も
併
せ
て
画
像
と
翻
刻
を
掲

載
し
た
。
巻
末
に
は
史
料
編
纂
所
所
蔵
分
の
紙
質
情
報
一
覧
表
を
付
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
島
津
家
文
書
』
の
な
か
の
「
薩
藩
勝
景
百
図
」（
薩
摩
藩
内
の

名
勝
・
旧
跡
を
描
く
五
巻
の
絵
画
史
料
）
の
解
説
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
「
薩
藩
勝
景
百
図

考
」
の
翻
刻
を
進
め
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
儀
礼
文
化
の
比
較
史
的
研
究
―
「
物
品
目
録
」
か
ら
の
復
原
的
考
察
―

一
、
研
究
費
種
目　

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
C

二
、
課
題
番
号　
　

一
六
Ｋ
〇
二
九
九
三

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
六
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

四
、
研
究
経
費　
　
（
期
間
延
長
に
よ
り
新
規
交
付
な
し
）

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

稲
田
奈
津
子

六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
で
は
、
東
ア
ジ
ア
の
儀
礼
関
連
史
料
に
多
数
存
在
す
る
、
物
品
の
名
称
や
数
量

を
羅
列
し
た
リ
ス
ト
（「
物
品
目
録
」）
に
注
目
し
た
。
そ
れ
ら
の
収
集
・
整
理
を
も
と

に
、
史
料
・
史
跡
・
遺
物
の
調
査
を
ふ
ま
え
、
礼
制
・
儀
礼
文
化
の
基
礎
的
研
究
を
軸

に
、
東
ア
ジ
ア
儀
礼
文
化
の
総
合
的
な
比
較
研
究
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

本
年
度
もCO

V
ID

-19

の
影
響
で
、
当
初
予
定
し
て
い
た
国
外
で
の
調
査
・
研
究
報

告
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
調
査
は
国
内
近
郊
の
も
の
を
優
先
し
、
公
刊
さ
れ
た

図
書
・
図
録
類
を
活
用
し
た
研
究
を
進
め
、
ま
た
国
外
研
究
誌
へ
の
投
稿
や
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
研
究
報
告
に
よ
り
、
当
初
計
画
に
代
わ
る
研
究
活
動
を
継
続
し
た
。

具
体
的
な
成
果
と
し
て
は
、「
東
ア
ジ
ア
儀
礼
研
究
の
新
視
角
―
「
物
品
目
録
」
の
検

討
か
ら
―
」（
韓
国
語
）
が
韓
国
の
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ
、
本
科
研
の
中
心
的
課
題
の
成

果
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
の
内
容
を
も
と
に
「
東
ア
ジ
ア
の
古
代
儀
礼
を
復

元
す
る
―
西
域
・
長
安
・
平
城
京
」
と
題
し
、
市
民
講
座
で
の
講
演
を
お
こ
な
っ
た
（
オ

ン
ラ
イ
ン
）。
ま
た
基
礎
的
研
究
の
成
果
に
も
と
づ
い
て
「
東
ア
ジ
ア
の
律
令
制
」（
一

部
、
共
著
）
を
執
筆
し
、
史
料
紹
介
「
水
谷
悌
二
郎
日
記
抄
録
―
広
開
土
王
碑
研
究
を
中

心
に
―
」
の
編
集
を
お
こ
な
っ
た
。

ま
た
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
「
日
本
古
代
の
墓
誌
と
東
ア
ジ
ア
」
と
題
し
て
講

演
を
お
こ
な
い
、
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
研
究
集
会
で
は
「
日
本
古
代
的
殯
（m

ogari

）

與
女
性
」
と
題
し
て
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
さ
ら
に
国
際
研
究
集
会
「
東
ア
ジ
ア
諸
王
室

に
お
け
る
礼
的
〈
逸
脱
〉
の
諸
相
」
に
お
い
て
、
北
魏
王
族
の
婚
姻
政
策
お
よ
び
高
麗
王

家
の
支
配
思
想
に
関
す
る
報
告
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
を
お
こ
な
っ
た
（
い
ず
れ
も
オ
ン
ラ

イ
ン
）。

本
課
題
に
関
連
す
る
諸
史
料
（
正
倉
院
宝
物
絵
図
、
古
写
経
等
）
の
調
査
・
撮
影
を
お

こ
な
い
、
所
属
機
関
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
公
開
す
る
た
め
の
整
理
・
研
究
を
お

こ
な
っ
た
。
ま
た
最
終
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
研
究
期
間
中
に
収
集
し
た
諸
資
料
の
整
理

も
お
こ
な
っ
た
。

一
四
世
紀
日
本
に
お
け
る
紛
争
解
決
過
程
の
変
容
に
関
す
る
実
証
的
研
究

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
C
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二
、
課
題
番
号　
　

一
六
Ｋ
〇
三
二
五
七

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
六
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

期
間
延
長
に
よ
り
新
規
交
付
な
し

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

渡
邉
正
男

六
、
研
究
の
概
要

裁
判
前
後
の
地
域
社
会
の
状
況
、
裁
判
外
の
利
害
関
係
者
・
周
辺
地
域
社
会
の
動
向
を

も
含
む
、
紛
争
解
決
過
程
全
体
の
具
体
的
解
明
に
よ
っ
て
、
非
局
所
的
法
に
基
づ
く
裁
判

が
地
域
社
会
の
日
常
的
秩
序
形
成
・
維
持
構
造
に
お
い
て
果
た
し
得
た
役
割
の
変
化
、
非

局
所
的
法
と
日
常
の
行
動
規
範
と
の
関
連
性
の
変
化
、
す
な
わ
ち
、一
四
世
紀
日
本
に
お
け

る
紛
争
解
決
過
程
の
変
容
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
。

最
終
年
度
に
あ
た
る
二
〇
一
九
年
度
か
ら
繰
り
越
し
二
年
目
と
な
っ
た
今
年
度
は
、
昨

年
度
ま
で
に
行
っ
た
、
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
を
対
象
と
し
た
非
局
所
的
法
に
関

連
す
る
史
料
の
収
集
、
事
例
の
集
積
及
び
検
討
を
踏
ま
え
て
、
事
例
相
互
間
の
比
較
検

討
、
補
充
の
た
め
の
史
料
調
査
、
研
究
成
果
の
と
り
ま
と
め
等
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
身
の
体
調
不
良
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
再
拡
大
等
に
よ

り
、
史
料
調
査
を
実
施
で
き
な
い
な
ど
、
研
究
計
画
を
完
了
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た

た
め
、
さ
ら
に
次
年
度
へ
繰
り
越
し
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
う
い
っ
た
状
況
下
で
も
、
本
研
究
課
題
に
関
係
す
る
史
料
編
纂
所
未
蒐
集
史
料
に
つ

い
て
、
御
許
可
い
た
だ
け
た
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
に
お
い
て
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
史
料
を
対
象
と
し
た
関
係
史

料
の
収
集
及
び
検
討
を
行
い
、
そ
の
副
産
物
と
し
て
、「
史
料
紹
介　

西
園
寺
本
「
伝
宣

草
」」
を
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
二
八
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
に
発
表
し
た
。

中
世
後
期
日
明
関
係
の
人
的
基
盤
の
研
究
―
「
初
渡
集
」「
再
渡
集
」
を
中
心
に
―

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
C

二
、
課
題
番
号　
　

一
七
Ｋ
〇
三
〇
五
八

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

四
、
研
究
経
費　
　
（
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
期
間
延
長
）

五
、
研
究
組
織　
　

研
究
代
表
者　

須
田
牧
子

六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
の
目
的
は
、
第
一
に
一
六
世
紀
の
遣
明
船
の
副
使
・
正
使
を
務
め
た
禅
僧
・
策

彦
周
良
の
旅
日
記
「
初
渡
集
」「
再
渡
集
」
を
精
読
し
、
そ
こ
に
登
場
す
る
約
四
〇
〇
人

の
人
物
像
を
検
討
し
、
中
世
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
人
間
が
い
か
な
る

形
で
遣
明
船
派
遣
事
業
に
関
与
し
て
い
た
か
を
解
明
す
る
こ
と
、
第
二
に
日
記
の
筆
者
で

あ
る
策
彦
の
履
歴
、
特
に
帰
国
後
の
事
績
を
復
元
し
、
彼
が
海
外
経
験
を
い
か
に
自
ら
の

価
値
と
し
て
い
た
の
か
を
追
究
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
研
究
活
動
は

下
記
の
三
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
る
。
①
「
再
渡
集
」
の
精
読
：
策
彦
周
良
が
正
使
を
務
め

た
時
の
日
記
で
あ
る
「
再
渡
集
」
の
講
読
会
を
行
っ
て
精
読
し
、
翻
刻
と
訳
注
を
作
成
す

る
。
②
「
初
渡
集
」「
再
渡
集
」
の
登
場
人
物
の
研
究
：
上
記
「
再
渡
集
」
と
、
策
彦
周

良
が
副
使
を
務
め
た
時
の
日
記
で
あ
る
「
初
渡
集
」
の
登
場
人
物
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
彼

ら
に
関
わ
る
日
本
側
史
料
を
探
索
し
、
人
物
像
と
そ
の
国
内
社
会
に
お
け
る
地
位
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
、
遣
明
船
経
営
を
支
え
た
人
的
基
盤
の
分
析
を
行
う
。
③
策
彦
周

良
関
係
史
料
の
収
集
：
策
彦
周
良
自
身
の
履
歴
の
復
元
を
め
ざ
し
、
史
料
を
収
集
す
る
。

今
年
度
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
講
読
会
を
一
度
も
開
く
こ
と
が
出
来
ず
、
結

局
期
間
延
長
の
手
続
き
を
と
り
、
経
費
は
ほ
と
ん
ど
来
年
度
に
繰
越
す
こ
と
に
な
っ
た
。

制
約
の
多
い
中
で
為
し
得
た
活
動
と
し
て
は
、
ま
ず
講
読
済
の
「
再
渡
集
」
の
訳
注
原
稿

に
つ
き
、
そ
の
注
釈
の
精
度
・
内
容
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
注
力
し
た
。
来
年
度
中
に
コ

ロ
ナ
の
状
況
を
見
つ
つ
、
研
究
会
を
設
け
て
原
稿
の
検
討
作
業
を
行
な
う
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。
第
二
に
策
彦
の
詩
作
集
で
あ
る
「
謙
齋
詩
集
」
の
諸
本
を
集
め
、
対
校
作
業
を

行
っ
て
翻
刻
原
稿
を
作
成
し
た
。

中
世
書
状
史
料
論
の
展
開

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
C

二
、
課
題
番
号　
　

一
七
Ｋ
〇
三
〇
五
九

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
二
二
万
五
〇
八
円
、
間
接
経
費
〇
円
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五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

末
柄　

豊

六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
の
目
的
は
、
多
様
な
中
世
文
書
の
な
か
に
あ
っ
て
、
史
料
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
が
相
対
的
に
困
難
な
書
状
お
よ
び
仮
名
消
息
に
つ
い
て
、
活
用
の
た
め
の
基
盤
を
形
成

し
、
広
範
な
利
用
を
う
な
が
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
文
書
群
・
史
料
群
へ
の
注

目
、
特
定
の
人
物
の
書
状
へ
の
注
目
と
い
う
両
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
活
用
の
た
め

の
方
法
論
を
示
す
の
と
同
時
に
、
書
状
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の
史
料
と
し

て
の
可
能
性
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
仮
名
消
息
（
女
房
奉
書
を
含
む
）

を
中
心
と
す
る
書
状
を
読
解
す
る
た
め
の
自
習
教
材
の
充
実
に
つ
と
め
、
後
進
の
育
成
に

も
つ
な
げ
る
も
の
と
す
る
。

本
来
、
二
〇
一
九
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
っ
た
が
、
研
究
所
の
耐
震
工
事
に
と
も
な
う

研
究
室
の
移
動
な
ど
に
よ
っ
て
研
究
が
遅
延
し
、
研
究
期
間
を
二
〇
二
〇
年
度
に
延
長
し

た
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
る
研
究
遂
行
の
困
難
か
ら
、

二
〇
二
一
年
度
に
再
延
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
終
年
度
と
な
っ
た
本
年
度
に
お
け
る

主
要
な
成
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
三
条
西
本
『
除
目
部
類
』
の
紙
背
文
書
に
残
る
、
三
条
西
実
隆

充
て
の
後
土
御
門
天
皇
女
房
奉
書
に
つ
い
て
検
討
し
、
准
勅
撰
の
連
歌
集
『
新
撰
菟
玖
波

集
』
の
選
進
に
同
天
皇
が
い
か
な
る
意
識
を
持
っ
て
関
与
し
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
准
勅
撰
」
を
承
認
す
る
こ
と
は
天
皇
自
身
に
相
応
の
負
担
を
強
い

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

②
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
山
科
本
『
言
国
卿
記
』
お
よ
び
『
山
科
家
礼
記
』
の
紙
背
文
書

に
つ
い
て
判
読
お
よ
び
検
討
を
す
す
め
た
。
特
に
、
十
五
世
紀
末
期
に
お
け
る
地
下
楽
人

豊
原
氏
の
所
領
を
め
ぐ
る
動
向
を
知
る
た
め
の
素
材
と
し
て
活
用
し
、
地
下
楽
人
の
家
の

減
少
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

③
市
場
に
出
た
三
条
西
実
隆
充
て
の
六
大
院
長
慶
な
る
伊
勢
の
真
言
僧
の
書
状
を
本
研

究
費
に
よ
っ
て
購
入
し
、
原
本
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
が
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近

世
史
料
館
所
蔵
『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
所
収
「
三
条
西
家
文
書
」
と
し
て
写
が
残
さ

れ
て
い
る
紙
背
文
書
群
の
う
ち
の
一
通
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

漢
籍
書
き
入
れ
の
日
本
中
世
史
史
料
と
し
て
の
活
用
を
め
ぐ
る
研
究

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
C

二
、
課
題
番
号　
　

一
七
Ｋ
〇
三
〇
六
〇

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
八
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
四
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

川
本
慎
自

六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
は
、
日
本
国
内
に
現
存
す
る
漢
籍
に
記
さ
れ
た
書
き
入
れ
に
つ
い
て
、
と
く
に

中
世
の
漢
籍
講
義
や
注
釈
活
動
に
遡
る
も
の
に
着
目
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
広
範
な
知
識

の
内
容
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
あ
り
方
を
史
料
学
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
中
国
文
学
や
日
本
文
学
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
中
世
史
研
究
の
史
料
と
し
て

活
用
す
る
方
法
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
年
度
の
研
究
に
お
い
て
は
、
前
年
度
ま
で
に
引
き
続
き
、
寺
院
・
史
料
所
蔵
機
関
に

お
い
て
漢
籍
等
を
含
む
広
範
な
史
料
の
調
査
を
行
い
、
中
世
に
遡
り
得
る
漢
籍
書
き
入
れ

の
有
無
を
確
認
し
た
。
具
体
的
に
は
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
で
埼
玉
県
に
所
在
す
る
禅
宗

寺
院
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
と
く
に
仏
典
・
禅
籍
の
蔵
印
や
典
籍
入
手
に
か
か
わ
る
近

世
文
書
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
蔵
書
構
成
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
端
緒
と

し
た
。
ま
た
、
京
都
・
仁
和
寺
に
架
蔵
さ
れ
る
漢
籍
・
禅
籍
に
つ
い
て
の
調
査
も
行
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
調
査
を
踏
ま
え
て
、
漢
籍
か
ら
得
ら
れ
る
知
識
に
つ
い
て
の
研
究
を

行
っ
た
。
本
年
は
、
建
築
史
学
に
お
け
る
「
禅
宗
様
」
様
式
概
念
再
検
討
の
成
果
を
踏
ま

え
て
、
足
利
義
満
・
義
政
に
よ
る
北
山
殿
・
東
山
殿
造
営
の
前
提
と
な
る
建
築
知
識
が
禅

僧
の
間
で
ど
の
よ
う
に
蓄
積
・
継
承
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
室
町
期
の
相

国
寺
僧
桃
源
瑞
仙
が
『
史
記
』
に
つ
い
て
講
義
し
た
抄
物
『
史
記
桃
源
抄
』
の
記
述
を
も

と
に
検
討
を
行
い
、
学
会
報
告
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
論
文
の
執
筆
を
行
っ
た
。
こ
の
ほ

か
、
同
じ
く
室
町
期
の
東
福
寺
僧
季
弘
大
叔
の
日
記
『
蔗
軒
日
録
』
に
見
え
る
広
範
な
和

漢
の
知
識
や
、
説
話
集
『
三
国
伝
記
』
に
見
え
る
東
国
夢
窓
派
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
の

論
文
・
解
説
を
執
筆
・
刊
行
し
た
。
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な
お
、
本
年
度
は
最
終
年
度
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
等
に
よ
る
史
料
調
査
の
遅

れ
が
生
じ
た
た
め
、
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
て
研
究
期
間
を
延
長
し
、
次
年
度
に
引
き
続

き
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

近
世
大
名
家
臣
家
史
料
の
共
同
分
析
―
多
久
家
史
料
の
読
み
直
し
を
中
心
と
し
て
―

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
C

二
、
課
題
番
号　
　

一
七
Ｋ
〇
三
〇
九
五　

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

延
長
に
よ
る
前
年
度
か
ら
の
繰
越
予
算
一
一
八
万
七
五
五
〇
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

小
宮
木
代
良　

研
究
分
担
者　

及
川　

亘
、
石
津
裕
之

研
究
協
力
者　

佐
藤
孝
之
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）、
大
平
直
子
（
佐
賀
市
教
育
委

員
会
）、
志
佐
喜
栄
（
多
久
市
郷
土
資
料
館
）、
清
水
雅
代
（
佐
賀
県

立
図
書
館
）、
田
久
保
佳
寛
（
小
城
市
教
育
委
員
会
）、
藤
井
祐
介

（
佐
賀
県
地
域
交
流
部
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
局
文
化
課
文
化
財
保

護
室
）、
本
多
美
穂
（
佐
賀
県
立
図
書
館
）、
松
田
和
子
（
佐
賀
県
立

図
書
館
）

六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
は
、
佐
賀
藩
家
臣
多
久
家
文
書
の
共
同
研
究
を
行
う
た
め
に
進
め
ら
れ
て
き
た

共
同
研
究
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る
特
定
共
同
研

究
経
費
二
〇
一
四
年
度
～
二
〇
一
七
年
度
）
が
終
了
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
を
継
承
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
該
共
同
研
究
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
二
〇
一
七
年

度
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
研
究
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
一
〇
～
一
一
名
（
研
究
代
表
者
・
研
究

分
担
者
・
研
究
協
力
者
）
で
あ
ら
か
じ
め
分
担
し
て
お
い
た
個
別
史
料
一
点
ず
つ
の
年
次

比
定
・
人
物
比
定
・
解
釈
等
に
つ
い
て
、
事
前
にteam

file

上
で
の
検
討
結
果
を
共
有

し
て
お
き
、
原
本
史
料
も
し
く
は
、
精
細
画
像
を
前
に
し
た
研
究
会
の
場
で
集
中
的
な
共

同
分
析
を
行
う
こ
と
を
継
続
し
て
き
た
。
二
〇
二
一
年
度
は
、
延
長
を
含
む
五
年
間
の
間

に
読
み
合
わ
せ
を
進
め
て
き
た
約
七
〇
〇
通
の
成
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
る
た
め
に
、
体

例
を
統
一
し
つ
つ
、
全
点
に
つ
い
て
史
料
本
文
と
年
次
比
定
を
中
心
と
し
た
一
点
毎
の
解

説
を
全
参
加
者
に
よ
り
確
認
す
る
作
業
を
進
め
た
。
読
み
合
わ
せ
の
た
め
の
研
究
会
は
、

Zoom

に
よ
り
設
定
し
、
期
日
の
二
週
間
前
ま
で
にW

ord

のfile

形
式
でteam

file

へ

各
自
の
分
担
分
を
あ
げ
て
お
き
、W

ord

の
校
閲
機
能
に
よ
り
、
相
互
の
修
正
意
見
を
書

き
込
み
、
研
究
会
当
日
に
最
終
的
に
確
定
さ
せ
て
い
っ
た
。
研
究
会
は
、
六
月
一
二
日
・

七
月
三
一
日
・
九
月
一
八
日
・
一
〇
月
一
六
日
・
一
一
月
二
七
日
・
一
月
八
日
・
二
月
一

二
日
の
七
回
行
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
報
告
書
の
作
成
方
針
等
を
相
談
す
る
た
め
の

会
議
を
二
回
（
四
月
一
五
日
・
四
月
二
九
日
）
開
催
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
四
〇
通
分
ま

で
の
原
稿
が
で
き
た
が
、
一
度
の
読
み
合
わ
せ
だ
け
で
は
結
論
が
出
ず
、
ま
た
確
定
し
た

も
の
に
つ
い
て
も
分
析
の
進
行
に
よ
り
再
度
戻
っ
て
年
次
比
定
を
や
り
直
す
こ
と
が
多

く
、
全
点
を
終
え
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
人
名
一
覧
も
本
文
編
の
蓄
積
と
と
も

に
作
成
が
進
行
中
で
あ
る
。
ま
た
、
関
連
史
料
の
調
査
も
行
っ
た
。

イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
人
宣
教
者　
元
仏
教
僧
侶
の
分
析
を
中
心
に

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
C

二
、
課
題
番
号　
　

一
八
Ｋ
〇
〇
九
〇
五

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
九
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
七
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

岡　

美
穂
子

六
、
研
究
の
概
要

本
年
度
は
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
年
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
成
果
は
大
き
く
分
け

て
二
冊
の
英
文
著
書
と
二
つ
の
講
座
論
文
（
日
本
語
、
英
語
）
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
ず
単
著
と
し
て
、T

he N
am

ban T
rade: M

erchants and M
issionar-

ies in 16th and 17th Century Japan�（Leiden�&
�Brill,�2021

）
を
六
月
に
刊
行
し

た
。
本
書
の
刊
行
の
た
め
に
、
本
研
究
費
か
ら
校
閲
費
用
な
ど
を
支
出
し
、
刊
行
後
配
布

分
の
購
入
、
デ
ジ
タ
ル
版
の
一
章
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
公
開
権
の
購
入
な
ど
に
充
て
た
。

本
書
は
そ
の
後
海
外
で
少
な
く
と
も
三
種
類
の
学
術
誌
上
の
書
評
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
英

語
で
読
む
こ
と
が
可
能
な
日
本
史
の
研
究
と
し
て
非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
た
。
そ
の
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後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
大
航
海
時
代
史
と
そ
れ
に
続
く
文
化
現
象
に
関
す
る
世
界
的
な
研
究

に
対
し
て
与
え
ら
れ
るO

rient�Foundation�Prize

に
大
賞
受
賞
作
と
し
て
選
出
さ
れ

た
。
ま
た
編
著
と
し
てW

ar and T
rade in M

aritim
e E

ast A
sia�（Palgrave�M

ac-
m

illan,�2022

）
を
刊
行
し
、
自
ら
の
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
共
同
研
究
を
お
こ
な
っ
て

き
た
海
外
・
日
本
の
研
究
者
の
研
究
を
英
文
で
刊
行
し
た
。
本
課
題
に
直
結
す
る
論
文
と

し
て
は
、
二
〇
二
二
年
中
に
刊
行
予
定
のCam

bridge H
istory of Japan�vol.1

に
収

載
が
決
定
さ
れ
て
い
る“D

om
esticating�Christianity�in�Japan ”

の
改
稿
を
お
こ
な

い
、
そ
の
校
閲
費
用
等
を
支
出
し
た
。
関
連
テ
ー
マ
で
の
招
待
講
演
を
一
〇
回
実
施
し
、

う
ち
三
回
は
海
外
の
大
学
か
ら
の
招
待
講
演
あ
る
い
は
国
際
研
究
会
で
、
英
語
で
実
施
し

た
。

高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
解
析
に
よ
る
幕
末
明
治
初
期
ガ
ラ
ス
原
板
写
真
の
史
料
学
研
究

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
C

二
、
課
題
番
号　
　

一
九
Ｋ
〇
〇
九
三
四

三
、
研
究
期
間　
　

�

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
一
年
度
（
二
〇
二
二
年
度
に
延
長
）

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
八
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
四
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

谷　

昭
佳

研
究
分
担
者　

保
谷　

徹
・
箱
石　

大

六
、
研
究
の
概
要

二
〇
二
一
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
、
当
初
予
定
し
て
い
た
海
外
機
関
に
点
在
す
る
幕
末
明
治
初
期
写
真
史
料
の
調
査
、
国

内
に
所
在
す
る
写
真
原
板
を
対
象
に
し
た
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
の
た
め
の
現
地
調
査

な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
の
計
画
を
変
更
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
国
内
で
の
活
動
を
中
心
に
し
て
以
下
の
研
究
と
成
果
の
公
表
を

お
こ
な
っ
た
。

①
新
収
蔵
ガ
ラ
ス
板
写
真
の
デ
ジ
タ
ル
化
：
本
所
で
新
た
に
寄
贈
を
受
け
た
、
一
八
七

三
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
に
参
加
し
た
日
本
人
が
現
地
に
持
ち
込
ん
だ
日
本
関
係

ガ
ラ
ス
原
板
写
真
（
一
六
一
点
）
の
目
録
作
成
と
原
板
の
状
態
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
同

時
に
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
を
は
か
っ
た
う
え
で
保
存
処
置

を
施
し
た
。

②
鶏
卵
紙
の
復
原
調
査
：
高
知
県
立
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
出
張
し
、
一
九
世
紀
の

鶏
卵
紙
プ
リ
ン
ト
原
紙
の
組
成
分
析
と
復
原
紙
製
作
に
関
す
る
調
査
打
ち
合
わ
せ
を
お
こ

な
っ
た
。

③
横
山
松
三
郎
関
係
写
真
史
料
調
査
：
箱
館
・
高
田
屋
伝
来
の
横
山
松
三
郎
・
松
蔵
兄

弟
の
古
写
真
史
料
（
個
人
蔵
）
の
う
ち
、
写
真
油
絵
の
制
作
工
程
に
つ
い
て
の
調
査
を
お

こ
な
い
、
写
真
油
絵
の
復
原
に
着
手
し
た
。

④
菊
池
海
荘
関
係
古
写
真
資
料
の
展
示
：
菊
池
海
荘
の
出
身
地
で
あ
る
和
歌
山
県
湯
浅

町
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
三
月
二
一
日
）
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た

画
像
デ
ー
タ
を
基
に
菊
池
家
旧
蔵
の
古
写
真
資
料
の
展
示
お
よ
び
講
演
「
菊
池
海
荘
と
菊

池
（
堀
内
）
家
史
料
」
を
研
究
分
担
者
の
保
谷
徹
が
お
こ
な
い
、
研
究
の
成
果
を
一
般
に

公
表
し
た
。

⑤
学
会
報
告･

講
演
：
谷
昭
佳
「
歴
史
資
料
・
写
真
フ
ィ
ル
ム
原
板
の
史
料
学
―
松
重

美
人
の
被
爆
写
真
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
」（
日
本
写
真
芸
術
学
会
主
催
『
令
和
3
年
度
日
本
写

真
芸
術
学
会
年
次
大
会
』、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
二
〇
二
一
年
六
月
一
二
日
）
／
谷
昭
佳

「
高
精
細
画
像
か
ら
紐
解
く
幕
末
明
治
初
期
の
日
本
」（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
主
催
、

特
別
展
「
大
名
の
船
―
海
の
参
勤
交
代
―
」
関
連
講
座
【
海
の
学
び
講
座
③
】、
愛
媛
県

歴
史
文
化
博
物
館
多
目
的
ホ
ー
ル
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
一
日
）
に
よ
り
、
研
究
成
果

の
一
端
を
公
開
し
た
。

⑥
論
文
掲
載
：「
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
と
国
家
事
業
と
し
て
の
写
真
制
作
」
を
ペ
ー

タ
ー
・
パ
ン
ツ
ァ
ー
、
沓
澤
宣
賢
、
宮
田
奈
奈
編
『
１
８
７
３
年
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会�

日
墺
か
ら
み
た
明
治
日
本
の
姿
』（
思
文
閣
出
版
、
二
一
三
～
二
四
九
頁
、
二
〇
二
二
年

三
月
）
に
掲
載
し
た
。

受
発
信
文
書
か
ら
見
る
開
港
期
の
出
島
商
館
―
明
細
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
分

析
―

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
C

二
、
課
題
番
号　
　

一
九
Ｋ
〇
〇
九
三
五
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三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

松
井
洋
子

研
究
協
力
者　

矢
森
小
映
子
（
学
術
支
援
専
門
職
員
）

六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
は
、
オ
ラ
ン
ダ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
「
日
本
商
館
文
書
」
の
う
ち
一
八
四
三

年
か
ら
一
八
六
〇
年
の
「
日
本
商
館
文
書
」
を
対
象
に
、
①
各
年
の
受
発
信
文
書
簿
に
含

ま
れ
る
書
翰
・
決
議
抜
粋
・
翻
訳
命
令
書
・
注
文
等
に
つ
い
て
、
一
点
毎
の
目
録
情
報
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
、
②
受
発
信
文
書
を
中
心
に
、
当
該
期
の
出
島
で
作
成
さ
れ

残
さ
れ
た
文
書
群
の
書
式
・
性
格
・
相
互
関
係
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
史
料
学
的
検
討
を

行
な
う
こ
と
、
③
開
港
期
の
出
島
を
め
ぐ
る
人
的
・
社
会
的
関
係
、
商
館
の
運
営
と
機
能

の
変
化
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

基
本
と
な
る
目
録
情
報
の
デ
ー
タ
入
力
項
目
は
、
原
所
蔵
番
号
、
史
料
編
纂
所
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
番
号
と
写
真
帳
番
号
に
加
え
て
、
各
文
書
の
日
付
、
収
録
簿
冊
名
、
文
書
の

形
式
、
発
信
地
と
発
信
人
、
宛
先
地
と
宛
先
人
、
内
容
注
記
、
開
始
終
了
頁
と
総
頁
数
、

既
刊
目
録
の
収
録
頁
、
史
料
の
状
態
等
に
関
す
る
注
記
、
備
考
と
し
た
。

最
終
年
度
で
あ
る
二
〇
二
一
年
度
に
は
、
残
っ
て
い
た
一
八
五
九
年
（
六
七
七
点
）、

一
八
六
〇
年
（
六
六
点
）
の
受
信
文
書
に
つ
い
て
目
録
入
力
を
終
え
た
。

本
研
究
で
の
作
業
に
よ
り
、
秘
密
文
書
も
含
め
た
受
発
信
文
書
総
点
数
六
二
八
二
点
の

入
力
が
完
了
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
（
一
八
四
七
年
～
一
八
六
〇
年
）
の
オ
ラ
ン
ダ
外
務

省
本
省
の
日
本
関
係
文
書
の
抜
粋
既
収
集
分
（
六
五
二
点
）
に
つ
い
て
も
、
明
細
目
録
の

デ
ー
タ
入
力
を
行
な
っ
た
。

入
力
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
、

フ
ィ
ル
ム
毎
の
内
容
細
目
と
し
て
付
加
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
し
た
。

日
本
中
世
古
記
録
・
文
献
史
料
の
史
料
学
的
研
究
に
よ
る
朝
廷
制
度
史
・
政
治
史
の
考
察

一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
C

二
、
課
題
番
号　
　

二
〇
Ｋ
〇
〇
九
三
三

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

遠
藤
珠
紀

六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
課
題
は
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
を
中
心
に
、
古
記
録
の
収
集
及
び
総
体
的
な
検

討
を
行
い
、
ト
ー
タ
ル
な
形
で
中
世
朝
廷
に
お
け
る
情
報
の
流
れ
や
政
務
運
営
シ
ス
テ
ム

の
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
遂
行
の
た
め
本
研
究
課
題
の
研
究
計
画
は
大
き
く

二
つ
の
柱
を
た
て
た
。
ま
ず
古
記
録
の
所
在
（
原
本
・
写
本
の
所
在
）
を
調
査
し
、
そ
の

記
録
時
期
を
通
観
で
き
る
よ
う
に
し
、
特
に
重
要
な
も
の
は
史
料
的
性
格
を
明
ら
か
に

し
、
翻
刻
・
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
な
ど
の
歴
史
情
報
資
源
化
を
行
う
こ

と
。
二
つ
目
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
生
か
し
て
当
該
期
の
政
治
史
・
制
度
史
等
の
考

察
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
史
料
の
原
本
調
査
に
つ
い
て
は
十
分
に
は
行
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
北
野
天
満
宮
北
野
文
化
研
究
所
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
早

稲
田
大
学
な
ど
に
赴
き
調
査
を
行
っ
た
。
ご
高
配
を
賜
り
感
謝
す
る
。
ま
た
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
所
蔵
の
原
本
、
架
蔵
の
写
真
帳
及
び
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
基
づ
き
史
料
的
検
討

を
進
め
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
伝
『
大
外
記
中
原
師
生
母

記
』、「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
陰
陽
道
関
係
史
料
」（
林
淳
編
『
新
陰
陽
道
叢
書
』�

第
五
巻
特
論
、
名
著
出
版
）、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
の
『
兼
見
卿
記
』
紙
背

文
書
、
早
稲
田
大
学
所
蔵
『
宣
教
卿
記
』、
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
勘
仲
記
』『
綱
光
公

記
』、
賀
茂
別
雷
神
社
所
蔵
『
賀
茂
神
主
経
久
記
』
な
ど
の
翻
刻
、
紹
介
を
行
っ
た
。

ま
た
豊
臣
秀
吉
の
聚
楽
行
幸
を
描
い
た
「
聚
楽
行
幸
記
」
の
諸
写
本
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
、「
天
正
十
六
年
『
聚
楽
行
幸
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
」（
井
上
泰
至
編
『
ア
ジ
ア

遊
学
二
六
二　

資
料
論
が
ひ
ら
く
軍
記
・
合
戦
図
の
世
界
』）
と
し
て
発
表
し
た
。
そ
の

ほ
か
「
豊
臣
秀
吉
の
唐
冠
と
子
息
秀
頼
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
二
二
―
一
一
）、「
協
業
関

係
が
成
立
し
て
い
た
朝
廷
の
官
人
、
幕
府
の
官
僚
」（
久
水
俊
和
編
・
日
本
史
史
料
研
究

会
監
修
『「
室
町
殿
」
の
時
代
』
山
川
出
版
）
な
ど
の
論
考
を
発
表
し
た
。

公
家
法
・
公
家
家
法
・
寺
社
法
を
中
心
と
し
た
中
世
法
制
史
料
の
高
度
研
究
資
源
化
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一
、
研
究
費
種
目　

基
盤
研
究
C

二
、
課
題
番
号　
　

二
〇
Ｋ
〇
〇
九
五
六

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
七
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
一
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

前
川
祐
一
郎

研
究
協
力
者　

遠
藤
基
郞
・
西
田
友
広
・
本
郷
恵
子

六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
は
、
佐
藤
進
一
他
編
『
中
世
法
制
史
料
集
』
全
七
巻
（
岩
波
書
店
）
の
い
わ
ば

増
補
版
に
相
当
す
る
も
の
を
、
本
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
上
で
作
成
し
、
日
本
中

世
の
法
制
史
料
を
高
度
研
究
資
源
化
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
る
。
同
時
に
、

そ
の
高
度
化
の
試
み
の
過
程
で
、
関
連
づ
け
る
べ
き
史
料
は
何
か
と
い
う
問
い
か
け
を
通

し
て
、
日
本
中
世
の
法
制
史
料
と
い
う
史
料
の
あ
り
方
や
性
格
そ
の
も
の
を
捉
え
直
す
こ

と
を
、
も
う
一
つ
の
研
究
目
的
と
し
て
い
る
。

本
年
度
に
は
、
前
年
度
の
つ
づ
き
と
し
て
、
ま
だ
フ
ル
テ
キ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
な
い

『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
六
巻
の
後
半
（
公
家
家
法
、
寺
社
法
）
部
分
を
、
タ
グ
付
け
等

の
下
処
理
を
行
っ
た
の
ち
、
入
力
業
者
に
発
注
し
て
フ
ル
テ
キ
ス
ト
入
力
し
、
本
年
度
で

同
巻
の
入
力
作
業
を
完
了
し
た
。
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
に
向
け
た
第
二
段

階
ま
で
進
ん
だ
と
い
え
る
。
次
年
度
の
校
正
作
業
を
経
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
の
公

開
が
実
現
す
れ
ば
、
文
字
列
検
索
や
関
連
史
料
と
の
相
互
参
照
に
よ
る
研
究
上
の
同
書
の

活
用
の
便
宜
が
格
段
に
向
上
し
、
学
界
に
お
け
る
今
後
の
研
究
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
前
年
度
に
つ
づ
き
本
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、

予
定
し
て
い
た
史
料
調
査
に
よ
る
公
家
法
・
公
家
家
法
・
寺
社
法
お
よ
び
そ
の
関
連
史
料

の
収
集
が
十
分
に
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
法
制
史
料
の
高
度
研
究
資
源
化
を
通
し

た
、
日
本
中
世
に
お
け
る
法
制
史
料
の
あ
り
方
の
再
検
討
と
し
て
、
武
家
家
法
（
戦
国

法
）
史
料
の
条
文
の
立
法
の
論
理
を
内
的
に
理
解
す
る
試
み
を
さ
ら
に
す
す
め
た
。
そ
の

成
果
の
一
部
を
、
戦
国
大
名
伊
達
氏
の
分
国
法
「
塵
芥
集
」
の
い
く
つ
か
の
条
文
の
立
法

の
論
理
を
明
ら
か
に
す
る
論
考
、「「
塵
芥
集
」
法
文
の
立
法
論
理
の
一
事
例
」（『
日
本
歴

史
』
八
八
五
号
、
二
〇
二
二
年
二
月
）
と
し
て
発
表
し
た
。

前
近
代
の
和
紙
の
混
入
物
分
析
に
も
と
づ
く
「
古
文
書
科
学
」
の
可
能
性
探
索

一
、
研
究
費
種
目　

科
学
研
究
費
補
助
金
挑
戦
的
研
究
（
萌
芽
）

二
、
課
題
番
号　
　

一
八
Ｈ
一
八
五
三
四

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
一
年
度
（
研
究
期
間
延
長
）

四
、
研
究
経
費　
　

�

直
接
経
費
一
八
万
六
二
二
九
円
（
繰
越
金
）、
間
接
経
費
〇
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

渋
谷
綾
子

研
究
分
担
者　

石
川
隆
二
（
弘
前
大
学
）・
髙
島
晶
彦
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

研
究
協
力
者　

�

山
田
太
造
・
中
村　

覚
（
以
上
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）・
後
藤

真
・
天
野
真
志
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）・
上
條
信
彦
（
弘
前
大

学
）・
鍾　

國
芳
（
台
湾
・
中
央
研
究
院
生
物
多
樣
性
研
究
中
心
）

六
、
研
究
の
概
要

（
1
）
研
究
の
目
的

本
研
究
の
目
的
は
、
考
古
学
お
よ
び
植
物
学
的
な
手
法
に
よ
っ
て
古
文
書
の
料
紙
内
へ

の
混
入
物
を
分
析
し
、「
古
文
書
科
学
」
と
い
う
学
問
と
し
て
の
可
能
性
の
探
索
を
行
う

こ
と
で
あ
る
。
古
文
書
の
混
入
物
に
は
、
紙
の
製
造
過
程
で
の
添
加
物
に
由
来
す
る
デ
ン

プ
ン
や
鉱
物
、
資
料
の
修
理
の
際
に
付
加
さ
れ
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
が
あ
る
。
本
研

究
は
こ
れ
ら
の
混
入
物
の
種
類
・
量
・
密
度
の
三
つ
と
、
紙
自
体
の
成
分
に
つ
い
て
、
古

文
書
の
分
類
と
の
対
象
比
較
を
行
い
、
和
紙
の
製
造
手
法
・
地
域
・
時
期
の
分
析
、
そ
の

結
果
に
も
と
づ
く
資
料
の
地
域
的
特
性
や
歴
史
的
変
遷
を
探
る
実
験
的
な
研
究
を
行
う
。

（
2
）
研
究
の
実
績

本
研
究
で
は
、
①
古
文
書
の
分
類
と
製
紙
材
料
の
構
成
物
と
し
て
の
デ
ン
プ
ン
な
ど
の

種
類
・
量
・
密
度
等
の
対
象
比
較
に
よ
る
紙
の
質
的
比
較
解
析
、
②
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
和
紙

の
製
造
手
法
・
地
域
・
時
期
の
分
析
、
③
こ
れ
ら
の
分
析
手
法
を
統
合
し
た
「
古
文
書
科

学
」
と
い
う
研
究
分
野
と
し
て
の
可
能
性
探
索
、
と
い
う
三
つ
を
軸
と
す
る
。
二
〇
二
〇

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
原
本
史
料
の
調
査
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析

に
関
わ
る
各
種
調
査
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、
研
究



� 東京大学史料編纂所報　第 57 号　2022 年 10 月 �（0000）160

期
間
を
延
長
し
た
。

二
〇
二
一
年
度
の
原
本
史
料
調
査
と
混
入
物
の
分
析
（
渋
谷
・
髙
島
）
で
は
、
他
の
共

同
研
究
と
協
働
し
て
料
紙
の
科
学
分
析
デ
ー
タ
を
情
報
基
盤
へ
取
り
入
れ
、
研
究
デ
ー
タ

の
資
源
化
を
進
め
た
。
特
に
、
顕
微
鏡
画
像
管
理
ツ
ー
ル
「caid

（classificaion�and�
annotation�for�im

age�data

）」
の
開
発
に
関
わ
り
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
史
料
調
査
で

試
用
、
改
修
を
進
め
る
と
と
も
に
、
情
報
基
盤
へ
分
析
デ
ー
タ
の
取
り
込
み
を
試
行
し

た
。
こ
の
ツ
ー
ル
は
本
研
究
終
了
後
、
複
数
の
共
同
研
究
で
活
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

研
究
デ
ー
タ
の
共
有
化
や
連
結
化
を
進
め
、
学
問
と
し
て
「
古
文
書
科
学
」
の
確
立
に
つ

な
げ
る
。

植
物
原
料
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
（
石
川
・
渋
谷
）
で
は
、
日
本
各
地
で
採
集
し
た
コ
ウ
ゾ
試

料
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
の
実
施
を
継
続
し
、
地
域
的
特
性
を
検
討
す
る
た
め
の
ゲ
ノ
ム
情
報
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
歴
史
資
料
へ
の
応
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
実
験
結
果
は

学
会
等
で
報
告
し
、
ま
た
植
物
材
料
の
収
集
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
外
部
の
研
究
者
や
研

究
機
関
等
へ
も
報
告
を
行
っ
た
。

二
〇
二
一
年
度
の
研
究
成
果
は
、
第
三
一
回
日
本
資
料
専
門
家
欧
州
協
会
年
次
大
会

（
二
〇
二
一
年
九
月
）、A

ssociation�for�A
sian�Studies�（A

A
S

）�2022

（
二
〇
二
二

年
三
月
）
な
ど
国
内
外
の
学
会
・
研
究
会
で
報
告
し
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀

要
』
三
二
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
やA

cadem
ia�Letters
等
へ
原
著
論
文
と
し
て
投

稿
し
掲
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
他
の
共
同
研
究
と
と
も
に
、
料
紙
の
科
学
分
析
に
関
す
る

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
『
古
文
書
を
科
学
す
る
―
料
紙
分
析�

は
じ
め
の
一
歩
』（
二
〇
二
二
年
二

月
）
を
発
行
し
、
本
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
公
開
を
行
っ
た
。

足
利
義
満
期
武
家
政
治
史
の
研
究
―
義
満
の
権
力
確
立
過
程
の
再
検
討
を
中
心
に
―

一
、
研
究
費
種
目　

若
手
研
究
B

二
、
課
題
番
号　
　

一
七
Ｋ
一
三
五
二
六

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
二
年
度
（
期
間
延
長
）

四
、
研
究
経
費　
　
（
前
年
度
よ
り
繰
越
）

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

堀
川
康
史

六
、
研
究
の
概
要

二
〇
二
一
度
は
研
究
成
果
の
総
括
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
足
利
義
満
期
武
家
政
治
史
の

再
検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、CO

V
ID

-19

の
影
響
に
よ
り
外
部
機
関
で
の
史
料

調
査
に
依
然
制
限
が
か
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
二
〇
二
一
年
度
出
版
の
『
大
日
本
史
料
』

の
原
稿
作
成
・
校
正
を
実
質
的
に
一
人
で
担
当
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
と
な
り
、
本
研
究

課
題
に
取
り
組
む
時
間
が
大
幅
に
限
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
既
刊
史
料
・
史
料
編
纂
所
架
蔵

史
料
を
主
と
す
る
史
料
収
集
と
そ
の
基
礎
的
な
整
理
・
分
析
を
行
う
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ

の
間
取
り
組
ん
で
い
る
足
利
義
満
期
に
お
け
る
室
町
幕
府
と
鎌
倉
府
の
政
治
的
関
係
の
考

察
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
度
に
研
究
成
果
を
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
研
究
課
題
に
関
連
す
る
成
果
と
し
て
は
、「
延
文
五
年
桂
宮
院
伝
法
灌
頂
私
記
・
同

紙
背
文
書
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
三
二
号
、
二
〇
二
二
年
、
三
輪
眞
嗣

氏
と
の
共
著
）
を
執
筆
し
、
足
利
義
詮
期
の
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
の
政
変
に
関
わ
る

紙
背
文
書
を
紹
介
し
た
。
二
〇
二
一
年
一
〇
月
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
大
学

が
開
催
し
た
、
中
世
の
誓
約
に
関
す
る
比
較
史
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、「O

aths�
and�D

ivine�Punishm
ents�in�the�W

arring�States�Japan:�From
�Princeton�U

ni-
versity�Collection

」
と
題
す
る
研
究
報
告
を
行
い
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
所
蔵
の
新
出

史
料
を
用
い
て
中
世
日
本
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
こ
の
他
、
堀
川
が
研
究
分
担
者
と
し
て

参
画
し
て
い
る
基
盤
研
究
A
「
断
片
的
史
料
情
報
の
集
積
と
歴
史
知
識
情
報
の
相
互
参
照

体
制
の
確
立
に
よ
る
新
た
な
史
料
学
構
築
研
究
」（
西
田
友
広
氏
代
表
）
や
史
料
編
纂
所

の
「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
」
と
も
連

携
し
、
南
北
朝
期
史
料
の
電
子
化
・
Ｄ
Ｂ
開
発
を
進
め
た
。

幕
府
奥
右
筆
の
分
析
に
よ
る
近
世
国
家
権
力
構
造
の
研
究

一
、
研
究
費
種
目　

若
手
研
究

二
、
課
題
番
号　
　

一
八
Ｋ
一
二
四
九
七

三
、
研
究
機
関　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
一
年
度
（
期
間
延
長
）

四
、
研
究
経
費　
　

�

直
接
経
費
五
二
万
九
七
七
三
円
（
繰
越
金
）、
間
接
経
費
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

荒
木
裕
行
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六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
は
、
江
戸
幕
府
の
実
務
官
僚
の
一
つ
で
あ
り
、
老
中
や
若
年
寄
の
下
で
書
類
の

作
成
・
整
理
を
行
っ
て
い
た
奥
右
筆
に
つ
い
て
、
そ
の
幕
府
内
に
お
け
る
政
治
的
位
置
づ

け
を
明
ら
か
に
し
、
奥
右
筆
を
中
心
と
し
た
幕
府
権
力
構
造
の
実
態
解
明
を
行
う
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
の
政
治
構
造
や
政
策
の
変
化
を
研
究
す
る
場
合
に
は
、
将
軍
や

老
中
な
ど
政
権
の
ト
ッ
プ
ご
と
に
時
期
区
分
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に

は
奥
右
筆
が
政
策
の
決
定
に
強
く
関
与
し
、
幕
府
政
治
を
事
実
上
リ
ー
ド
し
て
い
た
時
期

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。
こ
の
仮
説
を
実
証
す
る
の
が
直
接
的
な

目
的
で
あ
る
。
具
体
的
な
検
討
対
象
時
期
は
、
奥
右
筆
が
最
も
大
き
な
権
力
を
有
し
て
い

た
と
さ
れ
る
家
斉
将
軍
期
を
中
心
と
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
時
期
に
つ
い
て
も
分
析
を
加

え
、
政
治
状
況
に
よ
る
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
に

よ
り
、
二
〇
二
一
年
度
ま
で
研
究
期
間
を
延
長
し
た
。

二
〇
二
一
年
度
は
、
前
年
度
実
施
で
き
な
か
っ
た
史
料
収
集
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は

苗
木
遠
山
史
料
館
へ
出
張
し
、
同
館
所
蔵
の
苗
木
藩
主
自
筆
日
記
を
調
査
・
収
集
し
た
。

さ
ら
に
古
書
店
よ
り
原
本
史
料
（「
関
東
伺
向
御
下
志
」・「
駿
田
雑
記
」）
を
購
入
し
た
。

現
在
、
収
集
史
料
を
分
析
中
で
あ
り
、
論
文
と
し
て
の
公
開
を
計
画
し
て
い
る
。

近
世
に
お
け
る
朝
廷
中
枢
に
よ
る
門
跡
統
制
の
解
明

一
、
研
究
費
種
目　

若
手
研
究

二
、
課
題
番
号　
　

一
九
Ｋ
一
三
三
二
九

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

石
津
裕
之

六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
の
目
的
は
、
朝
廷
中
枢
が
行
っ
て
い
た
門
跡
（
天
皇
家
・
親
王
家
・
摂
家
な
ど

の
子
弟
が
入
寺
す
る
格
式
の
高
い
寺
院
、
も
し
く
は
そ
の
住
職
＝
門
主
の
こ
と
）
に
対
す

る
統
制
の
具
体
像
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
二
〇
年
度
ま
で
は
天
皇
家
・
親
王
家
の
子

弟
が
門
主
と
な
る
宮
門
跡
を
分
析
対
象
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
二
一
年
度
は
摂
家
の
子

弟
が
門
主
と
な
る
摂
家
門
跡
を
分
析
対
象
と
し
、
二
〇
年
度
ま
で
の
分
析
視
点
か
ら
の
考

察
を
行
い
つ
つ
、
宮
門
跡
と
の
比
較
分
析
を
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
朝
廷
中
枢
の
位
置
に
あ
っ
た
公
家
の
日
記
・
記
録
を
分
析
し
、
①
摂
家

門
跡
に
肝
煎
・
御
世
話
人
が
存
在
す
る
の
か
、
②
そ
れ
ら
の
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
、
③
摂
家
門
跡
の
門
主
の
実
父
で
あ
る
摂
家
当
主
が
ど
の
よ
う
に
摂
家
門
跡
の

運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
か
、
④
上
記
の
①
～
③
に
つ
い
て
宮
門
跡
と
共
通
点
・
相
違
点
が

あ
る
か
、
と
い
っ
た
論
点
を
検
討
し
た
。
分
析
に
用
い
た
日
記
・
記
録
は
、
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
も
の
に
加
え
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
史
料
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
上
記
の
①
～
④
に
関
す
る
具
体
像
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

以
上
の
分
析
結
果
は
、
論
文
化
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
関
係
す
る
成

果
と
し
て
、
福
田
千
鶴
・
藤
實
久
美
子
編
著
『
近
世
日
記
の
世
界
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
に
論
文
一
本
（「
年
預
記
録
―
北
野
天
満
宮
を
支
え
た
社
僧
の

職
務
日
記
」）
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
学
会
報
告
一
件
（「
近
世
前
中
期
に
お
け
る
宮
門

跡
の
序
列
と
天
皇
・
院
の
養
子
・
猶
子
」
朝
幕
研
究
会
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
を
お
こ
な

っ
た
。

平
安
時
代
後
期
政
治
構
造
の
史
料
学
的
研
究

一
、
研
究
費
種
目　

若
手
研
究

二
、
課
題
番
号　
　

一
九
Ｋ
一
三
三
三
〇

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
三
〇
万
円
、
間
接
経
費
九
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

黒
須
友
里
江

六
、
研
究
の
概
要

摂
関
政
治
と
院
政
に
つ
い
て
は
そ
の
連
続
性
が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
る
が
、
両
分
野
の

研
究
状
況
の
違
い
に
よ
り
院
政
期
研
究
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
、
近
年
の
研
究
の
進
展
に
よ
り
摂
関
期
の
政
治
構
造
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ
の
移
行
に
つ
い
て
摂
関
期
の
側
か
ら
改
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め
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
障
壁
と
な
る
の
が
、
藤
原
頼
通
・
教
通
・

師
実
の
時
期
の
史
料
が
前
後
の
時
期
に
比
べ
て
少
な
く
テ
キ
ス
ト
研
究
が
充
実
し
て
い
な

い
と
い
う
環
境
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
研
究
で
は
、
当
該
期
の
古
記
録
（
具
体
的
に
は
『
左

経
記
』『
春
記
』『
水
左
記
』）
の
写
本
調
査
に
よ
り
研
究
基
盤
を
固
め
る
と
と
も
に
、
そ

れ
に
基
づ
き
摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ
の
政
治
構
造
の
連
続
・
変
容
の
様
相
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

今
年
度
は
、『
左
経
記
』
写
本
未
調
査
分
の
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
諸
写
本
全
体

の
分
析
を
行
っ
た
。
分
析
の
結
果
、『
左
経
記
』
諸
写
本
に
は
「
経
頼
卿
記
」「
左
経
記
」

「
糸
束
記
」
の
三
種
類
の
内
題
が
見
え
る
が
、
同
じ
内
題
を
持
つ
写
本
群
は
冊
数
や
字
配

り
に
共
通
の
特
徴
を
持
つ
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
も
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
分
け
が
可

能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
論
文
化
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
古

写
本
を
中
心
と
し
た
分
析
結
果
の
一
部
を
論
文
化
し
た
も
の
が
近
く
掲
載
予
定
で
あ
る
。

『
春
記
』
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
可
能
な
写
本
を
中
心
に
、
古
写

本
と
の
関
係
や
構
成
の
パ
タ
ー
ン
を
手
掛
か
り
と
し
て
分
析
を
進
め
た
。『
水
左
記
』
に

つ
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
度
に
引
き
続
き
若
手
研
究
「『
水
左
記
』
註
釈
の
作
成
に
よ
る

古
代
・
中
世
移
行
期
の
研
究
」（
課
題
番
号
二
〇
Ｋ
一
三
一
七
八
）
の
研
究
会
に
参
加
し

（
一
三
回
）、
そ
の
成
果
を
北
村
安
裕
・
磐
下
徹
・
重
田
香
澄
各
氏
と
の
共
著
「『
水
左

記
』
の
研
究
―
康
平
七
年
九
月
～
一
一
月
」（『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
紀
要
〈
教
育
学
部

編
〉』
六
一
、
二
〇
二
二
年
二
月
）
に
ま
と
め
た
。

IIIF

とTEI

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
翻
刻
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発

一
、
研
究
費
種
目　

若
手
研
究

二
、
課
題
番
号　
　

一
九
Ｋ
二
〇
六
二
六

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
二
〇
〇
万
円
、
間
接
経
費
六
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

中
村　

覚

六
、
研
究
の
概
要

二
〇
二
〇
年
度
よ
り
、
人
間
と
機
械
の
両
者
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
作
成
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
人
間
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
作
成
支
援
に
関
す
る
研
究
の
成
果
と

し
て
、O

SS

の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
エ
デ
ィ
タ
で
あ
るV

SCode

の
拡
張
機
能
と
し
て
翻
刻

支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
公
開
を
行
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、T

EI

に
よ
る
ル
ビ

（ruby

）
や
校
異
情
報
（app

）、
お
よ
び
割
注
な
ど
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
機
能

をV
SCode

の
拡
張
機
能
と
し
て
開
発
し
た
。
ま
たX

M
L

フ
ァ
イ
ル
の
編
集
に
合
わ
せ

て
、
表
示
結
果
例
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
プ
レ
ビ
ュ
ー
可
能
な
機
能
も
提
供
す
る
。
こ
れ
ら

の
機
能
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、T

EI

を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
作
成
を
支
援
す

る
。
機
械
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
作
成
支
援
に
関
す
る
研
究
の
成
果
と
し
て
、「
デ
ジ

タ
ル
源
氏
物
語
（A

I

画
像
検
索
版
）」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
構
築
・
公
開
し
た
。
本

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
特
徴
と
し
て
、
く
ず
し
字O

CR

と
編
集
距
離
を
利
用
し
て
、
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
が
類
似
す
る
写
本
・
版
本
の
画
像
を
自
動
的
に
推
薦
す
る
機
能
を
提
供
す
る
。

本
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
一
部
認
識
誤
り
を
含
むO

CR

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
利
用

方
法
の
一
例
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
本
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
構
築
に
合
わ
せ
て
、

CO
D

H

（
人
文
学
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー
）
が
公
開
す
る
「
く
ず
し
字
デ

ー
タ
セ
ッ
ト
」
を
用
い
て
独
自
の
く
ず
し
字O

CR

モ
デ
ル
を
開
発
し
た
。
深
層
学
習
を

用
い
た
文
字
検
出
と
文
字
認
識
、
お
よ
び
読
み
順
の
自
動
推
定
を
行
う
三
つ
の
ス
テ
ー
ジ

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
今
後
、
本
モ
デ
ル
の
公
開
を
行
い
、
第
三
者
が
利
用
可
能
な
環
境
を

整
備
す
る
。

日
本
中
近
世
外
交
文
書
写
本
お
よ
び
外
交
文
書
集
の
史
料
学
的
研
究

一
、
研
究
費
種
目　

若
手
研
究

二
、
課
題
番
号　
　

二
〇
Ｋ
一
三
一
七
二

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
七
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
一
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

岡
本　

真

六
、
研
究
の
概
要

本
研
究
は
、
中
近
世
に
日
本
が
諸
外
国
と
の
あ
い
だ
で
や
り
と
り
し
た
外
交
文
書
の
う

ち
、
原
本
が
今
日
所
在
不
明
で
、
写
本
の
形
で
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
も
の
や
、
複
数
の
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文
書
写
本
を
収
録
し
た
外
交
文
書
集
を
対
象
に
、
史
料
学
的
研
究
を
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
写
本
を
で
き
る
限
り
幅
広
く
調
査
・
収
集
し
た
う
え
で
、
同
一
の
外

交
文
書
や
外
交
文
書
集
の
諸
写
本
同
士
を
比
較
対
校
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
史
料

の
原
態
を
可
能
な
限
り
復
原
す
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当

該
期
の
日
本
の
対
外
関
係
史
を
あ
ら
た
な
視
点
か
ら
研
究
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

今
年
度
も
前
年
度
と
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
た
め
に
、
海
外

調
査
や
出
張
を
伴
う
国
内
調
査
の
実
施
が
む
ず
か
し
い
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
初

に
予
定
し
て
い
た
国
内
外
の
史
料
調
査
の
実
施
を
断
念
し
、
そ
の
代
替
と
し
て
、
所
蔵
機

関
に
史
料
の
撮
影
を
要
請
し
て
複
写
を
入
手
し
、
そ
れ
を
も
ち
い
る
こ
と
で
外
交
文
書
集

写
本
の
検
討
に
努
め
た
。
ま
た
、
本
研
究
の
今
年
度
ま
で
の
成
果
を
含
む
単
著
を
刊
行
し

た
。
そ
し
て
、
前
年
度
お
よ
び
今
年
度
途
中
ま
で
の
作
業
結
果
を
も
と
に
、
主
と
し
て
中

世
の
外
交
文
書
を
多
く
収
録
す
る
瑞
渓
周
鳳
撰
『
善
隣
国
宝
記
』
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で

に
入
手
で
き
て
い
る
写
本
の
校
異
情
報
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
蓄
積
す
る
こ
と
を
開
始
し

た
。
こ
れ
は
、
本
研
究
の
最
終
年
度
に
研
究
成
果
と
し
て
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の

た
め
今
年
度
に
は
、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
公
開
す
る
の
が
適
切
か
を
、
外
部
専
門
家
の
助

言
を
あ
お
ぎ
つ
つ
、
集
中
的
に
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、T

EI�（T
ext�En-

coding�Initiative

）�

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
て
、
校
異
情
報
を
記
入
し
たX

M
L

フ
ァ

イ
ル
を
作
成
し
、
そ
の
ウ
ェ
ブ
公
開
を
目
指
す
方
針
を
定
め
た
。
こ
の
方
針
に
至
っ
た
理

由
の
ひ
と
つ
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
今
後
の
利
活
用
や
研
究
の
さ
ら
な
る

進
展
を
企
図
す
る
う
え
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
公
開
こ
そ
が
最
善
で
あ
る
と
考
え
た
た
め

で
あ
る
。
ま
た
も
う
ひ
と
つ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
を
前
提
と
し
た
場
合
、
日
本
国
内
外

を
問
わ
ず
利
用
し
や
す
い
、
で
き
る
限
り
汎
用
性
の
高
い
形
式
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
、
欧
米
の
研
究
者
を
中
心
に
策
定
さ
れ
、
近
年
に
は
日
本
を
含
む
東
ア
ジ

ア
言
語
の
テ
キ
ス
ト
に
も
利
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
、T

EI

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
す
る
こ

と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
方
針
に
も
と
づ
き
、
今
年
度

後
半
に
は
学
術
専
門
職
員
の
雇
用
を
開
始
し
、
情
報
の
整
理
お
よ
び
公
開
に
向
け
た
フ
ァ

イ
ル
に
関
す
る
補
助
作
業
に
従
事
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

日
本
近
世
に
お
け
る
政
教
関
係
の
形
成
と
確
立

一
、
研
究
費
種
目　

若
手
研
究

二
、
課
題
番
号　
　

二
一
Ｋ
一
三
〇
九
〇

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
八
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
四
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

林　

晃
弘

六
、
研
究
の
概
要

近
世
の
政
治
権
力
と
仏
教
教
団
は
、
中
世
以
前
と
は
異
な
る
新
た
な
関
係
を
形
成
す

る
。
本
研
究
の
目
的
は
そ
の
過
程
を
政
治
史
的
な
背
景
を
踏
ま
え
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
度
の
主
な
実
績
に
つ
い
て
、
①
幕
府
と
仏
教
教
団
の
間
に
お
け
る

組
織
的
関
係
の
形
成
、
②
藩
の
寺
院
行
政
を
組
み
込
ん
だ
分
析
の
二
つ
の
面
か
ら
概
要
を

示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
近
世
初
期
の
幕
府
寺
社
政
策
に
関
す
る
根
本
史
料
で
あ
り
な
が
ら
、

史
料
自
体
の
分
析
が
十
分
に
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
以
心
崇
伝
の
記
録
類
に
つ
い
て
、
改

め
て
原
本
の
写
真
版
・
関
連
史
料
に
あ
た
り
、「『
本
光
国
師
日
記
』
―
幕
府
に
仕
え
た
禅

僧
の
記
録
」（
福
田
千
鶴
・
藤
實
久
美
子
編
『
近
世
日
記
の
世
界
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
二
二
年
所
収
）
を
ま
と
め
た
。「
案
紙
」（
＝
『
本
光
国
師
日
記
』）
と
「
僧
録
帳
」

の
関
係
や
、
全
文
が
抹
消
さ
れ
た
文
書
案
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
新
知
見
が
得
ら
れ
た
。

寺
院
側
の
史
料
と
し
て
は
、
薬
師
寺
（
奈
良
市
）
に
て
近
世
文
書
の
調
査
・
撮
影
を
行

い
、
ま
た
、
京
都
の
本
山
寺
院
で
あ
る
泉
涌
寺
、
仁
和
寺
、
臨
済
宗
五
山
派
の
江
戸
触
頭

で
あ
る
金
地
院
の
史
料
を
用
い
て
検
討
を
進
め
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
一
六
世
紀
末

の
豊
臣
政
権
期
か
ら
一
七
世
紀
半
ば
の
寛
文
期
に
か
け
て
通
時
的
に
見
通
す
研
究
に
取
り

組
ん
だ
。

②
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
一
月
に
、
朴
澤
直
秀
氏
代
表
の
科
研
・
基
盤
研
究
C

「
寺
院
史
料
の
調
査
と
個
別
的
動
向
の
解
明
に
立
脚
し
た
近
世
宗
教
政
策
像
の
更
新
」（
課

題
番
号
二
〇
Ｋ
〇
〇
九
六
四
）
と
の
合
同
の
研
究
会
で
、「
肥
後
熊
本
入
封
後
の
細
川
氏

に
よ
る
真
宗
統
制
」
と
題
し
た
中
間
的
な
研
究
報
告
を
行
っ
た
。
近
年
の
永
青
文
庫
所
蔵

史
料
の
調
査
で
把
握
さ
れ
た
史
料
を
分
析
し
、
近
世
前
期
の
熊
本
藩
の
真
宗
寺
院
に
対
す

る
統
制
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
内
容
は
、
必
要
な
史
料
の
調
査
を
行
い
、
論

文
等
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。
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こ
の
他
、
関
ヶ
原
合
戦
軍
記
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
慶
長
治
乱
記
』
の
検
討
の
中
で
、
東

山
大
仏
千
僧
会
へ
の
出
仕
・
不
出
仕
を
め
ぐ
る
日
蓮
宗
の
僧
の
紛
争
を
う
け
て
、
慶
長
四

年
（
一
五
九
九
）
に
徳
川
家
康
が
対
論
を
命
じ
て
裁
定
を
下
し
た
出
来
事
の
叙
述
に
つ
い

て
触
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
こ
の
一
件
に
対
す
る
一
七
世
紀
半
ば
に
お
け
る
社
会
で
の
認
識

の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
た
。

持
続
性
と
利
活
用
性
を
考
慮
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
構
築
手
法
の
開
発

一
、
研
究
費
種
目　

若
手
研
究

二
、
課
題
番
号　
　

二
一
Ｋ
一
八
〇
一
四

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
二
六
〇
万
円
、
間
接
経
費
七
八
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

中
村　

覚

六
、
研
究
の
概
要

今
年
度
は
静
的
サ
イ
ト
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
手
法
を

検
討
し
、
基
盤
と
な
る
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス

W
eb

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
るN

uxt.js
を
用
い
た
シ
ス
テ
ム
開

発
を
行
な
っ
た
。CSV

フ
ァ
イ
ル
の
形
式
で
用
意
し
た
画
像
や
メ
タ
デ
ー
タ
に
関
す
る

情
報
を
読
み
込
み
、
静
的
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
自
動
的
に
構
築
す
る
。
ま
た
上
記
シ
ス
テ

ム
を
用
い
て
、
以
下
に
示
す
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
い
ず
れ
も

静
的
サ
イ
ト
と
し
て
構
築
し
、GitH

ub

な
ど
の
ホ
ス
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
上
で
公
開
し

て
い
る
。
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
「
渋
沢
栄
一
ダ
イ
ア
リ
ー
」
／
東
洋
文
庫
「『
大
正
新
脩

大
蔵
経
』
底
本
・
校
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」「
酉
蓮
社
（
旧
増
上
寺
報
恩
蔵
）
蔵
嘉
興
版
大

蔵
経
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」「
東
洋
文
庫
水
経
注
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
／
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
「
正
保
琉
球
国
絵
図
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」「
倭
寇
図
巻
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
」
／
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
「
デ
ジ
タ
ル
延
喜
式
」
上
記
に
お
い
て
、
特
に
「
正
保
琉

球
国
絵
図
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」「
倭
寇
図
巻
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
つ
い
て

は
、IIIF

を
用
い
た
画
像
公
開
に
つ
い
て
も
静
的
サ
イ
ト
で
実
現
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、IIIF�Im

age�A
PI�Level��0

を
採
用
し
、
事
前
に
タ
イ
ル
画
像
を
生
成
し
て
お
く

こ
と
で
、
サ
ー
バ
レ
ス
なIIIF

対
応
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
間
の
た
め
の
ユ
ー

ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
に
加
え
て
、
機
械
処
理
に
適
し
た
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
計
算
機
に
よ
る
二
次
利
用
も
支
援
す
る
。
具
体
的
な
活
用
事
例
と
し
て
、Google-

D
ataset�Search

と
の
連
携
を
実
現
し
て
い
る
。

鎌
倉
幕
府
法
研
究
の
再
始
動
―
書
誌
学
的
方
法
に
よ
る
基
礎
研
究
―

一
、
研
究
費
種
目　

研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援

二
、
課
題
番
号　
　

一
九
Ｋ
二
三
一
〇
四

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四　

研
究
経
費　
　

直
接
経
費
四
七
万
三
五
一
四
円
、
間
接
経
費
〇
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

木
下
竜
馬

六
、
研
究
の
概
要

御
成
敗
式
目
を
は
じ
め
と
す
る
鎌
倉
幕
府
法
は
、
日
本
中
世
史
像
を
形
作
る
重
要
な
素

材
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
研
究
は
隘
路
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
既
存
の
『
中

世
法
制
史
料
集
』
の
鎌
倉
幕
府
法
本
文
に
依
存
し
す
ぎ
た
あ
ま
り
、
幕
府
法
の
原
史
料
の

基
礎
的
な
検
討
が
不
十
分
だ
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
研
究
は
、
文
献
学
・
書
誌
学
的

方
法
を
取
り
入
れ
、
鎌
倉
幕
府
法
の
新
史
料
を
発
掘
し
、
既
知
の
諸
史
料
を
含
め
批
判
・

分
析
し
て
系
統
立
て
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
鎌
倉
幕
府
法
研
究
を
再
始
動
さ
せ
、
日
本
中
世

史
像
の
見
直
し
に
つ
な
げ
た
い
。

本
年
度
も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
目
録
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
類
を
渉
猟
し
、
鎌
倉
幕
府
法

史
料
の
所
在
把
握
に
注
力
し
た
。
そ
れ
に
も
と
づ
き
、
東
京
大
学
法
制
史
資
料
室
、
公
益

財
団
法
人
東
洋
文
庫
や
京
都
大
学
附
属
図
書
館
で
調
査
を
行
い
、
学
界
未
紹
介
の
写
本
を

複
数
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
東
洋
文
庫
、
明
治
大
学
図
書
館
な
ど
が
所
蔵
す
る
い

く
つ
か
の
史
料
に
つ
い
て
、
紙
焼
き
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
調
達
し
た
。
式
目
注
釈
書
の

研
究
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
お
い
て
継
続
し
て
い
る
。

ま
た
成
果
物
と
し
て
、
こ
の
研
究
で
発
見
し
た
史
料
の
翻
刻
を
、「
史
料
紹
介　

翻
刻���

青
山
文
庫
本
貞
永
式
目
追
加　

そ
の
一
」
と
し
て
『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
第
四
九
号
（
二
〇

二
二
年
四
月
刊
行
）
に
掲
載
す
る
準
備
を
進
め
た
。
以
後
、
順
次
発
表
し
て
い
く
予
定
で
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あ
る
。

去
年
度
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
研
究
期
間
を
さ
ら

に
延
長
し
た
。

平
安
時
代
に
お
け
る
時
代
認
識
に
関
す
る
研
究

一
、
研
究
費
種
目　

研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援

二
、
課
題
番
号　
　

二
〇
Ｋ
二
二
〇
一
一

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

小
塩　

慶

六
、
事
業
の
概
要

（
1
）
研
究
の
目
的

本
研
究
の
目
的
は
、
平
安
貴
族
が
自
国
の
歴
史
を
い
か
に
認
識
し
て
い
た
か
を
、
そ
の

形
成
過
程
と
と
も
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。『
愚
管
抄
』
な
ど
に
は
比
較
的
明
瞭

な
時
期
区
分
が
示
さ
れ
る
が
、
古
記
録
を
紐
解
く
と
、
時
代
区
分
や
時
代
認
識
は
記
主
や

時
期
に
よ
っ
て
む
し
ろ
流
動
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
歴
史
物
語
等
と
の
認
識
の
ず
れ

も
注
目
さ
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
古
記
録
と
歴
史
物
語
・
説
話
集
と
い
う
異
な
る
ジ
ャ
ン

ル
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
時
代
観
の
形
成
過
程
を
考
察
す
る
。

（
2
）
二
〇
二
一
年
度
の
実
績

本
年
度
は
、
引
き
続
き
古
記
録
に
見
え
る
先
例
の
調
査
を
、
鳥
羽
天
皇
の
治
世
ま
で
行

っ
た
。
ま
た
、
部
類
記
等
を
調
査
し
て
日
記
の
逸
文
を
収
集
し
、
既
に
作
業
を
完
了
さ
せ

た
時
期
に
つ
い
て
も
事
例
を
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
研
究
で
特
に
問
題
と
し
た
い

延
喜
・
天
暦
聖
代
観
は
、
院
政
期
初
め
に
は
確
実
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
古
記
録
の
調
査
は
こ
こ
で
区
切
り
を
つ
け
、
問
題
を
相
対
化
す
る
た
め
に
歴
史
物
語

や
説
話
集
に
現
れ
る
時
代
認
識
の
検
討
に
移
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
安
貴
族
の
日
常
の
儀

式
や
政
務
の
中
で
重
視
さ
れ
る
時
代
と
、
歴
史
物
語
や
説
話
集
に
お
い
て
聖
代
と
さ
れ
る

時
代
と
は
、
必
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
時

代
観
・
聖
代
観
は
、
個
人
や
時
代
の
影
響
を
受
け
や
す
い
も
の
で
あ
り
、
容
易
に
一
般
化

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
各
説
話
の
成
立
時
期
（
作
品
の
成
立
時
期
と
は

ず
れ
が
生
じ
る
）
を
確
定
し
て
い
く
作
業
も
必
要
と
な
る
。
そ
の
事
例
研
究
の
ひ
と
つ
と

し
て
、『
古
今
著
聞
集
』
所
載
の
説
話
と
同
類
の
話
を
載
せ
る
史
料
の
調
査
も
行
っ
た
。

一
方
で
、
昨
年
度
よ
り
調
査
し
て
い
る
摂
関
期
以
降
の
祥
瑞
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

関
連
記
事
の
捜
索
を
行
い
、
検
討
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
該
期
の
祥
瑞
に
は
平
安

貴
族
の
国
内
の
時
代
認
識
も
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
内
容
は
口
頭
報

告
を
行
い
、
当
日
の
議
論
も
踏
ま
え
て
論
文
化
を
す
す
め
て
い
る
。

サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
の
合
意
文
書
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
外
交
文
書
編
纂
の

研
究

一
、
研
究
費
種
目　

研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援

二
、
課
題
番
号　
　

二
〇
Ｋ
二
二
〇
一
二

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
九
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
七
万
円

五
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

大
東
敬
典

六
、
事
業
の
概
要

本
研
究
は
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
の
間
で
作
成
さ
れ
た
合

意
文
書
の
総
合
的
調
査
を
行
い
、
①
同
文
書
群
の
形
式
・
内
容
・
相
互
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
、
②
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
、
会
社
が
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
収
集
し
作
成
し
た
合
意

文
書
集Contractboeken

の
性
格
に
つ
い
て
史
料
学
的
検
討
を
行
う
こ
と
、
③
さ
ら

に
、
二
〇
世
紀
前
半
に
同
史
料
を
基
に
編
纂
さ
れ
たCorpus diplom

aticum
 N

eerlan-
do-Indicum

（『
蘭
領
東
イ
ン
ド
外
交
文
書
集
』）
に
つ
い
て
、
史
学
史
的
検
討
を
加
え

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

初
年
度
で
あ
る
二
〇
二
〇
年
度
に
予
定
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
調
査
は
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
オ
ラ
ン
ダ
国
立
文
書
館
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
文
書
の

オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
が
進
み
、
当
初
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
史
料
調
査
が
可
能
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
オ
ラ
ン
ダ
の
一
七
人
会
及
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
カ
ー
メ
ル
か
ら
バ
タ
フ
ィ

ア
総
督
府
（
現
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
へ
送
ら
れ
た
訓
令
の
中
に
、
ア
ジ
ア
各
地
で
結
ば
れ
た
合
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意
に
対
す
る
会
社
重
役
た
ち
の
見
解
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

二
〇
二
一
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
世
界
的
拡
大
の
た
め
、
予
定
し
て
い
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
立
文
書
館
で
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
バ
タ
フ
ィ
ア
総
督
府
側
の
認

識
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
ま
な
か
っ
た
。
幸
い
本
研
究
期
間
を
一
年
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
二
〇
二
二
年
度
に
こ
の
課
題
に
取
り
組
み
た
い
。

そ
の
他
の
課
題
に
は
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
得
ら
れ
た
成
果
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。オ

ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
外
交
に
関
す
る
基
幹
史
料
集
『
蘭
領
東
イ
ン
ド
外
交
文
書

集
』
を
利
用
し
、
会
社
と
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
合
意
文
書
の
総
合
的
調
査
を
進
め
た
。
二

〇
二
〇
年
度
の
調
査
で
は
、
先
行
研
究
が
注
目
し
て
き
た
絹
貿
易
に
関
す
る
合
意
文
書
と

は
別
に
、
通
商
・
居
住
・
信
仰
の
自
由
な
ど
様
々
な
特
権
を
認
め
る
合
意
文
書
が
存
在
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
二
〇
二
一
年
度
は
そ
の
最
初
の
例
と
し
て
一
六
二
三
年
一
一

月
二
一
日
付
文
書
を
翻
訳
し
、
必
要
な
注
を
付
し
て
刊
行
し
た
。（「『
蘭
領
東
イ
ン
ド
外

交
文
書
集
』」
久
礼
克
季
・
冨
田
暁
・
松
方
冬
子
と
共
編
訳
、
解
題
を
担
当
『
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
三
二
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
同
文
書
は
、
会
社
が
ペ
ル
シ
ア
進

出
直
後
に
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
君
主
ア
ッ
バ
ー
ス
一
世
に
請
願
し
認
め
ら
れ
た
合
計
二
三
の

特
権
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
会
社
が
王
の
ム
ス
リ
ム
臣
民
に
対
し
て
改
宗
を
強
要
す

る
こ
と
を
禁
じ
た
文
言
も
含
ま
れ
、
王
朝
に
よ
る
信
仰
の
管
理
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
も

伝
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

会
社
が
ア
ジ
ア
各
地
の
支
配
者
と
結
ん
だ
合
意
に
つ
い
て
は
、
通
常
現
地
語
と
オ
ラ
ン

ダ
語
の
両
方
で
文
書
が
作
成
さ
れ
た
が
、
会
社
は
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
み
収
集
し
、Con-

tractboeken

と
呼
ば
れ
る
資
料
集
を
編
纂
し
て
い
た
。
二
〇
二
〇
年
度
の
調
査
で
は
、

ア
ッ
バ
ー
ス
二
世
発
行
の
ペ
ル
シ
ア
語
勅
令
（farm

ān

）
と
そ
れ
に
対
応
す
る
オ
ラ
ン

ダ
語contract

を
対
照
し
、
会
社
がfarm

ān

をcontract

に
作
り
か
え
た
過
程
の
一

端
を
明
ら
か
に
し
た
。
二
〇
二
一
年
度
も
こ
のcontract

と
い
う
概
念
の
曖
昧
さ
に
つ

い
て
分
析
を
進
め
、
オ
ラ
ン
ダ
国
立
文
書
館
所
蔵Contractboeken

に
収
録
さ
れ
た
サ

フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
君
主
の
勅
令
の
中
に
は
、
王
朝
の
行
政
官
に
宛
て
ら
れ
た
命
令
が
含
ま
れ

て
お
り
、
会
社
の
言
うcontract

が
必
ず
し
も
会
社
と
王
の
間
の
合
意
と
い
う
形
式
を

備
え
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
本
研
究
と
関
連
し
て
、
二
〇
二
〇
年
度
に
『
蘭
領
東
イ
ン
ド
外
交
文
書
集
』
研
究

会
を
立
ち
上
げ
、
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
共
同
研
究
拠
点
特
定
共
同
研
究
「
モ
ン
ス
ー
ン

文
書
・
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
・
Ｖ
Ｏ
Ｃ
文
書
・
Ｅ
Ｉ
Ｃ
文
書
の
分
野
横
断
的
研
究
」
の

一
環
と
し
て
所
収
文
書
の
翻
訳
を
進
め
た
。
研
究
会
に
は
、
松
方
冬
子
氏
（
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
）、
久
礼
克
季
氏
（
川
村
学
園
女
子
大
学
）、
冨
田
暁
氏
（
岡
山
大
学
）
が
参
加

し
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
度
は
ペ
ル
シ
ア
、
セ
イ
ロ
ン
、
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
の
合
意
文
書
を

対
象
に
、
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
会
社
外
交
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
現
在
そ
れ

ら
の
史
料
に
つ
い
て
解
説
論
文
を
準
備
し
て
い
る
。

古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

一
、
研
究
費
種
目　

研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

二
、
課
題
番
号　
　

一
七
Ｈ
Ｐ
七
〇
〇
三

三
、
研
究
期
間　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

四
、
研
究
経
費　
　

一
六
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

作
成
者　
　
　

古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
グ
ル
ー
プ

研
究
代
表
者　

尾
上
陽
介

作
成
分
担
者　

本
郷
恵
子
・
菊
地
大
樹
・
井
上�

聡
・
遠
藤
珠
紀

六
、
事
業
の
概
要

古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、「
古
記
録
」
の
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

目
的
と
し
、『
大
日
本
古
記
録
』
所
収
の
日
記
を
中
心
に
入
力
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
『
大
日
本
古
記
録　

言
経
卿
記
』
二
～
四
の
デ
ー
タ
作
成
・
公
開
を
果
た
し
た
。
ま
た

「
筆
跡
・
花
押
情
報
の
高
度
利
活
用
研
究
―
収
集
ス
キ
ー
ム
の
錬
成
と
関
連
歴
史
情
報
と

の
統
合
に
よ
る
―
」（
基
盤
研
究
A
：
代
表
末
柄
豊
）
の
協
力
を
得
て
、『
大
日
本
古
記
録�

小
右
記
』
一
〇
の
デ
ー
タ
作
成
・
公
開
を
行
っ
た
。
そ
の
ほ
か
禅
籍
史
料
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
と
し
て
、
古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
、
本
所
所
蔵
「
叢
林

文
藻
」
の
公
開
を
行
っ
た
。「
叢
林
文
藻
」
に
つ
い
て
は
、
本
文
デ
ー
タ
の
ほ
か
原
本
画

像
と
も
リ
ン
ク
す
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
平
安
時
代
・
全
文
）
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一
、
研
究
費
種
目　

研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

二
、
課
題
番
号　
　

二
一
Ｈ
Ｐ
八
〇
〇
五

三
、
事
業
期
間　
　

二
〇
二
一
年
度

四
、
事
業
経
費　
　

四
九
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

作
成
者　
　
　

平
安
時
代
編
年
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
グ
ル
ー
プ

作
成
代
表
者　

山
口
英
男

六
、
本
年
度
の
事
業
の
概
要

大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、『
大
日
本
史
料
』
の
綱
文
・
引
用
書
目
・
索
引

語
句
（
人
名
・
官
職
名
）・
全
文
を
対
象
と
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
整
備
さ
れ
た

デ
ー
タ
は
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
全
文
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

刊
行
時
に
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
入
手
が
可
能
と
な
っ
た
近
年
出
版
分
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
そ
れ
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
三
七
〇
冊
余
の
デ
ー
タ
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
本
事
業

で
は
、
平
安
時
代
の
八
八
七
年
か
ら
一
〇
二
八
年
ま
で
が
連
続
す
る
『
大
日
本
史
料
』
第

一
・
二
編
合
計
五
五
冊
・
約
三
二
、〇
〇
〇
頁
に
つ
い
て
、
数
年
か
け
て
全
文
デ
ー
タ
を

整
備
し
、
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
公
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
一
年
度
は
、
第
一
編
各
冊
の
管
理
情
報
と
な
る
引
用
書
目
デ
ー
タ
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
第
一
編
第
六
～
一
一
冊
の
全
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
生
成
し
、
登
録
作
業

を
進
め
た
。
登
録
と
並
行
し
て
所
内
公
開
を
開
始
し
て
い
る
が
、
内
容
の
整
備
の
確
認
で

き
た
も
の
か
ら
順
次
一
般
公
開
に
供
す
る
予
定
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
三
月
末
の
段
階
で

第
一
編
第
一
～
八
冊
の
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い
る
。

日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ

一
、
研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

二
、
課
題
番
号　
　

二
一
Ｈ
Ｐ
八
〇
〇
六

三
、
事
業
期
間　
　

二
〇
二
一
年
度

四
、
補
助
金
額　
　

六
九
〇
万
円

五
、
作
成
組
織

名
称　
　
　
　

日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
作
成
グ
ル
ー
プ

代
表　
　
　
　

渡
邉
正
男

作
成
分
担
者　

遠
藤
基
郎
・
金
子　

拓
・
西
田
友
広
・
遠
藤
珠
紀
・
堀
川
康
史
・
木

下
竜
馬
・
中
村　

覚

六
、
事
業
の
概
要

「
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
」
は
、
日
本
列
島
上
で
作
成
さ
れ
た
文
書
に
関
す

る
目
録
デ
ー
タ
の
網
羅
的
収
集
を
目
指
し
て
、
一
九
八
五
年
よ
り
継
続
し
て
作
成
し
て
い

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
近
年
は
、
お
お
よ
そ
一
六
〇
〇
年
以
前
に
作
成
さ
れ
た
文
書

に
関
し
て
、
原
本
は
も
と
よ
り
、
史
料
編
纂
所
が
収
集
・
架
蔵
し
て
い
る
影
写
本
・
謄
写

本
・
写
真
帳
・
目
録
・
刊
本
史
料
集
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
ほ
か
、W

eb

サ
イ
ト
な
ど

あ
ら
ゆ
る
媒
体
上
の
デ
ー
タ
を
網
羅
し
、
同
一
実
体
の
文
書
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
を
統
合

し
て
、
相
互
参
照
を
可
能
に
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
史
料
編
纂
所
の
公
開
す

る
フ
ル
テ
キ
ス
ト
系
各
種
古
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
並
び
に
、
同
所
架
蔵
史
料
及
び
同
所

出
版
物
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
史
料
編
纂
所
が
提
供
す
る
古
文

書
関
係
情
報
を
十
二
分
に
活
用
し
得
る
環
境
の
構
築
も
併
行
し
て
進
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
所
外
の
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
「
金
沢
文
庫
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」・
滋
賀
県
立
琵

琶
湖
博
物
館
な
ど
と
の
連
携
も
実
現
し
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
度
に
開
始
し
二
〇
一
六
年
度
に
終
了
し
た
京
都
府
所
在
古
文
書
写
真
帳
所

収
史
料
の
デ
ー
タ
作
成
に
続
い
て
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら
は
、
京
都
府
を
除
く
畿
内
及
び

関
東
所
在
古
文
書
写
真
帳
所
収
史
料
の
デ
ー
タ
作
成
、
関
連
す
る
刊
本
史
料
集
等
の
デ
ー

タ
作
成
、
並
び
に
、
デ
ー
タ
相
互
及
び
画
像
デ
ー
タ
と
の
リ
ン
ク
作
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
年
度
は
約
三
一
、
〇
〇
〇
件
の
デ
ー
タ
を
作
成
・
公
開
し
、
そ
の
結
果
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
全
体
で
の
公
開
件
数
は
約
九
一
九
、
〇
〇
〇
件
と
な
っ
た
。

受
託
研
究

人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
構
築
推
進
事
業
拠
点
事
業

一
、
経
費
種
目　
　

�
日
本
学
術
振
興
会
（JSPS

）
の
「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
拠
点
機
関
に
お
け
る
デ
ー
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タ
共
有
基
盤
の
構
築
・
強
化
委
託
業
務
」

二
、
業
務
期
間　
　

二
〇
一
九
一
～
二
〇
二
二
年
度

三
、
業
務
経
費　
　

直
接
経
費
二
四
五
〇
万
円　

間
接
経
費
七
三
五
万
円

四
、
業
務
実
施
組
織　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

業
務
実
施
責
任
者　

本
郷
恵
子
（
前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
長
）

五
、
運
営
員
会
メ
ン
バ
ー
（
二
〇
二
一
年
度
）

本
郷
恵
子
・
保
谷　

徹
・
箱
石　

大
・
金
子　

拓
・
山
田
太
造
・
中

村
覚
・
渋
谷
綾
子
・
平
澤
加
奈
子
・
犬
飼
な
ほ
み
・
茅
根　

修
・
瀧

田
麻
由
（
以
上
、
史
料
編
纂
所
）、�

�

下
田
正
弘
・
高
橋
典
幸
・
大
向
一
輝
・
渡
邉
要
一
郎
・
山
田
俊
幸

（
以
上
、
人
文
社
会
系
研
究
科
）

六
、
業
務
概
要

二
〇
一
九
年
一
〇
月
、
日
本
学
術
振
興
会
（JSPS

）
の
「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー

タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
拠
点
機
関
に
お
け
る
デ
ー
タ
共
有
基
盤
の

構
築
・
強
化
委
託
業
務
」
に
つ
き
、
委
託
契
約
を
締
結
し
て
受
託
事
業
を
開
始
し
た
。

本
事
業
の
目
的
は
「
人
文
学
・
社
会
科
学
研
究
に
係
る
デ
ー
タ
を
分
野
や
国
を
超
え
て

共
有
・
利
活
用
す
る
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
」
に
あ
り
、
委
託
業
務
は

「
国
内
・
海
外
に
所
在
す
る
史
料
の
調
査
・
研
究
や
蓄
積
し
た
史
料
情
報
・
研
究
成
果
の

研
究
資
源
化
に
組
織
的
に
取
り
組
み
、
日
本
史
学
を
中
心
と
し
た
人
文
学
デ
ー
タ
の
共
有

基
盤
を
整
備
し
て
、
こ
れ
を
長
期
的
に
利
用
可
能
に
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

機
能
の
強
化
」
が
そ
の
目
的
・
意
義
と
さ
れ
て
い
る
（
業
務
実
施
計
画
書
）。

委
託
業
務
の
遂
行
に
は
、
前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
長
（
所
長
兼
任
）
の
も

と
に
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
同
セ
ン
タ
ー
と
連
携
す
る
本
学
人
文
社
会
系
研
究
科
の
人

文
情
報
学
部
門
が
参
加
し
て
い
る
。
業
務
内
容
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
三
つ
の
項
目

（
実
施
ユ
ニ
ッ
ト
）
と
担
当
責
任
者
を
決
め
て
遂
行
し
た
。

①
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能
の
強
化
（
共
有
化
ユ
ニ
ッ
ト
）：O

A
IS

（O
pen�A

rchival�
Inform

ation�System

）
参
照
モ
デ
ル
に
基
づ
く
長
期
保
存
・
長
期
利
用
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
環
境
整
備
／
デ
ー
タ
利
用
条
件
の
整
備
／
デ
ー
タ
分
析
環
境
の
提
供
、
担
当
責
任
者

山
田
太
造
准
教
授

②
海
外
発
信
・
連
携
機
能
の
強
化
（
国
際
化
ユ
ニ
ッ
ト
）：
海
外
発
信
の
強
化
・
海
外
史

料
保
存
機
関
と
の
連
携
強
化
／
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
英
訳
事
業
の
推
進
・
国
際
交
流
、
担
当
責

任
者
保
谷　

徹
教
授

③
デ
ー
タ
間
の
連
携
を
可
能
に
す
る
環
境
の
整
備
（
連
結
化
ユ
ニ
ッ
ト
）：A

PI

（A
ppli-

cation�Program
m

ing�Interface

）
の
整
備
、
担
当
責
任
者
大
向
一
輝
准
教
授
（
人
文

社
会
系
研
究
科
）

以
下
、
業
務
実
施
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
本
年
度
の
取
組
み
を
整
理
し
て
お
く
。

①
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能
の
強
化
（
共
有
化
ユ
ニ
ッ
ト
）


デ
ー
タ
の
長
期
保
存
・
長
期
利
用
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
環
境
整
備
：
ウ
ェ
ブ
を
介
し
た

デ
ー
タ
提
供
を
中
核
に
据
え
た
デ
ー
タ
管
理
を
主
軸
に
置
き
、
採
訪
進
捗
管
理
シ
ス
テ

ム
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
史
料
調
査
デ
ー
タ
の
長
期
保
存
・
長
期
利
用
を

目
指
し
た
。SH

IPS

が
二
〇
二
一
年
度
中
に
シ
ス
テ
ム
更
新
を
行
い
、
オ
ン
プ
レ
ミ

ス
サ
ー
バ
シ
ス
テ
ム
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
利
用
を
中
核
と
し
た
シ
ス

テ
ム
構
成
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
こ
と
か
ら
、
採
訪
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ
ウ
ド
化

し
、
名
称
を
「
史
料
画
像
デ
ジ
タ
ル
化
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
」
に
変
更
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
ア
ク
セ
ス
環
境
が
史
料
編
纂
所LA

N

上
か
ら
ウ
ェ
ブ
へ
と
変
化
す
る
た
め
、

ウ
ェ
ブ
を
介
し
た
デ
ー
タ
入
出
力
方
法
の
確
立
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
の
再
検
討
な
ど
の

課
題
へ
対
処
し
つ
つ
、
デ
ー
タ
公
開
ま
で
の
フ
ロ
ー
を
再
検
討
し
、
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
に
関
す
る
付
帯
意
見
へ
の
対
応
を
含
め
、
改
修
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
二

〇
年
度
に
採
択
さ
れ
たJSPS

科
研
費
基
盤
研
究
A
「
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
応
じ
た
人
文

科
学
デ
ー
タ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
山
家
浩
樹
教
授
）

は
、
写
本
な
ど
の
作
成
過
程
、
史
料
の
伝
来
・
由
来
、
紙
質
調
査
な
ど
人
文
学
研
究
で

史
資
料
を
扱
う
上
で
欠
か
せ
な
い
デ
ー
タ
を
目
録
デ
ー
タ
と
紐
付
け
て
行
く
手
法
の
確

立
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
成
果
を
デ
ジ
タ
ル
化
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
に
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
を
検
討
し
、
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
を
進
め
た
。
二
〇
二
一
年
九
月
の
第
一
一

回
日
本
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
年
次
大
会
（JA

D
H

2021

）
で
は
本
事
業

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
てW

S1

「
歴
史
学
に
お
け
る
デ
ー
タ
共
有
、
統
合
化
、
多
角
的

協
働
」
を
実
施
、
一
二
月
の
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
じ
ん
も
ん

こ
ん2021
」
で
は
、「
日
本
史
史
料
を
対
象
と
し
た
研
究
デ
ー
タ
基
盤
整
備
に
お
け
る

課
題
」
の
報
告
を
行
う
な
ど
、
本
事
業
の
発
信
に
努
め
た
。


デ
ー
タ
利
用
条
件
の
整
備
：
二
〇
二
一
年
度
は
他
機
関
所
蔵
史
料
の
画
像
デ
ー
タ
利
用
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条
件
を
さ
ら
に
広
げ
た
。
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
史
料
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
所
蔵

岩
倉
具
視
関
係
史
料
、
都
城
島
津
邸
所
蔵
島
津
家
文
書
、
和
歌
山
県
湯
浅
町
所
蔵
菊
池

家
史
料
（
菊
地
家
は
紀
州
の
豪
商
。
菊
池
海
荘
関
係
な
ど
幕
末
維
新
期
研
究
の
重
要
史

料
が
中
心
）、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
東
寺
百
合
文
書
、
日
本
中
世
気
象
災

害
史
年
表
稿
な
ど
を
対
象
と
し
、
所
蔵
機
関
等
と
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
デ
ー

タ
利
用
条
件
を
設
定
、
都
城
島
津
家
文
書
（
約
一
一
〇
〇
〇
点
）
お
よ
び
滋
賀
県
立
琵

琶
湖
博
物
館
所
蔵
東
寺
関
係
文
書
（
約
一
〇
七
点
）
の
デ
ー
タ
を
公
開
し
た
。
ま
た
、

金
沢
文
庫
史
料
（
約
五
〇
〇
点
）
の
デ
ー
タ
を
二
〇
二
二
年
度
に
公
開
で
き
る
よ
う
に

整
備
し
た
。


デ
ー
タ
分
析
環
境
の
提
供
と
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
整
備
：
人
文
情
報
学
部
門
で
、SA

T

大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
す
で
に
展
開
さ
れ
て
い
る
、IIIF

関
連A

PI

に
よ

る
仏
典
デ
ー
タ
連
携
基
盤
を
さ
ら
に
整
備
し
、V

ietnam
�N

om
�Preservation�

Foundation

等
、
新
た
な
海
外
機
関
と
の
デ
ー
タ
連
携
を
行
っ
た
。
国
立
情
報
学
研

究
所
（N

II

）
が
整
備
を
進
め
て
い
る
総
合
的
カ
タ
ロ
グJD
Cat

や
オ
ン
ラ
イ
ン
分
析

へ
の
デ
ー
タ
提
供
の
観
点
か
ら
、
人
文
学
で
の
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
の
形
式
や
オ
ン
ラ
イ

ン
分
析
手
法
の
検
証
を
進
め
、
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
を
重
ね
な
が
ら
深
化
さ
せ
た
。
デ

ー
タ
カ
タ
ロ
グ
整
備
で
は
、
特
に
総
合
的
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
へ
の
デ
ー
タ
提
供
、
お
よ

びD
O

I

付
与
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
こ
れ
ら
を
試
行
し
、
継
続
可
能

な
運
用
フ
ロ
ー
の
確
立
を
進
め
た
。

②
海
外
発
信
・
連
携
機
能
の
強
化
（
国
際
化
）


多
言
語
対
応
：
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
に
、「
維
新
史
料
研
究
の
国
際
ハ
ブ
拠
点
形
成
」

の
成
果
を
も
と
に
、SH

IPS

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
維
新
史
料
綱
要
』

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
英
語
版
、
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
英
訳
化
と
史
料
用
語
・
歴
史
用
語
の
英
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
作
成
作
業
を
推
進

し
、
全
一
〇
巻
の
う
ち
第
三
巻
前
半
ま
で
の
綱
文
（
史
料
タ
イ
ト
ル
）
の
英
語
版
を
完

成
、
登
録
し
、
約
六
〇
〇
〇
件
の
英
訳
デ
ー
タ
提
供
を
実
現
し
た
。
歴
史
用
語
の
英
訳

に
つ
い
て
は
日
々
検
証
を
進
め
て
お
り
、
海
外
発
信
に
関
す
る
付
帯
意
見
へ
の
対
応
と

し
て
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
英
訳
デ
ー
タ
の
搭
載
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し

て
、
一
二
月
に
国
際
研
究
集
会
を
開
催
、
海
外
の
研
究
者
と
日
本
史
情
報
の
国
際
化
推

進
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。


デ
ー
タ
共
有
・
利
活
用
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
：
九
月
に
、
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
行
わ
れ
た
第
三
一
回
日
本
資
料
専
門
家
欧
州

協
会
年
次
大
会
（EA

JRS2021

）
で
は
、
事
業
報
告
二
本
と
機
関
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
、
海
外
史
料
保
存
機
関
の
実
務
者
達
と
議
論
を
行
っ
た
。
一
〇
月
に
は
、
国

立
大
学
附
置
研
究
所
・
セ
ン
タ
ー
会
議
第
三
部
会
（
人
文
・
社
会
科
学
系
）
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
を
史
料
編
纂
所
が
主
催
、
報
告
を
行
っ
た
。
二
〇
二
二
年
三
月

に
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
行
わ
れ
た
、
ア
ジ
ア
研
究
協
会

（A
ssociation�for�A

sian�Studies

、A
A

S

）2022

で
は
日
本
史
史
料
デ
ー
タ
の
海

外
発
信
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「Passions�and�Realities:�Prospects�and�

Challenges�for�Global�A
ccess�to�Japanese�H

istorical�Inform
ation

」
を
実
施

し
、
議
論
を
行
っ
た
。
ま
た
横
浜
開
港
資
料
館
と
協
議
の
上
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
外

務
省
史
料
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
約
六
六
〇
〇
〇
コ
マ
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
、

N
ational�A

rchives�and�Records�A
dm

inistration

や
フ
ラ
ン
ス
外
交
文
書
館
な

ど
、
米
国
・
仏
国
の
機
関
が
所
蔵
す
る
日
本
関
係
史
料
デ
ー
タ
の
共
有
・
提
供
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
た
。

③
デ
ー
タ
間
の
連
携
を
可
能
に
す
る
環
境
の
整
備
（
連
結
化
）

A
PI

（A
pplication�Program

m
ing�Interface

）
の
整
備
：H

i-CA
T

の
画
像
ビ
ュ

ー
ア
は
デ
ー
タ
利
用
条
件
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、

H
i-CA

T
�Plus

で
の
成
果
をH

i-CA
T

へ
適
用
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
九
年
よ
り
運

用
を
開
始
し
た
史
料
集
版
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
史
料
編
纂
所
が
編
纂
・
出
版
し
た
史
料
集

の
版
面
画
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
へ
の
適
用
を
進
め
た
。
金
沢
文
庫
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

の
連
携
はSH

IPS

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
つ
で
あ
る
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ

を
介
し
て
実
施
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
間
連
携
が
可
能
と
な
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
改
修
を

実
施
し
た
。
さ
ら
に
、SA

T

に
お
い
て
す
で
に
展
開
さ
れ
て
い
るIIIF

関
連A

PI
に
よ
る
仏
典
デ
ー
タ
連
携
基
盤
を
改
修
し
、
海
外
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
た
。
史
的
文

字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
運
用
状
況
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
、
文
字
画

像
デ
ー
タ
に
関
す
るIIIF�Presentation�A

PI

の
利
用
方
法
や
文
字
メ
タ
デ
ー
タ
基

盤
の
改
善
を
行
っ
た
。
特
定
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
研
究
素
材
と
な

る
デ
ー
タ
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
と
し
て
整
備
を
行
っ
た
。Google�

D
ataset�Search

な
ど
汎
用
的
に
提
供
で
き
る
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
史
料



� 東京大学史料編纂所報　第 57 号　2022 年 10 月 �（0000）170

編
纂
所
で
は
二
〇
二
一
年
度
に
「
デ
ー
タ
駆
動
型
歴
史
情
報
研
究
基
盤
の
構
築
」
事
業

を
実
施
し
、
人
文
学
を
対
象
と
し
た
デ
ー
タ
駆
動
型
に
よ
る
デ
ー
タ
整
備
方
法
を
検
討

し
た
。

�

（
本
郷
恵
子
）�

福
岡
市
域
に
関
わ
る
史
料
の
調
査
及
び
研
究

一
、
研
究
費
種
目
　
受
託
研
究
（
福
岡
市
史
編
集
委
員
会
）

二
、
研
究
期
間
　
　
二
〇
二
一
年
度

三
、
研
究
経
費
　
　
一
〇
九
万
円

四
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者
　
山
口
英
男

研
究
分
担
者
　
岡
本
　
真

五
、
研
究
概
要

本
研
究
は
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
引
き
続
い
て
福
岡
市
史
編
集
委
員
会
か
ら
受
託
し
、

福
岡
市
史
編
纂
の
た
め
基
礎
研
究
と
な
る
「
福
岡
市
域
に
関
わ
る
資
料
の
調
査
及
び
研

究
」
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
福
岡
市
史
専
門
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
山
口
・
岡
本
を
中

心
に
、
本
研
究
費
で
雇
用
す
る
支
援
ス
タ
ッ
フ
等
を
加
え
て
研
究
組
織
を
構
成
し
、
史
料

編
纂
所
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
写
真
帳
・
影
写
本
・
謄
写
本
等
か
ら
関
連
史
料
を
調
査
・
研

究
す
る
計
画
で
あ
る
。
本
年
度
も
引
き
続
い
て
古
代
の
未
公
刊
史
料
類
、
中
世
の
福
岡
市

外
所
在
史
料
の
調
査
を
実
施
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
古
代
〕

引
き
続
き
福
岡
市
域
に
関
わ
る
史
料
を
蒐
集
し
、
内
容
整
理
及
び
年
次
判
定
等
の
た
め

の
解
析
を
行
っ
た
（
対
象
史
料
　
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
儀
式
・
年
中
行
事
関
係
史
料
）。

〔
中
世
〕

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
記
録
篇
の
刊
行
に
む
け
て
、
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
・
写
真

帳
か
ら
福
岡
市
関
連
事
項
の
抽
出
を
行
っ
た
。
主
た
る
抽
出
対
象
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
建
仁
并
諸
塔
頭
略
記
・
建
仁
塔
頭
次
第
・
建
仁
寺
塔
頭
歴
譜
・
春
沢
録
・
東
大
寺
別

当
次
第
・
疏
稿
・
江
西
集
・
五
山
文
編
・
謙
斎
稿
・
兼
右
卿
記
・
鉄
文
禅
師
語
録
。

�

（
山
口
英
男
・
岡
本
　
真
）�

賀
茂
別
雷
神
社
氏
人
発
給
文
書
の
分
析
に
よ
る
氏
人
組
織
の
研
究

一
、
研
究
費
種
目
　
受
託
研
究
（
賀
茂
別
雷
神
社
）

二
、
研
究
期
間
　
　
二
〇
二
一
年
度
（
二
〇
二
一
年
四
月
～
二
〇
二
二
年
三
月
）

三
、
研
究
経
費
　
　
九
一
万
円
（
直
接
経
費
七
〇
万
円
）

四
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者
　
金
子
　
拓

五
、
研
究
概
要

賀
茂
別
雷
神
社
編
纂
に
か
か
る
『
賀
茂
別
雷
神
社
史
料
』
編
纂
の
た
め
の
研
究
作
業
の

一
部
に
つ
い
て
、
本
所
教
職
員
で
構
成
す
る
研
究
組
織
が
賀
茂
別
雷
神
社
か
ら
の
研
究
費

を
得
て
実
施
し
た
。
こ
の
経
費
に
よ
り
学
術
専
門
職
員
一
名
を
雇
用
し
、『
賀
茂
別
雷
神

社
史
料
1
　
氏
人
置
文
』
に
収
め
ら
れ
た
史
料
に
つ
い
て
、
本
所
撮
影
の
賀
茂
別
雷
神
社

文
書
画
像
か
ら
、
林
譲
氏
代
表
科
研
「
前
近
代
人
物
情
報
論
の
構
築
に
む
け
た
花
押
・
筆

跡
の
網
羅
的
収
集
と
汎
用
的
利
用
に
関
す
る
研
究
」、
末
柄
豊
氏
代
表
科
研
「
筆
跡
・
花

押
情
報
の
高
度
利
活
用
研
究
」
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
花
押
収
集
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
氏
人

花
押
の
収
集
と
人
物
情
報
の
蓄
積
を
お
こ
な
い
、
氏
人
組
織
の
研
究
を
進
め
た
。
末
柄
氏

代
表
の
科
研
で
雇
用
さ
れ
た
学
術
専
門
職
員
の
作
業
（『
賀
茂
別
雷
神
社
史
料
2
　
氏
人

起
請
文
・
請
文
・
請
状
』
の
花
押
切
り
出
し
）
と
合
わ
せ
、
今
年
度
ま
で
で
約
二
八
〇
〇

〇
件
の
花
押
切
り
出
し
、
そ
れ
に
と
も
な
う
氏
人
人
名
比
定
の
た
め
の
情
報
蓄
積
を
行
っ

て
い
る
。

�

（
金
子
　
拓
）�

寄
付
金

歴
史
史
料
に
よ
る
日
本
中
世
村
落
景
観
の
復
元
と
そ
の
長
期
持
続
に
関
す
る
研
究

一
、
研
究
費
種
目
　
公
益
財
団
法
人
鹿
島
学
術
振
興
財
団
助
成
金

二
、
研
究
期
間
　
　
二
〇
二
一
年
度

三
、
研
究
経
費
　
　
九
五
万
円
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四
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

榎
原
雅
治

似
鳥
雄
一
（
早
稲
田
大
学
文
学
部
講
師
）

五
、
研
究
の
概
要

日
本
列
島
上
で
は
自
然
災
害
や
産
業
の
変
化
に
よ
っ
て
、
人
々
の
居
住
空
間
は
絶
え
ず

変
動
し
て
き
た
。
近
年
顕
著
な
自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
地
被
災
の
背
景
に
は
、
そ
の
土
地

の
も
つ
本
来
の
性
質
を
無
視
し
た
居
住
空
間
の
急
激
な
変
化
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

他
方
、
中
世
前
期
以
来
五
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
、
多
数
の
歴
史
的
史
料
を
今

に
伝
え
て
き
た
集
落
も
珍
し
く
な
い
。
本
研
究
課
題
で
は
、
中
世
の
状
況
を
描
い
た
絵
図

や
土
地
台
帳
な
ど
の
荘
園
史
料
を
用
い
て
、
中
世
の
集
落
の
所
在
形
態
や
耕
地
の
展
開
状

況
を
復
元
的
に
解
明
す
る
と
と
も
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
し
て
き
た
集
落
の
居
住
形

態
を
、
自
然
災
害
の
危
険
性
や
利
水
な
ど
、
自
然
地
形
に
規
定
さ
れ
た
環
境
の
観
点
か
ら
検

討
す
る
。
こ
れ
は
日
本
列
島
上
の
居
住
環
境
の
長
期
持
続
を
可
能
と
す
る
条
件
を
考
え
る

う
え
で
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
方
法
で
研
究
を
行
う
。

①　

中
世
の
絵
図
と
荘
園
史
料
に
よ
っ
て
各
荘
園
の
中
世
前
期
の
集
落
の
立
地
状
況
、

河
川
の
流
路
や
洪
水
の
様
子
、
山
野
の
状
況
な
ど
を
復
元
的
に
検
討
す
る
。

②　

近
世
の
文
献
史
料
、
絵
図
、
近
代
の
地
形
図
や
高
度
成
長
期
以
前
に
撮
影
さ
れ
た

航
空
写
真
に
よ
っ
て
、
中
世
前
期
に
成
立
し
た
集
落
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
歩
み
を

た
ど
っ
た
か
（
継
続
／
消
滅　

拡
大
／
縮
小
）
を
解
明
す
る
。
ま
た
近
世
以
後
、
高

度
経
済
成
長
期
以
前
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
開
発
が
行
わ
れ
、
原
景
観
に
対
す
る
人
為

的
な
改
変
が
加
え
ら
れ
て
き
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
中
世
史
料
か

ら
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
中
世
村
落
の
状
況
を
推
定
す
る
。

③　

各
荘
園
に
該
当
す
る
地
域
の
近
世
～
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
履
歴
の
情
報
を
収

集
し
、
開
発
の
あ
り
方
と
被
災
状
況
の
関
係
性
を
検
討
す
る
。

以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
集
落
は
ど
の
よ
う
な
条

件
を
備
え
て
い
た
の
か
、
ま
た
居
住
空
間
を
維
持
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
努
力
が
な
さ

れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

5　

本
年
度
の
研
究
の
成
果
概
要

①
岡
山
平
野
旭
川
下
流
域
平
野
に
お
け
る
中
世
前
期
の
開
発
と
そ
の
長
期
持
続
の
検
討

ａ
旭
川
下
流
域
の
沖
積
平
野
に
お
い
て
一
〇
世
紀
末
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
い
た
諸
郷
を
国

土
地
理
院
標
高
図
で
検
証
し
た
結
果
、
そ
れ
ら
は
現
在
標
高
二
・
五
ｍ
以
上
と
な
っ
て

い
る
区
域
内
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
旭
川
下
流
域
で
は
一
一
世
紀
～
一
三
世

紀
に
摂
関
家
領
鹿
田
庄
、
東
大
寺
領
野
田
庄
、
春
日
社
領
宇
治
郷
荒
野
な
ど
、
多
く
の

荘
園
が
成
立
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
標
高
一
・
五
ｍ
～
二
・
五
ｍ
と
な
っ
て
い
る
区

域
内
に
あ
た
る
。
当
該
期
に
こ
の
標
高
区
域
で
の
沖
積
と
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
が
推
定

さ
れ
る
。

ｂ
一
三
世
紀
に
描
か
れ
た
「
備
前
国
宇
治
郷
荒
野
図
」（
奈
良
・
大
宮
家
所
蔵
）
は
、
上

記
の
区
域
に
お
け
る
鎌
倉
期
の
干
拓
に
よ
る
新
開
発
地
の
様
子
を
描
い
た
絵
図
で
あ

る
。
新
開
発
地
に
あ
た
る
区
域
の
現
行
の
用
水
系
を
調
査
す
る
と
、
一
〇
世
紀
以
前
か

ら
設
置
さ
れ
て
い
た
宇
治
郷
よ
り
延
伸
さ
れ
た
用
水
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
さ
ら
に
宇
治
郷
お
よ
び
新
開
発
地
に
相
当
す
る
区
域
の
現
行
の
神
社
信
仰
圏
を

調
査
し
た
結
果
、
上
記
用
水
系
に
よ
る
灌
漑
域
と
神
社
の
氏
子
圏
が
一
致
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
鎌
倉
期
の
開
発
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
た
用
水
の
灌
漑
域
と
神
社

信
仰
圏
が
現
在
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
静
岡
県
中
遠
平
野
の
景
観
復
元
と
開
発
・
水
害
の
相
関
関
係
の
検
討

ａ
戦
国
末
期
の
今
川
家
の
発
給
文
書
、
近
世
初
期
の
絵
図
、
国
土
地
理
院
標
高
図
を
対
照

さ
せ
た
結
果
、
太
田
川
流
域
の
中
遠
平
野
は
戦
国
末
期
ま
で
は
浅
い
潟
湖
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ｂ
近
世
初
期
の
沿
岸
砂
州
の
開
削
や
築
堤
工
事
に
よ
っ
て
こ
の
地
域
で
は
新
田
開
発
が
急

速
に
進
む
が
、
一
七
世
紀
末
、
大
型
の
台
風
に
と
も
な
う
高
潮
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
る
。
当
時
の
文
献
史
料
に
よ
っ
て
、
水
没
地
は
戦
国
末
期
ま
で
潟
湖
で
あ
っ

た
区
域
と
一
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
築
堤
や
開
削
な
ど
の
工
事
を
施
し
た
と
し
て

も
、
本
来
の
地
形
に
規
定
さ
れ
た
地
理
的
な
特
性
は
容
易
に
は
変
形
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
巨
大
な
自
然
災
害
に
対
し
て
は
脆
弱
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

6　

今
後
の
研
究
の
見
通
し

本
課
題
の
実
施
期
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
申
請
時
に
予

定
し
て
い
た
現
地
調
査
を
縮
小
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
当
初
、
検
討
対
象
と
し
た
荘
園

の
故
地
に
お
い
て
は
植
生
な
ど
現
在
の
集
落
環
境
も
調
査
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
断
念
し
た
。
一
方
で
、
国
土
地
理
院
の
公
開
す
る
地
理
情
報
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
史
料
に
よ
っ
て
復
元
し
た
中
世
景
観
を
、
自
然
地
形
の
観
点
か
ら
分
析
す
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る
方
法
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
本
期
間
内
に
調
査
で
き
な
か
っ
た
備
中
国

服
部
郷
の
現
地
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
近
世
の
絵
図
や
戦
前
の
地
形
図
と
の
対
照

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
村
落
が
現
代
ま
で
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
持
続
／
変

容
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
た
い
。

正
保
琉
球
国
絵
図
の
研
究
資
源
化
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築

一
、
研
究
費
種
目　

公
益
財
団
法
人
鹿
島
学
術
振
興
財
団
研
究
助
成

二
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

三
、
研
究
経
費　
　

直
接
経
費
一
四
〇
万
円

四
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

黒
嶋　

敏

共
同
研
究
者　

高
橋
公
明
・
村
井
章
介
・
渡
辺
美
季

五
、
研
究
の
概
要

本
所
所
蔵
の
国
宝
「
島
津
家
文
書
」
に
含
ま
れ
る
正
保
琉
球
国
絵
図
写
は
、
琉
球
諸
島

を
描
い
た
正
保
国
絵
図
（
一
六
四
九
年
に
江
戸
幕
府
に
提
出
）
の
忠
実
な
写
し
と
さ
れ
、

史
料
的
価
値
の
高
さ
か
ら
歴
史
学
や
地
理
学
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
研
究
素
材
と
な

っ
て
き
た
。
す
で
に
同
図
は
沖
縄
県
教
育
委
員
会
編
『
琉
球
国
絵
図
史
料
集　

第
一
集
』

（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
）
に
て
絵
図
の
ト
レ
ー
ス
と
文
字
の
翻
刻
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
一
辺
が
約
六
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
型
絵
図
で
あ
る
た
め
、
刊
本
で
の
複
製

に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
補
う
十
分
な
複
製
資
料
は
提
供
さ
れ
て
お
ら

ず
、
大
型
絵
図
で
あ
る
こ
と
が
災
い
し
て
原
本
の
展
開
す
ら
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。

本
研
究
は
、
正
保
琉
球
国
絵
図
三
舗
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
を
行
な
う
と
と
も

に
、W

eb

上
で
公
開
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
同
絵
図
の

研
究
資
源
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
課
題
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
同
じ
く
黒
嶋
が
研
究
代

表
者
と
な
っ
て
い
る
科
学
研
究
補
助
金
「
南
西
諸
島
に
お
け
る
海
上
交
通
の
復
元
的
研
究

―「
帆
船
の
時
代
」
の
「
歴
史
航
海
図
」―
」（
基
盤
研
究
B
）
な
ど
と
連
携
し
て
進
め
た
。

前
年
度
ま
で
に
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
協
力
を
得
て
正
保
琉
球
国
絵
図
三
舗
の
デ

ジ
タ
ル
ス
キ
ャ
ン
を
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
は
こ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
史
料
編
纂
所

附
属
の
前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
「
正
保
琉
球
国
絵
図
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
構
築
し
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
よ
り
公
開
を
開
始
し
た

（https://w
w

w
.hi.u-tokyo.ac.jp/collection/digitalgallery/ryukyu/

）。
こ
の
ア

ー
カ
イ
ブ
はIIIF

対
応
の
注
釈
表
示
機
能
な
ど
を
実
装
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、
高
精
細
画

像
の
閲
覧
だ
け
で
な
く
、
書
き
込
ま
れ
た
文
字
情
報
の
テ
キ
ス
ト
検
索
、
現
代
地
図
と
の

重
ね
合
わ
せ
、
他
機
関
が
所
蔵
す
る
類
例
絵
図
と
の
並
列
表
示
な
ど
の
機
能
を
持
ち
、
国

絵
図
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
方
法
と
し
て
は
国
内
で
初
の
試
み
で
あ
る
。
ま
た
、
専
門
家
以
外

の
利
用
に
と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
に
な
る
崩
し
字
が
テ
キ
ス
ト
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
ら
の
汎
用
性
の
あ
る
機
能
を
も
と
に
、
学
校
教
育
や
一
般
で
の
利
用
も
進
む
も
の
と
な

ろ
う
。

な
お
、
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
関
連
し
て
、
史
料
編
纂
所
主
催
の
国
際
研
究
集
会
「
日
本

中
世
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
国
際
比
較
」（
二
〇
二
一
年
五
月
二
八
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
お

よ
び
史
料
編
纂
所
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
・
前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
の
主

催
す
る
公
開
研
究
集
会
「
新
た
な
画
像
公
開
方
法
と
デ
ジ
タ
ル
連
携
」（
二
〇
二
一
年
一

二
月
三
日
、
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
）
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
共
催
と
し
て
参
画
し
た
。

ま
た
、
本
受
託
研
究
全
体
の
成
果
報
告
の
場
と
し
て
、
琉
球
沖
縄
歴
史
学
会
例
会
「
絵

図
・
古
地
図
と
琉
球
史
研
究
」（
二
〇
二
二
年
二
月
五
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
を
開
催

し
、
黒
嶋
と
高
橋
公
明
が
報
告
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
も
国
内
外
の
研
究
者
お
よ
び
一
般
か

ら
の
参
加
を
得
て
、
と
く
に
ア
ー
カ
イ
ブ
の
機
能
面
を
中
心
に
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
た
。

二
年
間
の
研
究
期
間
を
通
し
て
、
重
点
を
置
い
た
絵
図
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
ア
ー
カ
イ
ブ

構
築
に
つ
い
て
は
順
調
に
進
ん
だ
と
い
え
る
。
と
く
に
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
高
精
細
画
像
を

ベ
ー
ス
に
し
た
こ
と
で
、
絵
図
自
体
の
さ
ら
な
る
分
析
が
可
能
と
な
り
、
研
究
資
源
化
と

い
う
本
研
究
の
課
題
は
達
成
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
長
期
化
し
た
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
、
当
初
計
画
の
中
止
・
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
部
分
も
大
き
く
、
現
地

調
査
や
文
献
調
査
に
つ
い
て
は
課
題
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
別
途
必
要
と
な
る
研
究
資
金
を
獲
得
し
た
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
実
現
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

外
交
の
世
界
史
の
構
築
―
一
五
～
一
九
世
紀
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
交
易
と
政
権
に
よ
る

保
護
・
統
制
―
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一
、
研
究
費
種
目　

鹿
島
学
術
振
興
財
産
研
究
助
成

二
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

三
、
研
究
経
費　
　

一
三
〇
万
円
（
総
額
二
六
五
万
円
）

四
、
研
究
組
織　

研
究
代
表
者　

松
方
冬
子

共
同
研
究
者　

森
永
貴
子
（
立
命
館
大
学
）、
塩
谷
哲
史
（
つ
く
ば
大
学
）、
彭
浩

（
大
阪
市
立
大
学
）、
菊
池
雄
太
（
立
教
大
学
）、
岡
本
隆
司
（
京
都

府
立
大
学
）、
松
本
あ
づ
さ
（
藤
女
子
大
学
）、
辻　

大
和
（
横
浜
国

立
大
学
）

五
、
研
究
の
概
要

本
研
究
で
は
日
本
史
研
究
の
蓄
積
を
、
他
地
域
の
事
例
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
新
し
い

世
界
史
像
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。
最
終
的
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
を
克
服
し
、

よ
り
平
ら
か
な
世
界
史
を
描
く
こ
と
を
目
指
す
。

本
研
究
は
、「
交
易
や
人
の
移
動
に
対
す
る
権
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
各
地
に
お
け
る
あ
り
方
を
実
証
的
に
検
証
し
、
多
角
的
に
比
較
す
る
独
創
的
・
先
駆
的

研
究
で
あ
る
。
以
下
の
三
つ
の
指
標
を
用
い
る
。

①
外
国
人
や
外
国
人
と
の
取
引
は
、
ど
の
よ
う
に
統
制
さ
れ
て
い
る
か
。
政
権
の
発
給

す
る
外
国
人
統
制
法
（
約
条
、
規
条
、
条
目
な
ど
）
と
商
人
間
の
契
約
の
組
み
合
わ
せ

か
、
政
権
間
の
条
約
か
。

②
政
権
は
国
際
交
易
か
ら
ど
の
よ
う
に
利
益
を
得
て
い
る
か
。
広
く
浅
く
と
る
関
税

か
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
手
数
料
）、
贈
物
、（
貢
物
）、
賄
賂
な
ど
に
よ
る
か
。

③
居
留
民
の
長
は
誰
の
た
め
に
い
る
の
か
。
居
留
民
自
身
の
た
め
か
、
送
り
出
し
た
国

の
政
権
の
た
め
か
、
あ
る
い
は
滞
在
国
の
政
権
の
た
め
か
。

一
九
世
紀
後
半
以
降
、
①
は
「（
通
商
）
条
約
」、
②
は
「
関
税
」、
③
は
「
領
事
」
の

問
題
と
し
て
整
理
さ
れ
、
世
界
の
ど
こ
で
も
一
元
的
に
理
解
さ
れ
る
も
の
し
て
、
整
序
さ

れ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
研
究
で
は
、
そ
の
前
史
を
、
各
地
、
各
政
権
、
各

交
易
集
団
の
固
有
性
と
多
様
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
。

本
年
度
は
、
以
下
の
活
動
を
行
っ
た
。

○
五
月
一
六
日
、
松
方
冬
子
が
、A

sian�U
niversities�A

lliance�（A
U

A

）�

の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
タ
イ
・
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
主
催
）� “T

he�A
sian�M

elting�Pot:�H
isto-

ry�through�a�M
ulticultural�Perspective ”�（

オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
お
い
て
、
口
頭
報

告
）� “Consuls�in�A

sia:�H
ow

�a�Chief�of�Foreign�Residents�Becam
e�a�D

iplo-
m

at ”�

を
行
っ
た
。

○
一
二
月
二
六
日
、
横
浜
国
立
大
学
で
、
第
四
回
研
究
会
を
開
催
し
た
。
松
方
冬
子
「
関

税
と
領
事
の
前
史
―
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
か
ら
外
交
の
世
界
史
を
問
う
―
」、
吉
岡
誠

也
「
岩
崎
奈
緒
子
『
近
世
後
期
の
世
界
認
識
と
鎖
国
』
を
読
ん
で
」
の
二
本
の
報
告
と
、

討
論
を
行
っ
た
。

○
二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
、「
英
語
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
講

習
会
」　

を
開
催
し
た
。
ア
ル
バ
・
エ
デ
ュ
代
表　

竹
内
明
日
香
さ
ん
を
講
師
と
し
て
招

き
、
松
方
ゼ
ミ
の
ゼ
ミ
生
の
山
本
瑞
穂
さ
ん
と
松
方
冬
子
が
練
習
台
と
な
っ
た
。

本
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。

http://w
w

w
.hi.u-tokyo.ac.jp/personal/fuyuko/kaken/gaikou_sekaishi.htm

l

行
動
す
る
人
の
歴
史
―
力
は
ど
こ
か
ら
く
る
か
―

一
、
研
究
費
種
目　

東
京
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｍ
Ｃ
）
企
画
研
究

二
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
七
月
～
二
〇
二
二
年
六
月

三
、
研
究
経
費　
　

総
額
二
〇
〇
万
円

四
、
研
究
組
織　

研
究
代
表
者　

松
方
冬
子
（
史
料
編
纂
所
）

研
究
分
担
者　

井
坂
理
穂
（
総
合
文
化
研
究
科
）、
稲
田
奈
津
子
（
史
料
編
纂
所
）、

後
藤
春
美
（
総
合
文
化
研
究
科
）、
永
井
久
美
子
（
総
合
文
化
研
究

科
）、
三
枝
暁
子
（
人
文
社
会
系
研
究
科
）、
水
野
博
太
（
Ｈ
Ｍ
Ｃ
／

人
文
社
会
系
研
究
科
）

五
、
研
究
の
概
要

本
研
究
は
、
人
間
と
は
何
を
し
て
生
き
る
も
の
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
か
ら
出
発
し
、

日
本
・
ア
ジ
ア
か
ら
新
し
い
世
界
史
を
構
想
す
る
。
動
詞
を
キ
ー
概
念
と
し
て
用
い
る
こ

と
に
よ
り
、
従
来
歴
史
学
を
縛
っ
て
き
た
時
間
・
空
間
設
定
（「
近
世
日
本
」
な
ど
）
か

ら
個
々
の
事
象
を
解
き
放
ち
、
多
角
的
な
議
論
と
歴
史
の
動
態
的
把
握
を
可
能
に
す
る
こ
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と
を
目
的
と
す
る
。

二
〇
二
一
年
度
は
、
六
月
一
日
、
八
月
三
〇
日
、
一
〇
月
五
日
、
一
一
月
二
九
日
、
二

〇
二
二
年
三
月
三
〇
日
に
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
研
究
会
を
開
催
し
た
。
七
月
九
日
に
は
、
東

京
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｍ
Ｃ
）
第
三
八
回
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
語
る
力
が
権
力
を
作
る
？
―
歴
史
か
ら
の
問
い
―�

」
を
開
催
し
た
。
記
録
は
、H

u-
m

anities�Center�Booklet�V
ol.13

『
語
る
力
が
権
力
を
作
る
？
―
歴
史
か
ら
の
問
い

―
』（
二
〇
二
二
年
三
月
）
と
し
て
刊
行
し
た
。

本
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。

http://w
w

w
.hi.u-tokyo.ac.jp/personal/fuyuko/kaken/koudou_rekishi.htm

l

金
石
文
資
料
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
の
墓
葬
文
化
―
墓
誌
・
買
地
券
を
中
心
に
―

一
、
研
究
費
種
目　

東
京
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー（
Ｈ
Ｍ
Ｃ
）公
募
研
究
A

二
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

三
、
研
究
経
費　
　

五
八
〇
万
円
（
期
間
総
額
、
海
外
招
聘
費
・
研
究
専
念
経
費
含
む
）

四
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

稲
田
奈
津
子

国
外
招
聘
研
究
者　

王　

海
燕
（
浙
江
大
学
歴
史
学
院
教
授
）

五
、
研
究
の
概
要

当
初
、
東
ア
ジ
ア
の
墓
葬
関
連
金
石
文
に
つ
い
て
、
現
物
調
査
や
出
土
地
踏
査
を
通
じ

て
東
ア
ジ
ア
を
見
渡
す
視
点
か
ら
の
比
較
研
究
を
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
王
海
燕
氏

を
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
か
ら
の
一
年
間
招
聘
し
て
共
同
研
究
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か

しCO
V

ID
-19

の
影
響
に
よ
り
王
氏
の
来
日
が
困
難
と
な
り
、
二
〇
二
〇
年
度
は
研
究

費
の
使
用
を
見
合
わ
せ
た
。
し
か
し
そ
の
間
も
、
王
氏
と
の
情
報
交
換
の
場
も
兼
ね
て
、

国
際
研
究
集
会
「
中
国
・
韓
国
に
お
け
る
古
代
金
石
文
研
究
の
最
前
線
」
を
催
し
（
二
〇

二
一
年
三
月
一
八
日
）、
王
「
浙
江
省
の
買
地
券
」
を
含
む
二
報
告
が
な
さ
れ
た
（
主
催

は
科
研
費
B19H
01301

〔
研
究
代
表
者
・
三
上
喜
孝
〕
及
び
C16K

02993

〔
研
究
代

表
者
・
稲
田
〕、
参
加
者
二
三
名
）。

二
〇
二
一
年
度
に
な
っ
て
も
来
日
の
目
途
が
立
た
な
い
状
況
が
続
い
た
が
、
Ｈ
Ｍ
Ｃ
第

四
一
回
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
墓
誌
」
を
開
催
し
（
二
〇
二
一
年
九

月
三
日
）、
稲
田
「
日
本
古
代
の
墓
誌
と
東
ア
ジ
ア
」、
田
衛
衛
（
首
都
師
範
大
学
歴
史
学

院
・
本
所
外
国
人
研
究
員
）「
吉
備
真
備
書
〈
李
訓
墓
誌
〉
の
発
見
と
そ
の
意
義
」、
植
田

喜
兵
成
智
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）「
古
代
朝
鮮
関
連
の
唐
代
墓
誌
と
そ
の
研

究
動
向
」
の
三
報
告
と
、
王
氏
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
（
主
催
は
Ｈ
Ｍ
Ｃ
お
よ
び
本

所
、
共
催
は
前
記
科
研
費
B19H

01301

、
参
加
者
一
九
〇
名
）。

そ
の
後
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
に
王
氏
の
来
日
を
前
提
と
し
な
い
研
究
計
画
に
練
り
直

す
こ
と
と
し
、
研
究
推
進
支
援
を
依
頼
し
た
榊
佳
子
氏
（
本
所
学
術
専
門
職
員
）
を
交

え
、
こ
れ
ま
で
の
メ
ー
ル
に
よ
る
連
絡
に
加
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
く
り
か
え
し
た
。

そ
の
結
果
、
研
究
テ
ー
マ
を
買
地
券
に
絞
り
、
精
細
な
画
像
の
入
手
と
そ
の
分
析
を
中
心

に
計
画
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
新
た
な
計
画
に
も
と
づ
き
、
二
〇
二
二
年
三
月
七
日
に

は
稲
田
と
榊
氏
と
で
本
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
お
け
る
漢
代
買
地
券
調
査
を
実
施
し
、
同

月
二
三
日
に
は
台
東
区
立
書
道
博
物
館
に
お
け
る
所
蔵
資
料
調
査
を
お
こ
な
っ
て
、
そ
の

成
果
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
共
有
し
た
。
王
氏
も
、CO

V
I-19

の
た
め
に
様
々
な
困
難

が
あ
る
な
か
、
中
国
国
内
で
の
現
地
調
査
や
資
料
所
蔵
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
精
力
的
に

お
こ
な
い
、
そ
の
成
果
も
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
共
有
し
て
い
る
。

「
海
洋
知
と
領
域
支
配
」
の
新
展
開

一
、
研
究
種
目　
　

�

東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
附
属
海
洋
教
育
セ
ン
タ
ー
・
海
洋

教
育
基
盤
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
海
洋
学
）　

※
支
援
：
日
本
財
団

二
、
研
究
期
間　
　

二
〇
二
一
年
度
（
単
年
度
）

三
、
研
究
経
費　
　

一
五
〇
万
円

四
、
研
究
組
織

研
究
代
表
者　

杉
本
史
子

研
究
協
力
者　

安
達
裕
之
（
東
京
大
学
・
名
誉
教
授
）、
佐
藤
賢
一
（
電
気
通
信
大

学
・
教
授
）、
齋
藤
善
之
（
東
北
学
院
大
学
・
教
授
）、
松
本
あ
づ
さ

（
藤
女
子
大
学
・
准
教
授
）

事
務
局　
　
　

菊
地
智
博
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
学
術
支
援
専
門
職
員
、
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
2
）、
佐
藤
麻
里
（
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
学
術
支
援
専
門
職
員
）
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五
、
研
究
の
概
要

本
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
以
下
の
諸
点
を
課
題
と
し
た
。
第
一
に
、
近
世
後
期
～
近

代
成
立
期
の
海
洋
に
対
す
る
在
来
民
俗
知
・
経
験
知
・
学
知
・
実
践
知
を
「
海
洋
知
」
の

概
念
で
捉
え
な
お
す
こ
と
で
、
そ
の
具
体
像
や
歴
史
的
変
化
を
検
討
す
る
。
第
二
に
、
近

世
日
本
に
お
け
る
地
図
作
成
の
特
質
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
陸
地
の
み
な
ら
ず
海
洋
が
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
。
海
洋
知
の
変
化
が
、
陸
上
の
地
形
把
握
、
社

会
・
国
家
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、
日
本
図
や
蝦
夷
図
等
を
検
討
し
て
行
く
。

第
三
に
、
和
船
の
船
舶
工
学
、
海
事
史
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、
在
来
海
事
技
術
、
ま
た
近
年

長
足
の
進
歩
を
み
て
き
た
経
済
流
通
史
の
成
果
と
、
政
治
史
と
の
リ
ン
ク
を
計
る
。
第
四

に
、
以
上
の
成
果
を
踏
ま
え
、「
海
防
」
を
軍
事
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
政
治
史
の
問
題

と
し
て
捉
え
直
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
関
連
史
料
の
研

究
資
源
化
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
等
と
し
て
公
開
し
て
い
る

（http://edozu.blogspot.com
/p/blog-page_8.htm

l
）。
ま
た
、
海
洋
に
関
わ
る
史
料

の
研
究
資
源
化
の
一
環
と
し
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
目
録
公
開
中
の
「
赤
門
書
庫

旧
蔵
地
図
」
の
調
査
時
の
史
料
画
像
の
整
理
を
行
っ
た
。

他
学
会
・
研
究
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
以
下
の
研
究
公
開
を
行
っ
た
。


洋
学
史
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
開
陽
丸
引
き
揚
げ
文
書
に
つ
い
て　

幕
府
天
文
方
と
開
陽
丸
」
二
〇
二
一
年
一
一
月
一
四
日
に
協
力
し
た
。


東
京
大
学
海
洋
ア
ラ
イ
ア
ン
ス�

沖
ノ
鳥
島
・
小
島
嶼
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
代
表
：
茅
根

創
）
が
主
催
し
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
附
属
海
洋
教
育
セ
ン
タ
ー
が
共
催
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
海
域
と
島
々
―
物
語
と
歴
史
―
」
を
、
杉
本
が
企
画
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
開
催
協
力
を
行
っ
た
。
二
〇
二
二
年
三
月
一
二
日ZO

O
M

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
開

催
し
、
一
〇
六
名
の
参
加
を
得
た
。
第
一
部
「
俊
寛
と
「
鬼
界
島
」」
第
二
部
「
海
域
と

世
界
観
」
と
し
て
、
村
井
章
介
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
講
演
と
金
子
あ
い
氏

（
俳
優
）
に
よ
る
『
平
家
物
語
』
の
語
り
等
を
組
み
合
わ
せ
、
日
本
中
近
世
の
人
々
が
、

海
洋
・
世
界
を
ど
う
理
解
し
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

所
内
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

荘
園
絵
図
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告

1　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

稲
田
奈
津
子
・
井
上　

聡
・
榎
原
雅
治
（『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』
釈
文
編
第
四
冊
責
任

者
）・
遠
藤
基
郎
・
及
川　

亘
・
鴨
川
達
夫
・
川
本
慎
自
・
菊
地
大
樹
・
末
柄　

豊
・

高
橋
慎
一
朗
・
高
山
さ
や
か
・
谷　

昭
佳
・
鶴
田　

啓
・
藤
原
重
雄
・
前
川
祐
一
郎
・

村
井
祐
樹
・
村
岡
ゆ
か
り
・
山
口
英
男
（
第
一
冊
責
任
者
）・
山
家
浩
樹
・
高
橋
敏
子

（
共
同
研
究
員
）・
坂
本
亮
太
（
共
同
研
究
員
）・
鈴
木
沙
織
（
学
術
専
門
職
員
）・
土
山

祐
之
（
学
術
専
門
職
員
）

2　

活
動
概
要

（
1
）
予
算

画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
経
費
に
よ
っ
て
活
動
を
行
っ
た
。

（
2
）『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
釈
文
編
四　

中
世
三
』
の
刊
行
準
備

中
世
三
に
収
録
予
定
の
絵
図
の
う
ち
前
年
度
ま
で
に
初
校
の
出
来
し
て
い
た
釈
文
図
に

つ
い
て
校
正
を
進
め
た
。
ま
た
未
入
稿
と
な
っ
て
い
た
「
紀
伊
国
真
国
荘
絵
図
」「
肥
前

国
福
満
寺
古
図
」「
肥
前
国
長
島
荘
高
瀬
差
図
」「
豊
前
国
宇
佐
宮
放
生
会
次
第
図
」「
豊

前
国
宇
佐
宮
仮
殿
地
判
指
図
」
の
釈
文
お
よ
び
釈
文
貼
込
図
、「
備
中
国
服
部
郷
絵
図
」

の
釈
文
貼
込
図
を
作
成
し
た
。
ま
た
古
代
・
中
世
篇
の
補
遺
と
し
て
収
録
す
る
図
と
し
て

宝
泉
寺
所
蔵
「
相
模
国
宝
泉
寺
境
内
図
」、
滋
賀
県
中
主
町
安
治
区
所
蔵
「
近
江
国
安
治

条
里
小
字
図
」、
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
「
山
城
国
上
野
荘
差
図
案
」「
山
城
国
上
野
荘
坪

付
差
図
」「
山
城
国
桂
川
用
水
差
図
」、
福
智
院
家
所
蔵
「
大
和
国
横
大
路
南
北
荘
郷
等

図
」「
明
応
二
年
足
利
義
材
河
内
在
陣
図
」、
東
大
寺
宝
珠
院
所
蔵
「
摂
津
国
猪
名
庄
・
杭

瀬
荘
新
開
荒
野
等
和
与
中
分
絵
図
」
を
選
定
し
、
図
版
を
作
成
し
た
。

（
3
）
中
世
二
に
収
録
し
た
高
山
寺
所
蔵
「
神
尾
山
一
切
経
蔵
領
古
図
」
お
よ
び
そ
の
関

係
史
料
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
、「
高
山
寺
所
蔵
の
二
つ
の
「
神
尾
山
一
切
経
蔵

領
古
図
」
と
丹
波
国
野
口
庄
」（
榎
原
執
筆
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
画
像
史
料
解
析
セ

ン
タ
ー
通
信
』
九
三
、
七
月
）
を
、
ま
た
中
世
三
に
補
遺
と
し
て
収
録
す
る
予
定
の
慶
應

義
塾
図
書
館
所
蔵
の
絵
図
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
、「
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
橋
本
経
亮

旧
蔵
「
山
城
国
上
野
荘
差
図
（
案
）」・「
山
城
国
上
野
荘
坪
付
図
」
に
つ
い
て
」（
土
山
執

筆
、
掲
載
誌
同
前
）
を
発
表
し
た
。
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地
震
史
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

榎
原
雅
治
・
杉
森
玲
子
・
及
川　

亘
・
山
田
太
造
・
荒
木
裕
行
・
林　

晃
弘

二
、
活
動
概
要

（
1
）
予
算

東
京
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構
築
事
業
経
費
「
歴
史
地
震
火
山
活
動
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
構
築
・
分
析
」、
お
よ
び
地
震
火
山
噴
火
予
知
研
究
協
議
会
史
料
・
考
古
部
会
課

題
「
文
献
史
料
に
よ
る
歴
史
地
震
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
公

開
」（
代
表
榎
原
雅
治
）、
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
部
会
課
題
「
近
代
以
前
の
地
震
・
火
山
災
害

に
関
す
る
多
角
的
研
究
」（
代
表
杉
森
玲
子
）、
地
震
（
長
期
予
測
）
部
会
課
題
「
地
震
関

連
史
料
に
基
づ
く
近
代
以
前
の
地
震
活
動
の
調
査
」（
代
表
榎
原
雅
治
）

（
2
）
日
記
史
料
に
基
づ
く
有
感
地
震
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
一
九
世
紀
前
半
の
日
記
史
料
を
全
国
的
に
調
査
し
、
一
八
〇
〇

年
か
ら
一
八
六
七
年
ま
で
の
有
感
地
震
に
関
す
る
記
事
を
収
集
し
て
い
る
。
現
在
、
青
森

県
か
ら
鹿
児
島
県
に
至
る
七
〇
件
の
日
記
史
料
の
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
既
刊
地
震
史

料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
記
事
や
、
修
正
が
必
要
な
記
事
を
多
数
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
う
ち
、
巨
大
地
震
が
多
発
し
た
安
政
年
間
前
後
の
有
感
地
震
及
び
無
感
の
情

報
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
「
日
記
史
料
有
感
地
震
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
に
収
録
し
、
二
〇
一
八
年
よ
り
試
作
版
を
地
震
火
山
史
料
連
携
研
究
機
構
の
サ

イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
有
感
地
震
を
発
生
時
間
ご
と
に
集

計
・
表
示
す
る
機
能
や
、
有
感
地
震
の
記
録
場
所
と
時
間
と
大
き
さ
の
推
移
を
図
示
す
る

機
能
を
有
し
て
い
る
（
収
録
有
感
地
震
デ
ー
タ
数
四
八
一
九
件
）。
本
年
度
、
こ
の
取
組

み
の
た
め
に
調
査
し
た
史
料
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
『
青
山
延
寿
日
記
』「
鹿
島
則
幸
家
文
書
」
／
国
文
学
研
究
資

料
館
架
蔵
『
万
相
場
日
記
』『
依
田
家
日
記
』『
古
河
家
日
記
』『
津
山
藩
町
奉
行
所
日

記
』
写
真
／
上
野
学
園
大
学
音
楽
史
研
究
所
所
蔵
『
芝
家
日
記
』
／
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
『
江
間
日
記
』
／
熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
『
林
桜
園
日
記
』『
下
林
家
日
記
』
／

明
治
大
学
博
物
館
所
蔵
延
岡
藩
内
藤
家
関
係
史
料
『
万
覚
記
』『
普
請
方
日
記
』『
豊
後

国
千
歳
役
所
日
記
』
／
愛
媛
県
立
図
書
館
所
蔵
「
安
川
家
文
書
」「
西
原
氏
旧
蔵
文

書
」「
猪
川
家
文
書
」（
複
製
）
／
倉
敷
市
歴
史
資
料
整
備
室
架
蔵
「
米
屋
三
宅
家
文

書
」「
大
江
三
宅
家
文
書
」「
繁
屋
中
原
家
文
書
」「
大
橋
紀
寛
家
文
書
」「
西
原
家
文

書
」
写
真

（
3
）
既
刊
地
震
史
料
集
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
と
校
訂
作
業

高
精
細
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
技
術
を
用
い
て
既
刊
地
震
史
料
集
の
全
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
を
進

め
た
。
本
年
度
は
三
冊
分
の
テ
キ
ス
ト
化
を
行
い
、
全
三
三
冊
約
二
六
九
〇
〇
頁
の
全
文

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
二
月
に
は
、
地
震
火
山
史
料
連
携

研
究
機
構
の
サ
イ
ト
よ
り
「
地
震
史
料
集
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
し
て
ウ
ェ
ブ
公

開
を
開
始
し
た
。
公
開
に
あ
た
っ
て
は
、
語
句
索
引
の
ほ
か
、
年
月
日
、
都
道
府
県
、
理

科
年
表
掲
載
歴
史
地
震
名
か
ら
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
検
索
の
便
宜
を
図
っ
た
。

ま
た
既
刊
地
震
史
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
史
料
本
文
に
つ
い
て
、
原
本
に
よ
る
校
訂
作

業
を
進
め
た
。

（
4
）
教
養
学
部
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
講
義
の
開
講

教
養
学
部
前
期
課
程
Ｓ
セ
メ
ス
タ
ー
に
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
講
義
「
歴
史
資
料
と
地

震
・
火
山
噴
火
」
を
開
講
し
、
榎
原
、
杉
森
が
講
義
を
担
当
し
た
（
地
震
研
か
ら
は
佐
竹

健
治
教
授
と
加
納
靖
之
准
教
授
）。
履
修
登
録
者
九
一
名
（
文
系
四
〇
名
、
理
系
五
一

名
）、
単
位
認
定
に
必
要
な
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
者
七
九
名
で
あ
っ
た
。
授
業
は
す
べ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
担
当
者
以
外
の
教
員
も
視
聴
し
た
。

（
5
）
鳥
取
県
災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
へ
の
協
力

鳥
取
県
で
準
備
を
進
め
て
い
る
災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
に
協
力
し
た
。

維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
の
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
〇
一
九
年
度
よ
り
開
始
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
本
所
の
「
維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
の
英
訳
研
究
を
推
進
し
、
か
つ
海
外
研
究
者
と
の
国
際
的
な
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
ハ
ブ
拠
点
）
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
る
。

維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
搭
載
し
て
い
る
綱
文
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
英
訳
が
、

本
事
業
の
中
核
を
な
す
。
英
文
へ
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
、
外
国
人
特
任
研
究
員

ト
ラ
ビ
ス
・
サ
イ
フ
マ
ン
氏
が
従
事
し
て
お
り
、
ま
た
デ
ー
タ
の
整
備
等
に
関
し
て
は
、
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西
脇
康
氏
・
及
川
将
基
氏
・
加
藤
絵
里
子
氏
の
参
加
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
犬
飼
ほ
な
み

氏
に
は
、
研
究
支
援
上
で
さ
ま
ざ
ま
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

成
果
と
し
て
の
英
訳
綱
文
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
内
容
の
共
通
理
解
を
い
っ
そ

う
洗
練
さ
せ
、
更
新
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
関
連
の
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
構
築
を
も
は
か
っ

て
い
る
。
現
在
維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
各
綱
文
デ
ー
タ
の
詳
細
表
示
画
面

上
に
そ
の
英
訳
を
並
記
し
て
表
示
し
（
英
訳
デ
ー
タ
は
登
録
済
み
の
部
分
の
み
）、
ま
た

同
英
語
版
のSum

m
ary�database�of�the�Ishin�Shiryo

と
し
て
、
英
語
キ
ー
ワ
ー
ド

に
よ
る
検
索
と
結
果
表
示
を
実
装
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
済
み
の

デ
ー
タ
の
み
が
検
索
可
能
で
あ
る
が
、
本
事
業
達
成
の
際
に
は
英
訳
デ
ー
タ
の
全
体
が
検

索
可
能
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

昨
年
度
以
来
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状
況
が
改
善
を
み
て
い
な
い
中
で
、
な
お
無
視
で
き
な

い
程
度
に
大
き
な
支
障
は
あ
る
も
の
の
、
綱
文
デ
ー
タ
の
英
訳
、
お
よ
び
こ
れ
に
伴
う
グ

ロ
ッ
サ
リ
ー
の
作
成
に
つ
き
、
着
実
に
進
め
て
い
っ
た
。
国
際
研
究
集
会
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
在
外
外
国
人
研
究
者
か
ら
の
協
力
を
得
て
、
今
年
度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
メ
ン
バ
ー
の
保
谷
徹
が
代
表
を
つ
と
め
る
科
学
研
究
費
に
よ
る
研

究
と
は
、
引
き
続
い
て
本
事
業
と
の
緊
密
な
連
携
を
と
り
つ
つ
、
相
乗
的
な
研
究
の
進
捗

を
期
し
て
い
る
。
今
年
度
は
と
く
に
、
本
所
所
蔵
の
特
殊
蒐
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
史

談
会
本
の
撮
影
・
デ
ー
タ
化
に
お
い
て
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
度
開
催
の
国
際
研
究
集
会
（
一
二
月
一
一
日
）
で
は
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

（Zoom

）�

を
用
い
て
報
告
お
よ
び
討
論
を
お
こ
な
い
、
例
年
通
り
に
合
衆
国
か
ら
の
同
時

参
加
も
得
た
。JSPS

人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推

進
事
業
、
お
よ
び
科
研
費
基
盤
研
究
A
「
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
貴
重
史
料
の
研

究
資
源
化
に
よ
る
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
の
形
成
」
と
の
共
催
で
あ
る
。
研
究
集

会
の
報
告
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
報
告
は
英
語
使
用
）。


ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
グ
ラ
ム
リ
ヒ=

オ
カ
（
上
智
大
学
国
際
教
養
学
部
）

“T
ranslations�in�a�Japan�Studies�Journal ”


ト
ラ
ビ
ス
・
サ
イ
フ
マ
ン
（
史
料
編
纂
所
）

“T
ranslation�cannot�express�everything�in�the�O

riginal:Exam
ples�from

�
the�Ishin�Shiryō�K

ōyō�D
atabase ”

ま
た
今
回
も
、
ル
ー
ク
・
ロ
バ
ー
ツ
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
歴

史
学
部
）、
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
リ
ヤ
ー
（
ウ
ェ
イ
ク
フ
ォ
レ
ス
ト
大
学
歴
史
学
部
）
な
ら
び

に
若
林
晴
子
（
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
部
）
の
各
氏
か
ら
、
コ
メ
ン
ト
を

頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
従
来
よ
り
協
力
関
係
を
継
続
し
て
き
て
い
る
横
浜
開
港
資
料
館
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
は
仏
国
外
務
省
史
料
ほ
か
の
新
規
収
集
（
デ
ー
タ
ス
キ
ャ
ン
）
を
お
こ
な

い
、
所
で
の
公
開
を
期
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
本
所
の
図
書
室
で
公
開
し
て
い
る
在
外
史

料
画
像
デ
ー
タ
（H

I-CA
T

�plus

）
と
あ
わ
せ
、
今
後
さ
ら
な
る
包
括
的
な
検
証
が
展
望

で
き
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

な
お
メ
ン
バ
ー
の
保
谷
教
授
が
二
〇
二
一
年
度
末
を
も
っ
て
本
所
を
退
職
し
、
ま
た
メ

ン
バ
ー
の
西
脇
康
氏
に
つ
い
て
は
同
年
度
ま
で
の
参
加
と
な
る
。
両
氏
に
よ
る
献
身
的
か

つ
多
大
な
努
力
へ
の
感
謝
を
附
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

天
皇
家
・
公
家
の
「
知
」
の
体
系
と
し
て
の
文
庫
・
宝
蔵
研
究
拠
点
創
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
二
〇
二
四
年
度
ま
で
の
五
か
年
計
画
と
し

て
、
古
代
史
料
部
門
第
三
室
が
中
心
と
な
っ
て
担
当
す
る
。
二
〇
〇
七
年
度
以
来
、
大
型

科
研
費
に
よ
り
遂
行
し
て
き
た
天
皇
家
・
公
家
の
文
庫
・
宝
蔵
に
関
す
る
研
究
を
継
承
す

る
研
究
拠
点
を
創
設
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
①
関
係
史
料
の
デ
ジ
タ

ル
画
像
に
よ
る
蒐
集
とW

eb

・
本
所
閲
覧
室
で
の
公
開
、
②
京
都
御
所
・
同
離
宮
等
関

係
資
料
に
よ
る
文
理
融
合
型
の
学
際
的
研
究
、
③
関
係
史
料
群
の
調
査
研
究
と
発
信
を
柱

と
す
る
。
二
〇
一
九
年
度
後
半
よ
り
予
算
措
置
を
受
け
て
前
倒
し
で
開
始
し
、
科
研
費
基

盤
研
究
S
「
天
皇
家
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
の
高
度
利
用
化
と
日
本
目
録
学
の
進
展
―
知

の
体
系
の
構
造
伝
来
の
解
明
」
と
連
動
し
て
お
り
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
ま
と
め
て
記
載
し

た
（
131
頁
参
照
）。

①
史
料
画
像
の
蒐
集
・
公
開　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
のH

i-
CA

T
�Plus

よ
り
、
A
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
「
家
分
け
本
」：
九
、
六
二
三

点
・
五
六
〇
、
九
二
三
画
像
（
❶
九
条
家
本
：
二
、
八
六
一
点
・
八
四
、
九
〇
一
画
像
、

❷
伏
見
宮
家
本
：
二
、
〇
九
八
点
・
六
七
、
三
八
八
画
像
、
❸
桂
宮
家
本
〔
日
記
〕：
二

三
点
・
八
五
、
〇
八
四
画
像
、
❹
三
条
西
家
本
：
六
五
点
・
三
、
九
三
七
画
像
、
❺
壬
生

家
本
〔
函
号
Ｆ
9
〕：
五
三
六
点
・
五
五
、
一
三
〇
画
像
、
❻
柳
原
家
本
：
二
、
八
六
二
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点
、
一
三
八
、
〇
一
五
画
像
、
❼
白
川
家
本
〔
日
記
〕：
二
二
〇
点
・
四
一
、
一
五
三
画

像
、
❽
平
田
家
本
〔
日
記
〕：
一
七
九
点
、
四
二
六
八
〇
画
像
、
❾
続
群
書
類
従
本
〔
旧

御
歌
所
本
〕：
七
七
九
点
・
四
二
、
六
三
五
画
像
）、
B
❾
山
口
県
立
山
口
図
書
館
所
蔵
萩

藩
明
倫
館
旧
蔵
今
井
似
閑
本
：
四
三
一
点
・
三
二
、
三
七
二
画
像
を
、
安
定
的
にW

eb

公
開
す
る
と
共
に
、
本
年
度
は
新
た
に
、
❿
愛
知
県
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
柳
原
家
本
：

五
一
八
点
・
七
〇
、
七
三
〇
画
像
をW

eb

公
開
し
た
（
累
計W

eb

公
開
数
：
六
六

四
、
〇
二
五
画
像
）。
特
に
❻
と
❿
に
よ
り
、
分
蔵
さ
れ
て
い
る
柳
原
家
旧
蔵
本
の
大
部

分
（
三
、
三
八
〇
点
、
二
〇
八
、
七
四
五
画
像
）
がW

eb

公
開
出
来
た
こ
と
は
画
期
的

な
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
度
のH

i-CA
T

�Plus

に
よ
る
ア
ク
セ
ス
数
は
一
五
六
、

一
六
八
件
で
あ
っ
た
（
一
部
、
禁
裏
・
公
家
文
庫
以
外
の
画
像
も
含
む
）。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
拡
大
で
、
所
蔵
先
の
宮
内
庁
書
陵
部
等
に
閲
覧
で
き
な
い
研
究

者
に
対
し
て
こ
のW

eb

公
開
は
大
き
な
貢
献
を
し
た
。
こ
の
他
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書

寮
文
庫
所
蔵
「
近
世
公
家
日
記
類
」
七
四
、
七
六
六
画
像
等
、
累
計
一
六
三
、
七
六
九
件

に
対
し
てW

eb

公
開
に
向
け
た
準
備
（
メ
タ
デ
ー
タ
の
付
与
の
完
了
）
を
し
た
。W

eb

公
開
済
の
画
像
も
併
せ
る
と
、
天
皇
家
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
総
計
八
二
五
、
三
八
九
画

像
に
関
し
て
、W

eb

に
よ
る
公
開
及
び
公
開
準
備
が
完
了
し
た
。

さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
蒐
集
と
し
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
「
中
井

家
文
書
」
の
う
ち
寛
政
度
・
安
政
度
御
所
造
営
関
係
資
料
（
簿
冊
類
）
全
て
撮
影
を
完
了

し
た
（
累
計
：
四
一
、
四
四
〇
画
像
）。
ま
た
、
蒐
集
し
た
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
・
同

別
置
本
五
一
、
六
五
二
画
像
及
び
『
皇
室
の
至
宝　

東
山
御
文
庫
御
物
』
1
～
5　

毎
日

新
聞
社　

一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
年
の
為
に
撮
影
し
た
4
×
5
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
を
ス
キ

ャ
ニ
ン
グ
し
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
二
、
一
九
三
画
像
に
関
し
て
、
史
料
編
纂
所
閲
覧
室
で

の
公
開
準
備
の
た
め
に
メ
タ
デ
ー
タ
の
付
与
を
完
了
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
閲
覧
室
公
開

済
の
二
六
二
、
八
八
三
画
像
を
併
せ
る
と
、
東
山
御
文
庫
本
・
同
別
置
本
は
累
計
三
一

六
、
七
二
八
画
像
蒐
集
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
同
じ
く
閲
覧
室
端
末
限
定
で
陽
明

文
庫
所
蔵
近
衛
家
伝
来
本
約
四
八
、
〇
〇
〇
画
像
も
公
開
中
で
あ
る
。

こ
の
他
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
及
び
駒
場
図
書
館
所
蔵
本
（
一
高
文
庫
本
）

五
一
五
〇
画
像
を
蒐
集
し
た
。

②
京
都
御
所
・
同
離
宮
等
関
係
資
料
の
研
究　

画
像
に
よ
り
蒐
集
し
た
安
政
度
御
所
造
営

関
係
資
料
を
用
い
て
、
建
築
史
学
研
究
者
・
大
学
院
生
を
中
心
と
し
た
「
中
井
家
文
書
」

研
究
会
に
よ
り
研
究
を
進
め
た
。
ま
た
そ
の
成
果
は
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
八
日
日
に

開
催
し
た
国
際
研
究
集
会
「
第
二
回　

御
所
（
宮
殿
）・
邸
宅
造
営
関
係
資
料
の
地
脈
と

新
天
地
」（
於
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
）
に
て
報
告
し
（
189
頁
参
照
）、
同
時
に
「
報

告
集
」
を
刊
行
し
た
。

③
関
係
史
料
群
の
調
査
研
究
と
発
信　

平
安
・
鎌
倉
期
の
古
写
本
が
多
く
含
ま
れ
る
宮
内

庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
九
条
家
本
を
中
心
に
、
未
翻
刻
史
料
の
翻
刻
お
よ
び
既
往
翻

刻
の
入
力
・
校
訂
を
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
部
は
、
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研

究
』
8
輯
（
思
文
閣
出
版
）
や
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』（
32
）
に
公
開
し

た
。
具
体
的
に
は
、
九
条
家
本
『
春
日
行
幸
類
記
』・『
石
清
水
八
幡
宮
幷
賀
茂
社
行
幸

記
』・「
被
任
太
政
大
臣
其
闕
以
他
人
任
大
臣
例
」・『
定
能
卿
記
部
類
』
二
「
臨
時
行
幸
」

上
・
九
条
道
家
筆
『
春
除
目
次
第
』、『
朝
覲
行
幸
次
第
草
』・『
朝
覲
行
幸
次
第
』
等
で
あ

る
。
陽
明
文
庫
所
蔵
近
衛
家
伝
来
本
に
関
し
て
は
、
名
和
修
・
尾
上
陽
介
・
田
島
公
企

画
・
監
修
『
陽
明
文
庫
図
録
』
3
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
公
益
財
団
法
人
陽
明
文

庫
）
に
「
陽
明
文
庫
資
料
か
ら
に
新
発
見
（
2
）」
と
題
し
て
一
一
点
の
史
料
に
関
し
て

新
見
解
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
三
条
西
家
本
『
除
秘
鈔
』（
学
界

未
紹
介
の
後
三
条
天
皇
撰
『
院
御
書
』
の
除
目
儀
部
分
）
に
関
し
て
、
影
印
・
翻
刻
・
解

説
を
公
開
し
（
明
治
大
学
除
目
書
刊
行
委
員
会
〔
田
島
公
・
末
柄
豊
他
〕
編
『
明
治
大
学
図

書
館
所
蔵

三

条
西
家
本　

除
目
書
』　

八
木
書
店
）、
そ
の
う
ち
「
解
説
」
は
「
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵

三
条
西
家
旧
蔵
本
『
除
秘
鈔
』
の
基
礎
的
研
究
」
と
改
題
・
改
稿
し
て
、『
禁
裏
・
公
家

文
庫
研
究
』
8
輯
（
前
掲
）
に
所
収
。

研
究
成
果
の
発
信
と
し
て
、
国
際
研
究
集
会
と
し
て
、
対
面
（
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
）
で

一
二
月
一
八
日
に
第
二
回
「
御
所
（
宮
殿
）・
邸
宅
造
営
関
係
資
料
の
地
脈
と
新
天
地
」

（
前
述
）
を
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
で
行
っ
た
。
ま
た
、
国
内
講
演
会
と
し
て
は
、

す
べ
て
対
面
で
一
一
月
一
三
日
・
一
四
日
・
二
〇
日
・
二
一
日
・
二
七
日
・
二
八
日
に
金

鵄
会
館
連
続
公
開
講
演
会
「
三
条
西
家
本
「
除
目
書
・
同
紙
背
文
書
」
を
読
む
―
「
明
治

大
学
図
書
館
所
蔵
三
条
西
家
本
除
目
書
」
影
印
本
の
刊
行
を
記
念
し
て
」
を
金
鵄
会
館

（
県
立
長
野
高
校
同
窓
会
館
）
で
開
催
す
る
な
ど
、
合
計
二
一
回
の
公
開
講
座
を
対
面
で

行
っ
た
（
132
頁
参
照
）。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
の
た
め
、
西
尾
市

岩
瀬
文
庫
講
座
は
中
止
し
、
ま
た
、
二
〇
二
二
年
二
月
五
日
に
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩

館
で
「
第
十
二
回
陽
明
文
庫
講
座
」
を
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
五
月
一
四
日
に
延
期
と
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な
っ
た
も
の
の
、
当
日
配
布
予
定
の
『
陽
明
文
庫
図
録
』
3
は
二
月
五
日
に
刊
行
し
た
。

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
太
田
克
也
・
佐
竹
朋
子
・
芝
﨑
有
里
子
・
林　

大
樹
・
髙

橋
宙
暉
の
各
氏
の
協
力
を
得
て
お
り
、
画
像
史
料
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
付
与
に
関
し
て
は
遠

藤
基
郎
氏
の
指
導
・
協
力
に
よ
る
。

�

（
藤
原
重
雄
・
小
塩　

慶
・
田
島　

公
）�

「
原
本
史
料
情
報
解
析
」
の
方
法
に
よ
る
南
九
州
関
係
文
書
の
保
全
と
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
報
告

一
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

尾
上
陽
介
（
図
書
部
長
）・
小
瀬
玄
士
・
渋
谷
綾
子
・
髙
島
晶
彦
・
高
山
さ
や
か
・

谷　

昭
佳
・
寺
尾
美
保
（
学
術
支
援
専
門
職
員
）・
西
田
友
広
・
畑
山
周
平
・
本
郷

恵
子
（
代
表
）・
松
澤
克
行
・
宮
﨑�

肇　

村
井
祐
樹
（
幹
事
）・
村
岡
ゆ
か
り
・
山

口
悟
史
・
山
田
太
造

二
、
活
動
概
要

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇
一
五
～
一
九
年
度
の
五
年
間
に
わ
た
る
「
原
本
史
料
情
報

解
析
に
よ
る
複
合
的
史
料
研
究
の
創
成
事
業
」
を
継
承
し
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
し

た
原
本
史
料
研
究
の
方
法
を
用
い
て
、
鹿
児
島
県
を
中
心
と
す
る
南
九
州
地
域
に
関
わ
る

原
本
史
料
の
保
全
・
研
究
・
社
会
還
元
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
に
発
足
し
た
。
発
足
の
経
緯
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。「
原
本
史
料
情
報
解
析
に
よ
る
複
合
的
史
料
研
究
の
創
成
事
業
」
は
、
国
宝

『
島
津
家
文
書
』
の
修
理
・
研
究
を
お
も
な
内
容
と
し
て
い
た
が
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂

行
の
過
程
で
、
鹿
児
島
県
の
島
津
興
業
お
よ
び
鹿
児
島
銀
行
の
二
つ
の
企
業
と
ご
縁
が
つ

な
が
り
、
奨
学
寄
付
金
を
受
領
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
島
津
興
業
か
ら
は
「
島
津
家
文
書

研
究
の
た
め
」、
鹿
児
島
銀
行
か
ら
は
「
鹿
児
島
の
歴
史
遺
産
の
保
存
状
態
の
改
善
／
鹿

児
島
の
歴
史
・
文
化
等
の
研
究
事
業
へ
の
貢
献
」
と
い
う
目
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
奨
学
寄
付

金
を
受
け
て
い
る
。
そ
こ
で
両
社
か
ら
の
寄
附
金
を
活
用
す
る
新
た
な
研
究
事
業
と
し

て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
科
研
の
基
盤
研
究
B

「『
原
本
史
料
情
報
解
析
』
の
方
法
に
よ
る
中
世
西
国
武
家
文
書
の
研
究
と
展
開
」（
代
表���

本
郷
恵
子
）
の
グ
ル
ー
プ
と
連
携
す
る
体
制
で
進
め
て
い
る
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
所
所
蔵
の
『
入
来
院
家
文
書
』（S0671

―18

）
の
修
理
を

実
施
し
た
。
本
年
度
は
科
研
グ
ル
ー
プ
の
資
金
で
同
文
書
の
第
十
八
巻
（
文
書
一
一
点
）

の
修
理
を
行
う
と
と
も
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
第
十
二
巻
（
文
書
一
三
点
）・
第
十

七
巻
（
文
書
一
二
点
）
の
修
理
を
実
施
し
た
。
も
と
も
と
の
仕
立
て
が
麁
陋
で
、
各
文
書

の
状
態
も
良
く
な
い
た
め
、
帖
・
巻
子
か
ら
文
書
を
外
し
て
修
理
し
、
一
紙
ご
と
に
し
て

保
管
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
並
行
し
て
、
科
研
グ
ル
ー
プ
で
鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術

セ
ン
タ
ー
黎
明
館
、
尚
古
集
成
館
等
の
所
蔵
文
書
の
調
査
・
撮
影
を
行
い
、
南
九
州
関
係

文
書
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

�

（
本
郷
恵
子
）�

デ
ー
タ
駆
動
型
歴
史
情
報
研
究
基
盤
の
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

本
郷
恵
子
・
箱
石　

大
・
井
上　

聡
・
山
田
太
造
・
金
子　

拓
・
遠
藤
珠
紀
・
渋
谷

綾
子
・
保
谷　

徹
・
中
村　

覚
・
劉　

冠
偉
・
西
田
志
津

二
、
活
動
概
要

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
史
史
料
の
採
訪
・
史
料
集
編
纂
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
史

料
編
纂
所
の
取
り
組
み
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
一
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
き
た
日

本
史
研
究
資
源
の
蓄
積
を
、
次
の
百
年
を
超
え
て
持
続
す
る
こ
と
が
可
能
な
歴
史
情
報
研

究
基
盤
の
構
築
を
目
的
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
デ
ー
タ
の
長
期
的
な
蓄
積
・
ア
ク
セ

ス
を
可
能
と
す
る
デ
ー
タ
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
、
さ
ら
に
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
最
大
限
の
利

活
用
を
は
か
り
、
②
デ
ー
タ
駆
動
型
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
、
③
国
際
発
信
力
を

抜
本
的
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
、Society�5.0

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
情
報
学
研

究
の
基
盤
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
京
大
学FSI

事
業
「
デ
ー

タ
駆
動
型
歴
史
情
報
研
究
基
盤
の
構
築
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
二
〇
二
一
年
四

月
よ
り
開
始
し
た
。（
単
年
度
）

①
デ
ー
タ
の
長
期
的
な
蓄
積
・
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
デ
ー
タ
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
で

は
、
史
料
編
纂
所
が
長
年
蓄
積
し
た
研
究
資
源
の
継
承
と
活
用
の
た
め
、
日
本
史
史
料
研

究
資
源
化
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
の
方
法
論
お
よ
び
実
装
に
取
り
組
ん
だ
。
具
体
的
に

は
、
史
料
ご
と
の
史
料
目
録
、
史
料
画
像
、
来
歴
情
報
、
配
置
場
所
、
ア
ク
セ
ス
権
、
識
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別
子
な
ど
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
さ
ら
に
図
録
用
撮
影
画
像
・
顕
微
鏡
撮
影
画
像
・
く
ず

し
字
画
像
な
ど
派
生
し
て
生
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
関
連
づ
け
て
管
理
可
能
な
史
料
デ
ー
タ

レ
ポ
ジ
ト
リ
の
構
築
を
進
め
た
。
採
訪
史
料
画
像
が
画
像
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
登
録
さ
れ
、
目

録
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
登
録
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
記
録
す
る
た
め
に
採
訪
進
捗
管
理
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
お
り
一
〇
年
の
運
用
を
実
績
と
し
て
い
る
が
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
史

料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ウ
ェ
ブ
公
開
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
デ

ー
タ
の
長
期
保
存
・
長
期
利
用
を
定
義
し
た
際
標
準
規
格
で
はO

A
IS

参
照
モ
デ
ル

（Reference�M
odel�for�O

pen�A
rchival�Inform

ation�System

）
に
基
づ
き
デ
ジ
タ

ル
画
像
を
管
理
し
て
い
く
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
新
た
に
史
料
画
像
デ
ジ
タ
ル
化
進

捗
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
る
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
（
史
料
編
纂
所
は
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
唯

一
の
人
文
学
拠
点
機
関
と
し
て
認
定
）
と
協
働
し
て
進
め
た
。

②
デ
ー
タ
駆
動
型
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
は
、
史
料
に
関
す
る
あ
る
デ
ー
タ
か
ら
、

次
々
と
数
珠
つ
な
ぎ
に
関
連
す
る
デ
ー
タ
を
提
示
し
て
い
く
方
法
、
た
と
え
ば
、
ユ
ー
ザ

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
制
限
さ
れ
な
い
、
よ
り
柔
軟
な
検
索
を
実
行
す
る
た
め
の
環
境
整

備
お
よ
び
実
装
を
進
め
た
。
具
体
的
に
はW

eb�A
PI

（A
pplication�Program

m
ing�

Interface

）
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
人
だ
け
で
な
く
、
機
械
も
利
用
可
能
・
可
読
と

な
る
デ
ー
タ
検
索
・
提
示
方
法
を
取
り
入
れ
、
デ
ー
タ
駆
動
型
検
索
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を

目
指
し
た
。
史
料
編
纂
所
が
か
か
え
る
史
料
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
に
、
⒜A

I

に
よ

る
文
字
認
識
の
た
め
の
く
ず
し
字
学
習
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
構
築
、
⒝
文
字
認
識A

I

に
よ

る
構
造
化
テ
キ
ス
ト
の
自
動
生
成
、
⒞
地
名
・
人
名
等
の
シ
ソ
ー
ラ
ス
化
・
オ
ン
ト
ロ
ジ

化
、
と
い
っ
たA

I

や
機
械
学
習
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
論
に

つ
い
て
検
討
・
実
現
し
て
い
く
た
め
の
デ
ー
タ
整
備
や
実
装
を
行
っ
た
。
研
究
成
果
と
し

て
、
倭
寇
図
巻
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
や
正
保
琉
球
国
絵
図
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
あ

る
。
ウ
ェ
ブ
を
介
し
た
絵
図
等
を
閲
覧
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
ェ
ブGIS

・
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
と
の
連
動
や
デ
ジ
タ
ル
ス
ト
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
ウ
ェ
ブ
技
術
を
駆
使
す
る

こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
新
た
な
史
料
提
供
手
法
の
確
立
を
進
め
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
、
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
・
前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン

タ
ー
共
催
の
公
開
研
究
集
会
「
新
た
な
画
像
公
開
方
法
と
デ
ジ
タ
ル
連
携
」
を
開
催
し
、

ウ
ェ
ブ
公
開
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
文
字
デ
ー
タ
の
精
密
化
を
す
す
め
る
た
め
の
文
字

入
力
支
援
ツ
ー
ル
、
中
世
史
料
を
対
象
と
し
たA

I

技
術
を
用
い
た
文
字
認
識
ツ
ー
ル
と

い
っ
た
先
進
的
な
取
り
組
み
に
も
着
手
し
て
い
る
。

③
国
際
発
信
力
の
抜
本
的
強
化
に
つ
い
て
は
、
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
形
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
幕
末
維
新
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
英
訳
化
や
英
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
研
究
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
か
か
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
連
携
し
、
さ
ら
に
英
文
サ
イ
ト
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
国
際
発
信
力
を
強
化
し
て
い
く
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
世
界
へ
向

け
た
発
信
力
を
強
化
し
、
日
本
史
の
み
な
ら
ず
人
文
学
に
お
け
る
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
の
モ
デ
ル
を
国
際
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
二
〇
二

一
年
九
月
に
国
際
会
議T

he�11th�Conference�of�Japanese�A
ssociation�for�D

igi-
tal�H

um
anities

（
第
11
回
日
本
デ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
年
次
大
会
、JA

D
H

�
2021

）
を
開
催
し
た
。

研
究
発
表
会

第
二
八
六
回
そ
の
1　

二
〇
二
一
年
六
月
一
七
日　

担
当　

特
殊
史
料
部
門
・
画
像
史
料

解
析
セ
ン
タ
ー
・
前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー

「
近
世
瀬
戸
内
の
帳
合
米
商
い
と
城
下
町
―
美
作
国
津
山
を
中
心
に
―
」 

山
本
一
夫

本
報
告
で
は
、
近
世
瀬
戸
内
の
諸
都
市
で
行
わ
れ
た
帳
合
米
商
い
を
め
ぐ
る
領
主
・
領

民
の
利
害
関
係
を
、
城
下
町
の
振
興
に
注
目
し
な
が
ら
検
討
し
た
。
帳
合
米
商
い
と
は
、

現
物
を
伴
わ
な
い
帳
簿
上
の
米
の
売
買
で
あ
る
。
そ
の
取
引
制
度
に
つ
い
て
は
詳
細
に
解

明
さ
れ
て
い
る
が
、
帳
合
米
商
い
を
取
り
巻
く
利
害
関
係
に
つ
い
て
は
、
発
祥
地
の
大
坂

を
除
き
十
分
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

瀬
戸
内
諸
都
市
の
帳
合
米
商
い
は
、
必
ず
し
も
当
該
藩
の
蔵
米
相
場
で
は
な
く
、
堂
島

米
会
所
で
の
信
頼
性
が
高
い
筑
前
米
な
ど
の
米
相
場
を
銘
柄
と
し
、
相
場
変
動
に
よ
る
利

益
獲
得
の
み
を
目
的
と
す
る
投
機
取
引
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
帳
合
米
商
い
が
諸
藩
の
収
入

に
は
つ
な
が
ら
ず
、
米
価
引
き
上
げ
に
よ
る
幕
藩
領
主
の
増
収
を
目
的
と
し
て
帳
合
米
商

い
が
公
認
さ
れ
た
中
央
市
場
の
大
坂
と
は
別
途
の
公
認
理
由
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

文
化
・
文
政
期
の
瀬
戸
内
諸
都
市
で
は
、
帳
合
米
商
い
の
開
催
出
願
に
あ
た
り
、
投
機
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的
需
要
の
引
き
つ
け
に
よ
る
、
口
銭
収
入
の
町
入
用
へ
の
助
成
・
日
用
層
の
雇
用
創
出
な

ど
の
経
済
効
果
を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
標
榜
し
た
。
背
景
に
は
、
近
世
中
後
期
以
降
の
城
下

町
商
業
の
衰
微
や
宿
駅
の
伝
馬
役
の
負
担
が
存
在
し
た
。
具
体
的
な
額
が
判
明
す
る
津
山

城
下
の
例
で
は
町
入
用
へ
の
助
成
額
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
が
、
形
式
的
に
せ
よ
都
市
共
同

体
の
繁
栄
と
い
う
論
理
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

瀬
戸
内
諸
藩
は
、
帳
合
米
商
い
を
そ
の
投
機
性
か
ら
博
奕
的
な
行
為
と
み
な
し
て
、
風

俗
統
制
の
観
点
か
ら
禁
止
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
参
加
者
の
流
出
に
よ
る
衰
微
を
防
ぐ
た

め
、
や
む
を
得
ず
城
下
町
で
の
開
催
を
認
め
た
。
一
方
、
帳
合
米
商
い
は
あ
く
ま
で
商
業

の
一
環
と
さ
れ
、
百
姓
に
対
し
て
は
在
方
商
業
統
制
の
観
点
か
ら
農
業
へ
の
専
念
を
求
め

参
加
を
禁
止
し
た
。

城
下
町
の
繁
栄
が
、
出
願
者
の
町
人
側
と
藩
側
と
の
共
通
利
害
で
あ
り
、
地
方
で
の
帳

合
米
商
い
公
認
の
理
由
で
あ
っ
た
。
近
世
日
本
の
経
済
的
先
進
性
や
近
代
へ
の
連
続
性
と

い
う
観
点
か
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
帳
合
米
商
い
で
あ
る
が
、
身
分
制
や
都
市
共
同

体
の
論
理
な
ど
近
世
社
会
の
中
に
位
置
づ
け
た
把
握
も
必
要
と
考
え
る
。

第
二
八
六
回
そ
の
2　

二
〇
二
一
年
六
月
二
四
日　

担
当　

近
世
史
料
部
門

「
鎌
倉
期
朝
廷
の
意
思
決
定
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
議
定
制
と
院
近
臣
―
」 
海
上
貴
彦

本
報
告
で
は
、
鎌
倉
前
期
の
院
政
に
お
け
る
意
思
決
定
の
在
り
方
を
考
察
対
象
と
し
、

特
に
議
定
制
と
院
近
臣
編
成
と
の
関
連
を
軸
に
分
析
し
た
。

「
研
究
史
と
問
題
の
所
在
」
で
は
、「
国
政
」
と
し
て
の
朝
廷
政
務
研
究
と
、
後
鳥
羽
院

政
と
後
嵯
峨
院
政
と
の
段
階
差
・
連
続
性
を
め
ぐ
る
議
論
を
参
照
し
た
う
え
で
、
貴
族
社

会
論
と
結
び
つ
い
た
議
定
制
論
の
構
築
を
提
唱
し
た
。

第
1
章
「
後
鳥
羽
・
後
嵯
峨
院
政
期
の
意
思
決
定
―
御
前
諮
問
―
」
で
は
、
後
鳥
羽
院

政
（『
猪
隈
関
白
記
』）
と
後
嵯
峨
院
政
（『
岡
屋
関
白
記
』）
を
事
例
と
し
て
、
院
の
御
前

に
召
さ
れ
て
直
接
諮
問
を
受
け
る
こ
と
を
、
在
宅
諮
問
と
区
別
し
て
「
御
前
諮
問
」
と
呼

び
、
分
析
し
た
。
後
鳥
羽
院
政
で
は
近
衛
家
実
と
藤
原
頼
実
の
2
人
が
御
前
諮
問
を
受
け

て
お
り
、
院
の
意
思
決
定
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
、
御
前
諮
問
と
公
卿
議
定

の
二
重
構
造
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
後
嵯
峨
院
政
期
で
は
固
定
的
な
祇
候
集

団
の
形
成
が
確
認
で
き
、彼
ら
が
定
期
的
に
御
前
諮
問
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

第
2
章
「
御
前
諮
問
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
で
は
さ
ら
に
掘
り
下
げ
、
後
鳥
羽
院
政
期
で

は
御
前
諮
問
の
対
象
は
限
定
的
で
、
院
御
所
で
の
議
定
と
人
的
・
場
的
に
隔
た
り
が
あ
る

の
に
対
し
、
後
嵯
峨
院
政
で
は
院
近
臣
へ
の
御
前
諮
問
（
近
臣
会
議
）
と
院
評
定
と
の
間

に
人
的
共
通
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
か
ら
院
評
定
衆
＝
院
近
臣
と
な
る
こ
と

に
注
目
し
、
近
臣
編
成
・
院
評
定
の
場
と
な
っ
た
（
内
）
弘
御
所
に
着
目
し
つ
つ
、
後
嵯

峨
院
政
期
に
お
け
る
院
・
院
近
臣
と
議
定
制
と
の
一
体
化
を
見
出
し
た
。

第
3
章
「
後
堀
河
院
政
期
の
院
近
臣
と
議
定
」
で
は
、
議
定
制
と
近
臣
編
成
と
が
結
び

つ
い
た
端
緒
と
し
て
、
後
鳥
羽
院
政
・
後
嵯
峨
院
政
の
間
に
位
置
す
る
後
堀
河
院
政
に
注

目
し
た
。
こ
の
時
期
は
四
条
天
皇
の
外
祖
父
と
な
っ
た
九
条
道
家
が
朝
廷
政
治
の
実
権
を

握
っ
て
い
た
が
、
道
家
が
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
に
提
出
し
た
奏
状
で
、「
当
時
被
聴
広

御
所
之
人
中
、
本
自
預
顧
問
之
輩
」
に
よ
る
院
御
所
で
の
訴
訟
評
定
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。
当
時
、
記
録
中
に
後
堀
河
院
が
弘
御
所
に
出
御
し
て
近
臣
た
ち
が
祇
候
し
て
い
る
事

例
を
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
「
本
自
預
顧
問
之
輩
」
へ
の
御
前
諮
問
も
想
定
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
道
家
の
奏
状
の
プ
ラ
ン
は
実
際
に
は
摂
関
邸
で
の
議
定
と
い
う
形
で
実
施
さ
れ
、
後

嵯
峨
院
政
の
院
評
定
成
立
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。（
出
席
者
：
約
五
〇
名
）

第
二
八
七
回
研
究
発
表
会　

二
〇
二
一
年
七
月
五
日　

担
当　

古
代
史
料
部
門

「
史
料
紹
介 

小
池
篤
氏
収
集
文
書
「
地
蔵
院
殿
御
灌
頂
記
」
に
つ
い
て
」 

伴
瀬
明
美

群
馬
県
立
公
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
「
小
池
篤
氏
収
集
文
書
」
中
の
「
地
蔵
院
殿

御
灌
頂
記
」
を
紹
介
し
た
。
報
告
者
が
室
町
期
の
醍
醐
寺
地
蔵
院
門
跡
に
つ
い
て
論
じ
た

際
に
（「
室
町
期
の
醍
醐
寺
地
蔵
院
―
善
乗
院
聖
通
の
生
涯
を
通
し
て
―
」（『
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
六
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、
東
寺
僧
宗
承
が
著
し
た
『
見
聞

雑
記
』
よ
り
、
寛
正
七
年
（
一
四
六
六
）
に
地
蔵
院
門
跡
門
主
義
快
（
持
円
か
ら
改
名
）

が
次
期
門
主
へ
法
流
伝
授
を
行
う
こ
と
な
く
没
し
、
次
期
門
主
へ
の
伝
法
は
門
弟
で
あ
る

法
印
宗
寿
に
委
ね
ら
れ
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
九
月
二
十
日
に
宗
寿
か
ら
新
門
主
へ

の
伝
法
灌
頂
が
行
わ
れ
た
と
述
べ
た
が
、
本
灌
頂
記
は
こ
の
時
の
伝
法
灌
頂
の
灌
頂
記
で

あ
る
。
典
型
的
な
灌
頂
記
の
記
載
様
式
と
は
異
な
る
が
、
戦
乱
の
只
中
、
醍
醐
寺
も
地
蔵
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院
も
焼
失
す
る
と
い
う
状
況
下
で
、
醍
醐
か
ら
大
津
に
下
山
し
て
い
た
門
主
通
快
を
宝
輪

院
に
迎
え
、
大
津
・
京
間
の
通
行
封
鎖
の
風
聞
を
懸
念
し
な
が
ら
、
宝
輪
院
を
道
場
と
し

て
慌
た
だ
し
く
伝
法
灌
頂
が
行
わ
れ
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
こ
の
灌
頂
記
の
裏
面
に
は
、
八
つ
の
一
つ
書
き
か
ら
な
る
事
書
が
記
さ
れ
て
い

る
。
足
利
義
持
と
地
蔵
院
門
主
持
円
（
義
快
）
と
の
猶
子
関
係
を
含
む
義
持
以
来
の
将
軍

家
と
地
蔵
院
門
跡
と
の
関
係
性
、「
当
代
」
に
お
け
る
そ
の
変
化
、
門
跡
の
経
済
状
況
な

ど
が
記
さ
れ
、
義
教
没
後
の
地
蔵
院
門
跡
が
武
家
護
持
僧
と
し
て
の
位
置
付
け
を
低
下
さ

せ
、
門
跡
と
し
て
危
機
的
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

本
史
料
は
灌
頂
記
・
事
書
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
一
五
世

紀
以
降
の
地
蔵
院
門
跡
お
よ
び
地
蔵
院
流
の
法
流
継
承
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

近
年
、
将
軍
家
子
弟
や
室
町
殿
猶
子
の
門
跡
寺
院
入
室
の
意
義
を
再
検
討
す
る
研
究
が

相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
が
、
本
史
料
は
地
蔵
院
持
円
が
義
持
の
猶
子
で
あ
っ
た
と
い
う
新

事
実
が
見
出
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

第
二
八
八
回　

二
〇
二
二
年
三
月
三
〇
日　

担
当　

近
世
史
料
部
門

「
幕
末
外
国
関
係
文
書
と
在
外
日
本
関
係
史
料
―
在
籍
三
五
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
―
」 

�
�

保
谷
　
徹

報
告
者
は
、
一
九
八
七
年
の
入
所
後
、
幕
末
外
国
関
係
文
書
の
編
纂
と
幕
末
維
新
史
研

究
（
軍
事
・
外
交
史
）
に
取
り
組
み
、
一
九
九
五
～
九
六
年
の
在
外
研
究
（
仏
・
英
・

米
）
を
皮
切
り
に
、
六
〇
数
回
に
わ
た
っ
て
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
を
お
こ
な
っ
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
幕
末
外
国
関
係
文
書
の
編
纂
と
海
外

史
料
調
査
事
業
に
つ
い
て
、
個
人
的
な
研
究
活
動
と
し
て
の
側
面
も
含
め
て
報
告
し
た
。

一
　
外
務
省
引
継
書
類
と
幕
末
外
国
関
係
文
書
：
現
行
の
編
纂
方
針
に
至
る
ま
で

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）、
外
務
省
か
ら
幕
末
外
交
文
書
（
長
持
五
棹
）
と
編
纂
事

業
が
移
管
さ
れ
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）、『
大
日
本
古
文
書
』
幕
末
外
国
関
係
文
書

之
一
が
刊
行
さ
れ
た
。
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
）、
編
纂
方
針
を
改
め
て
、
収
録
対
象

を
外
務
省
引
継
書
類
中
の
外
交
上
の
往
復
文
書
に
限
定
し
た
と
こ
ろ
（
三
九
～
四
一
巻

※
）、
編
纂
方
針
を
元
に
戻
し
、
さ
ら
に
収
録
範
囲
を
拡
大
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
を
い

た
だ
い
た
（
石
井
孝
「『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』
の
編
纂
方
針
に
つ
い
て
の
提
案
」、
歴
史

学
研
究
月
報
三
一
五
、
一
九
八
六
年
三
月
一
五
日
）。
こ
れ
も
踏
ま
え
て
、
一
九
八
七
年

（
昭
和
六
二
）
に
編
纂
方
針
を
旧
に
復
し
、「
収
載
文
書
は
、
本
所
所
蔵
外
務
省
引
継
書
類

所
収
文
書
を
主
と
し
、
併
せ
て
、
国
内
各
地
文
書
館
・
図
書
館
所
蔵
の
神
奈
川
・
長
崎
・

箱
館
各
奉
行
所
並
び
に
蝦
夷
地
警
衛
関
係
の
主
要
文
書
を
収
め
、
必
要
に
応
じ
て
外
国
公

文
書
館
所
蔵
文
書
の
訳
文
を
も
収
載
す
る
」（
四
二
巻
刊
行
物
紹
介
『
所
報
』
二
四
）
も

の
と
し
た
。
収
録
対
象
の
大
幅
な
拡
大
と
欧
文
史
料
の
訳
文
に
よ
る
収
録
の
開
始
で
あ
る

（
八
八
年
度
刊
行
の
四
二
巻
か
ら
）。

※
そ
の
後
、
三
九
～
四
一
巻
で
省
略
し
た
「
対
話
書
」
に
つ
い
て
は
二
〇
一
〇
年
刊
行

の
附
録
八
に
収
録
し
て
い
る
。

二
　
編
纂
材
料
と
編
纂
プ
ロ
セ
ス
、
編
纂
上
の
工
夫

幕
末
外
国
関
係
文
書
は
、
外
交
上
の
往
復
文
書
や
交
渉
記
録
を
中
心
に
、
関
連
す
る
事

件
記
録
な
ど
を
編
年
し
て
収
録
し
て
い
る
。
外
務
省
引
継
書
類
（
幕
府
の
外
国
奉
行
所
文

書
）
に
含
ま
れ
る
往
復
書
翰
等
に
加
え
、
書
翰
案
や
各
種
上
申
・
評
議
書
な
ど
、
外
交
政

策
の
立
案
過
程
が
わ
か
る
史
料
も
収
録
し
、
箱
館
・
長
崎
・
神
奈
川
（
横
浜
）
な
ど
三
港

の
奉
行
や
蝦
夷
地
関
係
史
料
な
ど
、
国
内
で
蒐
集
し
た
史
料
群
、
さ
ら
に
海
外
史
料
、
こ

ち
ら
は
外
交
上
の
往
復
文
書
に
加
え
、
各
国
公
使
や
海
軍
司
令
と
本
国
間
の
往
復
文
書

（
外
務
省
史
料
・
海
軍
省
史
料
）
な
ど
必
要
な
も
の
を
翻
訳
し
て
収
録
し
て
い
る
。
こ
の

間
の
試
行
錯
誤
の
結
果
、
近
刊
で
は
半
月
分
を
一
冊
五
〇
〇
頁
程
度
に
ま
と
め
て
い
る
。

調
査
研
究
、
原
稿
作
成
と
校
正
作
業
な
ど
、
編
纂
実
務
は
年
間
を
通
じ
て
多
忙
を
極
め
る

が
、
類
纂
の
大
日
本
維
新
史
料
と
と
も
に
幕
末
維
新
史
の
基
本
的
な
活
字
史
料
集
で
あ
る

の
で
、
が
ん
ば
っ
て
継
続
し
て
ほ
し
い
。

三
　
国
内
で
の
軍
制
史
研
究
か
ら
英
仏
等
の
海
外
史
料
調
査
へ

幕
末
外
国
の
編
纂
は
海
外
史
料
調
査
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
一
九
九
五
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
、
一
年
間
の
在
外
研
究
で
は
、
パ
リ
を
拠
点
に
仏
・
英
・
米
の
文
書
館
を
調
査
し

た
。
一
八
六
二
年
か
ら
六
四
年
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
奉
勅
攘
夷
体
制
の
も
と
、
国
是
と

な
っ
た
幕
府
の
鎖
港
要
求
を
撤
回
さ
せ
る
た
め
、
英
国
が
主
導
し
た
下
関
戦
争
と
そ
の
前

後
の
外
交
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
通
商
条
約
体
制
の
擁
護
・
発
展
の
た
め
に

武
力
行
使
も
辞
さ
な
い
自
由
貿
易
帝
国
主
義
と
し
て
位
置
づ
け
た
（
参
考
：
保
谷
『
幕
末
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日
本
と
対
外
戦
争
の
危
機
』
二
〇
一
〇
年
）。

そ
の
後
、
一
貫
し
て
在
外
史
料
の
補
充
調
査
と
こ
の
海
外
史
料
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
に
い
た
る
基
盤
A
科
研

（
四
件
）
と
基
盤
S
科
研
（
一
件
）
で
、
世
界
二
一
か
国
・
七
〇
機
関
の
海
外
史
料
二
四

二
万
コ
マ
（
国
内
編
纂
史
料
含
む
）
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
構
築
し
た
。

一
方
で
、
個
人
研
究
と
し
て
お
こ
な
っ
て
き
た
幕
末
の
軍
制
史
研
究
（
一
九
九
三
年
歴

史
学
研
究
会
大
会
報
告
）
か
ら
展
開
し
て
、
戦
争
と
軍
事
、
武
器
、
兵
站
の
具
体
的
な
モ

ノ
を
学
ぶ
た
め
に
、
世
界
の
軍
事
施
設
・
軍
事
博
物
館
め
ぐ
り
も
勉
強
に
な
っ
た
。
一
九

世
紀
半
ば
、
ラ
イ
フ
ル
銃
砲
の
採
用
を
梃
子
に
し
た
火
器
革
命
（
火
縄
銃
・
ゲ
ベ
ー
ル
か

ら
ミ
ニ
エ
・
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
）
は
、
日
本
で
は
近
世
的
な
軍
事
の
あ
り
方
に
革
命
的

な
変
化
（
軍
事
革
命
）
を
生
ん
で
い
る
（
参
考
：『
日
本
軍
事
史
』（
共
編
著
）
二
〇
〇
六

年
／
『
戊
辰
戦
争
』
二
〇
〇
七
年
な
ど
）。

四
　
ロ
シ
ア
を
含
む
東
ア
ジ
ア
史
料
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

欧
米
の
史
料
調
査
に
加
え
、
後
半
の
活
動
の
大
き
な
柱
と
な
っ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
を
含

む
東
ア
ジ
ア
史
料
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
で
あ
っ
た
。
一
九
九
九
年
に
は
石
上
英
一

所
長
の
も
と
、「
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
前
近
代
日
本
関
係
史
料
収
集
事
業
検
討
会

（
東
ア
ジ
ア
Ｗ
Ｇ
）」
が
設
け
ら
れ
、
幹
事
を
つ
と
め
た
。
一
八
六
一
年
ポ
サ
ー
ド
ニ
ク
号

事
件
の
ロ
シ
ア
側
史
料
の
調
査
は
編
纂
の
た
め
に
も
必
要
だ
っ
た
。
ま
た
、
在
外
日
本
関

係
史
料
調
査
事
業
は
一
八
八
〇
年
代
末
に
開
始
さ
れ
、
一
九
五
四
年
に
日
本
学
士
院
か
ら

史
料
編
纂
所
へ
正
式
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。
日
本
学
士
院
の
国
際
学
士
院
連
合
（
Ｕ
Ａ

Ｉ
）
関
係
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
報
告
者
も
こ
の
特
別
委
員
会
に
参
加
し
、
そ
の
支
援

を
受
け
て
き
た
。

五
　
ロ
シ
ア
・
中
国
等
に
お
け
る
調
査
事
業
（
引
継
ぎ
事
項
を
兼
ね
て
）

東
ア
ジ
ア
史
料
調
査
事
業
の
う
ち
、
と
く
に
関
係
し
た
ロ
シ
ア
・
中
国
な
ど
に
お
け
る

事
業
の
概
要
と
現
状
に
つ
い
て
整
理
し
た
（
詳
細
は
略
）。

▼
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
（
北
京
市
）：
北
京
故
宮
内
に
所
在
す
る
明
・
清
代
の
皇
帝
档

案
一
〇
〇
〇
万
件
を
所
蔵
す
る
文
書
館
。
二
〇
〇
六
年
四
月
、
研
究
協
力
の
覚
書
を
締

結
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
機
材
一
式
を
同
館
へ
提
供
し
、
撮
影
デ
ー
タ
（
宮
中
朱
批
奏
摺
六

七
〇
件
三
二
八
七
コ
マ
／
軍
機
処
録
副
奏
摺
二
三
五
九
件
四
九
三
八
コ
マ
）
と
目
録
を
受

理
。
撮
影
デ
ー
タ
はH

i-CA
T

�Plus

で
閲
覧
室
公
開
。『
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
所
蔵
中

日
関
係
史
料
整
理
目
録
―
清
代
朱
批
奏
摺
・
録
副
奏
摺
の
部
』、
二
〇
一
〇
年
一
月
刊
行
。

▼
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
）：
帝
政
ロ
シ
ア
・
ソ
連
時

代
の
海
軍
省
史
料
一
二
〇
万
件
を
収
め
る
連
邦
文
書
館
。
二
〇
〇
三
年
に
覚
書
を
結
び
、

二
〇
一
一
年
に
『
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
所
蔵
日
本
関
係
史
料
解
説
目
録
』、
二
〇
一

七
年
に
『
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
所
蔵
日
本
関
係
史
料
解
説
目
録
』
二
を
刊
行
し
た
。

▼
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
）：
帝
政
ロ
シ
ア
の
中
央
政

府
文
書
七
〇
〇
万
件
を
お
さ
め
る
連
邦
文
書
館
。
二
〇
〇
四
年
に
覚
書
を
締
結
し
、
二
〇

一
〇
年
に
『
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
所
蔵
日
本
関
係
史
料
解
説
目
録
』、
二
〇
二
〇
年

に
『
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
所
蔵
日
本
・
中
国
・
韓
国/

朝
鮮
関
係
史
料
解
説
目
録
』

を
刊
行
し
た
。
海
軍
文
書
館
と
合
わ
せ
て
一
万
五
〇
〇
〇
コ
マ
以
上
の
史
料
画
像
を
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
し
て
い
る
。

▼
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
、
も
と
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
）：
二
〇
〇
八
年
、
共
同
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
、
双
方
が
所
持
す
る
史
料
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
画
像
を

交
換
し
、
共
同
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
側
は
、「
大
福
帳
」（
Ａ
四
七
）・「
簾
貸

帳
」（
Ａ
四
八
）：
一
九
世
紀
初
頭
・
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
と
日
本
商
人
の
交
易
帳
簿
、
日
本

側
は
、
外
二
四
九
（
外
務
省
引
継
書
類
）「
魯
人
再
掠
蝦
夷
一
件
」
を
対
象
と
し
、
翻

刻
・
翻
訳
研
究
を
進
め
て
い
る
。

▼
ロ
シ
ア
帝
国
外
交
史
料
館
（
モ
ス
ク
ワ
市
）：
二
〇
〇
三
年
に
調
査
実
施
、
約
五
五
〇

枚
を
複
製
で
収
集
。

そ
の
ほ
か
、
二
〇
〇
三
年
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
国
立
大
学
東
洋
学
部
へ
の
出
版

物
寄
贈
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

文
書
館
（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
）
と
協
力
覚
書
を
締
結
し
、
目
録
・
史
料
画
像
を

入
手
し
て
い
る
。

以
上
、
幕
末
外
国
関
係
文
書
の
編
纂
と
在
外
日
本
関
係
史
料
調
査
事
業
は
、
多
く
の
方

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
進
め
て
き
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
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国
際
研
究
集
会

「
日
本
中
世
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
国
際
比
較
」 

二
〇
二
一
年
五
月
二
八
日

本
所
主
催
国
際
研
究
集
会
「
日
本
中
世
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
国
際
比
較
」
を
、
ウ
ェ
ブ

会
議
シ
ス
テ
ムZoom
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の

ボ
ン
大
学
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
地
頭
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
紹
介
し
、
日
本
側
の
研
究

者
と
の
意
見
交
換
を
行
な
う
場
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
ボ
ン
大
学
で
は
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
「
文
化
比
較
で
見
た
前
近
代
史
に
お
け
る

そ
の
諸
形
態
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
デ
ト
レ
フ
・
タ
ラ
ン
チ
ェ
フ
ス

キ
氏
を
中
心
と
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中
世
日
本
に
お
け
る
王
権
の
委
譲
と
分
割
に

よ
る
支
配
エ
リ
ー
ト
の
再
生
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
所
で
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
に

国
際
研
究
集
会
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
中
世
史
研
究
の
現
在
」
を
開
催
し
、
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
氏
と
シ
モ
ン
・
チ
ェ
ル
カ
フ
ス
キ
氏

よ
り
ご
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
、
シ
モ
ン
・
チ
ェ
ル
カ
フ
ス
キ
氏
（
ボ
ン
大
学
研

究
員
、
史
料
編
纂
所
外
国
人
研
究
員
）
よ
り
、「
ボ
ン
大
学
の
地
頭
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
―
由

来
・
現
在
状
態
・
前
途
―
」
と
題
し
て
報
告
を
い
た
だ
き
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
構
築
を

進
め
て
い
る
「
地
頭
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
概
要
に
つ
い
て
、
実
際
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
デ
モ

画
面
を
操
作
し
な
が
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
を
受
け
、
日
本
側
研
究
者
か
ら
西
田
友
広
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
准
教

授
）
お
よ
び
田
中
大
喜
氏
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
准
教
授
）
の
二
名
よ
り
コ
メ
ン
ト

を
頂
戴
し
た
。「
地
頭
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
、
地
頭
の
人
名
を
も
と
に
、
典
拠
と
な
る

文
書
や
記
録
な
ど
の
史
料
類
も
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
多
様
な
史
料
上
の

人
名
表
記
に
対
応
さ
せ
る
仕
組
み
な
ど
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
観
点
か
ら
「
地
頭
」
を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
デ
ト
レ
フ
・
タ
ラ
ン
チ
ェ
フ
ス
キ
氏
お
よ
び
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
氏

よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
田
中
氏
よ
り
、
地
頭
に
限
定
せ
ず
に
、
地
頭
の
地

域
支
配
を
支
え
た
各
地
の
沙
汰
人
層
や
、
地
頭
の
地
縁
・
血
縁
に
も
目
を
向
け
る
余
地
が

あ
る
旨
の
指
摘
が
出
さ
れ
た
。
構
築
中
の
「
地
頭
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
デ
ー
タ
量
だ
け
で
な
く
機
能
面
で
も
充
実
が
図
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
将
来
的
な
本

格
運
用
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
集
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ

た
が
、
当
日
は
国
内
各
地
だ
け
で
な
く
、
海
外
か
ら
の
七
名
を
含
む
、
全
六
六
名
の
参
加

を
得
た
。
国
内
各
地
と
海
外
と
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
結
び
う
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
利
点

を
活
か
し
、
そ
の
有
用
性
を
実
感
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

な
お
、
本
会
は
共
催
と
し
て
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
A
「
断
片
的
史
料
情

報
の
集
積
と
歴
史
知
識
情
報
の
相
互
参
照
体
制
の
確
立
に
よ
る
新
た
な
史
料
学
構
築
研

究
」（
研
究
代
表
者
西
田
友
広
氏
）、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
B
「
西
遷
・
北
遷

東
国
武
士
の
社
会
的
権
力
化
」（
研
究
代
表
者
田
中
大
喜
氏
）、
後
援
と
し
て
鹿
島
学
術
振

興
財
団
研
究
助
成
「
正
保
琉
球
国
絵
図
の
研
究
資
源
化
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構

築
」（
研
究
代
表
者
黒
嶋
敏
氏
）
の
協
力
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付

記
し
て
お
く
。

�

（
黒
嶋　

敏
）�

「
古
代
典
籍
写
本
調
査
か
ら
史
料
学
・
地
域
歴
史
文
化
遺
産
の
構
想
へ
」 

�
�

二
〇
二
一
年
七
月
三
日

石
上
英
一
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
元
所
長
）
を
講
演
者
に
迎
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン

（ZO
O

M

）
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
た
（
大
会
議
室
よ
り
配
信
）。
古
代
史
研
究
者
と

し
て
、
ま
た
史
料
編
纂
者
と
し
て
の
自
身
の
歩
み
が
語
ら
れ
、
編
纂
者
・
調
査
者
と
し
て

の
心
が
ま
え
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
た
。
特
に
『
大
日
本
史
料
』
編
纂
に
つ
い
て
は
、
医

心
方
撰
進
条
な
ど
具
体
例
を
あ
げ
つ
つ
論
じ
、
編
纂
の
難
し
さ
が
あ
る
一
方
で
、
予
想
外

の
反
響
・
学
問
的
発
展
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
編
纂
に
携
わ
る
も
の
と
し
て

励
み
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
日
は
八
八
名
の
参
加
を
得
た
。
主
催
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
講
演
録
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
後
日
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

�
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
「
古
代
の
百
科
全
書
『
延
喜
式
』
の
多
分
野
協
働
研
究
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
科
研
費
基
盤
研
究
B

｢

格･

式
研
究
を
踏
ま
え
た
日
本
古
代
社
会
像
の

再
構
築｣
（
代
表
：
小
倉
慈
司
）
主
催
、
本
所
共
催

�

（
稲
田
奈
津
子
）�
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国
際
研
究
集
会
「
東
ア
ジ
ア
諸
王
室
に
お
け
る
礼
的
〈
逸
脱
〉
の
諸
相
」 

�
�

二
〇
二
一
年
七
月
二
六
日

本
集
会
は
、
主
催
の
科
研
費
研
究
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
延
長
線
上
に
、H

M
C

の
公
募

研
究
B
国
際
研
究
集
会
開
催
助
成
を
受
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（ZO

O
M

）
開
催
し
た
も
の

で
あ
る
。
冒
頭
で
司
会
の
伴
瀬
明
美
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
か
ら
、「
北

魏
と
高
麗
は
、
中
国
礼
制
の
影
響
を
大
き
く
受
け
つ
つ
も
、
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
や
独
自
性

が
見
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
様
態
に
関
す
る
研
究
報
告
を
も
と

に
、
最
新
の
成
果
や
課
題
を
共
有
し
議
論
す
る
こ
と
で
、
東
北
ア
ジ
ア
諸
王
室
に
お
け
る

礼
的
〈
逸
脱
〉
の
諸
相
と
歴
史
的
背
景
に
関
す
る
研
究
の
深
化
を
は
か
り
た
い
」
と
の
趣

旨
説
明
が
あ
っ
た
。

第
一
報
告
の
鄭
雅
如
氏
（
台
湾
・
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
・
副
研
究
員
）「
胡

風
と
漢
礼
―
北
魏
鮮
卑
諸
王
の
婚
姻
諸
相
の
分
析
」
は
、
北
魏
の
諸
王
の
婚
姻
を
め
ぐ

り
、
漢
化
政
策
と
鮮
卑
習
俗
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
様
相
を
描
き
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。
孝

文
帝
の
漢
化
政
策
に
よ
り
「
多
妻
制
・
長
子
継
承
」
か
ら
「
一
妻
多
妾
制
・
嫡
子
継
承
」

へ
と
移
行
す
る
も
の
の
、
実
際
に
は
賜
婚
や
収
継
婚
（
レ
ビ
レ
ー
ト
婚
）
と
い
っ
た
遊
牧

民
族
文
化
が
残
り
続
け
、
妻
の
実
家
が
夫
妻
関
係
に
大
き
な
影
響
力
を
も
ち
、
妻
の
嫉
妬

も
夫
を
つ
な
ぎ
と
め
る
戦
略
と
し
て
許
容
さ
れ
る
な
ど
、
漢
礼
か
ら
の
逸
脱
が
見
ら
れ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
通
訳
は
郭
珮
君
氏
（
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
）
が
つ
と
め

た
。第

二
報
告
の
李
貞
蘭
氏
（
韓
国
・
忠
南
大
学
校
国
史
学
科
・
助
教
授
）「
高
麗
時
代
の

龍
孫
意
識
と
王
室
儀
礼
」
は
、
高
麗
王
朝
の
王
族
支
配
を
支
え
た
龍
孫
意
識
（
高
麗
王
家

を
龍
の
子
孫
と
し
て
神
聖
化
す
る
思
想
）
が
、
武
臣
政
権
や
モ
ン
ゴ
ル
支
配
と
い
う
難
局

に
直
面
し
な
が
ら
も
継
続
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
思
想
を
支
え
た
諸
制
度
に
お
け
る
王
族

の
特
権
に
つ
い
て
論
じ
た
。
王
族
の
特
権
と
し
て
は
、
居
住
空
間
や
服
装
制
度
な
ど
目
に

見
え
る
形
で
の
特
権
、
姓
を
省
略
で
き
る
「
不
称
姓
」
な
ど
が
あ
り
、
国
王
の
葬
儀
の
秘

儀
性
も
王
室
の
神
聖
性
を
確
保
す
る
た
め
と
指
摘
し
た
。
通
訳
は
植
田
喜
兵
成
智
氏
（
学

習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
が
つ
と
め
た
。

コ
メ
ン
ト
に
は
稲
田
奈
津
子
と
豊
島
悠
果
氏
（
神
田
外
語
大
学
外
国
語
学
部
）
が
立

ち
、
両
報
告
の
主
旨
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の
論
点
を
提
示
し
、
そ
れ
ら
へ

の
報
告
者
か
ら
の
回
答
を
中
心
に
質
疑
応
答
が
進
め
ら
れ
た
。
会
場
か
ら
も
質
問
・
意
見

が
出
さ
れ
た
が
、
多
彩
な
問
題
提
起
に
富
む
両
報
告
に
対
し
、
十
分
な
議
論
の
時
間
を
確

保
で
き
な
か
っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
、
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
交
流
の
必
要
性
を
再
確
認

し
、
一
三
時
か
ら
一
七
時
半
ま
で
の
予
定
の
と
こ
ろ
を
一
〇
分
ほ
ど
超
過
し
て
終
了
し

た
。
な
お
当
日
の
報
告
内
容
お
よ
び
コ
メ
ン
ト
・
討
論
概
要
に
つ
い
て
は
、
主
催
科
研
の

成
果
報
告
書
（
二
〇
二
二
年
三
月
発
行
）
に
掲
載
し
て
い
る
。

当
日
は
八
二
名
の
参
加
を
得
た
。
本
集
会
は
、
当
初
は
二
〇
二
〇
年
度
に
本
所
を
会
場

に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、CO

V
ID

-19

の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
切
り
替
え
て
の
実
施
と
な
っ
た
。
対
面
で
の
討
議
が
叶
わ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
は
あ

る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
た
こ
と
で
、
関
西
な
ど
の
日
本
各
地
、
ま
た
海
外
か
ら
の

参
加
も
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
、
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

JSPS

科
研
費
（18H

00700

）「
東
ア
ジ
ア
諸
王
室
に
お
け
る
「
后
位
」
儀
礼
比
較
史

の
協
業
的
研
究
」（
代
表
：
伴
瀬
明
美
）・
東
京
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

（H
M

C

）
主
催
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
本
所
・JSPS

科
研
費

（16K
02993

）「
東
ア
ジ
ア
儀
礼
文
化
の
比
較
史
的
研
究
―
「
物
品
目
録
」
か
ら
の
復

原
的
考
察
―
」（
代
表
：
稲
田
奈
津
子
）
共
催

�

（
稲
田
奈
津
子
）

東
京
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
第
41
回
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
東
ア
ジ
ア
の

な
か
の
墓
誌
」 

二
〇
二
一
年
九
月
三
日

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、H

M
C

公
募
研
究
A
「
金
石
文
資
料
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
の
墓
葬
文

化
―
墓
誌
・
買
地
券
を
中
心
に
―
」
に
と
も
な
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（ZO

O
M

）
開
催
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
計
画
は
当
初
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
～
二
一
年
九
月
の
一
年

間
、
中
国
浙
江
大
学
歴
史
系
教
授
の
王
海
燕
氏
を
東
京
大
学
に
招
聘
し
て
実
施
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、CO

V
ID

-19

の
影
響
で
計
画
は
延
期
中
で
あ
る
。
そ
こ
で
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
関
連
す
る
科
研
グ
ル
ー
プ
、
お
よ
び
本
所
外
国
人
研
究
員
の
協
力
も
得
つ
つ
、
東
ア

ジ
ア
の
墓
誌
に
関
す
る
研
究
状
況
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
魅
力
を
一
般
の
方
々
に

紹
介
す
る
場
と
し
て
計
画
し
た
。
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第
一
報
告
の
稲
田
奈
津
子
「
日
本
古
代
の
墓
誌
と
東
ア
ジ
ア
」
は
、
現
存
す
る
日
本
古

代
墓
誌
に
つ
い
て
、
多
く
が
外
国
情
報
に
近
い
人
物
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
日
本

社
会
に
浸
透
す
る
に
は
至
ら
ず
百
年
ほ
ど
で
消
滅
す
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し

た
。
ま
た
日
本
の
墓
誌
が
、
中
国
の
典
型
的
な
墓
誌
と
は
異
な
る
素
材
・
形
態
を
も
つ
点

に
つ
い
て
、
百
済
の
舎
利
荘
厳
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
と
し
た
。

第
二
報
告
の
田
衛
衛
氏
（
首
都
師
範
大
学
歴
史
学
院
・
本
所
外
国
人
研
究
員
）「
吉
備

真
備
書
〈
李
訓
墓
誌
〉
の
発
見
と
そ
の
意
義
」
は
、
二
〇
一
九
年
末
に
公
表
さ
れ
話
題
と
な

っ
た
「
日
本
国
朝
臣
備
書
」、
つ
ま
り
日
本
人
留
学
生
の
吉
備
真
備
が
書
し
た
と
記
す
唐

代
墓
誌
に
つ
い
て
、
そ
の
発
見
の
経
緯
や
研
究
状
況
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
遣
唐
使
の

中
国
名
の
時
代
的
変
化
や
、
真
備
と
中
国
の
文
人
た
ち
と
の
交
流
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。

第
三
報
告
の
植
田
喜
兵
成
智
氏
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）「
古
代
朝
鮮
関
連

の
唐
代
墓
誌
と
そ
の
研
究
動
向
」
は
、
中
国
出
土
の
唐
代
墓
誌
に
含
ま
れ
る
、
百
済
・
高

句
麗
遺
民
や
新
羅
人
・
渤
海
人
の
墓
誌
、
あ
る
い
は
朝
鮮
半
島
へ
の
往
来
を
記
す
唐
人
墓

誌
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
や
研
究
状
況
を
紹
介
し
た
。
往
来
唐
人
墓
誌
か
ら
は
『
三
国
史

記
』
の
記
録
を
補
強
す
る
記
述
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
な
ど
、
墓
誌
が
古
代

朝
鮮
の
史
料
的
不
足
を
補
う
可
能
性
を
持
つ
と
論
じ
た
。

コ
メ
ン
ト
に
は
王
海
燕
氏
が
立
ち
、
稲
田
報
告
に
対
し
、
墓
誌
と
墓
碑
と
の
関
係
性
、

お
よ
び
墓
誌
の
作
成
目
的
を
質
し
た
。
田
報
告
に
対
し
て
は
、
李
訓
墓
誌
の
真
偽
を
め
ぐ

る
中
国
で
の
議
論
を
紹
介
し
、
疑
点
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
、
歴
史
資
料
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
会
場
か
ら
は
、
植
田
報
告
で
紹

介
さ
れ
た
祢
氏
一
族
墓
誌
に
関
す
る
質
問
な
ど
、
い
く
つ
か
の
質
問
が
出
さ
れ
、
各
報
告

者
が
回
答
し
た
も
の
の
、
時
間
の
制
約
か
ら
十
分
な
議
論
が
で
き
な
か
っ
た
点
は
残
念
で

あ
っ
た
。
一
七
時
半
か
ら
一
九
時
半
ま
で
の
予
定
の
と
こ
ろ
を
、
一
五
分
ほ
ど
超
過
し
て

終
了
し
た
。

当
日
は
、
日
本
各
地
お
よ
び
海
外
か
ら
一
九
〇
名
の
参
加
を
得
た
。
研
究
者
の
み
な
ら

ず
学
生
や
一
般
の
参
加
者
も
多
く
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
日
本
と
と
も
に
中
国
・

朝
鮮
の
歴
史
へ
の
強
い
関
心
が
窺
わ
れ
た
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
つ
い
て
は
、
行
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
の
貴
重
な
学
び
の
場
に
な
っ
た
、
在
外
研
究
者
の
話
を
聞
け
る
良
い

機
会
だ
っ
た
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

東
京
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
（H

M
C

）・
本
所
主
催
、JSPS

科
研
費

（19H
01301

）「
古
代
日
本
と
朝
鮮
の
金
石
文
に
み
る
東
ア
ジ
ア
文
字
文
化
の
地
域
的

展
開
」（
代
表
：
三
上
喜
孝
）
共
催

�

（
稲
田
奈
津
子
）�

「
第
十
一
回
日
本
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
学
会
年
次
大
会
（JA

D
H

2021

）」 
 

二
〇
二
一
年
九
月
六
日
〜
九
日

二
〇
二
一
年
九
月
六
日
～
九
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
て
、
国
際
会
議
「
第
一
一
回
日
本

デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
学
会
年
次
大
会
（T

he�11th�Conference�of�Jap-
anese�A

ssociation�for�D
igital�H

um
anities�（JA

D
H

2021

）」
を
開
催
し
た
。
本
会

議
は
日
本
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
学
会
（Japanese�A

ssociation�for�
D

igital�H
um

anities

）
に
よ
り
企
画
さ
れ
る
年
次
大
会
で
あ
り
、JA

D
H

2021

は
史
料

編
纂
所
が
主
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
「D

igital�H
um

anities�and�CO
V

ID
-19

」
で
あ

り
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
で
の
人
文
情
報
学
の
あ
り
方
・
影
響
を
問

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

本
会
議
（
七
日
～
八
日
）
で
は
、V

isuality

、Literature�and�poetry

、A
rchi-

tecture

、T
ext�analysis

、H
istorical�texts

、D
H

�and�the�pandem
ic

、A
r-

chiving�and�analysis�of�cultural�heritages

、D
igitization�under�the�pandem

-
ic

な
ど
に
関
わ
る
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
、Long�paper

が
一
三
本
、Short�

paper

が
一
七
本
、Poster

が
一
三
本
、
合
計
四
三
本
だ
っ
た
。

芳
賀
京
子
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
教
授
）、
お
よ
び
、
ポ
ー

ラ
・
カ
ー
テ
ィ
ス
氏
（T

erasaki�Center�for�Japanese�Studies,�U
niversity�of�

California

・Postdoctoral�Fellow
�and�Lecturer

）
を
招
待
し
、
芳
賀
氏
か
ら
は

「K
eener�than�Connoisseurs ’�Eyes:�A

nalysis�and�Experience�of�A
ncient�A

rt�
through�V

irtual�Reality�（V
R

）」、
ポ
ー
ラ
氏
か
ら
は
「（D

is

）�Connections�in�
D

igital�Japanese�Studies

」
と
題
し
た
報
告
を
頂
い
た
。

JA
D

H
と
し
て
初
め
て
ポ
ス
タ
ー
賞
（H

istoriographical�Institute�Poster�
Prize

）
を
設
け
た
。
受
賞
は
次
の
二
件
で
あ
る
。「O

pen�source�datasets�of�the�
H

achidaishu�for�the�research�of�classical�Japanese�poetic�vocabulary

」（Bor�
H

odošček�and�H
ilofum

i�Y
am

am
oto

）
／
「A

n�A
ttem

pt�at�Creating�Integrat-
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ed�Retrieval�for�Chinese�Excavated�M
aterials:�A

n�Im
plem

entation�of�a�
Search�Function�across�Interpretations�of�A

ncient�Characters

」（Shum
pei�

K
atakura

）

本
会
議
に
先
立
ち
、
五
日
に
二
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
設
け
た
。
Ｗ
Ｓ
一
「
歴
史
学

に
お
け
る
デ
ー
タ
共
有
、
統
合
化
、
多
角
的
協
働
」
は
本
所
主
催
で
行
い
、「
東
京
大
学

に
お
け
る
日
本
史
史
料
の
長
期
利
用
と
デ
ー
タ
共
有
・
連
結
化
」（
渋
谷
綾
子
氏
他
）、

「
全
国
遺
跡
報
告
総
覧
：
日
本
考
古
学
の
最
大
規
模
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
高
田
祐
一
氏

他
）、「
歴
史
文
化
資
料
の
保
存
・
継
承
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
デ
ー
タ
連
携
の

展
望
」（
天
野
真
志
氏
他
）、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
学
術
デ
ー
タ
の
メ
タ
デ
ー
タ
収
集
の
試

み
」（
原
正
一
郎
氏
他
）
の
報
告
の
後
、
研
究
デ
ー
タ
へ
の
永
続
的
な
ア
ク
セ
ス
方
法
や

長
期
保
存
・
活
用
と
い
っ
た
内
容
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
Ｗ
Ｓ
二
「
海
外

Ｄ
Ｈ
教
育
動
向
調
査
」
は
日
本
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
学
会
「
人
文
学
の
た

め
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」
研
究
会
（JA

D
H

�SIG:�D
igital�Literacy�for�the�H

um
an-

ities

、SIGLIT
H

）
主
催
で
行
わ
れ
、「
提
供
者
視
点
の
取
り
込
み
の
ス
ス
メ
」（
福
山
樹

里
氏
）、「
実
践
し
な
が
ら
考
え
る
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
：
北
米
Ｄ
Ｈ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
考
察
」

（
横
山
説
子
氏
他
）、「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
人
文
情
報
学
教
育
の
理
念
と
実
践
」（
長
野
壮

一
氏
）
の
報
告
が
な
さ
れ
、
永
崎
研
宣
氏
の
司
会
の
も
と
、
国
内
の
人
文
学
教
育
・
研
究

に
お
け
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
あ
り
方
を
議
論
し
た
。

本
会
議
の
参
加
者
数
は
、
日
本
を
含
む
一
四
カ
国
か
ら
、
一
一
八
名
だ
っ
た
。
ま
た
、

Ｗ
Ｓ
一
「
歴
史
学
に
お
け
る
デ
ー
タ
共
有
、
統
合
化
、
多
角
的
協
働
」
は
八
八
名
、
Ｗ
Ｓ

二
「
海
外
Ｄ
Ｈ
教
育
動
向
調
査
」
は
六
六
名
だ
っ
た
。
本
所
主
催
に
よ
るJA

D
H

は
二

〇
一
六
年
に
行
っ
て
お
り
、
今
回
で
二
回
目
だ
っ
た
。
昨
今
の
人
文
情
報
学
／
デ
ジ
タ

ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
の
広
ま
り
は
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
こ
の
動

向
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
山
田
太
造
）�

「
古
記
録
の
筆
録
と
書
写
・
部
類
・
流
布
―
『
小
右
記
』
書
写
本
を
中
心
に
―
（
附
）
史

料
集
の
翻
刻
を
考
え
る
」 

二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
日

加
藤
友
康
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
元
所
長
）
を
講
演
者
に
迎
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン

（ZO
O

M

）
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
た
（
大
会
議
室
よ
り
配
信
）。
尊
経
閣
文
庫
所
蔵

『
小
右
記
』
の
調
査
や
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成�

小
右
記
』
刊
行
の
経
験
を
中
心
に
、

史
料
群
と
し
て
の
『
小
右
記
』
が
い
か
に
写
し
つ
が
れ
流
布
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
写
本

研
究
の
成
果
と
と
も
に
、
逸
文
の
集
成
・
後
続
古
記
録
で
の
引
用
・
各
家
の
文
書
目
録
・

典
籍
へ
の
引
用
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
。
ま
た
『
大
日
本
史
料
』
第
二
編

の
編
纂
を
担
当
さ
れ
た
経
験
も
ふ
ま
え
、
各
史
料
集
の
利
用
に
際
し
て
は
翻
刻
方
針
の
十

分
な
理
解
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
当
日
は
一
〇
〇
名
の
参
加
を
得
た
。
主

催
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
講
演
録
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
後
日
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
「
古
代
の
百
科
全
書
『
延
喜
式
』
の
多
分
野
協
働
研
究
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
科
研
費
基
盤
研
究
B

｢

格･

式
研
究
を
踏
ま
え
た
日
本
古
代
社
会
像
の

再
構
築｣

（
代
表
：
小
倉
慈
司
）
主
催
、
本
所
共
催

�

（
稲
田
奈
津
子
）�

「
17-

18
世
紀
の
イ
ン
ド
洋
―
日
本
を
め
ぐ
る
海
域
史
研
究
の
広
が
り
の
た
め
に
―
」 

 

二
〇
二
一
年
一
一
月
二
六
日�

本
国
際
会
議
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
か
らA

licia�Schrikker

氏
とLennart�Bes

氏
を

講
師
に
迎
え
、
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
を
用
い
た
前
近
代
イ
ン
ド
洋
史
研
究
の
最
新
成
果
に
つ

い
て
知
見
を
深
め
る
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
海
域
史
研
究
と
の
接
続
を
試
み
た
。
本
会
議

は
、
当
初
二
〇
二
〇
年
六
月
に
対
面
開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
世
界
的

拡
大
の
た
め
再
三
延
期
さ
れ
、Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
。
ま
た
日
本

語
・
英
語
の
同
時
通
訳
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
六
八
名
で
あ
っ
た
。

ま
ずSchrikker

氏
に
よ
る
報
告
「
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
周
縁
か
ら
み
た
18
世

紀
の
人
々
の
生
活
―
イ
ン
ド
洋
海
域
に
お
け
る
会
社
の
法
的
活
動
の
実
態
か
ら
―
」
が
行

わ
れ
、
土
地
所
有
を
め
ぐ
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
地
域
住
民
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
ベ
ン
ガ
ル
や
セ
イ
ロ
ン
（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）
の
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。
特
に
、
セ
イ

ロ
ン
に
お
い
て
オ
ラ
ン
ダ
人
が
徴
税
目
的
で
実
施
し
た
不
動
産
登
記
と
、
地
域
住
民
と
の

法
的
交
渉
が
紹
介
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
行
政
の
性
格
が
論
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し

史
料
編
纂
所
岡
美
穂
子
氏
が
、
比
較
の
観
点
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
ジ
ア
進
出
に
つ
い
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て
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。Schrikker

氏
の
報
告
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
植
民
地
権
力
と
地
域
社
会
を
結
ぶ
仲
介
者
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
岡
氏
は
、
ゴ

ア
・
マ
ラ
ッ
カ
・
マ
カ
オ
の
事
例
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
男
性
と
現
地
女
性
の
間
に
生
ま

れ
た
混
血
者
が
果
た
し
た
多
様
な
役
割
を
指
摘
し
、
そ
う
し
た
仲
立
ち
と
し
て
の
役
割
が

19
世
紀
長
崎
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
事
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。

続
い
てBes
氏
が
、「
使
節
団
、
礼
法
、
当
惑
―
近
世
南
イ
ン
ド
に
お
け
る
宮
廷
儀
礼

と
外
交
的
な
無
礼
に
つ
い
て
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
報
告
―
」
と
題
し
、
南
イ
ン
ド
の
王
権
と

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
外
交
関
係
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
宮
廷
儀
礼
の
実
践

を
め
ぐ
っ
て
両
者
の
間
に
生
じ
た
様
々
な
葛
藤
を
紹
介
し
な
が
ら
、Bes

氏
は
、
そ
れ
ら

の
問
題
が
そ
れ
ぞ
れ
の
異
文
化
理
解
の
不
足
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
基
本
的

な
理
解
に
基
づ
く
両
者
の
駆
け
引
き
の
結
果
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
史
料

編
纂
所T

ravis�Seifm
an

氏
が
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
、
同
時
期
の
琉
球
に
お
け
る
外
交
儀

礼
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
興
味
深
い
論
点
と
し
て
、Bes

氏
の
報
告
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人

に
よ
る
南
イ
ン
ド
の
既
存
の
宮
廷
儀
礼
へ
の
適
応
が
議
論
さ
れ
た
の
に
対
し
、Seifm

an

氏
は
、
琉
球
の
外
交
儀
礼
が
徳
川
政
権
と
の
交
渉
を
通
し
て
17
世
紀
に
形
成
さ
れ
、
18
世

紀
初
め
に
定
着
し
た
事
実
を
指
摘
し
た
。

最
後
に
一
時
間
に
わ
た
る
総
合
討
論
が
行
わ
れ
た
。
登
壇
者
に
よ
る
活
発
な
議
論
に
加

え
、
視
聴
者
か
ら
の
質
問
に
よ
っ
て
多
く
の
論
点
が
示
さ
れ
、
充
実
し
た
意
見
交
換
が
な

さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
様
々
な
障
害
は
、
登
壇
者
の
粘
り
強
い
連
携
だ
け
で
な
く
、

数
多
く
の
支
援
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
特
定
共
同
研
究
（
海
外
史
料
分

野
）「
モ
ン
ス
ー
ン
文
書
・
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
・
Ｖ
Ｏ
Ｃ
文
書
・
Ｅ
Ｉ
Ｃ
文
書
の

分
野
横
断
的
研
究
」
主
催
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
日
本
学
士
院
・
日
蘭
交
渉
史
研

究
会
と
共
催
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
東
京
大
学
Ｈ
Ｍ
Ｃ
・
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ

ブ
拠
点
と
共
催
。

�

（
大
東
敬
典
）�

「
維
新
史
料
研
究
と
国
際
発
信
」 

二
〇
二
一
年
一
二
月
一
一
日

二
〇
二
一
年
一
二
月
一
一
日
（
土
）、
本
所
と
本
所
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
形

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
の
主
催
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
人
文
学
・

社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
と
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費

補
助
金
基
盤
研
究
A
「
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
貴
重
史
料
の
研
究
資
源
化
に
よ
る

維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
の
形
成
」
と
の
共
催
に
よ
り
、
国
際
研
究
集
会
「
維
新
史

料
研
究
と
国
際
発
信
」
を
開
催
し
た
。
二
〇
一
九
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
維
新
ハ
ブ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
本
所
維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
英
訳
化
と
、
そ
の
た
め
の
歴
史

用
語
・
史
料
用
語
の
英
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
研
究
と
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
集
会

は
、
過
去
二
年
間
に
同
様
の
タ
イ
ト
ル
で
開
催
し
た
国
際
研
究
集
会
に
引
き
続
き
、
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
海
外
研
究
者
の
視
点
か
ら
意
見
を
得
る
た

め
に
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
研
究
集
会
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
感
染
症
状
況

を
考
慮
し
、
ウ
ェ
ブ
会
議
ア
プ
リZO

O
M

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
た
。

こ
の
研
究
集
会
で
は
、
上
智
大
学
の
ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
グ
ラ
ム
リ
ヒ=

オ
カ
教
授
と
史
料

編
纂
所
の
ト
ラ
ビ
ス
・
サ
イ
フ
マ
ン
特
任
研
究
員
と
の
二
名
が
報
告
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
の
ル
ー
ク
・
ロ
バ
ー
ツ
教
授
、
ウ
ェ
イ
ク
・
フ
ォ
レ
ス
ト
大

学
の
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
リ
ヤ
ー
准
教
授
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
若
林
晴
子
助
教
授
の
三
名
が

コ
メ
ン
ト
に
立
っ
た
。
司
会
は
本
所
の
小
野
将
准
教
授
が
担
当
し
た
。
小
野
氏
に
よ
る
開

会
の
挨
拶
と
本
郷
恵
子
所
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
、
個
別
報
告
が
行
わ
れ
た
。
個
別
報

告
後
、
全
体
に
つ
い
て
ロ
バ
ー
ツ
氏
・
ヘ
リ
ヤ
ー
氏
・
若
林
氏
か
ら
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
、
最
後
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
報
告
二
本
は
英
語
で
、
コ
メ
ン
ト
・
議
論

は
日
本
語
で
行
わ
れ
た
。

ま
ず
グ
ラ
ム
リ
ヒ=

オ
カ
報
告� “T

ranslations�in�a�Japan�Studies�Journal ”�

で

は
、
雑
誌� “M

onum
enta�N

ipponica ”�

編
集
長
と
し
て
の
経
験
か
ら
、
日
本
文
学
や
史

料
用
語
の
英
訳
を
通
じ
て
再
認
識
し
た
精
確
な
翻
訳
の
重
要
さ
と
そ
の
た
め
の
工
夫
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
示
し
な
が
ら
紹
介
さ
れ
た
。“M

onum
enta�N

ipponica ”�

は

一
九
三
八
年
に
上
智
大
学
で
創
刊
さ
れ
、
日
本
文
学
や
歴
史
資
料
の
翻
訳
、
論
文
、
書
評

を
通
じ
て
日
本
研
究
を
欧
米
へ
発
信
・
紹
介
し
て
き
た
雑
誌
で
、
英
語
圏
の
日
本
研
究
者

か
ら
そ
の
翻
訳
の
精
確
さ
を
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
同
誌
に
お
い
て
は
、
日
本

語
や
日
本
の
学
術
用
語
を
知
ら
な
い
読
者
を
想
定
し
な
が
ら
、
精
密
な
翻
訳
の
た
め
に
膨

大
な
編
集
・
工
程
の
労
力
を
か
け
て
い
る
と
と
も
に
、
重
要
な
語
句
に
関
し
て
は
英
文
中

に
も
日
本
語
の
原
語
表
記
を
示
し
て
、
読
者
自
身
の
関
心
に
基
づ
い
て
さ
ら
に
調
査
・
研
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究
を
行
い
や
す
い
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
戯
作
の
文
体
を
い
か
に
英
語

で
表
現
し
な
が
ら
翻
訳
し
た
か
と
い
う
例
や
、� “Christian�Sorcerers�on�T

rial ”�

で
の

日
本
語
史
料
の
翻
訳
例
、「
旧
事
諮
問
録
」
の
翻
訳
例
な
ど
が
示
さ
れ
な
が
ら
、
日
本
研

究
者
が
使
用
す
る
専
門
用
語
を
前
提
と
し
な
い
わ
か
り
や
す
い
翻
訳
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
研
究
の
間
口
を
広
げ
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

続
く
サ
イ
フ
マ
ン
報
告� “T

ranslation�Cannot�Express�Everything�in�the�
O

riginal

：Exam
ples�from

�the�Ishin�Shiryō�K
ōyō�D

atabase ”�

で
は
、
報
告
者
自

身
が
『
維
新
史
料
綱
要
』
の
綱
文
英
訳
を
行
う
な
か
で
抱
え
て
い
る
、
曖
昧
な
日
本
語
の

意
味
あ
い
を
確
定
す
る
こ
と
の
大
変
さ
や
英
訳
に
よ
っ
て
微
妙
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
っ

て
し
ま
う
言
葉
の
問
題
な
ど
と
、
そ
の
当
面
の
対
応
策
と
し
て
行
っ
て
い
る
工
夫
と
が
紹

介
さ
れ
た
。
日
本
語
と
し
て
も
複
数
の
意
味
を
持
つ
「
弁
明
」
や
、
英
語
に
訳
す
に
は
や

や
抽
象
的
な
「
貼
紙
」
と
い
っ
た
単
語
の
翻
訳
や
、「
説
く
」
の
よ
う
に
英
語
に
訳
す
際

に
は
「
説
く
」
内
容
が
問
題
と
な
る
も
の
の
文
中
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
と
い
っ

た
具
体
的
な
例
が
紹
介
さ
れ
、
翻
訳
に
際
し
て
曖
昧
さ
を
で
き
う
る
限
り
排
除
し
つ
つ
、

日
本
語
原
文
を
解
し
な
い
利
用
者
が
英
訳
だ
け
を
見
て
原
文
と
異
な
る
理
解
を
し
な
い
よ

う
な
翻
訳
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
苦
労
や
工
夫
が
共
有
さ
れ
た
。

コ
メ
ン
ト
に
立
っ
た
ロ
バ
ー
ツ
氏
か
ら
は
、
実
際
に
英
語
圏
で
日
本
史
研
究
を
行
っ
て

き
た
研
究
者
と
し
て
の
経
験
か
ら
、
自
身
が
翻
訳
す
る
際
に
行
っ
て
き
た
工
夫
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
っ
た
。
実
際
の
英
訳
作
業
に
お
い
て
は
、
ま
ず
原
文
か
ら
直
訳
を
行
い
、
次
に

直
訳
さ
れ
た
わ
か
り
に
く
い
文
章
を
よ
り
分
か
り
や
す
い
英
語
に
整
え
て
い
く
と
い
う
二

段
階
を
踏
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
誰
が
何
の
た
め
に
読
み
、
使
う
の
か
、
と
い
う
こ
と

を
想
定
し
た
う
え
で
翻
訳
を
行
う
こ
と
で
、
実
際
の
翻
訳
作
業
に
お
い
て
困
難
に
直
面
し

た
際
に
、
目
的
や
強
調
点
を
軸
に
翻
訳
の
方
針
を
定
め
や
す
く
な
る
、
と
い
う
実
践
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
戴
し
た
。

続
い
て
ヘ
リ
ヤ
ー
氏
か
ら
は
、
自
身
の
大
学
院
生
時
代
の
経
験
や
教
員
と
し
て
学
生
を

指
導
す
る
立
場
と
い
っ
た
点
か
ら
、
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
い
て
日
本
語
そ
の

も
の
の
翻
訳
を
実
践
す
る
授
業
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
を

抱
え
て
い
る
と
い
う
指
摘
や
、
そ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
い
て
、
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
行
っ
て
い
る
翻
訳
作
業
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
形
で
日
本
史
を
学
ぶ
現
役
の

大
学
生
に
共
有
さ
れ
、
共
同
し
て
行
い
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
成
果
は
何

ら
か
の
形
で
発
表
し
て
学
会
に
共
有
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
と
い
っ
た
提
案
を
頂
い
た
。

若
林
氏
か
ら
は
、
実
際
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
日
本
史
を
研
究
し
て
い
る
立
場
や
、
過

去
に
史
料
編
纂
所
の
研
究
員
と
し
て
「
応
答
型
翻
訳
支
援
シ
ス
テ
ム
」（
通
称
グ
ロ
ッ
サ

リ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
構
築
し
た
経
験
、
そ
し
て
現
在
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で� “Rut-

gers�M
eets�Japan ”�

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
す
る
立
場
と
い
っ
た
点
か
ら
、
翻

訳
の
重
要
性
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。
翻
訳
と
い
う
作
業
は
欧
米
の
日
本
史
研
究
者
に
と

っ
て
必
須
の
作
業
で
あ
る
が
、
歴
史
用
語
に
つ
い
て
は
日
本
の
研
究
者
間
で
す
ら
意
見
に

相
違
が
あ
る
上
に
、
そ
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
訳
者
に
よ
っ
て
解
釈
に
も
幅
が
出
て
し
ま

う
以
上
、
複
数
の
研
究
者
が
議
論
し
な
が
ら
協
同
し
て
翻
訳
を
行
う
こ
と
で
、� “M

onu-
m

enta�N
ipponica ”�

が
実
現
し
て
い
る
よ
う
な
精
密
な
翻
訳
が
可
能
に
な
る
と
い
う
指

摘
や
、
そ
う
し
た
多
く
の
翻
訳
例
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
、
研
究
の
国
際
化
が
促
進

さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
こ
と
、
特
に
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
対
象
と
す
る
幕
末
維
新

期
は
、
欧
米
の
歴
史
の
一
部
で
も
あ
る
の
で
、「
維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
英
訳

化
に
よ
っ
て
、
日
本
史
を
専
門
と
せ
ず
日
本
語
史
料
を
解
し
な
い
研
究
者
へ
も
信
頼
度
の

高
い
日
本
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
効
果
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
、

ま
た
細
か
い
点
で
は
欧
米
の
固
有
名
詞
の
原
語
表
記
と
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
の
対
応
関
係
が

維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
英
訳
事
業
に
よ
っ
て
わ
か
り
や
す
く
な
り
、
日
本
語
で
も
英

語
で
も
関
連
史
料
の
検
索
が
容
易
に
な
る
こ
と
と
い
っ
た
英
訳
の
意
義
が
提
示
さ
れ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
報
告
や
コ
メ
ン
ト
で
示
さ
れ
た
訳
語
選
択
の
困
難
さ
や
曖
昧
さ
の
排

除
と
い
っ
た
点
に
関
し
て
、
検
索
シ
ス
テ
ム
面
で
類
義
語
検
索
が
行
え
る
よ
う
な
整
備
を

ゆ
く
ゆ
く
は
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
た
め
に
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
収
集
し
て
い
る
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
を
シ
ソ
ー
ラ
ス
の
よ
う
な
形
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
今
回
の
研
究
集
会
で
は
主
に
英
語
圏
の
研
究
者
へ
の
発
信
、
英
語
圏
の
研

究
者
の
利
用
と
い
っ
た
観
点
か
ら
報
告
・
コ
メ
ン
ト
を
構
成
し
て
い
る
が
、
日
本
の
研
究

者
が
国
際
的
に
研
究
成
果
を
発
信
し
て
い
く
際
に
も
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
蓄
積
し

た
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
を
活
用
で
き
る
は
ず
で
、
既
に
存
在
す
る
「
応
答
型
翻
訳
支
援
シ
ス
テ

ム
」
と
共
に
、
日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
と
い
う
観
点
か
ら
も
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
と
い
う
問
題
提
起
も
得
た
。

維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
英
訳
化
を
実
施
し
て
い
る
維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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は
、
も
と
も
と
日
本
国
内
に
お
い
て
も
幕
末
維
新
期
の
詳
細
な
政
治
史
年
表
と
し
て
日
本

史
研
究
者
に
限
ら
れ
な
い
幅
広
い
人
々
に
活
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
国
際

研
究
集
会
で
は
、
英
語
圏
に
お
い
て
も
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
自
体
の
需
要
が
既
に
十
分
存
在

す
る
こ
と
に
加
え
、
英
訳
化
に
よ
っ
て
幕
末
維
新
期
研
究
の
み
な
ら
ず
、
日
本
史
研
究
の

国
際
化
と
い
う
点
で
も
議
論
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
今
後
翻
訳
作
業
を
進
め
て
い
く
う
え
で
具
体
的
な
実
践
に

関
わ
る
有
益
な
情
報
も
数
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
英
訳
作
業
や
グ

ロ
ッ
サ
リ
ー
収
集
へ
と
つ
な
げ
、
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
国
際
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
再
流
行
と
い
う
状
況
か
ら
、
今
回

の
研
究
集
会
は
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ムZO

O
M

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
。�

し
か
し
な
が
ら
、
当
日
は
三
六
名
の
出
席
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
・
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
東
海
岸
・
同
西
海
岸
と
い
う
時
差
を
抱
え
つ
つ
も
、
充
実
し
た
研
究
集
会
と
な
っ
た
。

�

（
立
石　

了
）�

「
第
二
回　
御
所
（
宮
殿
）・
邸
宅
造
営
関
係
資
料
の
地
脈
と
新
天
地
」

 
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
八
日

二
〇
二
一
年
一
二
月
一
八
日
（
土
）、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
天
皇
家
・
公
家
の

「
知
」
の
体
系
と
し
て
の
文
庫
・
宝
蔵
研
究
拠
点
創
設
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
担
当
：
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
古
代
史
料
部
）、
基
盤
研
究
S
「
天
皇
家
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
の
高

度
利
用
化
と
日
本
目
録
学
の
進
展
―
知
の
体
系
の
構
造
伝
来
の
解
明
」（
研
究
代
表
者
：

田
島　

公
）、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
（
館
長
：
金
田
章
裕
）、
挑
戦
的
研
究
（
萌

芽
）「
建
築
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
歴
史
学
の
構
築
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：

海
野
聡
〔
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
准
教
授
〕）
を
主
催
と
し
、
公
益
財
団
法
人

陽
明
文
庫
（
理
事
長
：
近
衞
忠
煇
、
文
庫
長
：
名
和
修
）、
基
盤
研
究
A
「
摂
関
家
伝
来

史
料
群
の
研
究
資
源
化
と
伝
統
的
公
家
文
化
の
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
尾
上
陽

介
）
を
共
催
と
し
て
、
第
二
回　

国
際
研
究
集
会
「
御
所
（
宮
殿
）・
邸
宅
造
営
関
係
資

料
の
地
脈
と
新
天
地
」
を
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
小
ホ
ー
ル
（
京
都
府
京
都
市
左

京
区
）
に
お
い
て
対
面
で
開
催
し
た
。

第
二
回
目
と
し
て
、
今
回
は
午
前
の
部
「
発
掘
調
査
の
成
果
・
文
献
史
料
の
見
直
し
・

復
古
建
築
と
の
比
較
に
よ
る
、
平
安
期
の
宮
殿
（
内
裏
・
里
内
裏
）・
寺
院
造
営
の
最
新

研
究
」、
午
後
の
部
「
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
「
中
井
家
文
書
」
及
び
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
建
築
生
産
史
と
工
匠
史
料
の
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
立
て
た
。

当
日
は
、
ま
ず
、
藤
井
恵
介
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
「
開
会
の
挨
拶
」
が
あ
り
、
続
い

て
田
島
公
が
午
前
の
部
の
趣
旨
説
明
を
行
い
、
午
前
の
部
が
開
始
さ
れ
た
。
報
告
者
・
報

告
タ
イ
ト
ル
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
西
山
良
平
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）「
平
安
宮
宮
城

図
と
出
土
木
簡
・
墨
書
土
器
」、
コ
メ
ン
ト
・
南
孝
雄
（
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
・

調
査
課
長
）「
平
安
宮
登
華
殿
の
発
掘
調
査
」、
詫
間
直
樹
（
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
研
究

官
・
前
宮
内
庁
京
都
事
務
所
長
）「
後
三
条
・
白
河
朝
に
お
け
る
造
営
事
業
の
特
質
―
方

角
禁
忌
か
ら
み
た
里
内
裏
と
御
願
寺
の
関
係
―
」、
満
田
さ
お
り
（
宮
内
庁
京
都
事
務
所

管
理
課
文
化
財
研
究
室
研
究
職
職
員
）「
京
都
御
所
に
み
る
復
古
の
建
築
空
間
と
そ
の
使

わ
れ
方
」。

午
後
の
部
は
、
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
に
分
か
れ
、
Ⅰ
部
は
基
盤
研
究
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
デ
ジ

タ
ル
撮
影
を
行
っ
た
内
匠
寮
本
「
中
井
家
文
書
」
の
う
ち
安
政
度
造
営
関
係
帳
簿
（
簿

冊
）
類
の
研
究
報
告
を
柱
と
し
、「
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
「
中
井
家
文
書
」

の
新
知
見
と
東
ア
ジ
ア
建
築
生
産
史
と
工
匠
史
料
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
Ⅱ
部
は

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
建
築
生
産
史
と
工
匠
史
料
」
と
題
し
て
、ZO

O
M

を
用
い
た
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。
最
初
に
海
野
聡
准
教
授
か
ら
趣
旨
が
説
明
さ
れ
た
。
先
ず
、

Ⅰ
部
の
報
告
者
・
報
告
タ
イ
ト
ル
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
新
井
重
行
（
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
准
教
授
）「
寛
政
度
内
裏
造
営
に
関
す
る
史
料
の
紹
介
―
承
知
帳
・
伺
帳
を
中
心
に

―
」、
萩
原
ま
ど
か
（
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
博
士
課
程
）「
安
政

度
造
営
内
裏
の
東
北
隅
拡
張
工
事
と
そ
の
見
積
書
―
御
所
の
築
地
移
築
と
有
栖
川
宮
家
・

中
院
家
の
移
転
―
」、
園
田
彩
華
（
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
修
士

課
程
）「
安
政
度
内
裏
築
地
移
築
に
お
け
る
基
礎
工
事
」、
横
山
舜
（
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
修
士
課
程
）「
安
政
度
内
裏
造
営
史
料
に
み
る
築
地
の
架
構
と

穴
門
に
つ
い
て
」、
齋
藤
亘
佑
・
三
橋
宣
貴
（
共
に
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
建

築
学
専
攻
修
士
課
程
）「
安
政
度
内
裏
造
営
の
瓦
・
金
物
に
み
る
工
匠
の
積
算
特
性
に
つ

い
て
の
検
討
」。
次
に
Ⅱ
部
の
報
告
者
・
報
告
タ
イ
ト
ル
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
兪
莉
娜

（
北
京
大
学
助
理
教
授
・ZO

O
M

参
加
）「
中
国
の
建
築
生
産
史
・
工
匠
に
関
す
る
研
究
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状
況
」、
☆
韓
志
晩
（
明
知
大
学
校
副
教
授
・ZO

O
M

参
加
）「
韓
国
の
建
築
生
産
史
・

工
匠
に
関
す
る
研
究
状
況
」、
海
野
聡
「
近
世
日
本
の
建
築
生
産
史
研
究
と
工
匠
関
係
史

料
の
可
能
性
」。
報
告
後
、
三
者
を
中
心
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

「
中
井
家
文
書
」
に
つ
い
て
報
告
三
件
は
、
藤
井
名
誉
教
授
・
海
野
准
教
授
主
催
の
大

学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
研
究
室
所
属
の
大
学
院
生
を
中
心
に
二
〇
一
九
年
一
一
月
よ
り

研
究
会
を
組
織
し
て
行
っ
て
き
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
更
にZO

O
M

で
の
兪
莉

娜
・
韓
志
晩
の
両
氏
の
参
加
に
よ
り
、
中
国
、
韓
国
と
日
本
の
建
設
関
連
の
歴
史
資
料
の

国
際
比
較
を
す
る
こ
と
が
で
き
、「
中
井
家
文
書
」
の
史
料
的
な
性
格
を
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
点
か
ら
も
重
要
な
機
会
と
な
っ
た
。
討
論
終
了
後
、
主
催
者
を
代
表

し
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
の
金
田
章
裕
館
長
よ
り
「
閉
会
の
挨
拶
」
が
あ
り
、
終

了
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
拡
大
に
よ
り
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
幸
い

に
も
、
当
時
は
感
染
者
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
十
分
な
感
染
防
止
の
対
策
を
し
た
会
場
に

六
一
名
も
の
建
築
史
学
・
日
本
史
学
の
研
究
者
の
参
加
を
得
て
、
対
面
で
の
国
際
研
究
集

会
を
開
催
で
き
た
。
第
二
回
の
国
際
研
究
集
会
は
、
第
一
回
を
継
承
し
、
研
究
史
上
、
デ

ジ
タ
ル
画
像
の
「
大
公
開
時
代
」
の
幕
開
け
と
共
に
新
局
面
を
迎
え
た
日
本
史
学
と
建
築

史
学
の
協
業
、
文
理
融
合
研
究
の
理
想
型
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
報
告
内

容
を
反
映
し
た
報
告
集
を
当
日
会
場
で
配
布
し
た
。
内
容
は
基
盤
研
究
S
の
項
を
参
照
。

但
し
☆
印
の
報
告
は
未
掲
載
で
あ
る
。
な
お
、
前
日
の
一
二
月
一
七
日
（
金
）
に
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
、
陽
明
文
庫
の
展
観
室
に
お
い
て
、
陽

明
文
庫
所
蔵
の
近
衞
家
伝
来
の
建
築
関
係
史
資
料
（「
宮
城
図
」〔
元
応
元
年
八
月
三
日

付
〕、「
寝
殿
造
建
築
部
材
」・「
大
手
鑑
」、『
除
目
次
第
初
中
竟
』
紙
背
永
治
二
年
正
月
十
九

日
付
「
土
御
門
内
裏
行
事
所
申
文
」〔
裏
築
垣
の
初
見
史
料
〕
他
）
を
熟
覧
し
た
。
参
加

者
二
五
名
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
の
名
和
修
文
庫
長
・
名
和
知

彦
事
務
長
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

�

（
田
島　

公
）�

研
究
集
会

「
人
文
・
社
会
科
学
と
イ
ン
フ
ラ
化
す
る
研
究
デ
ー
タ
」 

二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
九
日

二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
九
日
（
金
曜
日
）
一
三
時
よ
り
、
今
年
度
の
国
立
大
学
附
置
研

究
所
・
セ
ン
タ
ー
会
議
第
3
部
会
（
人
文
・
社
会
科
学
系
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
報
告
者
・
司
会
な
ど
関
係
者
の
み
が

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
内
の
大
会
議
室
に
集
合
し
、
そ
こ
か
ら
配
信
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
行
っ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
人
文
・
社
会
科
学
と
イ
ン
フ
ラ
化
す
る
研
究
デ
ー
タ
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
人
文
・
社
会
科
学
に
お
け
る
「
デ
ー
タ
」
と
そ
の
イ
ン
フ
ラ

化
に
つ
い
て
の
実
践
的
な
取
り
組
み
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
影
響
や
研
究

を
取
り
巻
く
条
件
の
変
化
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
、
現
在
進
行
中
の
日

本
学
術
振
興
会
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業

に
関
係
し
て
い
る
三
名
を
報
告
者
に
招
い
た
。

最
初
に
東
京
大
学
の
齊
藤
延
人
理
事
・
副
学
長
（
研
究
担
当
）
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た

後
、
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
の
田
中
雅
行
准
教
授
か
ら
「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
に
お
け
る
一
橋
大
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

と
い
う
題
で
報
告
が
あ
っ
た
。
一
橋
大
学
社
会
科
学
統
計
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
長
期

間
を
カ
バ
ー
す
る
政
府
統
計
デ
ー
タ
や
調
査
票
情
報
等
メ
タ
デ
ー
タ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
・
英
語
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
公
開
に
至
る
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
た
。

次
に
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
三
輪
哲
教
授
か
ら
「
社
会
科
学
に
お
け
る
デ
ー
タ

共
有
と
二
次
分
析
」
と
い
う
題
で
報
告
が
あ
っ
た
。
社
会
科
学
研
究
所
Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ａ
の
Ｓ

Ｓ
Ｊ
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
動
状
況
や
、
社
会
科
学
に
お
け
る
研
究
デ
ー
タ
の
調
査
票

等
に
よ
る
収
集
・
処
理
・
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
の
生
成
・
報
告
へ
の
流
れ
の
紹
介
、
既
存
デ

ー
タ
に
よ
る
二
次
分
析
研
究
の
動
向
、
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
の
シ
ス
テ
ム
強
化
へ
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
た
。

次
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
山
田
太
造
准
教
授
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
日
本
史

研
究
資
源
の
ゆ
く
え
」
と
い
う
題
で
報
告
が
あ
っ
た
。
人
文
学
研
究
に
お
い
て
も
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
利
活
用
は
必
須
と
な
っ
て
お
り
、
史
料
編
纂
所
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
収
集
・
蓄

積
・
公
開
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
歴
史
史
料
か
ら
得
ら
れ
る
人
名
・
地
名
等
の
各
種
デ
ー

タ
を
Ａ
Ｉ
に
よ
る
分
析
や
機
械
学
習
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
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駆
動
型
日
本
史
研
究
基
盤
の
構
築
を
目
指
す
現
状
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

引
き
続
き
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
箱
石
大
教
授
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
と
し
て
加
わ

り
、
報
告
者
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。
は
じ
め
に
報
告
者
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
補
足
説
明
が
行
な
わ
れ
た
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
寄
せ

ら
れ
た
質
問
が
順
次
紹
介
さ
れ
、
社
会
科
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
今
後
の
方
向
性
や
、
人
文

系
機
関
と
の
連
携
、
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
や
利
用
条
件
な
ど
の
問
題
点
に
つ
い
て
報
告
者

か
ら
回
答
が
な
さ
れ
た
。

最
後
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
本
郷
恵
子
所
長
（
本
年
度
第
3
部
会
長
）
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
一
五
時
に
閉
会
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
一
六
一
名
で
あ
っ
た
。

�

（
尾
上
陽
介
）�

「
新
た
な
画
像
公
開
方
法
と
デ
ジ
タ
ル
連
携
」 

二
〇
二
一
年
一
二
月
三
日

二
〇
二
一
年
一
二
月
三
日
、
公
開
研
究
集
会
「
新
た
な
画
像
公
開
方
法
と
デ
ジ
タ
ル
連

携
」
を
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ムZoom

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
し
た
（
主

催
：
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
・
前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン

タ
ー
）。
こ
れ
は
、
本
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
二
〇
二
一

年
一
二
月
三
日
か
ら
公
開
を
予
定
し
て
い
る
正
保
琉
球
国
絵
図
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・

倭
寇
図
巻
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
お
よ
び
近
日
中
の
公
開
を
予
定
し
て
い
る
荘
園
絵
図

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や
構
築
の
目
的
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
利
活
用
の
方
法
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
な
う
場
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で

あ
る
。
い
ず
れ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
も
、
単
に
画
像
の
公
開
を
す
る
の
み
で
な
く
、
デ
ー
タ
の

構
造
化
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
や
地
理
情
報
と
の
連
携
を
実
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
他
機

関
所
蔵
の
絵
図
な
ど
別
の
画
像
デ
ー
タ
と
の
並
列
表
示
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
本
所
で
の

画
像
公
開
方
法
と
し
て
は
い
く
つ
も
の
新
し
い
機
能
を
備
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

集
会
で
は
、
ま
ず
、
須
田
牧
子
氏
（
本
所
准
教
授
）
お
よ
び
中
村
覚
氏
（
本
所
助
教
）

が
、「
史
料
編
纂
所
の
新
た
な
画
像
公
開
方
法
に
つ
い
て
―
倭
寇
図
巻
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
の
構
築
を
例
と
し
て
―
」
と
い
う
題
目
で
、
倭
寇
図
巻
に
つ
い
て
の
研
究
の
現
状

と
、
そ
の
成
果
を
反
映
し
た
同
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
の
狙
い
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。
つ
づ

い
て
黒
嶋
敏
（
本
所
准
教
授
）
よ
り
、「
正
保
琉
球
国
絵
図
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ

い
て
」
と
い
う
題
目
で
、
同
ア
ー
カ
イ
ブ
の
機
能
な
ど
を
紹
介
し
た
。
最
後
に
井
上
聡
氏

（
本
所
准
教
授
）
か
ら
「
荘
園
絵
図
ア
ー
カ
イ
ブ
の
計
画
と
方
向
性
」
と
い
う
題
目
で
、

現
在
構
築
を
進
め
居
て
い
る
荘
園
絵
図
ア
ー
カ
イ
ブ
の
概
要
と
課
題
が
提
示
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
関
野
樹
氏
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
お
よ
び
高
田
祐
一

氏
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
研
究
員
）
の
二
名
よ
り
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
。
関
野
氏
か
ら

は
、
従
来
型
の
「
見
る
」
デ
ー
タ
か
ら
、「
使
う
」
デ
ー
タ
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
る
状

況
の
説
明
が
あ
り
、
そ
こ
に
琉
球
国
絵
図
・
倭
寇
図
巻
の
ア
ー
カ
イ
ブ
が
位
置
づ
け
ら
れ

る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た
高
田
氏
か
ら
は
、
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利

活
用
と
い
う
観
点
か
ら
、
と
く
に
学
校
教
育
で
の
利
用
を
探
る
取
り
組
み
や
、
歴
史
地
理

情
報
の
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
っ
た
。

今
回
の
集
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
な
っ
た
が
、
当
日
は
国
内
各
地
だ
け
で
な
く
、
外
国
か
ら
の
五
名
を
含
む
、
全
七
九
名

の
参
加
を
得
た
。

な
お
、
こ
の
集
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
本
所
特
定
共
同
研
究
「
東
ア
ジ
ア
の
合
戦

図
の
比
較
研
究
」、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
B
「
南
西
諸
島
に
お
け
る
海
上
交

通
の
復
元
的
研
究
―
「
帆
船
の
時
代
」
の
「
歴
史
航
海
図
」
―
」、
鹿
島
学
術
振
興
財
団

研
究
助
成
「
正
保
琉
球
国
絵
図
の
研
究
資
源
化
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
」
の
共

催
を
得
て
い
る
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
東
京
大
学
Ｆ
Ｓ
Ｉ
事
業
「
デ
ー
タ
駆

動
型
歴
史
情
報
研
究
基
盤
の
構
築
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
研
究
の
成
果
で
あ
る
こ
と
を

付
記
し
て
お
く
。

�

（
黒
嶋　

敏
）�

「
日
本
関
係
海
外
史
料
蒐
集
事
業
の
足
跡
」 

二
〇
二
二
年
一
月
二
四
日

本
講
演
会
は
、
日
本
学
士
院
Ｕ
Ａ
Ｉ
（
国
際
学
士
院
連
合U

nion�A
cadém

ique�In-
ternationale

）
関
連
事
業
「
在
外
未
刊
行
日
本
関
係
史
料
蒐
集
事
業
」
一
〇
〇
周
年
、

日
蘭
交
渉
史
研
究
会
七
〇
周
年
を
記
念
し
、
日
本
学
士
院
か
ら
佐
藤
彰
一
氏
、
史
料
編
纂

所
か
ら
保
谷
徹
氏
、
松
井
洋
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
Ｕ
Ａ
Ｉ
関
連
事
業
一
〇
〇
年
の
歩
み

を
振
り
返
っ
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
めZoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た

が
、
八
二
名
の
参
加
者
に
恵
ま
れ
た
。
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ま
ず
、
佐
藤
氏
に
よ
る
講
演
「
第
一
次
大
戦
戦
後
処
理
と
Ｕ
Ａ
Ｉ
の
創
設
」
が
行
わ

れ
、「
在
外
未
刊
行
日
本
関
係
史
料
蒐
集
事
業
」
の
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
Ｕ
Ａ
Ｉ
創
設

に
至
る
経
緯
が
解
説
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
末
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
国
際
的
学
術
組

織
が
次
々
と
誕
生
し
た
が
、
佐
藤
氏
は
、
Ｕ
Ａ
Ｉ
に
先
行
す
る
万
国
学
士
院
連
合
（In-

ternational�A
ssociation�of�A

cadem
ies

）
や
碑
文
・
美
文
ア
カ
デ
ミ
ー
（A

cadém
ie�

des�Inscriptions�et�Belles-Lettres

）
の
事
例
に
触
れ
な
が
ら
、
そ
こ
で
は
主
要
国
の

利
害
対
立
や
理
系
・
文
系
の
不
均
衡
な
ど
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。
そ
し
て
一
九
一
九
年
の
Ｕ
Ａ
Ｉ
創
設
は
、
フ
ラ
ン
ス
主
導
に
対
す
る
不
満
が
く
す
ぶ

り
な
が
ら
も
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
排
斥
思
想
の
抑
制
、
人
文
系
学
者
の
み
に
よ
る

組
織
な
ど
、
旧
来
の
課
題
を
あ
る
程
度
克
服
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。

Ｕ
Ａ
Ｉ
に
は
設
立
当
初
か
ら
帝
国
学
士
院
（
現
日
本
学
士
院
）
が
参
加
し
て
お
り
、
一

九
二
一
年
総
会
に
お
い
て
「
日
欧
交
通
史
料
蒐
集
事
業
」
を
提
案
し
、
翌
一
九
二
二
年
、

Ｕ
Ａ
Ｉ
第
七
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
在
外
未
刊
行
日
本
関
係
史
料
」
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
保

谷
氏
の
講
演
「
在
外
未
刊
行
日
本
関
係
史
料
蒐
集
事
業
の
あ
ゆ
み
」
は
、
同
事
業
に
対
す

る
日
本
側
の
取
り
組
み
に
光
を
当
て
た
。
興
味
深
い
事
実
と
し
て
、
早
く
も
一
八
九
〇
年

代
に
、
帝
国
大
学
歴
史
学
教
師
リ
ー
ス
が
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
史
料
を
集
め
て
蒐
集
事
業

に
先
鞭
を
つ
け
て
お
り
、
上
記
の
Ｕ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
役
を
担
っ
た
帝
国
大
学

文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
（
現
史
料
編
纂
所
）
三
上
参
次
は
、
か
つ
て
弟
子
と
し
て
、
そ
う

し
た
リ
ー
ス
の
仕
事
に
接
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
世
代
を
越
え
た
継

承
は
第
二
次
大
戦
に
よ
る
中
断
後
も
続
き
、
一
九
五
四
年
以
降
は
日
本
学
士
院
か
ら
正
式

に
委
託
を
受
け
た
史
料
編
纂
所
が
事
業
を
進
め
て
き
た
。
保
谷
氏
は
、
そ
の
間
日
欧
交
通

史
料
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
を
含
む
東
ア
ジ
ア
史
料
の
調
査
・
蒐
集
も
広
く
実
施
し
て
き

た
こ
と
を
報
告
し
た
。

「
在
外
未
刊
行
日
本
関
係
史
料
蒐
集
事
業
」
に
お
い
て
当
初
よ
り
重
要
な
位
置
を
占
め

た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
文
書
を
中
心
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
で
あ
っ
た
。

史
料
編
纂
所
に
お
け
る
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
の
編
纂
の
他
、
一
九
五
二
年
に

は
日
蘭
交
渉
史
研
究
会
が
発
足
し
、
日
本
学
士
院
の
支
援
を
得
て
一
九
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
商

館
長
日
記
の
翻
訳
を
続
け
て
き
た
。
松
井
氏
は
「
蒐
集
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
目
録
化
と

そ
の
意
義
―
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
を
中
心
に
―
」
と
題
し
、
こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
進
め

て
き
た
蒐
集
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
の
目
録
作
成
事
業
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
と
り
わ
け

重
要
な
成
果
と
し
て
、
バ
タ
フ
ィ
ア
（
現
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
総
督
府
か
ら
各
地
の
出
先
機
関

に
送
付
さ
れ
た
文
書
を
収
め
た
「
バ
タ
フ
ィ
ア
発
信
書
翰
控
簿
」
の
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

が
紹
介
さ
れ
、
受
信
側
の
「
日
本
商
館
文
書
」
目
録
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
商

館
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
世
界
的
通
信
網
の
一
端
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
後
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
佐
藤
氏
は
、
Ｕ
Ａ
Ｉ
創
設
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

参
加
国
の
間
で
日
本
の
積
極
的
な
参
加
に
期
待
す
る
声
が
小
さ
く
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
そ
う
し
た
要
望
は
今
で
も
非
常
に
強
い
と
述
べ
た
。
そ
の
一
方
、
閉
会
の
辞
に
お
い

て
、
主
催
者
を
代
表
し
て
松
方
冬
子
が
、
史
料
の
電
子
化
、
研
究
関
心
の
広
が
り
、
発
信

手
段
の
多
様
化
な
ど
、
昨
今
の
研
究
環
境
の
著
し
い
変
化
に
言
及
し
、「
在
外
未
刊
行
日

本
関
係
史
料
蒐
集
事
業
」
の
あ
り
方
も
そ
れ
に
応
じ
て
変
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
提
案
し
た
。
本
講
演
会
は
、
一
世
紀
に
わ
た
る
Ｕ
Ａ
Ｉ
関
連
事
業
の
足
跡
を
辿

り
な
が
ら
、
人
文
系
学
術
の
国
際
化
に
つ
い
て
継
続
と
変
化
の
両
面
か
ら
考
え
る
有
意
義

な
機
会
と
な
っ
た
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
特
定
共
同
研
究
（
海
外
史
料
分

野
）「
モ
ン
ス
ー
ン
文
書
・
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
・
Ｖ
Ｏ
Ｃ
文
書
・
Ｅ
Ｉ
Ｃ
文
書
の

分
野
横
断
的
研
究
」
主
催
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
日
本
学
士
院
・
日
蘭
交
渉
史
研

究
会
と
共
催
。

�

（
大
東
敬
典
）�

外
国
人
研
究
員
研
究
成
果
報
告

「
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
の
食
事
の
歴
史
」

エ
ミ
リ
ー
・
ウ
ォ
レ
ン

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

二
〇
一
九
年
九
月
一
日
～
二
〇
二
一
年
八
月
三
一
日

研
究
の
課
題
は
、
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
の
食
物
史
で
あ
り
、
博
士
論
文
の
た
め
に
こ

の
時
代
の
宮
廷
の
食
文
化
と
税
制
を
研
究
し
た
。

こ
の
時
代
、
諸
国
や
各
地
の
御
厨
か
ら
御
膳
の
食
材
を
宮
廷
に
調
達
す
る
た
め
の
制
度
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が
存
在
し
て
い
た
。
諸
国
に
は
、
特
定
の
食
材
・
布
や
労
働
な
ど
を
税
物
と
し
て
納
め
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
税
物
と
し
て
の
食
材
に
加
え
、
天
皇
の
御

膳
を
調
達
す
る
た
め
の
御
厨
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
も
食
材
が
集
め
ら
れ
た
。
こ
の
食

材
が
神
事
・
仏
事
・
節
会
に
関
す
る
食
材
と
物
品
と
な
り
、
そ
し
て
年
中
行
事
の
従
事
者

へ
の
支
給
物
に
も
な
っ
た
。
食
材
が
畑
・
海
・
水
田
か
ら
宮
廷
の
食
卓
に
届
く
ま
で
の
調

達
制
度
が
、『
延
喜
式
』
に
詳
細
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
制
度
を
研
究
す
る
た
め
に
食
材
調

達
・
調
理
に
関
す
る
式
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、「
主
計
式
」
の
抜
粋
、「
大
膳
職
」

「
大
炊
寮
」「
造
酒
司
」
の
全
部
に
つ
い
て
英
訳
の
原
稿
が
で
き
あ
が
り
、「
内
膳
式
」
の

英
訳
が
二
〇
二
一
年
一
二
月
に
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
食
材
調
達
の
制
度
か
ら
、
天
皇
の
毎
日
の
食
事
と
儀
式
の
食
事
が
諸
国
の
生
産
と

密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
こ
の
『
延

喜
式
』
に
見
ら
れ
る
古
代
の
制
度
は
衰
退
し
変
化
し
た
。
宮
廷
食
文
化
に
関
し
て
こ
の
変

化
を
調
べ
る
た
め
に
、
中
世
の
儀
式
書
と
日
記
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
天
皇
に
と
っ
て

毎
日
そ
し
て
儀
式
の
食
事
は
ど
う
い
う
も
の
か
に
焦
点
を
当
て
る
場
合
、
儀
式
書
は
特
に

役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
。
先
ず
、
高
橋
慎
一
朗
先
生
の
ご
指
導
の
下
で
、
中
世
の
料
理
書

『
厨
事
類
記
』
を
読
む
こ
と
が
で
き
、
英
訳
の
原
稿
を
完
成
さ
せ
た
。
延
喜
式
を
除
き
日

本
最
古
の
食
べ
物
の
作
り
方
の
説
明
が
厨
事
類
記
に
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
食
文
化
史

に
と
っ
て
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
食
事
習
俗
の
理
解
の
た
め
に
は
、
日
記
の
読
解
が
不
可

欠
で
あ
る
。
藤
原
頼
長
の
『
台
記
』
に
は
宴
会
の
献
立
が
詳
し
く
書
い
て
あ
り
、
摂
関
家

の
食
文
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
臣
大
饗
や
五
十
日
・
百
日
の
祝
賀
な

ど
に
公
卿
の
食
文
化
が
見
ら
れ
る
。
史
料
編
纂
所
の
先
生
方
の
ご
指
導
に
よ
り
、
二
つ
の

中
世
の
儀
式
書
（
日
中
行
事
、
侍
中
群
要
の
抜
粋
）
の
書
き
下
し
の
原
稿
も
で
き
、
英
訳

も
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
の
英
訳
は
、
英
語
圏
に
お
け
る
日
本
古
代
・
中
世
の
食
文
化
研
究
お
よ

び
歴
史
研
究
の
歩
み
、
意
義
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
有
益
と
思
わ
れ
る
。
史
料
の
英
訳

に
よ
り
、
前
近
代
の
食
文
化
と
日
本
史
研
究
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

史
料
展
示

オ
ン
ラ
イ
ン
木
展

〔
日
時
〕
二
〇
二
二
年
一
月
一
三
日
、
午
後
三
時
半
～
五
時

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
に
か
ん
が
み
、
木
展
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

史
料
展
示
・
解
説
の
か
た
ち
で
開
催
し
た
。
当
日
は
配
布
資
料
に
も
と
づ
き
、
史
料
画
像

を
見
せ
な
が
ら
左
記
史
料
担
当
の
保
谷
徹
教
授
が
解
説
を
加
え
た
。

〔
対
象
史
料
〕
紀
州
の
豪
商
菊
池
（
垣
内
）
本
家
・
新
家
史
料

画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
の
古
写
真
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
、

大
田
区
在
住
の
菊
池
武
昭
氏
か
ら
提
供
さ
れ
た
菊
池
新
家
史
料
の
調
査
・
整
理
を
開
始
し

た
（
本
所
へ
の
寄
贈
は
二
〇
一
六
年
）。
ま
た
、
菊
池
本
家
史
料
に
つ
い
て
は
一
九
八
五

年
に
故
・
菊
池
薫
氏
（
本
所
元
教
授
菊
池
武
雄
氏
御
母
堂
）
か
ら
寄
贈
を
受
け
て
い
た

が
、
二
〇
二
一
年
、
本
所
元
職
員
の
菊
池
明
石
氏
（
武
雄
先
生
夫
人
）
か
ら
、
追
加
の
史

料
寄
贈
が
あ
っ
た
。
こ
の
本
家
（
追
加
寄
贈
分
）
と
新
家
の
史
料
に
つ
い
て
、
菊
池
家
の

地
元
に
あ
た
る
和
歌
山
県
湯
浅
町
と
協
議
が
進
め
ら
れ
、
本
所
分
と
湯
浅
町
分
に
引
き
分

け
て
保
存
・
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
菊
池
新
家
史
料
に
つ
い
て
は
、
本

所
分
二
九
八
件
三
四
四
点
・
写
真
史
料
五
六
〇
件
二
六
四
二
点
／
湯
浅
分
八
九
三
件
三
一

二
八
点
、
菊
池
本
家
の
追
加
寄
贈
分
に
つ
い
て
は
、
本
所
分
七
二
件
八
一
点
／
湯
浅
町
分

二
二
五
件
五
四
四
点
と
な
っ
た
。
二
〇
二
二
年
一
月
末
、
湯
浅
町
教
育
委
員
会
所
蔵
分
の

史
料
を
寄
託
先
で
あ
る
和
歌
山
県
立
博
物
館
へ
移
送
し
て
い
る
（
保
存
箱
五
五
、
長
持

二
，
木
箱
一
二
ほ
か
）。
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
木
展
は
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
史
料
群
の
概

要
を
紹
介
す
る
趣
旨
で
実
施
さ
れ
た
。

〔
展
示
・
解
説
の
主
な
内
容
〕

オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
で
は
、
1
調
査
・
整
理
の
経
緯
、
2
菊
池
家
歴
代
と
そ
の
史
料
群
に

つ
い
て
解
説
し
、
3
両
菊
池
家
史
料
の
内
容
と
特
徴
を
紹
介
し
た
。
南
朝
の
武
将
菊
池
氏

の
末
裔
が
、
一
六
世
紀
半
ば
に
紀
州
栖
原
に
入
り
、
垣
内
氏
を
名
乗
っ
た
（
幕
末
期
に
本

姓
菊
池
に
戻
す
）。
一
族
は
房
総
に
進
出
し
て
鰯
網
漁
と
干
鰯
生
産
を
お
こ
な
い
、
一
七

一
九
年
、
江
戸
に
干
鰯
問
屋
須
原
屋
三
九
郎
店
（
本
家
）
を
開
い
た
。
次
い
で
一
七
八
二

年
、
砂
糖
問
屋
河
内
屋
孫
左
衛
門
店
（
新
家
）
を
開
き
、
両
者
は
本
店
・
支
店
の
関
係
で

豪
商
菊
池
家
を
支
え
る
。
ま
た
、
幕
末
に
出
た
新
家
の
菊
池
海
荘
は
、
紀
州
藩
地
士
と
し

て
藩
や
朝
廷
に
海
防
策
を
上
申
し
、
農
兵
取
立
に
あ
た
っ
て
い
る
。
海
荘
は
全
国
的
に
も

著
名
な
漢
詩
人
で
あ
り
、
詳
細
な
日
記
（
一
二
五
冊
）・
風
説
留
（
計
五
〇
冊
以
上
）
を
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残
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
海
荘
手
記
」
や
「
風
雲
雑
記
」
等
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
一

年
に
湯
浅
町
へ
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
一
月
末
・
三
月
末
の
二
度
に
わ
た
っ
て
撮
影
調
査
を

実
施
し
た
（
詳
細
は
出
張
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
こ
の
ほ
か
、
多
く
の
書
画
や
各
種

の
拝
領
品
、
海
荘
木
像
（
九
鬼
虚
白
作
）、
大
砲
模
型
な
ど
、
関
係
史
料
を
画
像
で
紹
介

し
た
。
最
後
に
、
菊
池
新
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
紀
州
徳
川
家
由
来
の
品
々
に

つ
い
て
触
れ
た
。
こ
れ
は
茂
承
・
頼
倫
・
頼
貞
の
三
代
に
わ
た
る
自
筆
の
書
画
や
古
写
真

類
で
あ
り
、
戦
前
・
戦
後
に
わ
た
っ
て
徳
川
久
子
（
頼
倫
夫
人
）
邸
の
家
扶
・
事
務
主
任

を
つ
と
め
た
菊
池
武
芳
（
新
家
）
へ
下
賜
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
覚
書
の
締
結
と
史
料
画
像
公
開
の
予
定
〕

二
〇
二
二
年
一
月
、
こ
の
間
に
撮
影
し
た
両
菊
池
家
の
史
料
画
像
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
湯
浅
町
教
育
委
員
会
と
覚
書
を
締
結
し
、H

i-CA
T

�Plus

か
ら
ウ
ェ
ブ
公
開
す
る

も
の
と
し
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
本
所
分
の
撮
影
デ
ー
タ
に
つ
い
て
もH

i-
CA

T

か
ら
順
次
ウ
ェ
ブ
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
（
た
だ
し
写
真
史
料
に
つ
い
て
は
、
当

面
は
所
内
・
閲
覧
室
公
開
と
し
た
い
）。
以
上
。

今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
開
催
に
つ
い
て
は
、
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
た
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
一
覧

二
〇
二
一
年
度

番
号

書　
　

名

研
究
費
名

責
任
者

1

宮
城
県
石
巻
市
東
福
田
板
碑
群
調

査
報
告
書
―
ひ
か
り
拓
本
技
術
の

開
発
と
応
用
―

共
同
利
用･

共
同
研
究
拠

点
（
一
般
共
同
研
究
）

菊
地
大
樹

2

明
清
中
国
関
係
文
書
の
比
較
研
究

―
台
湾
所
在
史
料
を
中
心
に
―

共
同
利
用･

共
同
研
究
拠

点
（
一
般
共
同
研
究
）

黒
嶋　

敏

3

中
川
文
書
（
赤
名
文
書
）

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究
B

村
井
祐
樹

4

近
江
水
口
加
藤
子
爵
家
文
書
―
豊

臣
政
権
編
―

共
同
利
用･

共
同
研
究
拠

点
（
一
般
共
同
研
究
）

村
井
祐
樹

5

観
世
音
寺
公
験
案
の
集
成
と
研
究

共
同
利
用･

共
同
研
究
拠

点
（
一
般
共
同
研
究
）

遠
藤
基
郎

6

一
柳
家
文
書
―
豊
臣
政
権
編
―

共
同
利
用･

共
同
研
究
拠

点
（
一
般
共
同
研
究
）

村
井
祐
樹

7

続　

賀
茂
別
雷
神
社
の
所
領
と
氏

人

共
同
利
用･

共
同
研
究
拠

点
（
特
定
共
同
研
究
）

金
子　

拓

8

藤
波
家
旧
蔵
史
料
の
調
査
・
研
究

共
同
利
用･

共
同
研
究
拠

点
（
一
般
共
同
研
究
）

遠
藤
珠
紀

9

史
料
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

古
文

書
を
科
学
す
る　

料
紙
分
析
は
じ

め
の
一
歩

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究
A

渋
谷
綾
子
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10

国
際
研
究
集
会
「
御
所（
宮
殿
）・

邸
宅
造
営
関
係
資
料
の
地
脈
と
新

天
地
」
報
告
集
（
2
）

研
究
拠
点
創
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
科
学
研
究
費
補
助

金
基
盤
研
究
S

田
島　

公

11

陽
明
文
庫
講
座
図
録
3

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究
S
・
同
A

田
島　

公

12

壽
岳
文
章
和
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
調

査
報
告
書

共
同
利
用･

共
同
研
究
拠

点
（
一
般
共
同
研
究
）

及
川　

亘

13

小
川
八
幡
神
社
大
般
若
経　

調
査

概
報

共
同
利
用･

共
同
研
究
拠

点
（
特
定
共
同
研
究
）

山
口
英
男

14

平
安
時
代
典
籍
・
記
録
の
史
料
学

的
再
検
討

共
同
利
用･

共
同
研
究
拠

点
（
特
定
共
同
研
究
）

山
口
英
男

15

金
鵄
会
館
連
続
公
開
講
座
「
三
条

西
家
本
『
除
目
書
・
同
紙
背
文

書
』
を
読
む
―
『
明
治
大
学
図
書

館
所
蔵
三
条
西
家
本
除
目
書
』
影

印
本
の
刊
行
を
記
念
し
て
―
」
講

演
集

研
究
拠
点
創
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
科
学
研
究
費
補
助

金
基
盤
研
究
S

田
島　

公

16

中
世
東
大
寺
出
世
後
見
・
倶
舎
三

十
講
関
係
記
録
史
料

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究
A

遠
藤
基
郎

17

「
院
号
定
部
類
記
」に
関
す
る
研
究

共
同
利
用･

共
同
研
究
拠

点
（
一
般
共
同
研
究
）

小
塩　

慶

18

近
世
統
一
政
権
の
成
立
と
天
下
普

請
の
展
開

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究
B

及
川　

亘
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